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車載マニュアル
車載マニュアルは常に車両に保管し、車両を売却する
場合は新しいオーナーにお渡しください。
車両本体または車載マニュアルについてのご質問、ご
提案がございましたら、下記までご連絡ください。
お問い合わせ先：
Dr. Ing. h.c. F. Porsche AG
Vertrieb Customer Relations
Porscheplatz 1
70435 Stuttgart
Germany

装備品
ポルシェ社では絶えず製品の開発と改良を行ってお
り、お客様の車両の装備品や仕様等がこの取扱説明書
の Porsche による内容と一部異なる場合があります。
あらかじめご了承ください。装備品はオプションであ
る場合や、車両が販売される国によってこの取扱説明
書の内容と異なる場合があります。追加装備品の詳細
については、Porsche 正規販売店にお問い合わせくだ
さい。
各国の法律等の違いにより、この取扱説明書の内容が
車両の仕様と異なる場合があります。この取扱説明書
に記載されていない装備品が Porsche に装備されてい

る場合、Porsche 正規販売店がその装備品の取り扱い
方法とメンテナンスについてご説明いたします。

警告およびシンボル マーク
この説明書には様々な警告およびシンボル マークが使
用されています。

危危険険 重傷または死亡に至る危
険

「危険」欄の警告を守らないと、重傷または死亡に至
る危険があります。

警警告告 重傷または死亡に至る可
能性

「警告」欄の警告を守らないと、重傷または死亡に至
る可能性があります。

注注意意 中程度のケガまたは軽傷
を負う可能性

「注意」欄の警告を守らないと、中程度のケガまたは
軽傷を負う可能性があります。

知知識識 車両が損傷する可能性

「知識」欄の警告を守らないと、車両が損傷する可能
性があります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

追加情報は｢インフォメーション｣という語を用いて記
載されます。

bb 機能を使用するために満たす必要のある前提条
件。

e お守りいただく必要のある指示。
11.. 指示が複数のステップに分かれる場合は、番号が

付けられています。

11.. タッチ ディスプレイに関して従う必要のある指
示。

> トピックに関する詳しい重要情報が記載されてい
る参照先を示します。

エアバッグ警告ラベル

危危険険 助手席のチャイルド シー
ト

チャイルド シートが助手席に取り付けられている場
合、エアバッグが作動した際に重傷または致命傷を負
う危険があります。
e お子様にケケガガやや死死亡亡のの危危険険があるため、フフロロンントト

エエアアババッッググがが有有効効ににななっってていいるる状状態態でで、後ろ向き
チャイルド シートを助手席で絶絶対対にに使使用用ししなないいで
ください。

> 「チャイルド シート」の章（ 172ページ）を参照
してください。



2

マニュアルのレイアウト
取扱説明書 – デジタル 目次 安全性とドライビング プレジャー 概要

取扱説明書は、車内の車載デジタル形
式が入手可能です。
> 3ページ

概要を把握し、確認したいトピックを
探すことができます。

ドライビング プレジャーを安全に楽し
む方法をご覧ください。
> 5ページ以降

部品やコントロールについて十分に理
解してください。
> 21ページ以降

実用的なヒント 50 音順トピック テクニカル データ 索引

新機能についての補足情報をご覧くだ
さい。
> 28ページ以降

部品やコントロールの仕組み、および
それらを操作する方法をご覧くださ
い。

特定の図を検索してください。
> 305ページ以降

確認したい情報をすぐに見つけること
ができます。
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取扱説明書 – デジタル
お客様の車両についての詳細はオオンンボボーードド車両取扱説明書で確認できます。

オオンンボボーードド

取扱説明書はポルシェ コミュニケーション マネー
ジメント (PCM) の下記で確認できます:

e 車車両両 e 制制御御 e 取取扱扱説説明明書書

Apple, the Apple logo, Apple CarPlay, iPhone, iPod, Siri and other designations of Apple are trademarks of Apple Inc., registered in the U.S. and other countries.

App Store is a service mark of Apple Inc., registered in the U.S. and other countries.

IOS® is a trademark or registered trademark of Cisco Technology, Inc. in the U.S. and other countries and is used under license by Apple. Google Play® and the Google Play logo are trademarks of Google LLC.
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ドライビングプレジャーはその
ままに、安全性を向上
お客様の車両：最高のパフォーマンス、最高のスポー
ツ性能。 魅力的な体験を満喫できることは間違いあり
ません。 しかし、それはどんな状況でもお客様がリ
ラックスできる場合に限られます。 ですから、ポル
シェにとって最高品質の安全をご提供することも、と
ても重要です。
ポルシェ車の運転中に安全を確保する上で、お客様に
どのような役割を果たしていただけるかをこちらで説
明します。

完璧なテクノロジー、安全性の前提
条件
高品質な素材とスタッフの優れた技術でお客様の車両
を末永く見守ります。 車両の能力を十分に発揮させる
ためには、注意とケアが必要です。 ポルシェにお任せ
いただければ、重大な局面でもお客様の信頼に応える
ことをお約束いたします。

車両の損傷および正常な動作の点検

技術的な不具合が生じている車両は、不良な作動挙動
などにより事故を招く恐れがあります。
e 車両を定期的に点検し (少なくとも 1カ月に 1 度お

よび長時間のドライブの前)、良好な状態であるこ
とを確認してください。 特に、以下の点に注意し
てください:

– タイヤに損傷がない、空気圧が適正でトレッド
の深さが十分ある

– ヘッドライト、ブレーキ ライト、および方向指
示器がすべて作動する

– エアロ パーツに損傷がない
– ワイパー ブレードに損傷がない
– ガラスのひび割れまたは損傷がなく、フロント

ガラス / ウィンドウが妨げられていない
– ドア ミラーおよびルーム ミラーに損傷がな

く、正しい位置になっている
– センサーおよびカメラにひび割れまたは損傷が

ない
– クーリング エア ダクト、センサーおよびカメ

ラが妨げられていない (フィルム、ストーン
ガード、ライセンス プレート ホルダーなどで)

e 電話や無線装置は外部アンテナに接続して車内で
のみ使用し、車内の電磁波のレベルが限界値を超
えないようにしてください。

タイヤの損傷点検

損傷したタイヤは走行中にバースト (破裂) する恐れが
あります。 車両のコントロールを失う恐れがありま
す。
e 走行頻度や状態に応じて少なくとも 1 カ月に 1 度

は定期的にタイヤを点検し、異物の噛み込み、欠
損、切り傷、亀裂、膨れなどがないか確認してく
ださい。 タイヤの側面も必ず点検してください。

e 損傷の疑いがある場合は、ポルシェ正規販売店で

タイヤおよびホイール全体の点検を受けてくださ
い。

e 損傷したタイヤを装着したままで運転を続けなないい
でください。 損傷したタイヤはただちに交換して
ください。ポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

タイヤ空気圧の調整

極端に低いまたは高いタイヤ空気圧は、タイヤおよび
ホイールに修復不可能な損傷を与えるだけでなく、制
動距離が長くなり、事故を起こす危険が大幅に高まり
ます。 タイヤ空気圧が低すぎる場合は、燃費が著しく
低下する恐れがあります。
e タイヤの種類および積載重量に適したタイヤ空気

圧に調整してください。
> 「テクニカル データ」の章（ 305ページ）を

参照してください。
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 154ペー

ジ）を参照してください。
e マルチファンクション ディスプレイのタイヤ空気

圧モニタリング メニューの設定が、車両に装着さ
れているタイヤおよび車両の積載荷重と一致して
いることを確認してください。
> 「PCM でのタイヤ空気圧モニタリング (TPM)
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の設定」の章（ 156ページ）を参照してくださ
い。

e 赤色のタイヤ空気圧警告がインストルメント パネ
ルに表示されるとき: 直ちに適切な場所に停車し、
タイヤに損傷がないか点検してください。 損傷し
たタイヤを装着したままで運転を続けなないいでくだ
さい。 必要に応じてパンク修理剤で応急処置を
行ってください。
> 「パンク」の章（ 207ページ）を参照してく

ださい。

ライトの点検

ライトが故障すると、周囲が暗いときに視界を確保で
きなくなります。 他のドライバーがあなたの車両に気
づくのが遅れ、事故を引き起こす恐れがあります。 以
下のライト類を点検してください:
– パーキング ライト、ロー ビーム、ドライビング ラ

イト、ハイ ビーム
– 方向指示灯、ブレーキ ライト、リバース ライト
– フォグ ライト
e すべてのライト類が正常に機能していることを確

認し、故障したライトは速やかに修理してくださ
い。

エアロ パーツの点検

エアロ パーツ (スポイラーまたはアンダーボディ パネ
ル) が損傷または紛失しているとハンドル操作が正常に
行えなくなります。
e 車両に損傷の兆候がないか点検します。
e 損傷または紛失した部品は速やかに交換してくだ

さい。

ウインドウおよびワイパー ブレードを清潔に保
ち正常に機能するようにしてください

フロントガラス、ウィンドウが汚れていたり、ワイ
パー ブレードが故障していたりすると、視界が悪くな
り事故の危険が著しく増大します。
e 車両およびフロントガラス / ウインドウはきれい

な状態を保ってください。
e 凍結したワイパー ブレードは溶かし、フロントガ

ラスから動くようにします。
e ワイパー ブレードは定期的に、または少なくとも

フロントガラスに筋が残るようなら交換します。

> 「フロント ワイパー」の章（ 224ページ）を
参照してください。

点検および仕様変更は、必ずポルシェ正規販売店
で行ってください。

車両の仕様を変更すると、悪影響が及んだり安全機能
を無効にしたりする恐れがあります。 認可されていな
い作業の実施は、保証期間内であっても請求が無効に
なることがあります。
e 車両のすべての点検および仕様変更は必ずポル

シェ正規販売店で行ってください。 これにより、
車両の信頼性と走行安全性を保証し、車両の不完
全な整備の結果として生じる損傷を防ぐことがで
きます。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めい
たします。十分なトレーニングを受けた経験豊か
なスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用
装置を駆使し、確かな整備をお約束します。
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故障診断用ソケット

故障診断用ソケットは、ポルシェ正規販売店で故障診
断機器を接続するために使用されます。
外部装置 (ナビゲーション ユニット、ヘッドアップ
ディスプレイなど) を故障診断用ソケットに接続した場
合、車両システムの機能に支障をきたしたり、イグ
ニッションを OFF にしたときにバッテリーを消耗させ
たり損傷 (完全放電) させたりする恐れがあります。 外
部装置やケーブルはペダル周辺で邪魔になったり、ブ
レーキを踏んだ時や方向転換をした時にペダルに引っ
掛かったりする恐れがあります。
e いかなる装置も故障診断用ソケットに接続しない

でください。
e いかなる装置やケーブルも運転席フットウェルに

置かないでください。

ポルシェのスペア パーツ

e お客様の車両専用のポルシェ純正スペア パーツ、
またはポルシェ社が要求する性能、品質基準を満
たす同等部品のみを使用してください。 これによ

り、車両の信頼性と走行安全性を保証し、車両の
不完全な整備の結果として生じる損傷を防ぐこと
ができます。 これらの部品はポルシェ正規販売店
から入手できます。 ポルシェ正規販売店のご利用
をお勧めいたします。十分なトレーニングを受け
た経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用
工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束し
ます。

e ポルシェ テクイップメントの範囲またはポルシェ
が検査し認定したアクセサリーのみ使用してくだ
さい。 ポルシェテクイップメントについての情報
は、ポルシェ正規販売店にお問い合わせくださ
い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

他社製のスペア パーツまたはアクセサリーを使用し、
それにより損傷などが発生した場合、ポルシェ社はい
かなる責任も負いかねます。 スペア パーツやアクセサ
リーを供給しているメーカーが認定メーカーであって
も、車両の安全性が損なわれる恐れがあります。
ポルシェ社の承認していないスペア パーツまたはアク
セサリーを使用すると、車両の保証が適用されないこ
とがあります。

荷物、安全装備、車両に子供を乗せ
るとき：ポルシェ ドライバーへの注
意事項
ポルシェ車は 100 km/h を超えるまでわずか数秒とい
う加速タイムを誇ります。 このパワーを思いのままに
操るには、走行前に万全の準備をして安全を確保する
必要があります。
それで、ドライブの準備をする時と同じ思いで、この
車の使用についての資料をお読みください。

あなたの命を守る：シート ベルトの正しい使用
方法

シート ベルトは、正しく使用し正常に機能している場
合にのみ、怪我から守ってくれます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

シートベルトを着用しない場合、30 km/h という低速
でも重症を負う場合があります。 安全装備は、組み合
わさって機能する場合にのみ、乗員を保護します。 例
えば、エアバッグはシート ベルトも正しく着用してい
る場合にのみ保護機能が正常に働きます。

e 短い距離の運転であっても、必ずシートベルトを
しっかりと着用してください。

e 1 つのシート ベルトが固定するのは、乗員 1 人だ
けです。

e だぶついた衣服、厚手の衣服 (例：冬物コート) は
脱ぐようにしてください。

e 硬い物または壊れやすい物の上からシートベルト
を締めないでください (例：メガネやボールペン)
。

e シート ベルトがねじれないようにしてください。
e 使用していないシート ベルトは、必ず完全に格納

するようにしてください。
e 妊婦の場合：妊娠中の運転手または乗員は、腰ベ
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ルトを腹部の下に位置するようにし、肩ベルトを
胸部に緩みなく装着する必要があります。

e 摩耗または損傷している場合は、ベルト、ベルト
バックルまたは取り付け部を交換してください。
> 「シート ベルト」の章（ 118ページ）を参照

してください。

エアバッグ

エアバッグは、乗員全員がシート ベルトを着用し正し
く着席している場合にのみ、保護機能を発揮します。
荷物や手荷物は安全に収納する必要があります。
e 乗員とエアバッグが展開する間のエリアに、人や

動物がいないように、また物がないようにしてく
ださい。

e エアバッグから一定の距離を保ってください。例
えば、ドアの内側にもたれかからないでくださ
い。 走行中、足は常にフットウェルに置いてくだ
さい。 ダッシュボードやシート クッションの上に
足を乗せてはなりません。

手を加えたエアバッグは、保護効果を発揮しません。
作動しなかったり、予期せぬタイミングで作動したり
する恐れがあります。 予期せぬタイミングでエアバッ
グが作動すると、重症を負う可能性があります。
e シート カバーを装着しないでください。
e ステアリング ホイールまたはエアバッグ付近にア

クセサリーを取り付けたり、ステッカーなどを貼
り付けたりしないでください。

e エアバッグの配線の近くには、アクセサリー類の
配線を取り付けないでください。

e エアバッグの部品を取り外さないでください (例：
ステアリング ホイール、フロント シート、天井の
内張り)。

e エアバッグの配線や部品を改造しないでくださ
い。
> 「エアバック」の章（ 61ページ）を参照して

ください。

車内の荷物をすべて固定する

車内の荷物を固定しなかったり不適切な位置に載せた
りすると、ブレーキやステアリングを操作したとき、
加速時、または事故の際に、滑って動き回る可能性が
あります。 これは乗員を危険にさらし、怪我につなが
る恐れがあります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

例えば、50 km/h (30 mph) で衝突した場合、固定し
ていない荷物はその重量の最大 50 倍の力で前方に投
げ出される可能性があります。 例えば、1.5 L のペッ
トボトルの水が室内を飛んだ場合、最大 75 kg の力が
かかります。

e 荷物を運ぶ場合には必ず固定してください。
e 例えばラゲッジ コンパートメント内で、荷物は必

ず固定して積載してください。
e 小さな物は小物入れに収納し、小物入れをすべて

閉じてください。 小物入れから荷物が決してはみ
出ないようにしてください。

e ダッシュボードの上には絶対に物を置かないでく
ださい。

e タイ ダウン ベルトで荷物を固定してください (引
き裂き強度は最低 700 kg)。

e 小物入れのカバーを開けた状態で重い物を運ばな
いでください。

e また、乗員に安全対策についての情報を提供して
ください。

正しくポルシェに荷物を積載し、収納するために：
> 「収納スペース」の章（ 152ページ）を参照して

ください。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255ペー

ジ）を参照してください。

挟み込み防止

以下の車両部品の可動範囲に人や動物がいると、巻き
込まれたり挟まれたりする可能性があります。 特に次
の部品が含まれます:
– 調整式フロント シート
– ドア
– ウィンドウ
– スライディング / チルティング ルーフ
– フラップおよびリッド
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– 小物入れのリッド
e これらの車両部品を動かすときには可動範囲に人

や動物がいないことを確認してください。

子供の行動を監視する

子供は危険を正しく判断できないことが多く、危険な
状況で不適切に行動する場合があります。
子供は誤って自動設定 (座席調整など) を作動させて怪
我する可能性があります。 子供は緊急な状況 (車内の
過熱状態など) で車両から降りられない場合がありま
す。 これは、特に小さな子供にとって命に関わりま
す。
e 高温部品 (排気テールパイプなど) や作動中の部品

に子供が近づかないようにしてください。
e 有毒物質 (タイヤ シーラントやエンジン オイルな

ど) は子供の手の届かないところ置いてください。
e お子様だけを車内に残さないでください。

チャイルド シート システムを安全に使用

チャイルド シート システムは、正しく装備された場合
にのみ動作します。
e ポルシェによって承認されているチャイルド シー

ト システムののみみを使用してください。
e チャイルド シート システムを使用する前に：本マ

ニュアルに加え、チャイルド シート システムの
メーカーの取扱説明書を読み、従ってください。
> 「チャイルド シート」の章（ 172ページ）を

参照してください。

安全で優れたドライビング：いつで
も適切な判断力を発揮
ポルシェはオールラウンダーな車です。 ローンチ コン
トロールから緊急ブレーキ機能まで - この車で走り出
せば、すべてが可能になります。とはいえ、1 日の終
わりに車両を正常な状態に保っておくことは、ユー
ザーの責任です。

注意力の低下を防ぐ

運転中に PCM やその他の装置を操作すると、周囲の
交通状況に対する注意力が低下し、危険な状況に素早
く反応できなくなる恐れがあります。 安全のため、一
部の機能は停車中のみ利用できます。
e 運転中にミラーやシート、ステアリング ホイール

の調整は行わないでください。 シートやステアリ
ング ホイールが思った以上に動く場合がありま
す。 車両のコントロールを失う恐れがあります。
運転前にミラー、シート、ステアリング ホイール
の位置調整を行ってください。

e マルチファンクション ステアリング ホイールやイ
ンフォテインメント システムなどの運転中の使用
は、交通状況が許す場合のみにしてください。 不
確かな場合は、安全に操作できるよう停車してく
ださい。

e 運転中は携帯電話やその他の携帯機器を使用しな
いでください。

e 必ずハンズフリー機器を使用してください。
e 運転中にステアリングのスポークの間からボタン

を押さないでください。 これらを遵守しない場
合、危険な状況に素早く反応できなくなる恐れが
あります。
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雨天や降雪時のブレーキの挙動についての把握

大雨の中で水たまりを走行する場合や洗車場を出た後
は、ブレーキ内に水が浸入する可能性があり、ブレー
キの反応が遅れたり、ブレーキ ペダルを踏み込む時に
普通以上に力が必要になったりすることがあります。
さらに、冬季の路面を長距離にわたって走行すると、
ブレーキ ディスクやパッドに被膜ができて摩擦力が大
幅に低下し、ブレーキ性能も低下することがありま
す。
e 特に停車前には、ブレーキが乾いた状態になるよ

うブレーキをかけてください。 このようにすると
腐食を防ぐことができます。

e ブレーキが腐食すると激しい振動が発生しやすく
なります。 ブレーキに気になるほどの不快感があ
る場合は、ブレーキ システムの点検を受けてくだ
さい。

適切なタイヤと適切な運転スタイル

> 「タイヤおよびホイール」の章（ 154ページ）を
参照してください。

走行中にハンドルをとられたり、振動が発生したりし
た場合の適切な反応
タイヤや車両に損傷があると、走行中にハンドルをと
られたり振動が発生したりすることがあります。 車両
のコントロールを失う恐れがあります。
e 直ちに減速してください。ただし急ブレーキをか

けないでください。
e 停車してタイヤを点検してください。 不具合原因

がわからないときは、慎重に運転し不具合の修理
を受けてください。 ポルシェ正規販売店にご相談
ください。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧め
いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊
かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専
用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

タイヤの安全な状態を維持
タイヤが損傷すると、特に高速走行時にタイヤがバー
スト (破裂) する恐れがあります。 タイヤを保護するよ
うに運転し、タイヤの損傷を防いでください。
e 縁石を乗り越えるときは、速度を下げ、できるだ

け直角に通過してください。
e 段差が大きな縁石や、尖った縁石を乗り越えない

でください。

新しいタイヤの慣らし運転
新しいタイヤはグリップ性能を十分に発揮できず、ス
リップしやすくなります。
e 新品のタイヤを装着してから最初の 200 km は、

抑制した速度で慣らし運転を行ってください。

ウィンター タイヤでの走行
ウィンター タイヤには最高速度が指定されています。
最高許容速度を超えると、タイヤがバースト (破裂) す
る恐れがあります。
e 装着しているタイヤの最高許容速度を超えて走行

しないでください。
e 最高許容速度を示すステッカーを、ドライバーの

目に付く場所に貼り付けてください。 法定速度を
遵守してください。

e インストルメント パネルで最高許容速度を制限速
度として設定します：
> 「インストルメント クラスター」の章（ 49

ページ）を参照してください。

サマー タイヤでの走行
外気温度が 15 °C 未満のときに駐車操作やステアリン
グ操作を行うと、ノイズが発生する場合があります。
e 外気温度が 7 °C を下回る場合、ウィンター タイヤ

に交換してください。

アシスタント システムおよびその制限

車両には、安全性と乗り心地を高めるアシスタンス シ
ステムが装備されています。
ただし、これらのシステムのいずれも物理的限界を超
えて車両を制御することはできません。
e 走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避けて

ください。 アシスタンス システムは、不適切な運
転スタイルによる事故の危険性を低減することは
できません。

e アシスタンス システムを過信せず、安全運転を心
がけてください。 周囲の交通状況に適切な反応が
できるように、常に慎重な運転をしてください。

e 使用する前に、アシスタンス システムについて十
分に理解してください。

アアシシススタタンンスス シシスステテムムににつついいててはは次次ををごご覧覧くくだだささいい::
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アダプティブ クルーズ コントロー
ル (ACC)

> p. 41

アンチロック ブレーキ システム
(ABS)

> p. 281

アクティブ パーキング サポート > p. 31

アクティブ レーン キープ > p. 37

リヤ クロス トラフィック アラート > p. 261

HOLD 機能 > p. 276

オートマチック ヘッドライト、
PDLS プラス、ダイナミック ハイ
ビーム

> p. 249

ナイト ビュー アシスト > p. 195

パークアシスト、リバース カメ
ラ、サラウンド ビュー

> p. 209

ポルシェ アクティブ セーフ (PAS) > p. 233

ポルシェ アクティブ サスペンショ
ン マネージメント (PASM)

> p. 277

ポルシェ スタビリティ マネージメ
ント (PSM)

> p. 281

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) > p. 154

レーン キープ アシスト > p. 266

レーン チェンジ アシスト (LCA) > p. 269

クルーズ コントロール > p. 77

緊急ブレーキ機能

通常のフットブレーキが故障している場合などは、電
動パーキング ブレーキを使用してフル ブレーキをかけ
ることができます。
緊急ブレーキ機能が作動すると非常に高い制動力が発
揮されます。 そのために後続の車両が危険にさらされ
る可能性があります。
e 緊急ブレーキ機能は緊急時にのみ使用し、通常走

行時の使用は避けてください。
e 緊急ブレーキ機能を作動させるには、スイッチ

を引き続けてください。 ブレーキを解除するに
は、スイッチを放してください。
> 「ブレーキ」の章（ 218ページ）を参照して

ください。

荷物積載時の運転

車両の操縦性は積載量によって変化します。 ルーフ ト
ランスポート システムを使用しているときは、空気抵
抗も大きくなります。

e ハンドリング特性の変化に合わせた運転をしてく
ださい。

e ルーフ トランスポート システムを装着して荷物を
積載しているときは、130 km/h を超える速度で
走行しないでください。

e 装着したルーフ トランスポート システムに荷物を
載せていないときは、180 km/h を超える速度で
走行しないでください。

e 最大総重量および最大軸荷重を超過しないでくだ
さい。

ローンチ コントロールを使用した発進

発進時にローンチ コントロール機能が作動している
と、車両は急加速します。 特定の状況では (路面状態
が悪いとき、集中力が低下したときなど)、車両の制御
が失われたり、他の道路利用者に危険がおよんだりす
る恐れがあります。
e 路面状況や周囲の交通状況から判断して、安全が

確保できる場合に限ってローンチ コントロールを
使用してください。

e ローンチ コントロールを使用して発進するとき
は、他の通行者に危険が及ばないようにしてくだ
さい。
> 「トランスミッション」の章（ 185ページ）

を参照してください。
e スポーツ エキゾースト システムを排気音最適化

モードに切り替えて、非常にスポーティーなドラ
イビング スタイルをすると、騒音レベルが大幅に
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増加します。 そのため、社会的な責任を考慮に入
れて、近隣への配慮をしてください (特に夜間)。

警告音への適切な反応

システムが故障または不良部品を検知すると、下記の
機器から警告灯の点灯またはメッセージによりドライ
バーに警告が行われます：インストルメント パネルま
たは PCM. 車両の警告信号を無視すると、事故、ケガ
および車両の損傷の恐れが高まります。
e 警告に適切に対応できるよう、運転の開始前に警

告灯およびメッセージの意味を十分に理解してく
ださい。必要な場合は運転を停止してください。
> 「警告およびインフォメーション メッセー

ジ」の章（ 92ページ）を参照してください。
> 「インストルメント クラスター」の章（ 49

ページ）を参照してください。

給油時の危険

燃料は非常に引火性が高く、激しく燃えたり爆発を起
こしたりする可能性があります。 また、燃料と燃料蒸
発ガスは人体に有害です。
e 給油の際、火炎、裸火、喫煙は禁止されていま

す。
e 燃料蒸発ガスを吸い込まないようにしてくださ

い。
e 皮膚や衣類に燃料が付着しないように注意してく

ださい。
> 「補給」の章（ 301ページ）を参照してくだ

さい。
事故の際、車内に置いたスペアのキャニスターが損傷
すると、燃料漏れが発生し、発火または爆発につなが
る恐れがあります。
e スペアのキャニスターは車内に携行しないように

してください。

有害なフルード

燃料だけでなく、エンジンおよびトランスミッション
オイル、バッテリー液、クーラント、およびブレーキ
フルードも人体には有害です。
e 屋外または十分に換気されている場所でのみ、車

両の作業を行ってください。
e フルードのコンテナーには必ず適切なラベルを貼

付し、子どもの手の届かないところに保管してく
ださい。

e フルードの残留物の廃棄は、規制に従い環境に影
響が少ない方法で行ってください。

エンジン オイルは発火する可能性があります。 エンジ
ン オイルの残りが付着したまま換気せずに廃棄または
保管された布は、自然発火して火災が発生する原因と
なる恐れがあります。
e 布で飛散したエンジン オイルを吸い取ってくださ

い。
e エンジン オイルが浸み込んだ布は、廃棄するまで

換気の良い場所で保管してください。
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有毒な排気ガス

排気ガスに含まれる無色無臭の一酸化炭素は、低濃度
でも有毒です。
e 停車時はエンジンを切ってください。 閉鎖された

空間では、不必要にエンジンを作動したままの状
態にしないでください。

e エンジンを作動した状態での作業は、屋外、また
は排気ガスの適切な排気システムが備わっている
環境でのみ行ってください。

安全な駐車

車両を適切に駐車しなかった場合、不意に動き出し人
や物に損傷を与える恐れがあります。
車両から離れる前に、以下の点に注意してください：
e エレクトリック パーキング ブレーキを作動させて

ください。
e PDK 装備車: セレクター レバーの P ボタンを押し

て、トランスミッション パーキング ロックを作動
させます。 インストルメント パネルで作動モード

PP が点滅している場合、パーキング ロックが正し
くかかっていません。 セレクター レバーでもう一
度 P ボタンを押すか、イグニッションを OFF にし
てください。
イグニッションが OFF になると、トランスミッ
ション パーキング ロックが自動的にかかります。

e マニュアル トランスミッション装備車: 1 速または
リバース ギヤに入れてください。

エンジン作動中およびエンジンを停止してからしばら
くの間は、エキゾースト システムが非常に高温になっ
ています。 火傷を負ったり、火災に至ったりする恐れ
があります。
e 可燃物 (乾燥した草や枯れ葉など) が高温のエキ

ゾースト システムに接触する恐れのある場所に駐
車しないでください。

e 車両後方に立つときは、テールパイプから安全な
距離を保ってください。

e 子供がテール パイプの熱で火傷をしないように注
意してください。

万が一の場合に備えて：故障または
緊急時の安全確保
故障時には、安全のため以下の情報に注意してくださ
い。

緊急時はボイス コントロールを使用しない

緊急時は緊張のために声が変わり、ボイス コントロー
ルが指示を認識できなくなる恐れがあります。

e 緊急時はボイス コントロールを使用ししなないいでくだ
さい。

消火器を取り外す

該当する車両で利用可能な場合、消火器は助手席の下
に配置されています。
e 片手で消火器を持ち、もう片方の手で消火器ホル

ダーの PRESS ボタンを押します。
消火器を正しく安全に使用するために、以下の点を
守ってください。
e 消火器の検査間隔を遵守してください。 消火器が

検査間隔を超過して使用される場合、もはやその
機能は保証されません。

e 消火器の取扱説明書に従ってください。
e 消火器メーカーによって供給された、消火器ハン

ドル上のリーフレットの安全に関する指示に従っ
てください。

e 消火器は、正しく使用するために 1 ～ 2 年毎に修
理工場で点検を行ってください。

e 消火器を使用した後は消火剤を再充填してくださ
い。



ドライビング プレジャーはそのままに、安全性を向上

14

車両で作業する際の注意事項

エンジンの作動中は、エンジン コンパートメント内の
エンジンおよび周辺部品が非常に高温になります。
クーラント タンクには圧力がかかっています。
ファンはいつでも自動で作動する可能性があります。
e エンジンを OFF にして、可能であれば冷やしてく

ださい。
e 身体の一部、衣服、長い髪、アクセサリーなど

は、ファンやドライブ ベルトなどのすべての可動
部品から遠ざけてください。

e 高温部品から守るため保護手袋を着用してくださ
い。

e 水平な場所に停車し、エンジンが冷えているとき
のみクーラントを補充してください。 エンジンが
熱いときにクーラント タンクを開開けけなないい でくださ
い。

車両で特定の作業を行う際は、保護装備 (切り傷防止用
の手袋など) を着用する必要があります。
e 車両の作業は、必ずポルシェ正規販売店で実施し

てください。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧
めいたします。十分なトレーニングを受けた経験
豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や
専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

ジャンパー ケーブルによる始動

不適切なジャンパー ケーブルまたは不正な始動手順
は、短絡の原因となり火災が発生する可能性がありま
す。
さらに、自動的に始動する部品 (ラジエーター ファン
など) により、エンジン コンパートメント内で負傷す
るリスクがあります。
ジャンプ スタートを提供または受ける前に：
> 「ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動」の

章（ 122ページ）を参照してください。

けん引
PDK 装備車

けん引または押しがけによる始動により、車両に重大
な損傷を与える危険があります。

e けん引または押しがけによる始動は行行わわなないいでく
ださい。

e 車両をけん引するまたは車両がけん引される前
に：
> 「けん引」の章（ 80ページ）を参照してくだ

さい。

マニュアル トランスミッション装備車1

けん引時は事故を起こす危険が高まります。 パワー ア
シスト機能が作動しないため、ハンドルを動かすのに
力が要ります。 ブレーキ ブースターが作動しない場合
は、ブレーキ ペダルを踏むのに大きな力が必要となり
ます。
e けん引時にエンジンが停止している場合、または

パワー アシスト機能またはブレーキ ブースターが
作動しない場合は十分に注意してください。

e ブレーキが故障した車両をけん引しないでくださ
い。
> 「けん引」の章（ 80ページ）を参照してくだ

さい。

パンクしたとき

損傷したタイヤで走行するときは、速度によっては安
全にステアリングを操作できなくなる恐れがありま
す。

1. 装備は、後でしか使用できない場合や、特定の市場でしか使用できない場合があります。
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e 決してパンクしたタイヤで走行ししなないいでくださ
い。

e 安全な場所に正しく停車して、不具合を修理して
ください。
> 「パンク」の章（ 207ページ）を参照してく

ださい。

衝突後

衝突後は、安全装備 (例：シート ベルト プリテンショ
ナーおよびエアバッグ) が作動しない場合があります。
これにより、安全装置によって保護することができな
くなります。
e 安全装置が作動していなくても、点検を受けてく

ださい。
e 一度作動した安全装置は必ず取り替えてくださ

い。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポル
シェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

発炎筒

図 1

発炎筒は、事故や故障で路上に停車したとき、 周囲に
危険を知らせるために使用します。 発炎筒は、助手席
足元前部のドア側に固定して あります。

警警告告 火傷や火災につながる恐
れがあります。

e 燃料などの可燃物の近くでは使用しないで くださ
い。引火する恐れがあります。

e 発炎筒を使用するときは、顔や身体に向け たり、
近づけないでください。火傷をする 恐れがありま
す。

e お子様がさわらないように注意してくださ い。
誤って使用すると火傷をしたり、車を 損傷する恐
れがあります。

注注意意 トンネルの中などで使用
すると、事故につなが る
恐れがあります。

e トンネルの中など換気が悪い場所で使用す ると、
発炎筒の煙で視界が遮られて事故に つながる恐れ
があります。必要に応じてハ ザード ランプを使用
してください。

発炎筒の使い方
11.. キャップを外します。本体をひねりながら、 ケー

スから取り出します。
22.. 本体を逆に向けて、ケースに差し込みます。
33.. 本体の点火部を、キャップの擦り薬でこす ると着

火します。

知知識識

e 発炎筒の燃焼時間は約5 分間です。
e 発炎筒には有効期限があります。表示して ある有

効期限が切れる前に、新しい発炎筒 に交換してく
ださい。ポルシェ正規販売店 にお問い合わせくだ
さい。

お出かけの前に：車両に関する重要
な情報
シート
フル バケット シート装備車は 2 シーターです。 シー
ト後部エリアに乗員は乗車できません。

車両の慣らし運転

新車時は可動部品同士を馴染ませる慣らし運転を行う
必要があります。 新車の場合、走行距離が 3,000 km
に達するまで慣らし運転が必要となります。 この期間
は、オイルと燃料の消費量が通常よりも若干多くなり
ます。
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慣らし運転期間は次の点に注意して運転してください:
e なるべく長距離走行をする。 可能な限り、冷えた

状態での発進、短距離走行を繰り返さないように
する。

e モーター レース イベント、スポーツ ドライビング
スクール、またはこれに類似したものに参加しな
い。

e エンジンを高回転域 (4,000 rpm を超える) まで回
さない。 エンジン冷間時は低回転域で運転してく
ださい。

新しいブレーキ パッドの慣らし運転

車両を数百マイル走行させると、新しいブレーキ パッ
ドおよびブレーキ ディスクが「慣らされる」ことにな
り、そうすることで初めて最適な摩擦に到達します。
ブレーキ性能が若干減少している場合、ブレーキ ペダ
ルを踏むときに普段より大きな力が必要になります。
ブレーキ パッドまたはブレーキ ディスクを交換した場
合もこれと同じ状況になります。

地上高に注意する

この車両は地上高が低いため、路面に接触しやすくな
ります。
e 急な傾斜路での走行は避けてください。
e 以下の状況では注意して運転してください:

– 立体駐車場など、急勾配の上り坂や下り坂を走
行するとき

– 縁石
– 凹凸のある路面を走行するとき
– リフティング プラットフォーム

フロント アクスル リフト システム装備車両：車体の
フロント部 (フロント スポイラーの前端部) を約
40 mm 持ち上げることができます。

サーキット走行

公道走行時に比べて、レース サーキット走行には過度
に高い車両負荷が伴います。レース専用車両は、点検
および構成部品の整備間隔が短いため、その負荷に耐
えることができます。 これには、各レース サーキット
セッション後に点検を実施し、必要に応じて個別に構

成部品を交換し、規定された期間後には部品全体を
オーバーホールすることが含まれます。
e レース サーキットで走行する前に最新の規約につ

いて必ず確認してください。ポルシェ正規販売店
にお尋ねください。

サーキット走行終了後は「クーリング ラップ」走行を
実施し、大きな熱負荷が加わったシャーシ コンポーネ
ントの温度を下げる必要があります。 車両をすぐに停
車すると、熱を効果的に冷却できないことによって構
成部品の温度を更に上昇させる結果に繋がります。 こ
れにより、個々の構成部品に修復不能な損傷を与える
恐れがあります。

ブレーキ システム
ブレーキ液は時間とともに空気から湿気を吸収しま
す。 この水分吸収が沸点を下げ、高温でのブレーキ効
率を大幅に低下させる可能性があります。
レース サーキット走行時、ブレーキ パッドおよびブ
レーキ ディスクには非常に高い負荷がかかります。
e ブレーキ液が 12 か月以上経過している場合、レー

ス サーキット走行前にブレーキ液を交換してくだ
さい。

e レース サーキット走行の前後に、ブレーキ パッド
およびブレーキ ディスクの摩耗点検を行ってくだ
さい。

タイヤ
レース サーキット走行時、タイヤにも非常に高い負荷
がかかります。
e レース サーキット走行の前後に、タイヤの摩耗点

検を行ってください。
e レース用タイヤを装着しないでください。 ポル

シェはレース用タイヤを承認していません。

エンジン オイル
e レース サーキット走行の前後に、エンジン オイル

レベルを確認します。
> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照

してください。
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セントラル ロック
e レース サーキットでの走行前、必要な場合は走行

中、走行後にセンター ホイール ボルトの締め付け
トルクの点検を実施してください。

e レース サーキットでの走行後は必ずすべてのセン
ター ロック部品の摩耗を点検し、必要に応じて交
換してください。
> 「セントラル ホイール ロック付きホイールの

交換」の章（ 162ページ）を参照してくださ
い。

> 「サーキットでの走行 (スポーツ ドライビング ス
クール、モーター スポーツ イベントなど)」の章
（ 170ページ）を参照してください。

海外での走行の前に

ポルシェのすべてのモデルがすべての国で販売されて
いるわけではありません。 そのため、スペア パーツが
利用できないかもしれず、ポルシェ正規販売店がすべ
ての修理作業を実施できないかもしれません。
海外で走行する前に、次の情報をご確認ください。
– 車両故障時に修理を受けることができますか?
– 車両は技術的調整を必要としていますか?
– 燃料のオクタン価レートは十分ですか?
– 左側 / 右側通行の違いに合わせてヘッドライトを

切り替える必要がありますか?
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照してくだ

さい。

車両のデータ処理

車両には電子コントロール ユニットが取り付けられて
います。 車両の安全上必要なものもあれば、走行時に
アシストするもの (ドライバー アシスタンス システム)
もあります。 さらに、車両には電子コントロール ユ
ニットにより実現可能になったコンフォート機能およ
びエンターテイメント機能が装備されています。
各車両には固有の車台番号があります。 この車両識別
番号 (VIN) は、欧州連合内の地方自治体を通じて、車
両の現在の所有者と以前の所有者までさかのぼること
ができます。 車両登録番号の使用など、車両から収集
されたデータをオーナーまたはドライバーまでさかの
ぼって追跡する他の方法もあります。

車両のテクニカル データの保存
電子コントロール ユニットには、車両ステータス、構
成部品の負荷、サービス要件、イベントまたは故障に
関する技術的な情報を一時的または恒久的に保存でき
るデータ メモリーがあります。 一般的に、この技術な
情報には、次に挙げる構成部品、モジュール、システ
ムまたは環境のステータスが記録されています。
– システム構成部品の作動モード (例: 給油レベル)
– 車両および個々の構成部品 (例: ホイール回転数、

速度、減速、横加速度) に関するステータス メッ
セージ

– 重要なシステム構成部品の故障 (例: ライト、ブ
レーキ)

– 車両を損傷する可能性のあるイベントに関する情
報

– 特別な走行状況での車両の反応 (例: エアバッグの
展開、安定性コントロール システムの作動)

– 環境要因 (例: 温度)
このデータは、車両が実際に機能するために使用さ
れ、さらに故障の検出や修理、メーカーによる車両の
機能の最適化にも使用されます。 このデータの大半は
蓄積されることなく、車両内でのみ処理されます。
データのわずかな一部分のみがイベント メモリーまた
は故障メモリーに保存されます。 さらに、車両には電
子コントロール ユニットにより実現可能になったコン
フォート機能およびエンターテイメント機能が装備さ
れています。

テクニカル データの読み出し
必要に応じて、有償でワークショップなどの技術専門
家の助けを借りて、車両にのみローカルで保存された
データを読み出すことができます。 このために法定規
定が存在する個々のケースでは、政府機関の要請に応
じてメーカーが保存したデータを必要な範囲で開示す
ることが、メーカーとしてのポルシェに義務付けられ
る場合があります (例：犯罪行為の場合の事実認定のた
め)。
車両の整備時、サービス ネットワーク作業者 (例: ワー
クショップ、ロード サービス、メーカー) は、車両か
らこの技術な情報を読み出すことになります。 サービ
スには修理サービス、サービス プロセス、保証請求お
よび品質保証基準が含まれます。 データは、車両の
OBD (オンボード診断) への、法的に規定された接続を
使用して読み出されます。 データは、該当するサービ
ス ネットワークのスタッフにより収集され、処理さ
れ、使用されます。また、製品監視義務に準拠し、あ
るいは品質の向上などのためポルシェに送信される場
合があります。 車両の故障メモリーおよびイベント メ
モリーは、修理またはサービス実施と共に修理ワーク
ショップでリセットされる可能性があります。

車両の機能の利用
選択された装備オプションの範囲内で、マルチメディ
アおよびアドレス帳データなどの情報、またはナビ
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ゲーション目的地およびその他の設定を車両のコン
フォート機能およびインフォテインメント機能に入力
できます。 このデータは車両にローカル保存される
か、車両に接続しているデバイス (例: スマートフォ
ン、USB スティック、MP3 プレイヤー) に保存されま
す。 車両においてこのデータを保存したデバイスで、
いつでもデータを消去できます。 特にオンライン サー
ビス利用時には、ユーザーが要求した時にのみ、選択
した設定に合わせて第三者にこのデータが送信されま
す。
車両に必要な装備がある場合は、接続したスマート
フォンまたは他の携帯機器を、車両に内蔵されたコン
トローラーを使用して制御可能です。 スマートフォン
の画像およびサウンドをマルチメディア システムから
出力できます。 特定の情報をスマートフォンに転送す
ることもできます。 これには、車両全般の情報または
位置データ (該当する装備品のタイプにより異なる) な
どが含まれます。 この機能により、ナビゲーション シ
ステムまたは音楽再生など、スマートフォンで選択し
たアプリを最適な方法で使用できるようになります。
スマートフォンによる車両データへの能動的なアクセ
スは行われません。 スマートフォンが受信したデータ
を処理する方法は、使用している該当アプリの提供者
が定めます。 スマートフォンのアプリやオペレーティ
ング システムによって、設定を構成できるかどうか、
構成できるのであればどの設定を構成できるかが異な
ります。

オンライン サービスの使用
車両にワイヤレス ネットワーク接続がある場合は、こ
れを使用して車両と周囲および他のシステム間でデー
タの交換が可能です。 車両の送受信ユニットまたは接
続した携帯機器 (スマートフォンなど) により、ワイヤ
レス ネットワークに接続可能です。 ワイヤレス ネッ
トワーク接続により、オンライン機能を使用できま
す。 これにはポルシェまたは他のプロバイダーによ
る、利用可能なオンライン サービスおよびアプリケー
ション / アプリが含まれます。
ポルシェ オンライン サービスでは、様々な機能が適切
な場所 (例: Porsche Connect ウェブサイト) にまとめ

られており、関連するデータ保護規定情報が提供され
ます。 オンライン サービスの提供のため個人データが
使用されることがあります。 必要なデータ交換は保護
された接続を経由して行われます。この目的でポル
シェ ITシステムなどが構築されています。サービス提
供に必要なものを超えた個人データの収集、処理、使
用は、法的な認可または承諾に基づいてのみ行われま
す。
通常、サービス (有料の場合が多い) や機能を、場合に
よっては車両のデータ接続全体を、有効または無効に
できます。 これに含まれないのは、法律で要求された
特定の機能とサービスです。
他のプロバイダーのオンライン サービスを使用するた
めにオプションが存在する場合、それらは該当するプ
ロバイダーの責任であり、そのプロバイダーのデータ
保護ポリシーおよび使用規約の対象です。 この場合、
ポルシェはデータ交換に何の干渉もしません。 それゆ
え、第三者サービスにおけるそうしたデータ収集や個
人データの使用の種類、範囲および目的に関する情報
は、該当するサービス プロバイダーから入手してくだ
さい。
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概概観観図図
以下のページでは、車両のすべての部位の外観図が、
簡単な説明文とともに表示されます。詳細な情報は関
連ページでご確認いただけます。
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センサーおよびカメラ
AA サラウンド ビュー > p. 209
BB アクティブ レーン キープ > p. 37

レーン キープ アシスト > p. 266
ダイナミック ハイ ビーム > p. 249
ポルシェ アクティブ セーフ (警告およびブ
レーキ アシスト)

> p. 233

CC アクティブ レーン キープ > p. 37
ポルシェ アクティブ セーフ (警告およびブ
レーキ アシスト)

> p. 233

DD パークアシスト > p. 209
EE アダプティブクルーズコントロール (ACC)> p. 41

アクティブ レーン キープ > p. 37
ポルシェ アクティブ セーフ (警告およびブ
レーキ アシスト)

> p. 233

FF ナイト ビュー アシスト > p. 195
GG パークアシスト > p. 209
HH アクティブ レーン キープ > p. 37

レーン チェンジ アシスト > p. 269



運転席
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運転席
AA ドア オープナー > p. 136
BB メモリー ボタン

パーソナル設定
> p. 213

CC セントラル ロッキング ボタン > p. 139
DD パワー ウィンドウ > p. 58
EE ライト ボタン > p. 249
FF オーバーヘッド コンソール > p. 25
GG ドア ミラーの調整 > p. 243
HH イグニッション ロック > p. 67
II エンジン コンパートメント リッドのロック

解除
> p. 66

ラゲッジ コンパートメント リッドのロック
解除

> p. 258

JJ ステアリング ホイール調節 > p. 125
KK シート調節 > p. 114



運転席
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運転席
AA 方向指示灯およびハイ ビーム > p. 253
BB ギヤシフト パドル > p. 185
CC インストルメント クラスター > p. 49
DD フロント ワイパー > p. 224
EE スポーツ クロノ ストップウォッチ > p. 129
FF ポルシェ コミュニケーション マネージメン

ト (PCM)
> p. 236

GG エア ベント > p. 294
HH グローブ ボックス ロック > p. 152

グローブ ボックスのエアバッグの作動停止 > p. 62
II クルーズ コントロール > p. 77

アダプティブクルーズコントロール (ACC)> p. 41
JJ ボイス コントロール、インフォテインメン

ト、インストルメント クラスター
> p. 51

KK ステアリング ホイール ヒーター > p. 125
LL 電話コントロール、インフォテインメン

ト、インストルメント クラスター
> p. 51

MM モード スイッチ > p. 297
NN スイッチ パネル > p. 24
OO エアコン アッパー コントロール パネル > p. 23
PP ロア コントロール パネル > p. 23
QQ 灰皿 > p. 132

カップ ホルダー > p. 71
RR アームレスト、小物入れ > p. 153
SS エレクトリック パーキング ブレーキ > p. 218
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23

コントロール パネル
AA PCM の ON / OFF の切り替え

音量調整
> p. 236

BB エアコン コントロール パネル > p. 291
CC ロータリー プッシュ ボタン (PCM の操作

用)
> p. 239

DD パーキング ロック > p. 185
EE マニュアル シフト モード > p. 186
FF シート ヒーター / シート ベンチレーター > p. 116
GG アクティブ パーキング サポート > p. 31
HH スライディング / チルティング ルーフ用コ

ントロール パネル
> p. 133

コンバーチブル トップ > p. 83
タルガ ルーフ システム > p. 284
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スイッチ パネル
AA フロント アクスル車高リフト システム > p. 222
BB 個別の機能が割り当てられるクイック アク

セス ボタン (◊ ボタン)
> p. 150

CC ハザード ライト > p. 254
DD ポルシェ スタビリティ マネージメント

(PSM)
> p. 281

EE ポルシェ ダイナミック シャーシ コント
ロール (PDCC) を装備したポルシェ アク
ティブ サスペンション マネージメント
(PASM)

> p. 277

FF 走行プログラム WET モード > p. 297
GG SPORT 走行プログラム > p. 297
HH ポルシェ アクティブ サスペンション マ

ネージメント (PASM)
> p. 277

II スポーツ エキゾースト システム > p. 297



オーバーヘッド コンソール
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オーバーヘッド コンソール
AA 読書灯 > p. 57
BB インテリア ライト / 読書灯用ボタン > p. 57
CC インテリア ライト (コントロール パネルの

ライト)
> p. 57

DD 自動減光機能ボタン > p. 246
EE 助手席エアバッグ OFF/ON 警告灯 > p. 61



給油口
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給油口
AA ブレーキ フルード > p. 221
BB ウォッシャー液 > p. 60
CC クーラント (冷却水) > p. 75
DD エンジン オイル > p. 63
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実実用用的的ななヒヒンントト
以降のページには、車両の各エリアに関する実用的な
ヒントが掲載されて ます。
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実用的なヒント
一般的な操作 ポルシェ アドバンスド コックピット および ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM)

項項目目 ヒヒンントト

アアシシススタタンントトシシスステテムムのの操操作作 アシスタンス システムの ON/OFF は PCM のアアシシスストト で切り替えることができます。 アシスタンス システムの
事前設定は、アアシシスストト e オプション e アアシシススタタンンスス シシスステテムムのの設設定定で設定できます。

車車両両設設定定のの作作成成 全般的な車両設定は、車車両両 e 制制御御 e 車車両両 (車両設定) または車車両両 e 制制御御 e 表表示示 (タッチ ディスプレ
イ PCM およびインストルメント クラスターの設定) で行えます。

イインンスストトルルメメンントト ククララススタターーのの操操作作 インストルメント クラスターの左右に統合されているディスプレイは、マルチファンクション ステアリング ホイー
ルの右側ロータリー ノブを回して押すと表示されます。

シショョーートトカカッットト ボボタタンン ((◊◊ ボボタタンン)) をを使使用用すするる マルチファンクション ステアリング ホイールおよびセンター コンソール スイッチ パネルのショートカット キー (◊
ボタン) は、様々な車両およびインフォテインメント機能 (ラジオ / メディア再生、ナビゲーションなど) に自由に割
り当てることができます。

情情報報ウウィィジジェェッットトととホホーームム画画面面にによよるるククイイッッ
クク アアククセセスス

情報ウィジェットとホーム画面 を利用すると、最も重要な車両および情報機能にすばやくアクセスでき、しかも
個別の設定ができます。

デデババイイスス ママネネーージジャャーーをを開開くく 接続はデバイス マネージャを使用して一元管理できます (例: 電話または Bluetooth® オーディオ プレーヤに接続す
る)。

e フッターの または を選択してください (接続状態により異なります)。

ボボイイススココンントトロローールルのの作作動動 ステアリング ホイールの ボタンを使って、アプリケーションに応じた様々な機能を有効にできます：
– 短く押す： PCMのボイスコントロールが有効になります。
– 長押し：Siri 音声認識が有効になります (Apple CarPlay と連動した場合のみ)。

接接続続ししたた 22 台台のの携携帯帯電電話話をを切切りり替替ええるる 携帯電話がすでに PCMに接続されている場合、2 番目の携帯電話を PCM に接続することもでき、ユーザーは2 台の
携帯電話を切り替えることができます。
e ヘッダーの右上で、現在接続されている携帯電話を選択します。 既に接続している 2 つのデバイスが表示されま

す。 e 希望する携帯電話を選択してください。
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インストルメント パネル

項項目目 ヒヒンントト

上上部部ベベンントトパパネネルルののOONN//OOFFFF アッパー ベンチレーション パネルは、PCM 経由で ON/OFF を切り替えることができます。
e エエアアココンン e エエアア e セセンンタターー

空空気気のの質質にに基基づづきき外外気気供供給給をを調調整整 自動内気循環は PCM 経由で ON/OFF を切り替えることができます。
e エエアアココンン e エエアア e 自自動動内内気気循循環環

セントラル ロッキング

項項目目 ヒヒンントト

車車両両ののロロッッククをを解解除除すするるとと、、11つつののドドアアののみみ
ロロッッククがが解解除除さされれまますす。。

ドアのロックおよびロック解除の設定を変更します。 設定内容に関係なく、すべてのドアをロック解除できます。
e キーのボタン を 5 秒以内に 2 回押します。
この設定は、車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e ロロッッククで変更することができます。
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トトピピッックク
以下のページでは各トピックが 50 音順で表示されて
います。
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アクティブ パーキング サポー
ト1

一般的な安全に関する指示
警警告告 集中力の低下

システムがドライバーの安全を危険にさらすよう誘導
することがあってはなりません。 ドライバーは常に適
切な注意を払う責任があります。 このシステムはドラ
イバーの集中力の代わりになるものではありません。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
e 必要に応じて、ご自分で車両を制御してくださ

い。
e 安全に関する指示を遵守し、アシスタンス システ

ム、センサー、カメラのシステム制限に留意して
ください。

詳細については以下をご覧ください。
> 「一般的な安全に関する指示」の章（ 209ペー

ジ）を参照してください。
> 「リバース カメラ」の章（ 211ページ）を参照し

てください。
> 「サラウンド ビュー (RTV)」の章（ 211ページ）

を参照してください。

警警告告 センサーの検出範囲の制
限

センサーは周辺状況を完全には監視できません。 この
エリア内では、人、動物、障害物は検出されないか、
限られた範囲でしか検出されない場合があります。 怪

我や損傷の危険があります。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。

注注意意 不利な環境条件

不利な環境条件の場合、システムは制限されるか、利
用できません。そのため、けがや損傷の危険がありま
す。
e 適切な環境条件でのみシステムを使用してくださ

い。
e 視界、天候、路面、および交通状況に合わせたド

ライビング スタイルで運転してください。

知知識識

このシステムでは、縁石を越えて車両を誘導すること
があるため、 車両のタイヤ、リム、バンパー、および
スポイラーが損傷する恐れがあります。
e 必要に応じて、車両をご自身でコントロールする

か、駐車操作を中止してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

駐車アシスタンス システムの使用に関する国固有の法
律を遵守してください。

駐車操作中に反対側の車線が使用される場合がありま
す。

システム制限
下下記記のの場場合合、、シシスステテムムはは使使用用ででききまませせんん。。
– 上り勾配が 10% 超の場合。
– 急カーブの場合。

下下記記のの限限らられれたた範範囲囲でで、、シシスステテムムをを使使用用ででききまますす。。
– 悪天候時 (雨、雪、氷)、またはスノー チェーンが

取り付けられている場合。
– オフロード、舗装されていない道路、緩い砂利、

傾斜した路面、またはわだちなどの通常と異なる
路面の場合。

– 夕暮れ、暗闇、強い日光などの悪い照明条件。
– 縁石の前など車線の境界に、重い植物や蓄積され

た落ち葉がある場合。
– その他の超音波を発する機器 (例：他車のエア ブ

レーキ、掃除機、削岩機など) が障害物の検出に干
渉する場合があります。

知知識識

シシスステテムムはは下下記記をを検検出出ででききまませせんん。。
– 低い物体、細い物体、および突き出ている物体 (ト

レーラー ヒッチ、駐車しているトレーラーのド
ローバー、チェーン バリア、ポール、フェンスな
ど)。

– 検出領域より上にある物体 (駐車車両のバンパー、
半開きのガレージ ドア、地面に接していない物体
など)。

– 音波を吸収する、または音波を反射する表面や構
造を備えた物体 (布、好ましくない状況における立
体駐車場のポールや支柱など)。

– 検出領域にすばやく移動してくる物体 (他の通行者
など)。

– 駐車場の盛り上がったスピード リミッター (スピー
ド バンプなど) が障害物として認識される場合があ
ります。

– 崖および堤防。
e 必要に応じて、車両をご自身でコントロールする

か、駐車操作を中止してください。

1. 装備は、後でしか使用できない場合や、特定の市場でしか使用できない場合があります。
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図 2：立体駐車場の支柱や柱

e 立体駐車場で支柱や柱がある駐車エリアは選択しし
なないいででくくだだささいい。

機能
このシステムは、適切な駐車スペースの検索をサポー
トし、駐車と発進を引き継ぎます。 ドライバーは、駐
車スペースが駐車に適しているかどうかを個別に確認
する必要があります。 システムは、センサーを使用し
て車両の周囲を監視します。 障害物が検出されると、
システムはブレーキ介入を実行します。
駐駐車車ススペペーースス検検索索
駐車スペース検索の作動条件：
– 前進している場合。
– 駐車している車両までの距離が最大約 1.5 m の場

合。
– 速度が 40 km/h 以下の道路に並行する駐車スペー

スの場合。
– 道路に直角な駐車スペースで、速度が最大

20 km/h の場合。
パパーーキキンンググ
駐車機能の作動条件：
– 駐車スペースに道路に並行して後退駐車する場

合。

– 駐車している 2 台の車両の間にある、道路に直角
な駐車スペースに後退駐車する場合。

– 駐車している 2 台の車両の間にある、道路に直角
な駐車スペースに前進駐車する場合。 車両の前部
が既に駐車スペースにある場合でも、駐車操作を
開始できます。

発発進進
発進機能は、車両よりも約 1 m 以上長い、道路に並行
する駐車スペースから車両が前進する場合に機能しま
す。

駐車スペース検索
駐車スペース検索の開始

図 3：アクティブ パーキング サポート、駐車スペース検索

AA 駐車または発進する側を選択する
BB 駐車方向を選択する

駐車スペース検索はバックグラウンドで実行されま
す。 駐車スペース検索を開始したのが駐車スペースを
通過した後でも、その駐車スペースを選択できます。

11.. をタップします。
–– ままたたはは ––
アアシシスストト e パパーーククアアシシスストト e 検検索索
駐車スペース検索が表示されます。

22.. 駐車している車両を通り過ぎます。
33.. PCM の指示に従います。
44.. 駐車スペース検索は、最初は助手席側で作動しま

す。

駐車する側を変更するには、対応する方向指示灯
(左 / 右) を作動させます。
–– ままたたはは ––
PCM で関連する記号 AA （図 3） をタップします。

55.. 駐車スペースが見つかったら、車両を停めます。
見つかった駐車スペースが PCM にオレンジ色の領
域として表示されます。 駐車する方向が複数ある
場合、それらも表示されます。

66.. ディスプレイ上の車両の前に矢印が表示された
ら、車両をさらに前進させます。
駐車操作は、駐車スペースへのルートが表示され
ないと開始できません。

77.. 駐車スペースを選択するには、PCM に表示される
目的の駐車方向の駐車スペースのシンボル BB
（図 3） をタップします。

センター コンソールの ボタンが赤く点滅します。

駐車スペース検索の中止

e PCM で をタップします。

検索は次の場合に自動的に中止されます。
– 車速が 45 km/h を超える場合。
– トランスミッション レンジ RR が選択された場合。

駐車操作
駐車操作の開始
bb 停車している。
bb ブレーキ ペダルが踏み込まれている。
bb 駐車スペースが PCM で選択されている。
11.. ステアリング ホイールから手を放し、ブレーキ ペ

ダルを踏み続けます。
22.. センター コンソールで ボタンを長押ししま

す。
ボタンが赤色に点灯します。

33.. ブレーキ ペダルを放します。
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駐車操作が開始されます。
44.. 交通状況と車両の周囲を確認します。
55.. 障害物が表示されるか、表示されたルートに障害

物がある場合には、すぐに駐車操作を中断します
(たとえば、センター コンソールの ボタンを放
すことにより)。
> 「駐車操作の中断」の章（ 33ページ）を参照

してください。
車両が目標位置に達すると、メッセージが表示さ
れます。
坂道では、ホイールが縁石に向かって操縦されま
す。
トランスミッション パーキング ロックが作動し、
パーキング ブレーキがかけられます。

66.. 車両のコントロールを行ってください。
ドライバーが車両のコントロールを行わない場
合、メッセージが表示され、エンジンが OFF にな
ります。

発進手順の開始
bb エンジンが作動している。
bb 車両がまだ動いていない。
bb ブレーキ ペダルが踏み込まれている。
11.. ステアリング ホイールから手を放し、ブレーキ ペ

ダルを踏み続けます。

22.. をタップします。
–– ままたたはは ––
アアシシスストト e パパーーククアアシシスストト e 検検索索

33.. 発進する方向を変更するには、対応する方向指示
灯 (左 / 右) を作動させます。
–– ままたたはは ––
PCM で関連する記号 AA （図 3） をタップします。

センター コンソールの ボタンが赤く点滅しま
す。

44.. センター コンソールで ボタンを長押ししま
す。

55.. ブレーキ ペダルを放します。
発進手順が開始します。

66.. 交通状況と車両の周囲を確認します。
77.. 障害物が現れたら、すぐに駐車操作を中断します

(センター コンソールの ボタンを放すなど)。
> 「駐車操作の中断」の章（ 33ページ）を参照

してください。
車両が目標位置に達すると、メッセージが表示さ
れます。
衝突の恐れのない発進ができるよう、車両は駐車
スペースから十分離れた場所まで走行します。

88.. 車両のコントロールを行ってください。
ドライバーが車両のコントロールを行わない場
合、メッセージが表示され、エンジンが OFF にな
ります。

駐車操作の中断
e センター コンソールの ボタンを解除します。

–– ままたたはは ––
ブレーキ ペダルを踏み、車両を停止させます。
センターコンソールで ボタンをもう一度押す
と、駐車操作を開始できます。 必要に応じてブ
レーキ ペダルを放します。

駐車操作の中止：
e ステアリングを操作します。

–– ままたたはは ––
e トランスミッション レンジを変更します。

–– ままたたはは ––
e パーキング ブレーキをかけます。

–– ままたたはは ––
e アクセル ペダルを踏み込んでください。

駐車操作を再度開始する必要があります。 このとき、
発進するときにエンジンを OFF にしてから再び ON に
します。

リモート パーキング
一般的な安全に関する指示

危危険険 有毒な排気ガス

排気ガスに含まれる無色無臭の一酸化炭素は、低濃度
でも有毒です。
e 閉鎖された空間では、エンジンを作動したままの

状態にしないでください。
e 駐車後、エンジンが停止していることを確認して

ください。

警警告告 集中力の低下

システムがドライバーの安全を危険にさらすよう誘導
することがあってはなりません。 ドライバーは常に適
切な注意を払う責任があります。 このシステムはドラ
イバーの集中力の代わりになるものではありません。
携帯電話でアクティブ パーキング サポートを操作する
人は、車両の運転者と見なされ、有効な運転免許証を
持っていなければなりません。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
e 車両までの適切な距離を確保してください。
e 駐車操作中に人や動物を車に乗せていてはなりま

せん。
e 必要に応じて、ご自分で車両を制御してくださ

い。
e 安全に関する指示を遵守し、アシスタンス システ

ム、センサー、カメラのシステム制限に留意して
ください。

e 詳細については以下をご覧ください。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

アクティブ パーキング サポート

34

> 「一般的な安全に関する指示」の章（ 209
ページ）を参照してください。

> 「リバース カメラ」の章（ 211ページ）を参
照してください。

> 「サラウンド ビュー (RTV)」の章（ 211ペー
ジ）を参照してください。

> 「アクティブ パーキング サポート」の章
（ 31ページ）を参照してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

パーキング アシスタンス システムの使用に関する各国
固有の法律を遵守してください。

システム制限
アクティブ パーキング サポートのシステム制限が適用
されます。
> 「システム制限」の章（ 31ページ）を参照してく

ださい。
さらに、次の条件が適用されます。
下下記記のの場場合合、、シシスステテムムはは使使用用ででききまませせんん。。
携帯電話と車両間の Bluetooth® 接続が他のデバイスか
らの干渉の影響を受けた場合。
シシスステテムムはは下下記記をを検検出出ででききまませせんん。。
– ガレージ内の検出領域より上にある物体 (ガレージ

ドア リンケージ、地面に接していない他の物体な
ど)。

– 背が非常に低いか、地面に横たわっている物体。
– 非常に狭い、または突き出た障害物 (駐輪している

自転車など)。
– ダブル ガレージ。

機能
リモート パーキングでは、アクティブ パーキング サ
ポートの機能を車外にあるリモート コントロール機能
を備えたアプリを介して制御できます。
> 「アクティブ パーキング サポート」の章（ 31

ページ）を参照してください。
パパーーキキンンググ
駐車機能の作動条件：
– 駐車スペースに道路に並行して後退駐車する場

合。
– 駐車している 2 台の車両の間にある、道路に直角

な駐車スペースに後退駐車する場合。
– 駐車している 2 台の車両の間にある、道路に直角

な駐車スペースに前進駐車する場合。 車両の前部
が既に駐車スペースにある場合でも、駐車操作を
開始できます。

– 車両がシングル ガレージの前でできるだけまっす
ぐの位置にあるとき、シングル ガレージ内 (最も狭
いポイントでの最小幅 2.60 m) に前進する場合。

発発進進
発進機能の作動条件：
– 車両よりも約 1 m 以上長い、道路に並行する駐車

スペースから車両が前進で発進する場合。
– 道路へ直角に左折または右折で前進する場合。
– 道路に直角にまっすぐバックで発進する場合。
– シングル ガレージ (最も狭いポイントでの最小幅

2.60 m) からバックで発進する場合。

携帯電話を準備する
リモート パーキングに携帯電話を使用するには、アク
ティブ パーキング サポートとペアリングする必要があ
ります。
bb ポルシェ コネクト アプリ1が携帯電話にインス

トールされている。

11.. PCM でデバイス マネージャーを開きます。 この
とき、ヘッダーの または (接続ステータ
スによって異なる) を選択してください。

22.. 遠遠隔隔パパーーキキンンググ を選択します。

33.. 携帯電話でポルシェコネクト アプリ1を開きます。
44.. アプリで を選択します。
55.. アプリの指示に従います。
> 「アプリ」の章（ 48ページ）を参照してくださ

い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ポルシェ コネクトに関する詳細 (ヘルプ ビデオ、ポル
シェ コネクト取扱説明書およびヘルプ) は、 www.
porsche.com/connectをご覧ください。

ペアリングをリセットする
携帯電話と PCM 間の接続で問題が発生した場合は、
ペアリングをリセットする必要があります。

11.. PCM でデバイス マネージャーを開きます。 この
とき、ヘッダーの または (接続ステータ
スによって異なる) を選択してください。

22.. オプション e ペペアアリリンンググさされれたたデデババイイススをを
削削除除

33.. リモート パーキング用に接続された携帯電話を選
択します。

44.. 削削除除を選択します。

55.. 携帯電話の設定メニューで、車両へのすべての接
続を削除します。

66.. 「携帯電話を準備する」の手順を実行します。
> 「携帯電話を準備する」の章（ 34ページ）を

参照してください。

1. 名前と機能の変更は保護されています
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駐車スペース検索の開始

図 4：リモート パーキング、駐車スペース検索

AA 駐車または発進を選択
BB 駐車方向を選択
CC リモート パーキングを開始

駐車スペース検索についての情報：
> 「駐車スペース検索」の章（ 32ページ）を参照し

てください。

リモート パーキング操作の開始
bb 停車している。
bb PCM で駐車スペースまたはシングル ガレージが選

択されている。

11.. PCM CC （図 4） で遠遠隔隔パパーーキキンンググ をタップ
し、指示に従ってください。

22.. セレクター レバーの P ボタンを使用して、トラン
スミッション パーキング ロックを作動させます。

33.. メッセージを確認して、リモート パーキングを有
効にします。

44.. キーと携帯電話を持って、車両から離れます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

キーと携帯電話は車から約 3 m 離れていなければ
なりません。そうしないと、駐車操作が中断され
ます。

55.. ドアおよびラゲッジ コンパートメント リッドを閉
じます。

66.. ポルシェ コネクト アプリ1を起動し、 を選択
し、取扱説明書に従ってください。

77.. 携帯電話で駐車操作を開始します。
88.. 障害物が現れたらすぐに駐車操作を中断します (携

帯電話のボタンを解除するなど)。
> 「駐車操作の中止」の章（ 35ページ）を参照

してください。
99.. 携帯電話の取扱説明書に従ってください。

車両が駐車位置に達すると、メッセージが表示さ
れます。
到達した駐車位置は、携帯電話を使用して前後に
修正できます。

駐車操作を正常に完了した後：
– 作動モード PP を選択します。
– パーキング ブレーキをかけます。
– エンジンを OFF にします。
– 車両をロックします。

リモート発進操作の開始
bb 停車している。
bb エンジンが停止している。
bb キーと携帯電話が車両から約 3 m 離れている。

11.. ポルシェ コネクト アプリ1を起動し、 を選択し
ます。

22.. 取扱説明書に従い、携帯電話を使用してエンジン
を始動します。

33.. 発進方向と発進側を選択し、発進操作を開始しま
す。

44.. 障害物が現れたらすぐに駐車操作を中断します (携
帯電話のボタンを解除するなど)。
> 「駐車操作の中止」の章（ 35ページ）を参照

してください。
55.. 車両が目的の位置に到達したら、ドライブ ボタン

を放して車両に近づきます。
66.. ドア ハンドルのくぼみ部分に手を入れます。 作動

中にドア ハンドル前部の近接センサーに触触れれなないい
でください。 車両のロックが解除されるまで待ち
ます。

77.. ステアリング ホイールを動かさずに車両に乗り込
み、ブレーキ ペダルを踏んで、イグニッション
ロックのコントロール ユニットをイグニッション
ロックの位置 22 まで回します。
> 「イグニッション ロック」の章（ 67ページ）

を参照してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ドライバーが引き継いだ後、エンジンはオート スター
ト / ストップ機能を使用して OFF にすることができま
す。

駐車操作の中止
e 携帯電話のボタン を放します。

駐車操作はいつでも中断されます。
以下の場合に駐車操作は自動的に中断されます。
– 車両の経路に障害物が検出された場合。
– キーまたは携帯電話が駐車操作の範囲外の場合。

1. 名前と機能の変更は保護されています
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– ドアまたはラゲッジ コンパートメント リッドが開
いている場合。

– ポルシェ コネクト アプリ1が着信や他のアプリに
よってバックグラウンドにプッシュされた場合。

原因が解消された後、駐車操作を続行できます。
e 携帯電話のボタン を押します。
以以下下のの場場合合にに駐駐車車操操作作ははキキャャンンセセルルさされれまますす。。
– キーのボタンが押された場合。
– 車室内で相互作用が検出された場合。
– 駐車操作の制限時間を超過した場合。
– 駐車操作の最大許容距離がカバーされた場合。
車両は停止し、エレクトリック パーキング ブレーキが
作動し、作動モードが PP になり、駐車操作は終了しま
した。

イインンフフォォメメーーシショョンン

駐車操作が終了した場合、車両の制御を引き継ぐ必要
があります。 駐車スペース検索を再開して、車両を駐
車してください。

1. 名前と機能の変更は保護されています
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アクティブ レーン キープ1

一般的な安全に関する指示
警警告告 集中力の低下

アクティブ レーン キープは、高速道路やよく整備され
た郊外道路でのみ使用することを想定して設計されて
います。 アクティブ レーン キープを使うとより快適
に運転できますが、無謀な運転は避けてください。 車
線を守ることおよび交通状況を常に正しく判断するこ
とは、ドライバー本人の責任です。 次の状況が発生す
る可能性があります。
– 急ブレーキ時には、ステアリング介入による補正

が行われない場合があります。
– ドライバーの積極的なハンドル操作中には、ステ

アリング介入による補助が制限されたり、まった
く作動しなかったりする場合があります。

– システムは周辺状況を完全には検出できません。
この場合、ステアリング介入が作動しないことが
あります。

– システムは周辺状況を誤って解釈することがあり
ます。この場合、不必要なステアリング介入が生
じる可能性があります。

– わだち、カーブの多い道、坂道または横風などが
あると、ステアリング介入だけでは、車両を走行
車線に保つには不十分な場合があります。 このよ
うな状況では、ドライバーが積極的にステアリン
グを行わなければなりません。

– 車線の分岐点、高速道路の出口、建設現場または
市街地といった不確実な道路状況においては、シ
ステムが想定通りに作動しない可能性がありま
す。 ステアリング介入が行われなかったり、意味
をなさなかったりすることがあります。

– システムは、不必要なまたは予期せぬ状況で作動
したままとなったり、突然停止モードに切り替

わったりする可能性があります。
e 常にステアリング ホイールを保持し、いつでもハ

ンドルを切れる状態でいてください。
e 常にドライバー本人が運転操作 (ステアリング操

作、加速または減速) を引き継げる状態でいてくだ
さい。 インストルメント クラスターに警告メッ
セージが表示された場合は、ドライバー本人が直
ちに車両のコントロールを行ってください。

e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
e 道路状況と天候に応じて適したスピードで運転し

てください。

警警告告 車両周辺の検出の制限

センサー (カメラ、レーダーなど) が検出できるエリア
は、影響を及ぼすさまざまな要素 (降雨、降雪、凍結、
激しい水しぶき、対向車両のヘッドライト、汚れ、損
傷など) により制限される場合があります。 この場
合、ステアリング介入が作動しなくなったり、予期し
ないステアリング介入が行われたりすることがありま
す。
e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
e フロント カメラ レンズおよびフロント レーダーは

定期的に洗浄し、付着した雪や氷は除去してくだ
さい。

e センサーを覆わないでください。
e カメラ レンズ前面のフロント ウィンドウに損傷が

ないかを定期的に確認してください。

警警告告 予期しないシステムの挙
動

ある状況では、ステアリング介入機能による補正では
車線を守るのに十分ではありません。さらに、機能
は、いつでも作動中から停止中に切り替わることがあ
ります。
e 十分注意して運転してください。
e ステアリング ホイールは必ず両手で握ってくださ

い。

警警告告 警告メッセージを伴うシ
ステムの誤作動

システム エラーが発生した場合、アクティブ レーン
キープは自動的に OFF になることがあります。ステー
タス表示が消えて、インストルメント クラスターに警
告メッセージが表示されます。
e 十分注意して運転してください。
e ステアリング ホイールは必ず両手で握ってくださ

い。
e 常にドライバー本人が運転操作 (ステアリング操

作、加速または減速) を引き継げる状態でいてくだ
さい。

e インストルメント クラスターに警告メッセージが
表示された場合は、ドライバー本人が直ちに車両
のコントロールを行ってください。

システム制限
警警告告 事故につながる危険があ

る運転状況

システムがアクティブ レーン ガイダンスを保証できな
い運転状況がいくつかあります。従って、システムを

1. 一部の国で利用可能



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

アクティブ レーン キープ

38

使用する際に事故が起きる危険があります！
これらには、以下の運転状況が含まれます。
– 通常よりもドライバーの注意が必要とされる場合
– スポーツ走行中
– 悪天候 (霧、雪、または豪雨など)
– (車線表示が消えているか不明瞭な道路を含む) 路

面状態が悪い場合
– 道路工事区間
– 起伏の激しい路面や坂道に近づいている場合
– 市街地での走行
– カーブの多い道および細い郊外の道での走行
– 分岐点や料金所などの不安定な交通状況
– オフロード走行中や未舗装または滑りやすい道路

を走行中の場合
システムは、常に、車両を車線の中央部分または車列
最後尾の中央位置に保持できるわけではありません。
アクティブ レーン ガイダンスは、人や動物、車線を横
切る車、または同じ車線の対向車には反応しません。
センサーはこれらを障害物として検知しません。
e 次の特定の状況では、絶絶対対ににアクティブ レーン ガ

イダンスを使用しないでください。
e アクティブ レーン ガイダンスは、路上にある障害

物を回避するよう車両を誘導する目的で使用しな
いでください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

システムに不具合がある場合、またはレーン キープ
ON がこの章に記載のとおりに作動しない場合には、
アシスト機能を使用しないでください。 ポルシェ正規
販売店にご相談ください。 ポルシェ正規販売店のご利
用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専
用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に
注意を払ってください。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。

作動原理
レーン キープ ON は、フロント カメラ、フロント
レーダー、リヤ レーダーを使用して車両の周囲を連続
的に監視し、選択した車線に車両が留まるようドライ
バーを支援します。
– システムが作動している場合、ドライバーは車線

内での希望する位置を設定できます。 ドライバー
が車両を希望する位置に数秒間保持すると、シス
テムは車線中央維持機能を終了し、選択したオフ
セット位置での走行を開始します。 システムが停
止するか OFF にされると (方向指示器を作動させ
る、車線変更、ブレーキ作動など)、位置の変更は
再度リセットされます。

– システムは、他の物体 (車両など) よりも車線区分
線を常に優先します。 このため状況によっては、
システムを作動させるのに、ドライバーが車両を
車線の中央位置にしなければならない場合があり
ます。 ドライバーが、システム作動直後にステア
リング ホイールの強い動きを感じることのないよ
う、車線中央以外の位置ではシステムが作動しな
いようになっています。

– ドライバーには、緊急車両のために路肩に移動し
て車線を空ける責任があります。 このような状況
では、ドライバーは、システムを OFF にするか、
ステアリング ホイールを使って停止させることが
できます。

方向指示器が作動したときの挙動
方向指示器を作動させると、ドライバーが車線変更し
ようとしていることをシステムに警告します。 した
がって、この場合、レーン キープ ON はステアリング
に介入しません。

一方で、レーン チェンジ アシストは、車線変更する際
に方向指示器も作動させてドライバーを支援します。
> 「レーン チェンジ アシスト (LCA)」の章（ 269

ページ）を参照してください。

ステアリングが操作されない場合の挙動
ドライバーのステアリング操作は、レーン キープ ON
が作動している場合に監視されます。 ステアリングが
操作されない場合 (ステアリング ホイールを握ってい
ない、または軽く手を置いているなど)、インストルメ
ント クラスターに警告メッセージが表示されます。 シ
ステムは、ステアリング操作を行うようドライバーに
促します。 ドライバーがメッセージに応じて操作しな
い場合、システムは停止モードに切り替わります。

ディスプレイの要素

図 5：アクティブ レーン キープ ステータス ディスプレイ

ステータス ディスプレイのシンボル
以下のシンボルがステータス ディスプレイ AA に表示さ
れます。
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シシンンボボ
ルル

意意味味

表示なし アクティブ レーン キープが OFF に
なっています。

アクティブ レーン キープは ON になっ
ていますが、停止しています。

アクティブ レーン キープは ON になっ
ており、作動しています。

アクティブ レーン キープおよびレーン
キープ アシストは ON になっています
が、両方とも停止しています。

アクティブ レーン キープおよびレーン
キープ アシストは ON になっており、
両方とも作動しています。

アクティブ レーン キープは作動してお
り、レーン キープ アシストは停止して
います。

アクティブ レーン キープは停止してお
り、レーン キープ アシストは作動して
います (例：ACC ステータスが「走行
可能」の場合)。

アクティブ レーン キープの ON/
OFF を切り替える
コントロール レバーを使用して、インストルメント ク
ラスターおよびセントラル ディスプレイで選択または
選択解除できます。 この機能は、アダプティブ クルー
ズ コントロール (ACC) が作動している場合にのみ使用
できます。

> 「アダプティブ クルーズ コントロール (ACC)」の
章（ 41ページ）を参照してください。

図 6：ドライバー アシスタンス システムのレバー

アクティブ レーン キープの選択と選択解除
11.. コントロール レバーの SS ボタンを押します。

ドライバー アシスタンス システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示され
ます。

22.. ステアリング ホイールのロータリー ノブを使用し
てアアククテティィブブ レレーーンン キキーーププを選択し、ノブを押
して確定します。

-- ままたたはは --

e アアシシスストト e アアククテティィブブ レレーーンン キキーーププ

イインンフフォォメメーーシショョンン

ブレーキを踏むかステアリングを操作して無効にする
ことで、いつでもレーン キープ ON の作動を停止でき
ます。

追加情報
レーン キープ アシストとアクティブ レーン キー
プの比較
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機機能能 レレーーンン キキーーププ アアシシスストト アアククテティィブブ レレーーンン キキーーププ レレーーンン キキーーププ アアシシスストト ++ アアククテティィブブ
レレーーンン キキーーププ

ステータスをアイコン表示

車線中央に誘導 不可 可 可

車線逸脱警告 可 不可 可

ステアリング介入により車線逸脱を防
止 (車道外側線ガイダンス)

可 不可 不可

速度範囲 約 65 ～ 250 km/h (40 ～ 156 mph) 約 0 ～ 210 km/h (0 ～ 130 mph) 詳しくは各機能の説明を参照

ACC が作動していることが必要か 不可 作動中の ACC と連動する形でのみ作動 詳しくは各機能の説明を参照
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アダプティブ クルーズ コント
ロール (ACC)1

一般的な安全に関する指示
警警告告 集中力の低下

ドライバー アシスタンス システムにより快適性は向上
しますが、無謀な運転は避けてください。 ドライバー
は、アダプティブ クルーズ コントロールが作動してい
ても、安全な車間距離を保ち、適切なスピードで走行
するなどの安全運転に努めてください。 ドライバー ア
シスタンス システムはドライバーの集中力の代わりに
なるものではありません。
e 十分注意して運転してください。
e システムによる減速が不十分であることが判明し

た場合は、ブレーキ ペダルで直ちに車両にブレー
キをかけてください。

e 常に車両を自分でコントロールできるようにして
ください。

警警告告 危険な交通状況や路面状
態が悪い状況

現在の交通状況では前走車との安全な距離を保って走
行できない場合や一定の車速で走行できない場合は、
ドライバー アシスタンス システムを使用すると事故を
起こす危険があります。
車線の分岐点、高速道路の出口、または道路工事中の
エリアを走行する場合、車両は設定速度まで加速でき
ます。
e 道路工事が行われている交通量の多い場所、市街

地、私道または野道、あるいは交通静音化対策地
域では、ドライバー アシスタンス システムを使用

しないでください。
e 車線の分岐点、高速道路の出口、または道路工事

が行われている地域では、ドライバー アシスタン
ス システムを一時的に OFF にしてください。

警警告告 覆われたレーダー セン
サー

レーダー センサーが覆われると、ドライバー アシスタ
ンス システムの機能に悪影響が及んだり、無効になっ
たりする可能性があります。
e レーダー センサーは常に汚れ、氷、雪などが付着

していない状態を保ってください。

図 7：レーダー センサーの取り付け位置

警警告告 レーダー センサーを損傷
する危険性

駐車時の衝突など、バンパー、ホイール ハウジング、
またはアンダーボディへの衝撃や損傷によりレーダー

センサーが移動することがあります。 これは、アダプ
ティブ クルーズ コントロールの性能を損なう可能性が
あります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

警警告告 アクセル ペダルに足が置
かれている

アクセル ペダルに足が置かれている場合、ドライバー
アシスタンス システムにより自動的にブレーキはかか
りません。 足をアクセル ペダルに置くと、クルーズ
コントロールおよび車間距離制御が無効になることが
あります。
e ドライバー アシスタンス システムが作動したら、

アクセル ペダルから足を離してください。

システム制限
警警告告 路面状態や天候が悪い状

況

雨水、雪、氷、霧、石はね、多量の水しぶきなどで
レーダー センサーの機能が阻害される場合がありま
す。 前走車を正しく検出できないことや、全く検出で
きなくなることがあります。
氷、豪雨、さらに中央分離帯やトンネルの入り口など
の反射物が、レーダー センサーの機能に悪影響を及ぼ
す可能性があります。 ドライバー アシスタンス シス
テムが利用不可であることを示すメッセージがインス

1. 利用可否は国によって異なります



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC)

42

トルメント クラスターに表示されます。
e このような状況ではドライバー アシスタンス シス

テムを使用しないでください。

警警告告 検出されない車両または
物体

レーダー センサーは、車両の前方の狭い円錐形の領域
を検出します。 その結果、以下の状況では、車両また
は物体が時間内に検出されないか、検出できない場合
があります。
– 車線変更、または割り込みをする車両の場合
– 投影面積が小さな車両、または幅の狭い車両の場

合
– コーナーへの進入および脱出時
– 停車中の車両の場合
– オーバーハングの長い車両の場合
– 歩行者、自転車、動物の場合
– 道路上に障害物がある場合
– 対向車および交差車両の場合
e 必要に応じて適切な運転をし、ブレーキをかけて

ください。
e 細心の注意を払って運転し、交通状況と車両の周

囲に常に注意を払ってください。

車線変更や前方への割り込みをする車両および幅
の狭い車両

図 8：車線変更や前方への割り込みをする車両 (A) および幅の
狭い車両 (B)

車線変更した車両や前方に割り込んだ車両は、完全に
走行中の車線内に入るまで認識されません。
幅の狭い車両は検出されないか、または検出のタイミ
ングが遅れます。

コーナリングおよび停止中の車両

図 9：コーナリング (C) および停止中の車両 (D)

コーナーにさしかかったときやコーナーから出るとき
は、前走車を検出できなかったり、検出するタイミン
グがかなり遅くなる場合があります。また、システム
が隣の車線を走行する車両に反応する場合もありま
す。
前走車が車線変更したときや渋滞の最後にいるときな
どは、レーダー センサーの監視エリアに突然現れる停
止中の車両や障害物を、アダプティブ クルーズ コント
ロール (ACC) は限定的にしか検出できません。
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オーバーハングの長い車両

図 10：オーバーハングの長い車両

木材運搬トラックなどのオーバーハングの長い車両が
前方にいる場合、レーダー センサーがその車両の後部
を検出できなかったり、誤検出したりすることがあり
ます。

作動原理
アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) を使用す
ると、前走車のいない道路を走行する場合に、アクセ
ル ペダルを踏まなくても、
約 30 ～ 210 km/h (20 ～ 130 mph) の範囲で希望す
る速度と距離を維持したまま走行できます。
設定した速度よりも遅い車両を同一車線上に検出する
と、ACC は既定の車間距離を自動的に維持します。 ア
ダプティブ クルーズ コントロールは前走車との車間距
離が短くなるとブレーキをかけ、車間距離が長くなる
と加速します。
ACCは、前走車が停止した場合は減速して停止し、そ
の車両が一定時間内に動き出すと再び自動的に走行を
再開します。 ドライバー アシスタンス システムが走
行再開可能かどうかは、インストルメント クラスター
の速度 & アシスト機能ディスプレイに表示されます。
それ以外の場合は、ドライバーが自動速度制御と距離
制御を再開できます。
アクセル ペダルを踏むことにより、いつでも加速する
ことができます。 保存された希望の速度と距離が保持
され、アクセル ペダルを離すと再び設定されます。 車
両の速度はブレーキをかけることでいつでも減速でき

ます。 これにより、ドライバー アシスタンス システ
ムの作動が停止状態に切り替わります。

各操作部

図 11：ドライバー アシスタンス システムのレバー

RR ドライバー アシスタンス システムの ON/OFF を切り替え
てオプション メニューを開く

SS オプション メニューを開く (ドライバー アシスタンス シ
ステムが ON になっている場合)

11 速度の設定 / 加速
22 設定速度を下げる
33 再開：制御を再開し、速度を設定する
44 キャンセル：制御を中断する

ディスプレイの要素
アダプティブ クルーズ コントロールに関するすべての
重要な情報、メッセージおよび警告は、インストルメ
ント パネルの速度 & アシスト機能ディスプレイの
AACCCC メイン メニューに表示されます。

図 12：速度 & アシスト機能ディスプレイの ACC

AA 前走車との設定車間距離
BB ステータス表示と設定速度
CC 検出された前走車
DD 前走車との現在の車間距離
EE 前走車の現在の速度
FF 目標速度の表示

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) を ON に
すると、インストルメント パネルの速度 & アシスト機
能ディスプレイにステータス ディスプレイ BB が表示さ
れます。
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ステータス ディスプレイのシンボル

シシンンボボ
ルル

意意味味

ACCは停止中です。

ACC は設定目標速度で停止中です。

ACC が設定目標速度で作動していま
す。

目標速度が設定されている間に前方に
車両が検出されました。 クルーズ コン
トロール シンボルの代わりに車両シン
ボルが表示されます。

作動モード
作動していない
スイッチを ON にした後、ブレーキペダルを踏んでか
ら ACC を起動したときと、コントロール レバーを押
し込んだとき (位置 44、CCAANNCCEELL) に、このモードが設
定されます。
– ステータス ディスプレイ BB はグレーです。
– 制御されていません。
– 設定目標速度および設定車間距離は保持されま

す。

作動
速度を設定した後、制御を再開した後 (位置 33、
RREESSUUMMEE)、およびアクセル ペダルを踏んで一時的に
制御を無効にした後に、このモードが設定されます。

– ステータス ディスプレイ BB は緑色です。
– 前方の車両までの速度と距離が制御されます。

一時的に停止中
このモードは、ACC の作動中にアクセル ペダルを踏ん
だときに設定されます。
– インストルメント クラスターに ACC が停止中であ

ることを示すメッセージが表示されます。
– ステータス ディスプレイ BB はグレーです。
– 制御されていません。
– 設定目標速度および設定車間距離は保持されま

す。
– アクセル ペダルを戻すと、制御が再び有効になり

ます。

アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC) の ON/OFF
常に、前回選択されたドライバー アシスタンス システ
ムが ON になります。 ON になった時点では、ドライ
バー アシスタンス システムは停止中になっています。
クルーズ コントロールを作動させるには、最初にク
ルーズ コントロールを起動する必要があります。

ACC を ON にする
bb ドライバー アシスタンス システムがまだ ON に

なっていません。
11.. クルーズ コントロール操作レバーのボタン RR を押

してください。
ドライバー アシスト システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示され
ます。

22.. ACC をまだ選択していない場合は、ステアリング
ホイールのロータリー プッシュ ボタンを使用して
AACCCC を選択し、ボタンを押して確定します。
ACC が ON になっていて、なおかつ停停止止中中です。

すでに作動中のドライバー アシスタンス システムから
ACC への切り替え
11.. コントロール レバーのボタン SS を押してくださ

い。
ドライバー アシスト システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示され
ます。

22.. ステアリング ホイールのロータリー プッシュ ボタ
ンを使用して AACCCC を選択し、ボタンを押して確定
します。
ACC が ON になっていて、なおかつ停停止止中中です。

イインンフフォォメメーーシショョンン

作動したドライバーアシスタンス システムは、OFF に
して作動待機が復元された後でも、再び作動します。

ACC を OFF にする
e クルーズ コントロール操作レバーのボタン RR を押

してください。
設定速度目標が削除されます。
目標車間距離が保存されています。

アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC) の作動
bb ACC ON。
11.. アクセル ペダルの操作で目標速度まで加速または

減速します。
22.. レバーを前方に短く押し (11 の位置)、アクセル ペ

ダルを戻します。
ACC が作作動動ししてていいまますす。

現在の走行速度が目標速度として設定されます。
前走車が目標速度よりも遅く走行していることが検出
されるまで、現在の目標速度がステータス ディスプレ
イに緑色で表示され、自動的に維持されます。
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目標速度の変更
設定目標速度は、コントロール レバーを押して変更で
きます。
bb ACC が作動しています。

加速する
e コントロール レバーを前方に押します (位置 11)：

– 短く押す= 1 km/h (1 mph) ずつ速くなります
– 押し続ける = 10 km/h (6 mph) ずつ速くなり

ます

減速する
e コントロール レバーを引く (位置 22 )：

– 短く引く= 1 km/h (1 mph) ずつ遅くなります
– 引き続ける = 10 km/h (6 mph) ずつ遅くなり

ます
ステータス ディスプレイ BB に新しい設定速度が表示さ
れます。
緑色のバー FF は車両の設定目標速度を示します。

目標車間距離の設定
前走車との車間距離は 55 段階に設定できます。 段階 33
をお勧めします。 車間距離は走行速度によって変わり
ます。 車両が減速すると車間距離は短くなり、加速す
ると長くなります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

WET 走行プログラムに切り替えると、設定距離が以前
よりも短かった場合、アダプティブ クルーズ コント
ロールの設定距離が中程度の設定 (「走行速度の半分の
距離」) に変更されます。

> 「走行プログラムの選択」の章（ 297ページ）を
参照してください。

図 13：目標車間距離の設定

イインンフフォォメメーーシショョンン

システム ディスプレイが作動していない場合、初めて
ロッカー スイッチ ZZ を押すと、目標距離が変更され
ず、ドライバー アシスタンス システムのメイン メ
ニューが表示されます。

目標車間距離を長くする
e ロッカー スイッチ ZZ を上方向に押してください。

前走車 CC までの設定車間距離表示 AA の該当距離セ
グメントが表示されます。

目標車間距離を短くする
e ロッカー スイッチ ZZ を下方向に押してください。

前走車 CC までの目標車間距離表示 AA の該当接近セ
グメントが表示されます。

前走車との車間距離を表示する
前走車を検出すると、インストルメント パネルまたは
ステータスディスプレイBBに車両のシンボルマークCC
が表示されます。
灰色のゾーン DD が、前走車 （図 12） との現在の車間
距離を示します。
前走車 CC までの距離が短ければ短いほど、ディスプレ
イに車両は大きく表示されます。 前走車 CC までの距離
が長ければ長いほど、ディスプレイに車両は小さく表
示されます。

シシンンボボルル 最最適適なな走走行行 112200 kkmm//hh ででのの
車車間間距距離離

流れに乗った高
速走行

約 33 m (≙ 1 秒
)

流れに乗った走
行

約 47 m (≙約
1.4 秒)

「前走車との車
間距離が 2
秒」相当

約 60 m (≙約
1.8 秒)

郊外道路での走
行

約 73 m (≙約
2.2 秒)

交通量が少ない
道路での走行

約 87 m (≙約
2.6 秒)



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC)

46

警警告告 近すぎる車間距離

前方車両との車間距離が近すぎると、衝突する恐れが
あります。
e 常に各国で規定されている距離を維持してくださ

い。

速度と距離の制御を一時的に無効に
する
速度と距離の制御は、アクセルペダルを踏むことで一
時的に無効にできます。 これは、たとえば追い越す場
合に便利です。
bb ACC が作動しています。
11.. アクセル ペダルを踏み込んでください。

システムはアクセル ペダルを踏んでいる間停停止止状状
態態ににななりりまますす (動作状態が一一時時的的にに停停止止)。

22.. アクセル ペダルから足を放してください。
システムは作作動動中中でですす。

クルーズ コントロールおよび車間距
離制御の中断と再開
速度と距離の制御の中断
e ブレーキ ペダルを踏んでください。

–– ままたたはは ––
ステアリング ホイールのレバーを下方に押します
(44 の位置、キキャャンンセセルル)。
システムは停停止止中中でですす。 目標速度と距離の設定は
保存され続けます。
ステータス ディスプレイ BB が緑色から灰色になり
ます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

停車時は、速度および車間距離制御はコントロール レ
バーを使用してのみキャンセルできます。

速度と距離の制御の再開
e ステアリング コラムのコントロール レバーを上方

(設定 33、RREESSUUMMEE) に押してください。
システムは作作動動中中でですす。 目標速度と距離の設定が
再度適用されます。
ステータス ディスプレイ BB が灰色から緑色になり
ます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

コントロール レバーを短く押すことにより、車両が停
止中でも ACC を作動させることができます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

コントロール レバーを 44 のの位位置置 (CCAANNCCEELL) にして速
度および距離の制御を中断していた場合、前方に静止
した物体を検出していない状態でのみ制御を再開でき
ます。

自動ブレーキで停車するまで
アダプティブ クルーズ コントロールが作動している場
合、前走車が停止すると、システムの制御範囲内で車
両は減速して停車します。
インストルメント パネルのインジケーター ライト

が点灯します。
車両は前走車が発進するまで停止状態を維持します。
HOLD 機能に関するインフォメーション:
> 「HOLD 機能」の章（ 276ページ）を参照してく

ださい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

交通状況によっては (例えば、ゆっくりとした交通の流
れの中では)、車両はゆっくりと徐行してから停車しま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車間距離制御の作動中、または車両が停止状態に維持
されているとき、ブレーキ ペダルの感触が変化した
り、油圧作動音が聞こえたりすることがあります。 こ
れはシステムの正常な作動です。 故障ではありませ
ん。

再発進
アダプティブ クルーズ コントロール システムの作動
状態によって、車両は停止後に再発進し、速度および
車間距離制御を再開できます。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) の作
動
e ステアリング ホイールのレバーを上方 (33 の位置、

再再開開) に押してください。
–– ままたたはは ––
アクセル ペダルを短く踏んでください。
車両が自動的に再発進します。
渋滞の場合、数秒以内に再自動発進します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

状況に応じて、アダプティブ クルーズ コントロールは
渋滞の場合の再自動発進をサポートします。 これは、
低速走行する交通状況での快適な制御を可能にしま
す。
インストルメント クラスターのメッセージ AACCCC準準備備
は、車両が発進可能であることをドライバーに知らせ
ます。
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警警告告 事故の危険

渋滞走行時に、自分の車両と前走車とのあいだに障害
物がある場合でも、車両は再発進する可能性がありま
す。
e 直ちにブレーキをかけてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

前走車が停止しているときは発進できません。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) のス
タンバイ
自動クルーズ コントロールおよび車間距離制御は車両
が停止中または発進後、前方に静止した物体を検出し
ていないとき再開できます。
e ステアリング ホイールのレバーを上方 (33 の位置、

再再開開) に押してください。
–– ままたたはは ––
目標速度を設定してください。

警告メッセージへの対応
アダプティブ クルーズ コントロール作動時のド
ライバー引き継ぎリクエスト (ACC 有効)
アダプティブ クルーズ コントロールが作動していると
きに、ドライバーのブレーキ操作が必要であると判断
された場合、警告音が鳴り、インストルメント パネル
に警告シンボルが表示されます。
アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) の警告
メッセージに関する情報：
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。

警警告告 システムによる自動ブ
レーキ中の制動力不足

この場合、アダプティブ クルーズ コントロール シス
テムのブレーキ制動力では衝突を回避するのに不十分
です。
e 直ちにブレーキをかけてください。

アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC) の例外
アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) が OFF に
なったので、アダプティブ クルーズ コントロールは使
用できません。
– イグニッションが OFF になっている場合。
– 運転席ドアが開いている場合、または運転席の

シート ベルトが着用されていない場合。
– エレクトリック パーキング ブレーキが作動してい

る場合。
– セレクター レバーがNN、RR、PP の位置にある場合。
– 急な上り坂または下り坂。
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アプリ
国によって、さまざまなアプリが車両で利用可能です
(Apple App Store または GOOGLE® Play Store からダ
ウンロード)。

危危険険 運転中の設定変更および
操作

運転中にアプリの設定や操作を行うと、交通状況から
注意がそらされる危険があります。 車両のコントロー
ルを失う恐れがあります。
e 車両が完全に停止してからアプリを使用および管

理してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ポルシェ コネクトに関する詳細 (ヘルプ ビデオ、ポル
シェ コネクト取扱説明書およびヘルプ) は、 www.
porsche.com/connectをご覧ください。

ポルシェ コネクト アプリ
ポルシェ コネクト アプリは、車両と携帯電話のネット
ワークを提供します。
住所録やカレンダーに入力した個人設定の POI (施設情
報) や目的地を携帯電話から PCM に転送することがで
きます。 国により、必要なアプリをインストールしア
カウントを作成すれば、音楽ストリーミング機能を使
用して楽曲にアクセスできます。

ポルシェ コネクト アプリを PCM に WiFi 経由で
接続し、次で開きます： PCM
bb ポルシェ コネクト アプリが携帯電話にインストー

ルされている (Apple App Store または GOOGLE®

Play Store からダウンロード)。
bb ポルシェ コネクト アプリが始動しました。
bb 携帯電話で WiFi を有効にしている。
bb WiFi 機能が次の場所で有効にされている： PCM.

図 14：デバイス マネージャーを開く

11.. PCMのWiFi アクセスデータを表示し、携帯電話
と次の間での WiFi 接続を確立します： PCM.
aa.. ヘッドラインで または (接続状況に

より異なる) e オプション e 車車両両ホホッットト
ススポポッットトを選択してください
のホホッットトススポポッットト名名およびパパススワワーードド が表
示されます。 PCM 表示されます

bb.. PCM の WiFi アクセス データを携帯電話の
WiFi 設定に入力します。

22.. アアププリリ を選択してください。
ポルシェ コネクト アプリ の利用可能なコンテン
ツが表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

アプリを使用して車両固有データおよびその他の機能
にアクセスできるため、このデータを保護し、第三者
による不正なアクセスを防ぐようお勧めします。 アプ
リを使用すると、モバイル通信ネットワークでデータ
が送信されるため、ご利用のサービス プロバイダーか
ら追加料金を請求される場合があります。

Porsche Track Precision App
一部の国で使用できる Porsche Track Precision App
を使用すると、無線 LAN (WiFi) 経由で車両に接続でき
ます。 このアプリにより、携帯電話上で走行データの
表示、保存、分析ができます。 Porsche Track

Precision App を使用するのに、SIM カード / データ
接続が必要ない場合があります。
以下を使用して WiFi 接続を確立するためのインフォ
メーション： PCM:
> 「Porsche Connect」の章（ 278ページ）を参照

してください。
Porsche Track Precision App のインストールおよび機
能に関する詳細情報はアプリ内および www.porsche.
com またはポルシェ正規販売店から入手できます。

危危険険 車両コントロールの喪失

速度の出し過ぎや危険な操作により、車両のコント
ロールが失われる恐れがあります。
e 路面、天候、周囲の交通状況とドライビング スキ

ルに適したスタイルで走行してください。
e アプリは公道ではない道路でのみ使用してくださ

い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

アプリを使うと車両固有データにアクセスできるた
め、第三者による無断アクセスからデータを保護する
ことをお勧めします。

Porsche Road Trip アプリ
Porsche Road Trip アプリを使用して、すべての経由
地 (個別に作成された旅程の一部である、ルート上の眺
めの良い場所、レストラン、ホテルなど) を含む完璧な
旅行を計画したり予約したりできます。
詳細については以下をご覧ください。 www.porsche.
com/connect



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

インストルメント クラスター

49

インストルメント クラスター

図 15：インストルメント パネル

A - 速度 & アシスト ディスプレイ
時刻、外気温度、速度、ナビゲーションおよびアシス
タンスシステムに関する情報は、チューブ11と 22に表
示されます。
速度 & アシスト ディスプレイの設定に関する情報：
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照してくだ

さい。

B - タコメーター (回転計)
タコメーター スケールのレッド ゾーン開始地点は、エ
ンジン許容最高回転数に対する視覚的な警告のための
ものです。

C - デジタル スピードメーター
速度、セレクター レバーの位置、および締結ギヤに関
する情報は、デジタル スピードメーターに表示されま
す。

D - 車両 & 情報ディスプレイ
走行プログラム、車両ステータス、ナビゲーション、
アシスタンス システム、およびドライバー アシスタン
スに関する情報は、チューブ 44 と 55 に表示されます。
車両 & 情報ディスプレイの設定に関する情報：
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照してくだ

さい。

E - 燃料計

知知識識

燃料不足は、エミッション コントロール システムに損
傷を与える恐れがあります。
e 燃料タンクが空になるまで走行しないでくださ

い。
e 燃料警告が表示された場合、カーブを曲がるとき

にスピードを出さないでください。
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車体の傾きが変化する場合 (上り坂や下り坂の走行な
ど)、表示が少しずれることがあります。

燃料残量警告
燃料の残量が機種ごとに設定された一定量の燃料残量
を下回る場合、燃料警告メッセージが表示されます。
e 最寄りの給油所で給油してください。

> 「補給」の章（ 301ページ）を参照してくだ
さい。

フィラー フラップ位置の表示
矢印はフィラー フラップがある車両の側
を示します。

F - クーラント温度計

知知識識

クーラント温度が過度に高温になると、エンジン損傷
の原因になる可能性があります。
冷却水温度が異常に高くなる場合、水温計の指針が最
高温度マークまで動きます。 インストルメント クラス
ターに警告メッセージが表示されます。 警告灯が
が点灯、または点滅します。
e レッド ゾーンに達した場合は、直ちに安全な場所

に停車してエンジンをOFFにしてください。 運転
を続けないでください。

バーが左部分にあるとき - エンジン冷間時
e 高いエンジン回転数および重いエンジン負荷を避

けます。

バーが中央部分にあるとき - 通常の作動温度
e 外気温が高いときにエンジンに大きな負荷をかけ

た場合、バーがレッド ゾーンに達することがあり
ます。

バーがレッド ゾーンにあるとき - 作動温度が高すぎる
e クーラント レベルが低い場合、急な坂道など車両

が急角度で傾いたり、円状に走行するなどして長

いカーブで横加速度が発生したりすると、警告
メッセージが表示されることがあります。 車両が
「通常」の状態に戻ったときに警告メッセージが
消えない場合、クーラント レベルを点検してくだ
さい。
> 「クーラント (冷却水)」の章（ 75ページ）を

参照してください。

F - ブースト圧ディスプレイ
車両の装備仕様によっては、ブースト圧がディスプレ
イに表示されます。

警告灯およびインジケーター ライト
知知識識

不具合は警告灯によって表示されます。 不具合の原因
が解消した場合に限り、該当する警告灯が消灯しま
す。
次の場合は、必ずポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。
– エンジン作動中または走行中に、警告灯が点灯ま

たは点滅する。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな
整備をお約束します。

ハイ ビーム インジケーター ライト
ダイナミック ハイ ビーム インジケーター
ライト
ロー ビーム インジケーター ライト

リヤ フォグ ライト インジケーター ライト

ポルシェ ダイナミック ライト システム プ
ラス (PDLS Plus) 警告灯
ライト警告灯

クーラント温度警告灯

エンジン コントロール システム警告灯

エンジン コントロール システム警告灯

距離警告警告灯

タイヤ空気圧警告灯
新しく装着したホイールまたはタイヤ空気
圧センサーの登録プロセス中に、タイヤ空
気圧の低下、タイヤ空気圧監視システム
(TPM) の故障または一時的な不具合によ
り、警告灯が点滅または点灯する場合があ
ります。
4 輪駆動警告灯

ポルシェ アクティブ セーフ警告灯

エレクトリック パーキング ブレーキ警告
灯
ポルシェ アクティブ サスペンション マ
ネージメント (PASM) 警告灯
アンチロック ブレーキ システム (ABS) 警
告灯
パワー ステアリング警告灯

セントラル警告灯

方向指示器、左

方向指示器、右

エアバッグ警告灯
シート ベルト警告灯

ブレーキ システム警告灯
ブレーキ パッド警告灯

ポルシェ スタビリティ マネージメント
(PSM) 警告灯
ポルシェ スタビリティ マネージメント
(PSM) OFF 警告灯
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ナイト ビュー アシスト インジケーター ラ
イト
HOLD 機能インジケーター ライト
エミッション コントロール警告灯 (チェッ
ク エンジン)
汚染物質の排出量を増加させたり、損傷を
引き起こす原因となったりする作動不良
(エンジンの不点火など) が生じた際に、警
告灯が点滅または点灯する場合がありま
す。

エミッション コントロール (チェック エンジン) 警告灯
が点滅または点灯する場合
e 直ちにエンジンの回転数を下げ、エンジンの負荷

を軽減してください。
e 必要に応じて、安全な場所に停車してください。

可燃物 (乾燥した草や枯れ葉など) が高温の排気シ
ステムに接触しないよう注意してください。

e 必要な措置を講じて、エミッション コントロール
システムの不具合を解消してください。

インストルメント パネルの操作
警警告告 運転中のアプリの設定変

更および操作

マルチファンクション ステアリング ホイールやイン
フォテインメント システムなどの設定と操作は、交通
状況に対する注意が逸らされる危険があります。 車両
のコントロールを失う恐れがあります。
e 運転中は、周囲の交通状況が安全を確保できる場

合にのみコンポーネントを操作してください。
e 安全を確保できない場合は、車列を離れ車両を停

車してから詳細な操作や設定を行ってください。

インストルメント パネルは、イグニッションが ON の
時のみ有効です。 安全のため、一部の機能は停車中し
か利用できません。

図 16：マルチファンクション ステアリング ホイールでのイン
ストルメント パネルの操作

A - 音量の調節またはオーディオ ソースのミュー
ト
e 音量調節：ロータリー ノブ AA を上方向または下方

向に回します。
e ミュート：ロータリー ノブ AA を押します。

B - ボイス コントロールの呼び出し
e ボタン BB を押してください。

C - 保存した機能を呼び出す

ショートカット キーを割り当てる
e CC ボタン (◊ ボタン) を押してください。 ステアリ

ング ホイールのボタンおよびスイッチ パネルのボ
タンは個別に割り当てることができます。
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照して

ください。

D - 次 / 前回の放送局 / トラックを再生する
e ボタン DD を押してください。

E - 速度＆アシスト機能 1 および車両＆情報 2
ディスプレイでのメニューおよび機能のスクロー
ルと選択
e スクロール: ロータリー ノブ EE を上方向または下方

向に回してください。
e 選択/入力: ロータリー ノブ EE を押してください。

F - 速度＆アシスト機能 1 および車両＆情報 2
ディスプレイの切り替え
e ボタン FF を押してください。

G -｢車両 & 情報 2｣ディスプレイでの、1 つ前、
または複数前のメニューへの移動
e GG ボタンを押してください。

H - 着信を受ける
e ボタン HH を押してください。

オプションの選択および機能の有効
化
手前のシンボル マークは、オプションが選択されてい
るかどうか、または機能が有効な状態であるかどうか
を示します。

複数のオプションから 1 つを選択
オプションは選択されています。

オプションは選択されていません。

機能の有効化および無効化
機能が作動している

機能は作動していません。
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インストルメント パネルでの調整ビュー
様々な車両情報をドラッグ & ドロップで 4 つのフィー
ルドに記載することができます。 車両情報の 1 つの項
目を複数のフィールドに同時に割り当てることはでき
ません。

e 車車両両 e 制制御御 e 表表示示 e イインンスストトルルメメンントト
ククララススタターーのの表表示示 e カカススタタママイイズズ表表示示

次に、インストルメント パネルのカスタマイズ ビュー
を選択できます。

e 車車両両 e 表表示示 e カカススタタママイイズズ
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インストルメント クラスターの表示
項目
一部のディスプレイ表示は停車中のみ利用できます。
すべての機能に関する詳細がこの取扱説明書で説明さ
れているわけではありません。 例は機能を分かりやす
く説明し、メニュー構成を明確にするために記載され
ています。

図 17：インストルメント クラスターの表示項目

チチュューーブブ 表表示示 何何ががででききるるかか // 何何がが表表示示さされれるるかか 操操作作場場所所

1 e 時時刻刻、、外外気気温温度度、、日日付付 デジタルまたはアナログ時計、外気温
度、および日付を表示します。 表示の
選択は PCM で調節できます。

> p. 150

1 e ココンンパパスス コンパスを表示します。

2 e ススピピーードドメメーータターー スピードメーターを表示します。

2 e 走走行行距距離離おおよよびび区区間間走走行行距距離離 オドメーター (積算距離計) およびト
リップ メーターを表示します。 トリッ
プ メーターは、9,999 km (6,213 マイ
ル) を超えた後、「0」に戻ります。

トリップ メーターをリセットします
e マルチファンクション ステアリン

グ ホイールの右ロータリー ノブ
EE （図 16） を押し続けてくださ
い。
トリップメーターが点滅します。3
回点滅した後、｢0｣に戻ります。
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チチュューーブブ 表表示示 何何ががででききるるかか // 何何がが表表示示さされれるるかか 操操作作場場所所

2 e アアシシススタタンンスス ススククリリーーンン アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC) を調節および表示します。

> p. 41

レーン チェンジ アシストを表示しま
す。

> p. 269

レーン キープ アシストを表示します。 > p. 266

クルーズ コントロールを表示します。 > p. 77

2 e 速速度度制制限限 速度警告を伴う速度制限のパーソナル
設定を行い、表示します。

> p. 55

2 e ナナビビゲゲーーシショョンン ナビゲーション情報 (メッセージ OFF
など) を表示します。

> p. 197

4 e 電電話話 接続した電話を使用します。 > p. 190

4 e 車車両両 車両情報を表示します (情報、メッセー
ジ、サービス インターバル、給油レベ
ル)。

> p. 55

4 e トトリリッッププ 走行データ (平均燃費、走行可能距離、
走行時間など) を表示およびリセットし
ます。

> p. 184

4/5 e 地地図図 地図画面を表示および調整します。 > p. 197

4 e ススポポーーツツ ククロロノノ ストップウォッチで時間を測定しま
す。

> p. 129

4 e GG--FFoorrccee 現在の最大縦加速度および最大横加速
度を円グラフで表示します。

4 e 44 輪輪駆駆動動 フロント アクスルとリヤ アクスル間の
現在のトルク配分を棒グラフ形式で表
示します。
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チチュューーブブ 表表示示 何何ががででききるるかか // 何何がが表表示示さされれるるかか 操操作作場場所所

4 e タタイイヤヤ空空気気圧圧 タイヤ空気圧モニタリング システムを
表示します。

> p. 154

4 e ナナイイトト ビビュューー アアシシスストト 熱画像検出機能付きのナイト ビュー ア
シストを表示します。

> p. 195

4 e パパフフォォーーママンンスス 出力とトルクを表示します。

4 e ギギヤヤアアシシスストト パフォーマンスを重視した走行のため
のギア シフト アシストを表示します。

> p. 189

4 e メメデディィアア 現在のメディア (ラジオなど) を表示し
ます。

> p. 247

4 e 走走行行ププロロググララムム 選択した走行プログラムを表示しま
す。

> p. 297

5 e 燃燃料料計計とと走走行行可可能能距距離離 燃料計と走行可能距離を表示します。

5 e ククーーラランントト温温度度計計 クーラント温度計を表示します。

5 e 目目的的地地ままででののキキロロメメーートトルル 目的地までのキロメートルを表示しま
す (ルート案内中)。

速度警告を伴う制限速度のパーソナ
ル設定
速度警告を伴う制限速度のパーソナル設定を行い有効
にすると、制限を超えた場合に警告メッセージが表示
され、警告音が鳴ります。
この機能は、装着しているタイヤに許容される最高速
度を守るために、ドライバーに注意を喚起する場合な
どに利用できます。

11.. 速速度度制制限限 e LLiimm 11:: または LLiimm 22::

22.. 任意の制限を選択します：

– リリセセッットト：速度制限をリセットします。

– 現現在在：現在の速度を設定します。
– ママニニュュアアルル：：：目標速度制限を設定します。
– 有有効効：速度制限を有効または無効にします。

速度制限が作動しています。

速度制限が作動していません。

車両情報の表示
様々な車両情報の表示

e 車車両両 e 表表示示 e 車車両両

希望する車両情報ビューを選択してください。

メッセージの表示

e 車車両両 e 通通知知

未解決の警告または車両メッセージが表示されます。
下部のエリアに表示される警告メッセージは、未解決
の重要な警告メッセージの数を示します。

サービス インターバルの表示

e 車車両両 e メメンンテテナナンンスス

任意のサービス インターバルを選択してください。
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次回のサービス時期が表示されます。
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インテリア ライト
明るさの調節
e 車車両両 e 制制御御 e車車両両 e ラライイトトとと視視界界 e イイ

ンンテテリリアア ラライイトト e 明明るるささ

遅延消灯の設定
e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e ラライイトトとと視視界界

e イインンテテリリアア ラライイトト e フフェェーードドアアウウトト

インテリア ライトの調節
インテリア ライト / 読書灯の ON/OFF の切り替
え
e 該当するライトのボタンを押してください。

明るさを調節する (減光)
e 該当するライトのボタンを希望の明るさになるま

で少なくとも 1 秒間押し続けてください。

インテリア ライトの ON/OFF の自動切り替え

e 車車両両 e 制制御御 e車車両両 e ラライイトトとと視視界界 e イイ
ンンテテリリアア ラライイトト e ドドアアをを開開いいてていいるる間間

暗い場合、インテリア ライトは以下の状況で ON にな
ります。
– 車両のロックが解除されている場合、またはドア

が開いている場合。
– イグニッションを OFF にした後で、運転席シート

ベルトが着用されていない場合。
インテリア ライトは以下の状況では、再び OFF になり
ます。
– すべてのドアを閉じた後。
– イグニッションを ON にした直後。
– 車両をロックした直後。

– ON になってから自動で約 10 分後。
インテリア ライトの遅延消灯が設定できます。

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e ラライイトトとと視視界界
e イインンテテリリアア ラライイトト e フフェェーードドアアウウトト

アンビエント ライトの調節
アンビエント ライトの ON/OFF の切り替え

11.. 車車両両 e 制制御御 e アアンンビビエエンントト ラライイトト

22.. を選択してください。

アンビエント ライトの色の設定

11.. 車車両両 e 制制御御 e アアンンビビエエンントト ラライイトト

22.. カカララーーを選択します。

33.. 希望のライトの色を設定してください。

アンビエント ライトの明るさ調節
車室内全体の明るさ設定

11.. 車車両両 e 制制御御 e アアンンビビエエンントト ラライイトト

22.. 明明るるささを選択します。

33.. 明るさを希望の値に設定してください。

車室内の各エリアの明るさ設定

11.. 車車両両 e 制制御御 e アアンンビビエエンントト ラライイトト

22.. ドドアア, セセンンタターー ココンンソソーールル, リリヤヤまたはフフッットト
ウウェェルルを選択します。

33.. 明るさを希望の値に設定してください。
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ウィンドウ
ウィンドウの開閉

警警告告 ウィンドウの開閉

ウィンドウを開閉するときは、作動中のウィンドウと
車両の固定部分の間に身体の各部が挟まれないように
十分注意してください。特にワンタッチ作動で閉じる
ときは十分に注意してください。
e ウィンドウを開閉するときは、作動中のウィンド

ウと車両の固定部分の間に身体の各部が挟まれな
いように十分注意してください。

e 車両から離れるときは、必ずイグニッションを
OFF にしてください。 乗員がパワー ウィンドウを
誤って操作し、怪我をする恐れがあります。

e コンフォート アクセス装備車の場合、危険な時
は、直ちにドア ハンドルの近接センサーまたは
キーのボタンを放してください。

e お子様だけを車内に残さないでください。

警警告告 サイド ウィンドウを手動
で閉じる

サイド ウィンドウの動きが妨げられてワンタッチ作動
が無効になっている場合、サイド ウィンドウを手動で
閉じるとこのウィンドウは最大の力で閉じられます。
そのため、動くサイド ウィンドウと車両の固定部品の
間に身体の一部が挟まれると、押しつぶされる危険が
あります。
e サイド ウィンドウを閉じる際には、人が挟まれた

り、押しつぶされたりしないよう注意してくださ
い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

サイド ウィンドウが閉じるときに障害物に妨げられる
と、サイド ウィンドウは停止した後、再び数センチ開
きます。
サイド ウィンドウの動作が約 10 秒以内にもう一度妨
げられると、そのウィンドウのワンタッチ操作ができ
なくなります。サイド ウィンドウは手動で閉じること
ができます。ワンタッチ操作を再度有効にするには、
サイド ウィンドウを手動閉操作で一度完全に閉じてく
ださい。

ウィンドウの開閉
bb イグニッションを ON にしてください。

–または –
bb イグニッションを OFF にしてから 10 分以内。
bb 運転席 / 助手席ドアをまだ開いていない。 図 18：運転席ドアのパワー ウィンドウ スイッチ

AA パワー ウィンドウ、運転席側
BB パワー ウィンドウ、助手席側
CC フロント / リヤ ウィンドウの切り替えスイッチ (カブリオ

レ)

ロッカー スイッチには 22 段段階階のの作作動動位位置置がありま
す。 この 2 段階の作動位置は、スイッチを操作する際
にはっきりと感じ取れます。

段階 1 - 手動操作
e 希望の位置に達するまで、ロッカー スイッチを 1

段階目の位置まで押すか、引いてください。
スイッチから指を離すと、ウィンドウが止まりま
す。

段階 2 - 自動操作
e ロッカー スイッチを 2 段目まで押すか、引いてく

ださい。
ウィンドウは自動的にいっぱいまで開閉します。

e ウィンドウを希望の位置で停止させたいときは、
もう一度スイッチを操作してください。
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キーによるウィンドウの開閉

図 19：キーによるウィンドウの開閉

bb 機能が作動しています。
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照して

ください。
e ウィンドウが希望の位置になるまでキーの車両

ロック / ロック解除ボタンを押し続けてくださ
い。

カブリオレ：ウィンドウを選択
e ボタン CC を押して、フロント ウィンドウまたはリ

ヤ ウィンドウを選択してください。
リヤ ウィンドウを選択すると、ボタン CC のインジ
ケーター ライトが点灯します。

コンバーチブル トップが開いているときは、フロント
ウィンドウが閉じているときのみリヤ ウィンドウを閉
じることができます。

ドア ハンドルの近接センサーでウィンドウを閉
じる
bb コンフォート アクセス搭載車両

bb キーをズボンのポケットなどに入れて携行してい
る。

bb 機能が作動しています。
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照して

ください。
e 車両をロックするときにウィンドウが希望の位置

になるまで、ドア ハンドルのタッチ センサーに触
れ続けてください。

ウィンドウ停止位置の保存
バッテリーを切り離したり、再接続したりすると、
ウィンドウの停止位置が消去されます。 ウィンドウの
ワンタッチ操作が無効になります。

すべてのウィンドウで以下の手順を行ってください。
11.. スイッチを 2 段目まで引いて、一度完全にウィン

ドウを閉じます。
22.. ウィンドウが完全に閉じたら、ロッカー スイッチ

を再度短く 2 段目まで引いてください。
33.. スイッチを押して、ウィンドウを一度完全に開き

ます。
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ウィンドウ ウォッシャー液

図 20：フロント ウィンドウ用ウォッシャー液タンク

以下の点に留意してください：
e 季節に応じて、水と適切な添加物 (ウィンドウ ク

リーナー濃縮液、不凍液) を混合します。 常に適切
な割合で混合し、使用する添加物の容器に記載さ
れたすべての指示を読んでください。

– 夏夏：水とウィンドウ クリーナー濃縮液を充填しま
す。

– 冬冬：水、不凍液、ウィンドウ クリーナー濃縮液を
充填します。

次の要件を満たしたウィンドウ クリーナー濃縮液のみ
を使用します：
– 希釈 1:100。
– リン酸塩不使用。
– プラスチック製ヘッドライト レンズ適合品。
ポルシェ社が承認したウォッシャー濃縮液についての
情報は、ポルシェ正規販売店にお問い合わせくださ
い。

ウォッシャー液レベルが低くなり過ぎると、インスト
ルメント クラスターに警告メッセージが表示されま
す。

ウォッシャー液の追加
知知識識

ヘッドライトを損傷する恐れがあります。
e ウォッシャー液を補充するときに、ヘッドライト

に寄りかからないようにしてください。

11.. ウォッシャー液タンクのキャップを開きます。
22.. ウォッシャー液を追加します。

> 「テクニカル データ」の章（ 305ページ）を
参照してください。

33.. キャップを慎重に閉めます。
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エアバック
危危険険 正しくないシート位置ま

たは正しく収納されてい
ない荷物

エアバッグは、乗員全員がシート ベルトを着用し正し
く着席している場合にのみ、保護機能を発揮します。
荷物や手荷物は安全に収納する必要があります。
e シシーートト ベベルルトトをを必必ずず着着用用ししまますす。。
e ドライバーや乗員とエアバッグが展開するエリア

との間に、人や動物がいないように、また物がな
いようにしてください。

e ステアリング ホイールは必ずステアリング ホイー
ル リムを握るようにしてください。

e 効果的に保護できるようにするには、ドライバー
や乗員からエアバッグまで一定の距離が必要で
す。 エアバッグに必要以上に近づきすぎないよう
にシート位置を選択します。

e ドアの内側 (エアバッグが膨らむエリア) にもたれ
かからないでください。

e ドアの小物入れから荷物が決してはみ出ないよう
にしてください。

e シート上またはシートの前に重い荷物を載せて走
行しないでください。

e ダッシュボードの上には物を置かないでくださ
い。

e 走行中はグローブ ボックスを収納しておいてくだ
さい。

e 走行中、足は常にフットウェルに置いてくださ
い。 ダッシュボードやシート クッションの上に足
を乗せないでください。

e ドライバーはこの章で説明している内容を、すべ
ての乗員に理解してもらってください。

エアバッグ システムの機能
エアバッグは、シート ベルトと併用することで衝突時
の乗員の負傷を最小限に抑えるよう設計されていま
す。
正面または側面からの衝突時に、衝突方向のドライ
バーおよび乗員の動きをダンピングする間、エアバッ
グは頭、骨盤、上半身を保護します。
フフロロンントト エエアアババッッググは、運転席側はステアリング ホ
イール中央のパッド内、助手席側はダッシュボードの
中に取り付けられています。
フロント シートのササイイドド エエアアババッッググはバックレスト
の側面に取り付けられています。
ヘヘッッドド エエアアババッッググはサイド ルーフ フレーム (クーペ
モデル) に取り付けられています。
それぞれのエアバッグは、衝突の角度または衝突の力
によって作動することがあります。

危危険険 作動済みのエアバッグを
作動させることはできま
せん。

エアバッグは 1 回しか作動できません。
e 作動済みのエアバッグは直ちに取り替える必要が

あります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

危危険険 エアバッグの改造による
不具合

手を加えたエアバッグは、保護効果を発揮しません。
作動しなかったり、予期しないタイミングで作動した
りする恐れがあります。 予期しないタイミングでエア

バッグが作動すると、重症を負う可能性があります。
e エアバッグの配線や部品を改造しないでくださ

い。
e エアバッグの配線の近くには、アクセサリー類の

配線を取り付けないでください。
e エアバッグ付近にアクセサリーを取り付けたり、

ステッカーなどを貼り付けたりしないでくださ
い。

e シートに保護カバーを装着しないでください。
e エアバッグの部品を取り外さないでください。

故障の認識
エアバッグ システムが故障した場合、インストルメン
ト パネルの赤いエアバッグ警告灯 によって表示さ
れます。
次の場合は、必ずポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。
– イグニッションを ON にしたときに警告灯が点灯

しない
ままたたはは

– イグニッションが ON のときに警告灯が消灯しな
い
ままたたはは

– 走行中は警告灯が点灯します。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな
整備をお約束します。
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助手席エアバッグを OFF にする

図 21：助手席エアバッグ OFF/ON インジケーター

危危険険 助手席エアバッグ OFF

助手席エアバッグを OFF にしたままにしておくと、事
故の際にエアバッグが作動しません。
e チャイルド シートを助手席に取り付けている場合

にのみ、助手席エアバッグを OFF にしてくださ
い。

e チャイルド シートを取り外した後は、助手席エア
バッグを ON に戻してください。

危危険険 助手席エアバッグの故障
または作動不良

イグニッションを ON にして、助手席エアバッグを
OFF にしたときに PPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR BBAAGG OOFFFF イン
ジケーターが点灯しない場合、システム故障の恐れが
あります。
e 助手席にチャイルド シートを取り付けないでくだ

さい。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

図 22：助手席エアバッグを OFF にする

助手席エアバッグは、グローブ ボックス内のキー ス
イッチで OFF にできます。キースイッチはエマージェ
ンシー キーで操作できます。
e チャイルド シートを助手席に取り付けている場合

にのみ、助手席エアバッグを OFF にしてくださ
い。

> 「チャイルド シート」の章（ 172ページ）を参照
してください。
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エンジン オイル
エンジン オイル レベルの点検
運転スタイルや作動条件によっては、オイル消費量が
最大 0.8 リットル /1000 km になる場合もあります。
オイル レベルを定期的に確認する必要があります (車
両に燃料を補給するときなど)。

オイル レベル警告に対応する
オイル レベルが低過ぎる場合、インストルメント パネ
ルにシンボルが表示され、直ちにエンジンにオイルを
補充する必要があることを知らせます。

エンジン オイル レベルの測定と表示

知知識識

エンジンを損傷する恐れがあります。
オイル レベルがオイル レベル指示器の下限マークを下
回る場合、エンジンが十分に作動しない可能性があり
ます。
e オイル レベルを定期的に点検してください。
e オイル レベルが下限マークを下回らないように注

意してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

状況により、オイル レベルが測定されないことがあり
ます。 以下の場合に発生します:
– エンジン冷間時。
– フル スロットル走行後のエンジン回転数が高い状

態で車両を停車させた場合。
– エンジン油温が高すぎる。

bb 車両を平坦な場所に駐車する。
bb エンジンが作動温度に達した状態で、1 分間以上

停止している。

e 車車両両 e オオイイルル レレベベルル

図 23：オイル レベル インジケーター

AA オイル レベルは十分 - 上限に達している
BB オイル レベルが下限に達している
CC オイル レベルが下限を下回っている
DD オイル レベルが上限を超えている
EE 差は約 1.3 リットル (911 Carrera、911 Targa) または約

1.0 リットル (911 Turbo S)

表示が緑色 AA の場合、オイル レベルは最高水準にあ
り、十分であることを示します。
最下部のセグメントが黄色 BB で表示されている場合、
オイル レベルが下限マークまで低下していることを示
しています。
e 次の機会に、インストルメント パネルに表示され

ているエンジン オイルの量を補充します。
表示された補充量以上のエンジン オイルを補充しし
なないいででくくだだささいい。 下限マークと上限マークの差
は、約 1.3 リットル (911 Carrera、911 Targa) ま
たは 1.0 リットル (911 Turbo S) です。

最下部のセグメントが赤色 CC で表示されている場合、
オイル レベルが下限マークを下回っていることを示し
ています。
11.. 適切な場所に停車してください。
22.. インストルメント パネルに表示されている量のエ

ンジン オイルを直ちに補充します。
表示された補充量以上のエンジン オイルを補充しし
なないいででくくだだささいい。 下限マークと上限マークの差
は、約 1.3 リットル (911 Carrera、911 Targa) ま
たは 1.0 リットル (911 Turbo S) です。

最上部 DD まで黄色で表示されている場合、エンジン オ
イルが容量の上限を超えて補充されていることを示し
ています。 これによって車両が損傷するおそれがあり
ます。
次の機会にオイル レベルを適正に戻してください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

サーキット走行
サーキット走行時に増加する負荷を軽減するために、
ポルシェではサーキット走行をする前に以下の対策を
実施することをお勧めしています。
e サーキット走行を開始する前に、必ずオイル レベ

ルを点検してください。
e 表示されるオイル レベルが真ん中と最大の間にあ

ることを確認してください。
e 表示されたオイル レベルが真ん中より下にある場

合は、約 0.5 リットルのエンジン オイルを追加し
ます。

e 表示されたオイル レベルが最小と真ん中の間にあ
る場合は、約 0.5 リットルのエンジン オイルを追
加します。

e サーキットで定期的に走行する場合は、エンジン
オイルとオイル フィルターを最大でも 10,000 km
毎に交換してください。
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ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

エンジン オイルの選択と補充
警警告告 エンジン コンパートメン

ト ブロワまたはエンジン
付近の他の可動部品

エンジン コンパートメント内で作業する場合、手、
指、衣服の一部、ネックレス、長い髪がエンジン コン
パートメント ブロワーやドライブ ベルトなどの可動部
品に引き込まれる恐れがあります。 エンジン コンパー
トメント ブロワーはエンジン カバーの下に取り付けら
れています。 エンジンを停止した後も、エンジン コン
パートメント内の温度が監視され続けます。 この間
は、エンジン コンパートメント ブロワーが作動し続け
たり、作動し始めたりすることがあります。
e この付近で作業する場合は、エンジンを停止し

て、身体の一部、衣服の一部、または装飾品類が
ラジエーター ファン、エンジン コンパートメント
ブロワー、ドライブ ベルト、またはその他の可動
部品に引き込まれないよう十分に注意してくださ
い。

警警告告 エンジン オイルの発火

エンジン オイルが過熱したエンジン部品に触れると発
火する恐れがあります。 エンジン オイルの残りが付着
したまま換気せずに廃棄または保管された布は、自然

発火して火災が発生する原因となる恐れがあります。
e 布で飛散したエンジン オイルを吸い取ってくださ

い。
e エンジン オイルが浸み込んだ布は、廃棄するまで

換気の良い場所で保管してください。
e エンジン オイルを補充する前にエンジンを冷却し

てください。

警警告告 高温のエンジン部品

エンジン稼働中はエンジン、周辺部品、およびエキ
ゾースト システムが高温になります。
e 触れると火傷する危険があります。
e 加熱した車両部品、特にエンジンとエキゾースト

システムの近くでは、十分注意して作業を行って
ください。

e エンジン コンパートメント内の作業を行う前に、
エンジンを OFF にし、十分に冷やしてください。

e エンジン コンパートメントで作業する際は十分に
注意します。

e エンジン オイルの補充はエンジンを停止し、イグ
ニッションを OFF にしてから行ってください。

知知識識

エンジン オイルは少なすぎても多すぎても、エンジン
を損傷する恐れがあります。 エンジン オイルが多すぎ
るとブルースモークが発生し、長期的にはエミッショ
ン コントロール システムを損傷する恐れがあります。
e オイル レベルが下限マークを下回らないように注

意してください。
e エンジン オイルを追加する際は、上限マークのと

ころまでにしてください。 オイル リザーバーが溢
れた時は、できるだけ早く調整してください。 ポ
ルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正
規販売店のご利用を推奨いたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新

の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

以下の点を常に遵守してください。
– ポルシェ社が認定したエンジン オイルのみを使用

してください。 定期点検時期 (サービス インター
バル) を遵守してください。

– ポルシェ社が認定したオイルは、混ぜ合わせるこ
とができます。

– オイル添加物を使用しないでください。
– エンジン オイルの漏れが検出されたら、直ちにエ

ンジンを点検してください。

エンジン オイルの選択
ポルシェ社では、 を推奨します。
認認定定さされれたたエエンンジジンン オオイイルルのの名名称称をを示示すすララベベルルががエエ
ンンジジンン ココンンパパーートトメメンントトににああるる場場合合、、ここののママニニュュアア
ルルにに記記載載さされれたた情情報報よよりりももララベベルルのの情情報報をを優優先先ししてて
くくだだささいい。。
ご不明な点や、現在の承認オイルを確認するには、ポ
ルシェ正規販売店にお問い合わせください。

車車両両 認認定定品品 SSAAEE 粘粘度度等等級級

全全車車両両 Porsche
C40、または
VW 511 00

SAE 0W-40
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エンジン オイルの補充

図 24：オイル フィラー キャップ

11.. インストルメント パネルでエンジン オイル レベル
を確認します。

22.. エンジン コンパートメント リッド (カブリオレ：
コンバーチブル トップ コンパートメント リッド、
タルガ：ガラス リヤ ウィンドウ) を開きます。

33.. オイル フィラー キャップをゆるめて取り外してく
ださい。

44.. インストルメント パネルに表示されている量のエ
ンジン オイルを補充します。
表示された量以上のエンジン オイルを追加しない
でください。 下限マークと上限マークの差は約
1.3 リットル (911 Carrera、911 Targa) または
1.0 リットル (911 Turbo S) です。

55.. オイル フィラー キャップを慎重に取り付けてくだ
さい。
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エンジン コンパートメント
リッド
エンジン コンパートメント リッドの
開閉
エンジン コンパートメント リッドを開く

知知識識

Targa ルーフが開く際には、ガラス リヤ ウィンドウが
車両のボディから突出します。 ガラス リヤ ウィンド
ウを損傷する恐れがあります。
e 開閉するときは、車両後方に人がいないことを確

認してください。 車両の上方や後方に十分なス
ペースがあることを確認してください (ガレージ内
など)。 図 25：エンジン コンパートメント リッドを開く

AA ラゲッジ コンパートメント リッド ボタン
BB エンジン コンパートメント リッド ボタン

bb イグニッション ON (タルガ)
e ボタン BB を引いてください。

ククーーペペ：エンジン コンパートメント リッドのロッ
クが解除され、引き上げることができます。
カカブブリリオオレレ：エンジン コンパートメント リッド
(コンバーチブル トップ コンパートメント リッド)
が自動的にサービス ポジションまで開きます。
タタルルガガ：ガラス リヤ ウィンドウはサービス ポジ
ションまで自動的に開きます。

センター コンソールのスイッチまたはエンジン コン
パートメントリッドボタンを使用して Targa ルーフま
たはリヤ ガラス ウィンドウを開閉する場合、リヤ
パークアシストが同時に作動します1。
センサー障害物を検出した時点で障害物までの距離が
約 50 cm 以下だと、開閉が停止します。

インストルメント パネルにメッセージが表示されま
す。
車両付近に障害物がなければ、手動で作業を続行でき
ます。
e 約 10 秒以内にスイッチを 2 回引きます。

エンジン コンパートメント リッドを閉じる
クーペ：
11.. エンジン コンパートメント リッドを下げ、ロック

に落としてください。 ロック部分を手のひらで押
し、エンジン コンパートメント リッドを閉じてく
ださい。

22.. エンジン コンパートメント リッドが確実にロック
されていることを確認してください。
エンジン コンパートメント リッドが正しく閉じて
いない場合、車両の発進時にインストルメント パ
ネルにメッセージが表示されます。

カブリオレ：
e ボタン BB を引いてください。

エンジン コンパートメント リッド (コンバーチブ
ル トップ コンパートメント リッド) が自動的に閉
じます。

タルガ：
e ガラス リヤ ウィンドウが完全に閉じるまで、ボタ

ン BB を引いたままにします。
–– ままたたはは ––
ガラス リヤ ウィンドウが完全に閉じるまで、タル
ガ ルーフを閉じるボタンを引いたままにします。
> 「Targa ルーフ システム」の章（ 284ペー

ジ）を参照してください。

1. アクティブ パーキング サポートを使用している間は作動しません。
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エンジンの始動と停止
イグニッション ロック
キーはイグニッション内のコントロール ユニットに変
更されました。 必要なのはキーを携行していることだ
けです。

図 26：イグニッション ロック位置

00 基本設定
11 イグニッション ON
22 エンジンの始動

0 - イグニッション OFF (初期位置)
イグニッション ロックが位置 00 のときは、エンジンと
イグニッションは OFF になっています。

1 - イグニッション ON
すべての電装品が作動可能になります。 インストルメ
ント クラスターの警告灯が点灯し、ライトの作動を点
検します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

イグニッションを ON にしてから 10 分以上電装品を
ON にしなかった場合、再度イグニッションを ON に
する必要があります。 初めにコントロール ユニットを
イグニッション ロック位置 00 (初期位置) に回します。

2 - エンジン始動
エンジン始動後、コントロール ユニットが位置 22 から
11 の位置に自動的に戻ります。

ステアリング ホイールのロック /
ロック解除
> 「警報システム」の章（ 112ページ）を参照して

ください。

エンジンの始動
11.. ブレーキ ペダルを踏んでください。
22.. マニュアル トランスミッション装備車：クラッチ

ペダルを完全に踏み込み、踏んだまま保持してく
ださい。

33.. マニュアル トランスミッション装備車：シフト レ
バーをニュートラル位置にしてください。

44.. PDK 装備車：セレクター レバーの PP ボタンを押す
か、作動モード NN を選択してください。

55.. アクセル ペダルは踏まないでください。
66.. コントロール ユニットをイグニッション ロック位

置 22 に回してください。 エンジン スターターを約
10 秒以上連続して作動させないでください。
イグニッション ロック位置 22 にすると、クランキ
ング (エンジン始動) が自動的に始まり、エンジン
が始動します。

e エンジンが始動しない場合は、10 秒程度間をおい
てから再度始動させてください。 まずコントロー
ル ユニットをイグニッション ロック位置 00 (初期
位置) に戻してください。

停車したままエンジンを暖機しないでください。
直ちに発進してください。 ただしエンジンが通常
の作動温度になるまでは、スロットル操作を控え
めにし、エンジン回転数を上げすぎないよう注意
して運転してください。

エンジンの停止
警警告告 停止中のパワー ステアリ

ングおよびブレーキ ブー
スター

パワー ステアリングおよびブレーキ ブースターは、エ
ンジンが作動している状態でのみ操作可能です。 エン
ジンが OFF になっている場合、ステアリングホイール
またはブレーキを回すために普段より大きな力が必要
になります。
e イグニッションは、車両が停止している場合にの

み、OFF にしてください。

11.. 車両を停止します。
22.. ブレーキ ペダルを踏んでください。
33.. コントロール ユニットをイグニッション ロック位

置 00 に回してください。
e 車両を離れるときは、PDK 装備車ではエレクト

リック パーキング ブレーキをかけて PP ボタンを押
し、マニュアル トランスミッション装備車ではギ
ヤを 1 速またはリバース ギヤに入れます。
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オート スタート / ストップ機
能
例えば信号待ちや渋滞などで停車した場合、エンジン
を自動で停止するすべての条件が満たされるとエンジ
ンが自動停止します。車両が徐行中に停車した場合
も、エンジンが自動的に停止することがあります。 こ
れにより燃料の消費を節減します。
エンジンが自動停止しているときもイグニッションは
ON の状態のままで、 すべての安全機能が作動可能な
状態になっています。

エンジン自動停止の前提条件
bb オート スタート / ストップ機能が ON になってい

る。
bb エンジン、トランスミッション、エアコンが作動

温度に達している。
bb 前回エンジンが自動停止してから、車両を徐行運

転した。
PPDDKK 装装備備車車
bb ブレーキ ペダルが踏み込まれている。
bb 作動モード DD、MM、NN、または PP が選択されてい

る。
bb 運転席シート ベルトを着用している、または運転

席ドアを閉じている。
ママニニュュアアルル トトラランンススミミッッシショョンン装装備備車車
bb 運転席ドアを閉じている。
bb シフト レバーがニュートラル位置で、クラッチ ペ

ダルを踏んでいない。

マニュアル トランスミッション装備
車1：エンジン停止とエンジン始動
エンジン停止
11.. ブレーキ ペダルを踏んで車両にブレーキをかけて

ください。
22.. ギヤシフト レバーはニュートラルにしてくださ

い。
33.. クラッチ ペダルから足を放してください。

エンジンが停止します。

エンジン始動
e クラッチ ペダルを踏んでください。

エンジンが始動した後は通常の運転操作で発進で
きます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

エアコンで車内を快適にするためなど特定の条件下
で、エンジンが自動的に始動する場合もあります。 ギ
ヤシフト レバーはニュートラルにする必要がありま
す。 場合により、ブレーキ ペダルを踏み込むことを促
すメッセージがインストルメント パネルにも表示され
ます。

降車時の作動
エンジンの自動停止中に運転席ドアを開けた場合、エ
ンジンが自自動動でで始始動動すするるここととははあありりまませせんん。
エンジンの自動始動は、クラッチ ペダルを完全に踏み
込むことで実行できます。
以下の要件のうちの 1 つが検出された場合、オート ス
タート / ストップ機能が再開します。

– ブレーキ ペダルが踏まれており、運転席ドアが閉
まっていて、運転席シート ベルトが着用されてい
る場合。
–– ままたたはは ––
運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
た場合。
–– ままたたはは ––
運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
たうえで、アクセル ペダルを踏んだ場合。

エンジンが自動停止している (運転手ドアが開いてい
て、ペダルが解除されている) 間に運転手が車両から降
車した場合、エンジンが始動してオート スタート / ス
トップ機能が再開するには上記の要件が 30 秒以内に
検出される必要があります。
車両を離れてから 30 秒以内にオート スタート / ス
トップ機能を OFF にした場合、運転席ドアを閉めて運
転席シート ベルトを着用してからでなければ、エンジ
ンが始動しません。 上記の条件のいずれも満たされな
かった場合、車両から離れて 30 秒後にエンジンを手手
動動で始動する必要があります。 エンジンを手動で始動
することを促すメッセージが、インストルメント パネ
ルに表示されます。
> 「エンジンの始動と停止」の章（ 67ページ）を参

照してください。

PDK 装備車: エンジンの自動停止お
よび自動始動
エンジンの停止
11.. ブレーキ ペダルを踏んで車両にブレーキをかけて

ください。
22.. ブレーキ ペダルを踏み続けてください。

–– ままたたはは ––
e 車両が停車中にセレクター レバーの PP ボタンを押

してください。

1. 装備は、後でしか使用できない場合や、特定の市場でしか使用できない場合があります。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

停車中にブレーキ ペダルをいっぱいまで踏み込むと、
HOLD 機能が作動します。 この機能は、ブレーキ ペダ
ルを踏まなくても車両を停止した状態に維持します。
エンジンはアクセル ペダルを踏む、またはエンジンを
始動する必要が生じたときに自動的に始動します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) が ON の
場合、前走車が停車したら車両は走行を停止し、エン
ジンが自動的に停止します。
車両は HOLD 機能によって停止状態に維持されます。

エンジン始動
bb 作動モード DD、MM、NN、または PP が選択されてい

る。
e ブレーキ ペダルを放してください (作動モードが PP

の位置にない場合)。
–– ままたたはは ––

e アクセル ペダルを踏み込んでください。
–– ままたたはは ––

e ステアリング ホイールを動かしてください。
–– ままたたはは ––

e 作動モード RR を選択してください。
エンジンが始動した後は通常の運転操作で発進できま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

エアコンで車内を快適にするためなど特定の条件下
で、エンジンが自動的に始動する場合もあります。 場
合により、ブレーキ ペダルを踏み込むことを促すメッ
セージがインストルメント クラスターに表示されま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) の作動中
は、前走車が発進するとエンジンが自動的に始動しま
す。

降車時の作動
エンジンの自動停止時に降車する (運転席シート ベル
トを着用しておらず、運転席のドアが開いており、ブ
レーキ ペダルを踏んでいない場合) と、エンジンは自自
動動的的にに始始動動ししまませせんん。 さらに、作動モード DD、RR、ま
たは MM になっている場合:
– エレクトリック パーキング ブレーキがかかりま

す。
– トランスミッション パーキング ロック PP に入れま

す。
運転席ドアが開き、運転席シート ベルトが外れた状態
でも、エレクトリック パーキング ブレーキを手動で解
除すると車両を移動させることができます。 この場
合、パーキング ブレーキは解除され、トランスミッ
ション レンジは選択された位置のままになります。
作動モード DD、RR、または MM でパーキング ブレーキを
解除した場合、またはブレーキ ペダルを踏んだ状態で
作動モード DD、RR、MM が選択されている場合には、エ
ンジンが再始動します。
降車後 30 秒以内に以下の条件のうちの 1 つが検出さ
れた場合、オート スタート / ストップ機能が再開しま
す。
– ブレーキ ペダルを踏み、さらに運転席ドアを閉じ

るか、運転席シート ベルトを着用した場合。
–– ままたたはは ––
運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
た場合。
–– ままたたはは ––
運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
たうえで、アクセル ペダルを踏んだ場合。

車両を離れてから 30 秒以内にオート スタート / ス
トップ機能を OFF にした場合、運転席ドアを閉めて

シート ベルトを着用してからでなければ、エンジンが
始動しません。 上記の条件のいずれも満たされなかっ
た場合、車両から離れて 30 秒後にエンジンを手手動動で
始動する必要があります。 エンジンを手動で始動する
ことを促すメッセージが、インストルメント パネルに
表示されます。
> 「エンジンの始動と停止」の章（ 67ページ）を参

照してください。
> 「シート ベルト」の章（ 118ページ）を参照して

ください。

オート スタート / ストップ機能の例
外
次のような状況では、オート スタート / ストップ機能
は使用できません。
– SPORT/SPORT PLUS 走行プログラムが有効な場

合。
– PSM が OFF または SPORT モードの場合。
– フロント アクスル リフト システムが有効な場合。
– 「最大冷房出力」機能が有効な場合。
– 「フロント ウィンドウ デフロスター」の機能が有

効な場合。
– 高地の場合。
次のような状況では、オート スタート / ストップ機能
が一時的に制限されます。
– エアコンまたは車内ヒーターが高い設定の場合。
– バッテリー充電が少ない場合。
– 上り坂または下り坂。
– オート エンジン チェック機能など車両の内部点検

を実行している場合。
– 外気温度やバッテリー温度が非常に低いまたは高

い場合。

イインンフフォォメメーーシショョンン

オート ストップ後に次のような状況に陥ったときは、
エンジンが自動的に再始動します。
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オート スタート / ストップ機能の
ON/OFF 切り替え
OFF にする

e 車車両両 e ドドラライイブブ e ススタターートト // スストトッッププ

エンジンのオート スタート / ストップ機能が停止しま
す。

ON にする

e 車車両両 e ドドラライイブブ e ススタターートト // スストトッッププ

停車すると、エンジンが自動的に停止します。

オート スタート / ストップ機能の表
示

エエンンジジンン自自動動停停止止おおよよびび再再始始動動ススタタンンババ
イイがが可可能能なな場場合合

エンジンがオート スタート / ストップ機能によって自
動停止して、オート スタートが可能な場合、インスト
ルメント パネルのインジケーター ライトが緑色に点灯
します。

エエンンジジンン停停止止ままたたはは再再始始動動ススタタンンババイイがが
ででききなないい場場合合

オート ストップ機能が利用できない、またはエンジン
が自動停止した後に再始動できない場合は、停車中に
インストルメント パネルのインジケーター ライトが黄
色に点灯します。
オート スタート / ストップ システムが以下を検出して
います。
– エンジン自動停止の前提条件が 1 つ以上満たされ

ていない。
–– ままたたはは ––

– オート スタート / ストップ機能の例外条件が 1 つ
以上満たされている。

> 「エンジン自動停止の前提条件」の章（ 68ペー
ジ）を参照してください。

> 「オート スタート / ストップ機能の例外」の章
（ 69ページ）を参照してください。

警告メッセージへの対応
故障したときは、オート スタート / ストップ機能が停
止していることを示すメッセージがインストルメント
パネルに表示されます。
e 修理工場で故障を修理してください。 ポルシェ正

規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。
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カップホルダー
カップホルダーの使用

警警告告 センター コンソール内の
もの

小物入れやカップホルダーがセンター コンソールに挿
入されていない場合、何かがパーキング ブレーキ ボタ
ンの操作を妨げたり、作動させたりしてしまう可能性
があります。 これにより意図せずブレーキがかかって
しまう恐れがあります。
e センター コンソールに荷物を収納する場合は、必

ず付属の小物入れを使用してください。
e カップホルダーは、その用途の通り、飲み物を収

納するためにのみ使用してください。
e 荷物をカップホルダーに収納しないでください。
e カップホルダーまたは小物入れが挿入されていな

い状態では車両を操作しないでください。

注注意意 熱い飲み物がこぼれた場
合

熱い飲み物がこぼれた場合、乗員がやけどを負う恐れ
があります。
e カップホルダーに合う容器だけをご使用くださ

い。
e 飲物や液体がいっぱいに入っている容器をカップ

ホルダーに置かないでください。
e 熱い飲み物を置かないでください。
e 走行中は、乗員のカップホルダーを必ず閉じてく

ださい。

知知識識

飲み物がこぼれて車両を損傷する恐れがあります。
e カップ ホルダーに収まる容器のみを使用してくだ

さい。
e 中身がいっぱいに満たされた容器をカップ ホル

ダーに置かないでください。

カップホルダーは、センター コンソールに 1 個、助手
席側のアウター エア ベントの下に 1 個あります。

センター コンソールへのカップホルダーの挿入

図 27：センター コンソールへのカップホルダーの挿入

e カップホルダーを挿入し、カチッと音がして収ま
るまで押し込みます。
カップホルダーを使用できます。

車両装備により、カップホルダーに挿入できる灰皿が
利用可能です。
> 「スモーカーズ　パッケージ」の章（ 132ペー

ジ）を参照してください。

カップホルダーのセンター コンソールからの取
り外し

図 28：カップホルダーのセンター コンソールからの取り外し

e ボタンを押して、カップホルダーを上方に取り外
します。
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助手席側のカップホルダー

図 29：カップ ホルダー

図 30：カップホルダーを開く

e 助手席側のアウター エア ベントの下のパネルを押
し込んで、開きます。
カップホルダーが自動的に開きます。

e 閉じるには、カップホルダーをカチッと音がして
収まるまで挿入します。
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キー
キーを使用する場合

イインンフフォォメメーーシショョンン

e キーを使用するのは、車両が視界に入っている時
だけにしてください。

ボタンを押すと、キーのポルシェ クレストが点灯しま
す。 走行中は、ボタンを押さなくてもクレストが点灯
する場合があります。
走行中には、サービスおよびメンテナンスに関連する
データがキーに保存されます。 このため、キーのポル
シェ クレストは、作動中でなくても点灯することがあ
ります。 キーへのデータ保存とキーからのデータ読み
取りに関する詳細情報：
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
以下の理由でリモコンが機能しない場合があります。
– 送信が電磁波によって邪魔されている (コンフォー

ト アクセス装備車両などの場合、キーと車両間の
無線通信も含む)。

– 故障のためにリモコンに不具合が発生している場
合。

– キーの電池が消耗している場合。
e キーを電源が入っている電子機器 (携帯電話、ノー

ト パソコン、充電ケーブルなど) と一緒に保管しな
いよう注意してください。 必要に応じて、キーを
別の場所に保管してください。

図 31：キー

AA ドアのロックを解除する
BB ドアをロックする
CC ラゲッジ コンパートメント リッドのロックを解除する
DD コンバーチブル ルーフ (カブリオレ) を開閉する

ルーフ システム (タルガ) を開閉する

すべてのキーにエマージェンシー キーが一体化されて
います。 キーは、車両のすべてのロックを操作するの
に使用できます。
e キーの取り扱いにはご注意ください：特別な場合

を除き、キーを放置しないでください。
e キーを車内に残して離れることは決してしないで

ください。

エマージェンシー キーを使用する場
合
エマージェンシー キーを取り出す

図 32：エマージェンシー キーの取り外し

e エマージェンシー キーを押し上げ、ドライバーの
キーから取り出してください。

エマージェンシー キーを元に戻す
e エマージェンシー キーを、音がして解放ボタンと

噛み合うまで、ドライバ キーへ挿入します。
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キーの電池交換
警警告告 リチウム コイン電池 (ボ

タン電池) を飲み込むと内
部火傷または死亡の恐れ
あり

キーにはリチウム コイン電池が組み込まれています。
コイン電池を飲み込むと、2 時間以内に内部火傷を負
い、死亡する恐れがあります。
e 取り外した電池や新しい電池は、お子様の手の届

かない場所に保管してください。
e キーはお子様の手の届かないところに保管してく

ださい。 お子様がキーを分解し、電池を取り出す
可能性があります。

e 電池を飲み込んだり、鼻の穴や耳の穴などに押し
込んだりした場合は、直ちに医師の診察を受けて
ください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e バッテリーの廃棄に関する指示を遵守してくださ
い。

キーの電池交換が必要になると、インストルメント ク
ラスターにメッセージが表示されます。 ボタンを押し
てもキーの Porsche Crest は点灯しなくなります。

図 33：電池の交換

電池の交換 (CR 2032、3 V)
11.. エマージェンシー キーを取り出してください。
22.. キー ハウジングの 2 箇所のクリップを左右に外し

ます。
33.. バッテリー カバーを反時計方向にゆるめて、取り

外します。
44.. 電池を交換します (電極の向きを確認)。
55.. バッテリー カバーを再度取り付けて、時計回りに

しっかりねじ込みます。
エマージェンシー キーを元の位置まで押し込める
ことを確認してください。

66.. キー ハウジングを下から押し上げ、所定の位置に
取り付けます。

77.. エマージェンシー キーを挿入します。

車両キーの電池が消耗している、ま
たは電波干渉を受けている際に車両
を始動する場合
車両とキーの間の無線通信に不具合があったり、キー
の電池が切れたりすると、キーが検出できなくなる恐
れがあります。
この状況で車両を始動するには下記に従います。
11.. センター コンソール アームレストの小物入れを開

きます。
> 「アームレストの小物入れを開く」の章

（ 153ページ）を参照してください。
22.. センター コンソール (ロア コントロール パネルと

アームレストの小物入れの間の部分) にキーを置き
ます。

33.. コントロール ユニットをイグニッション ロック位
置 22 まで回し、その後位置 00 に戻します。

44.. コントロール ユニットを再度イグニッション ロッ
ク位置 22 まで回します。
> 「エンジンの始動と停止」の章（ 67ページ）

を参照してください。

スペア キーの注文と登録
車両のスペア キーは、ポルシェ正規販売店でのみお求
めいただくことができます。 注文してからお手元に届
くまでには大変時間がかかる場合があります。
e いつでもスペア キーが使えるようにあらかじめご

用意ください。
e スペア キーは安全な場所に保管し、決して車内や

車両の近くには置かないでください。
車両用の新しいドライバー キーについて知るために：
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。 ポ

ルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

e 車両に属するすべてのドライバ キーについて再度
学んでください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

合計 8 個のドライバー キーについて学ぶことができま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e ドライバー キーが紛失したり盗まれたりした場合
は、ポルシェのパートナーに依頼し、車両のドラ
イバのキーを無効にし、必要に応じて機械的な
ロックを変更してください。

e ドライバー キーの紛失や盗難保険会社に通知し、
追加やスペア キーの製作を依頼してください。
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クーラント (冷却水)
警警告告 エンジン コンパートメン

ト ブロワまたはエンジン
付近の他の可動部品

エンジン コンパートメント内で作業する場合、手、
指、衣服の一部、ネックレス、長い髪がエンジン コン
パートメント ブロワーやドライブ ベルトなどの可動部
品に引き込まれる恐れがあります。 エンジン コンパー
トメント ブロワーはボンネット下に取り付けられてい
ます。 エンジンを停止した後も、エンジン コンパート
メント内の温度が監視され続けます。 この間は、エン
ジン コンパートメント ブロワーが作動し続けたり、作
動し始めたりすることがあります。
e この付近で作業する場合は、エンジンを停止し

て、身体の一部、衣服の一部、または装飾品類が
ラジエーター ファン、エンジン コンパートメント
ブロワー、ドライブ ベルト、またはその他の可動
部品に引き込まれないよう十分に注意してくださ
い。

警警告告 高温のエンジン部品およ
びクーラント

エンジン作動中は、エンジンと周辺の部品、エキゾー
スト システム、クーラントなどが非常に熱くなってい
ます。
クーラント タンクには圧力がかかっています。 クーラ
ント タンクを不用意に開くと、熱いクーラントが突然

吹き出す恐れがあります。
e 加熱した車両部品、特にエンジンとエキゾースト

システムの近くでは、十分注意して作業を行って
ください。

e エンジン コンパートメント内の作業を行う前に、
エンジンを OFF にし、十分に冷やしてください。

e エンジン コンパートメントで作業する際は十分に
注意します。

e クーラントの補充はエンジンを停止し、イグニッ
ションを OFF にしてから行ってください。

e エンジンが熱いときは、クーラント リザーバーの
キャップを 開開かかなないい でください。 水温計の表示が
60 °C を下回るまで待ってください。

知知識識

警告シンボルが表示された後でも車両が動き続ける場
合は、エンジン損傷の恐れがあります。
e エンジンを OFF にして冷やします。
e クーラント レベルが適正であるにもかかわらず警

告が継続する場合は、運転を続けないでくださ
い。

e 故障を修理してください。 ポルシェ正規販売店に
ご相談ください。 ポルシェ正規販売店のご利用を
推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具
や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の
章（ 92ページ）を参照してください。

エンジン クーラントには年間を通じた腐食防止と、–
37 ℃ までの凍結防止の働きがあります。
クーラント レベルの定期的な点検はメンテナンスの一
部です。
e ポルシェが認定した不凍液のみを使用します。

ポルシェ社では、Glysantin® G40® (または G12+
+/VW TL 774 G に準拠した不凍液) の使用を推奨して
います。

クーラント レベルの点検と補充

図 34：クーラント リザーバー タンクの表示

> 「インストルメント クラスター」の章（ 49ペー
ジ）を参照してください。

bb 車両を平坦な場所に駐車する。
bb エンジンが冷えていて、水温計が 60 ℃以下であ

る。
11.. クーラント レベルを読み取ってください。 クーラ
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ント レベルは必ず mmiinn マークと mmaaxx マークの間
である必要があります。

22.. クーラント レベルが mmiinn マーク未満の場合は、
クーラントを補充します。

33.. 慎重にクーラント リザーバー タンクのキャップを
開き、内部の圧力を逃がしてください。

44.. 次にキャップを完全に取り外します。
55.. クーラントを充填してください。 不凍液と蒸留水

を同量混ぜ合わせた物のみを補充してください。
mmaaxx マークを超えないようにしてください。

66.. クーラント リザーバーのキャップがしっかりはま
るまで、回して閉めてください。

77.. クーラントの減少が著しい場合、クーリング シス
テムに漏れがあるか、過剰に充填されていると考
えられます。 クーリング システムを点検し、直ち
にクーラント減少の原因を解消してください。 ポ
ルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正
規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

緊急時に純水を補充した場合、混合比を修正しておく
必要があります。 クーラントの減少が著しい場合、
クーリング システムに漏れがあるか、過剰に充填され
ていると考えられます。
e 早急に原因を解消してください。 ポルシェ正規販

売店にご相談ください。 ポルシェ正規販売店のご
利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを
受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約
束します。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

クルーズ コントロール

77

クルーズ コントロール
警警告告 危険な交通状況や路面状

態が悪い状況での走行

現在の交通状況で前走車との安全な距離を保って走行
できない場合、または一定の車速で走行できない場合
は、クルーズ コントロールを使用すると事故を起こす
危険があります。
e 激しい渋滞、カーブの多い道、悪い路面状態 (冬場

の滑りやすい路面、濡れた路面、起伏の多い路面
など) ではクルーズ コントロールを使用しないでく
ださい。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に
注意を払ってください。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。

作動原理
クルーズ コントロール (CC) を使用すると、約
30～240 km/h の範囲でアクセルペダルを踏まなくて
も希望する速度を維持したまま走行できます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– PDK 装備車：アクティブ ダウンシフト機能とアク
ティブ ブレーキ機能は、(特に下り坂などで) 設定
速度を維持するため、自動的に作動します。

– マニュアル トランスミッション装備車：ギアチェ
ンジ中にクラッチ ペダルが踏まれても、クルーズ
コントロールは中断されません。

各操作部

図 35：ドライバー アシスタンス システムのレバー

RR ドライバー アシスタンス システムの ON/OFF を切り替え
てオプション メニューを開く

SS オプション メニューを開く (ドライバー アシスタンス シ
ステムが ON になっている場合)

11 速度の設定 / 加速
22 設定速度を下げる
33 再開：制御を再開する
44 キャンセル：制御を中断する

イインンフフォォメメーーシショョンン

装備によっては、レバーのボタン SS とオプション メ
ニューが利用できます。

ディスプレイの要素
ステータス ディスプレイのシンボル

シシンンボボ
ルル

意意味味

クルーズ コントロールが停止中です。

クルーズ コントロールが停止中です。
制御が中断され、目標速度が表示され
たままになります。

クルーズ コントロールは、設定目標速
度で有効になります。

クルーズ コントロール スタンバイを
ON にする
常に、前回選択されたドライバー アシスタンス システ
ムが ON になります。 ON になった時点では、ドライ
バー アシスタンス システムは停止中になっています。
クルーズ コントロールを作動させるには、最初にク
ルーズ コントロールを起動する必要があります。

クルーズ コントロールを ON にする
bb コントロール レバーに SS ボタンがなないい車両
e クルーズ コントロール操作レバーのボタン RR を押

してください。
アダプティブ クルーズ コントロールが ON で、な
おかつ停停止止中中になります。
ステータス ディスプレイに動作ステータスがグ
レーで表示されます。 速度は保存されていませ
ん。
–または –

bb コントロール レバーに SS ボタンがああるる車両
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bb ドライバー アシスタンス システムがまだ ON に
なっていません。

11.. クルーズ コントロール操作レバーのボタン RR を押
してください。
ドライバー アシスト システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示され
ます。

22.. クルーズ コントロールがまだ選択されていない場
合は、ステアリング ホイールのロータリー プッ
シュ ボタンを使用して、CCCC を選択し、ボタンを
押して確定します。
アダプティブ クルーズ コントロールが ON で、な
おかつ停停止止中中になります。
ステータス ディスプレイに動作ステータスがグ
レーで表示されます。 速度は保存されていませ
ん。

すでに有効化されたドライバー アシスタンス システム
から ACC への切り替え
bb コントロール レバーに SS ボタンがああるる車両
11.. コントロール レバーのボタン SS を押してくださ

い。
ドライバー アシスト システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示され
ます。

22.. ステアリング ホイールのロータリー プッシュ ボタ
ンを使用して AACCCC を選択し、ボタンを押して確定
します。
アダプティブ クルーズ コントロールが ON で、な
おかつ停停止止中中になります。
ステータス ディスプレイに動作ステータスがグ
レーで表示されます。 速度は保存されていませ
ん。

イインンフフォォメメーーシショョンン

作動したドライバー アシスタンス システムは、イグ
ニッションを OFF にして再度 ON にした後でも、再び
作動します。

クルーズ コントロールを OFF にする
e クルーズ コントロール操作レバーのボタン RR を押

してください。
設定速度が消去され、シンボル マークが消灯しま
す。

クルーズ コントロールの有効化
bb クルーズ コントロールが ON になっている
bb 速度が 30 km/h を超過しています。
11.. アクセル ペダルの操作で目標速度まで加速または

減速します。
22.. レバーを前方に短く押し (11 の位置)、アクセル ペ

ダルを戻します。
クルーズ コントロールが作作動動ししてていいまませせんん。
現在の走行速度はステータス ディスプレイに緑色
で表示され、自動的に維持されます。

目標速度の変更
目標速度は、コントロール レバーを押すことで調整で
きます。
bb クルーズ コントロールが作動しています。

加速する
e コントロール レバーを前方に押します (位置 11)：

– 短く押す= 1 km/h (1 mph) ずつ速くなります
– 押し続ける = 10 km/h (6 mph) ずつ速くなり

ます

減速する
e コントロール レバーを引く (位置 22 )：

– 短く引く= 1 km/h (1 mph) ずつ遅くなります
– 引き続ける = 10 km/h (6 mph) ずつ遅くなり

ます

新しく設定した速度がインストルメント クラスターに
表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

アクセル ペダルを使用して加速することができます。
これによって保存された値は変更されません。 アクセ
ル ペダルから足を離すと、保存された値はリセットさ
れます。

クルーズ コントロールの中止 - キャ
ンセル
クルーズ コントロールを停止するとスタンバイ モード
に切り替わります。手動で再度作動されるまで、スタ
ンバイ状態のままになります。
e レバーを下方向の位置 44、CCAANNCCEELLに押します。

–または –
e ブレーキペダルを踏む

–または –
e クラッチペダルを約 7秒以上踏み続けます

(マニュアルトランスミッション装備車)。

–または –
e セレクターレバーを作動モード Nにします

(PDK装備車)。
クルーズコントロールが停止中です。目
標速度の設定値は保存されたままです。ス
テータスディスプレイが緑色からグレーに
なります。

次のような状況では、クルーズ コントロールは
自動的に中断されます:
– 車両が設定速度以上または未満の速度で一定時間

走行している。
– ポルシェ スタビリティマネージメント (PSM) が有

効。
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クルーズ コントロールの再開 – 再開
e レバーを上方向 (33、RREESSUUMMEE の位置) に押しま

す。
クルーズ コントロールは、設定速度になるまで加
速するかブレーキをかけます。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

けん引

80

けん引
イインンフフォォメメーーシショョンン

e けん引およびけん引によるエンジンの始動を行う
ときは、法規等を遵守してください。

e けん引するときは十分注意してください。 発進す
る前に、けん引する車両とけん引される車両のド
ライバーが、けん引によるエンジンの始動とけん
引についての通常とは異なる運転特性をしっかり
と理解しておくことが大切です。

e 電気系統の不具合が発生している場合、エレクト
リック パーキング ブレーキやステアリング コラム
ロックを解除するために外部電源の接続が必要な
ことがあります。

車両のけん引または押しがけによる
始動

知知識識

けん引または PDK 装備車の押しがけによる始動は、車
両とトランスミッションに重大な損傷を与える危険が
あります。
e けん引または押しがけによる始動は行行わわなないいでく

ださい。
e 車両をけん引しないでください。
e ロードサイド アシスタンスまたは故障復旧サービ

スに連絡してください。
e 復旧車両、車両輸送専用車またはトレーラーに前

輪と後輪の両方を載せて車両を輸送してくださ
い。

知知識識

重大な車両損傷の危険。
e ロープ等で車両を固定するときは、ホイールのみ

で固定してください。 テンション ストラップをけ
ん引フックにかけないでください。

e マニュアル トランスミッション装備車のけん引ま
たは押しがけによるエンジンの始動は、エンジン
冷間時にのみ実施してください。 エンジンが熱い
と、未燃焼ガスにより触媒コンバーターが損傷す
る場合があります。

バッテリーに不具合があるとき、またはバッテリーが
完全に上がってしまったときは、バッテリーを交換す
るか、ジャンパー ケーブルを使用してエンジンを始動
させてください。
> 「バッテリー」の章（ 202ページ）を参照してく

ださい。
> 「ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動」の

章（ 122ページ）を参照してください。

マニュアル トランスミッション装備
車のけん引1

警警告告 パワー アシスト機能を使
用しないため、ステアリ
ングを回す力およびブ
レーキを踏む力を強くす
る必要がある

けん引されている車両のエンジンが停止している場
合、ステアリング アシスト機能を利用することはでき
ません。 ブレーキおよびステアリング操作に、より力
を入れる必要があります。
e 車両のけん引時には、十分に注意してください。

4WD/ ポルシェ トラクション マネージメントシステム
(PTM) に関する重要なインフォメーション
e けん引時は車両輸送専用車またはトレーラーで輸

送するか、44 輪輪すすべべててが接地するようにしなけれ
ばなりません。 片側のアクスルを持ち上げた状態
でのけん引はででききまませせんん (フロントとリヤのいずれ
のアクスルでも同様です)。

バッテリーに不具合がある、またはバッテリーが完全
に上がってしまった車両に関する注意事項
e バッテリーに不具合があるとき、またはバッテ

リーが完全に上がってしまったときは、バッテ
リーを交換するか、ジャンパー ケーブルを使用し
てエンジンを始動させてください。

> 「バッテリー」の章（ 202ページ）を参照してく
ださい。

> 「ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動」の
章（ 122ページ）を参照してください。

4 輪が接地した状態でのけん引時に関する指示
e けん引される車はイグニッション スイッチを ON

にして、ブレーキ ライトや方向指示灯が機能し、
ステアリング ロックが解除されるようにしてくだ
さい。

片側のアクスルを持ち上げた状態でのけん引に関する
指示 (後輪駆動車のみ)
e イグニッションを OFF にしてください。 キーをイ

グニッション ロックに残し、ステアリング ロック
がかからないようにしてください。

e 車両のライトが十分に点灯していることを確認し
てください。

車両のけん引
e マニュアル トランスミッション装備車：ギヤ レ

バーをニュートラルにしてください。
e けん引するときの速度は 50 km/h 以下にしてくだ

さい。 けん引距離は 50 km 以内にしてください。

1. 装備は、後でしか使用できない場合や、特定の市場でしか使用できない場合があります。
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50 km を超える場合は、車両輸送専用車またはト
レーラーで車両を輸送してください。

> 「鉄道、船舶、および積載車での輸送」の章（ 82
ページ）を参照してください。

雪や砂などで立ち往生した車両の救援
e 車両を救出するときは十分に注意してください。
e 車両を急に引っ張ったり、角度を付けて斜め方向

に引いたりしないでください。
e 可能な限り、立ち往生した車両を進入したタイヤ

の軌跡に沿って、元の方向に引き出してくださ
い。

PDK による車両のけん引

図 36：許容されるけん引

図 37：許容されないけん引

バッテリーに不具合がある、またはバッテリーが完全
に上がってしまった車両に関する注意事項
e バッテリーに不具合があるとき、またはバッテ

リーが完全に上がってしまったときは、バッテ
リーを交換するか、ジャンパー ケーブルを使用し
てエンジンを始動させてください。

> 「バッテリー」の章（ 202ページ）を参照してく
ださい。

> 「ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動」の
章（ 122ページ）を参照してください。

> 「鉄道、船舶、および積載車での輸送」の章（ 82
ページ）を参照してください。

けん引ロープまたはけん引バーの使
用
e 規定とマウントの指示については、製品メーカー

からのマニュアルを参照してください。 メーカー

の安全に関する指示と取扱説明書に従ってくださ
い。

e けん引ロープまたはけん引バーの許容けん引力を
遵守してください。 けん引ロープまたはけん引
バーは車両重量に適している必要があります。
メーカーの規定を絶対に超えないでください。

e けん引する車両より重い車両はけん引しないでく
ださい。

e ブレーキが故障した車両は、けん引ししなないいででくくだだ
ささいい。

e けん引するときは、けん引フックを車両に取り付
けてから、けん引ロープまたはけん引バーをけん
引フックに取り付けてください。
> 「けん引フックの使用」の章（ 82ページ）を

参照してください。

けん引ロープの使用
e けん引中はけん引ロープが絶対に緩まないように

注意します。 不自然な動きや急な荷物の積載は避
けてください。

けん引バーの使用
e けん引バーを車両間で斜めに取り付けることはしし

なないいででくくだだささいい。
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けん引フックの使用

図 38：けん引フック

けん引フックの取り付け
けん引フックは工具セットに収納されています。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255ペー

ジ）を参照してください。
11.. プラスチック カバーの下端部をバンパー内に押し

込んで取り外すか、または適切なツール (例：スク
リュードライバー) で慎重にプラスチック カバーを
取り外してください。

22.. プラスチック カバーをバンパーから引き出し、カ
バーに付いているひもで吊り下げられた状態にし
てください。

33.. けん引フック AA を反時計方向いっぱいにねじ込み
(逆ねじ)、手で締め付けてください。

けん引フックの取り外し
11.. けん引フック AA を外してください (時計回りに回

転、逆ねじ)。
22.. 開口部の下端にプラスチック カバーを差し込んで

ください
33.. プラスチック カバーを折り曲げ、バンパーにはま

るまで上端を押してください。
44.. けん引フックを工具セットに収納してください。

鉄道、船舶、および積載車での輸送
11.. ロープ等で車両を固定するときは、ホイールのみ

で固定してください。 テンション ストラップをけ
ん引フックにかかけけなないいででくくだだささいい。

22.. 室内モニタリング システムと傾斜センサーを解除
してください。

> 「警報システム」の章（ 112ページ）を参照して
ください。
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コンバーチブル トップ
> 「車両のお手入れ」の章（ 144ページ）を参照し

てください。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。

知知識識

コンバーチブル トップとコンバーチブル トップ機構を
損傷する恐れがあります。
e 次の場合には、コンバーチブル トップを操作しな

いでください。
– 温度が 0 ℃ 以下のとき。
– 車両の片側が縁石、リフト、ジャッキなどで持

ち上がっているとき。
– 荷物の一部、またはその他の物 (リヤ シートの

後ろ側など) がコンバーチブル トップの動作を
妨げているとき。

– ロールオーバー バーが展開しているとき。
e エンジンを停止した状態でコンバーチブル トップ

を何度も操作しないでください。車両のバッテ
リーがすぐに消耗します。

e 走行するときは、コンバーチブル トップは必ず完
全に開いた状態か完全に閉じた状態にしてくださ
い。

e コンバーチブル トップの開閉はコンバーチブル
トップの上方に十分な空間があることを確認して
から行ってください。ガレージなどでは特に注意

が必要です。
e 染みや擦り切れを防ぐため、コンバーチブル トッ

プは乾いた清潔な状態のときにのみ開いてくださ
い。

e 日光を長時間浴びると布地やラバーが傷んだり塗
装が色褪せたりするため、可能であれば車両は日
陰に駐車してください。

e コンバーチブル トップは、水平な路面を走行して
いるときにのみ操作できます。

e 強風や嵐のときはコンバーチブル トップを作動さ
せないでください。

コンバーチブル トップの開閉
警警告告 コンバーチブル トップの

開閉

コンバーチブル トップを開閉するときは、コンバーチ
ブル トップ機構またはコンバーチブル トップ コン
パートメント リッドと固定車両部品との間に身体の各
部が挟まれる恐れがあります。
e コンバーチブル トップ機構またはコンバーチブル

トップ コンパートメント リッドによって誰もケガ
をしないように注意してください。

e 車両が見えない状況で、キーによるコンバーチブ
ル トップの操作はしないでください。

e 万一、危険な状況になった場合は、直ちに車両の
ボタンもしくはキーのボタンから手を放し、コン
バーチブル トップの操作を中止してください。

e コンバーチブル トップを閉じるときは、サン バイ
ザーのバニティー ミラーのカバーを閉じておいて
ください。

ココンンババーーチチブブルル トトッッププがが開開くくとと、フロントおよびリ
ヤ サイド ウィンドウは自動的に下がります。
コンバーチブル トップが終端位置に達した後もコン
バーチブル トップの操作を続けると、フロント サイド
ウィンドウが自動的に閉じます。

ココンンババーーチチブブルル トトッッププがが閉閉じじるるとと、フロントおよび
リヤ サイド ウィンドウは自動的に下がります。 コン
バーチブル トップが終端位置に達した後もコンバーチ
ブル トップの操作を続けると、それらは自動的に閉じ
ます。

車内のボタンを使用したコンバーチブル トップ
の開閉

図 39：ボタンでコンバーチブル トップを開く
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図 40：ボタンでコンバーチブル トップを閉じる

bb イグニッションが ON になっている。
bb 速度が約50 km/h 以下。この最高速度を超えると

開閉操作は中断します。
e コンバーチブル トップが終端位置に達するまで、

またはウィンドウが希望の位置になるまでコン
バーチブル トップ開閉スイッチを引き続けてくだ
さい。
終端位置に達すると、インストルメント クラス
ターの関連するメッセージが消えます。

危険が発生した場合、
e ボタンを放してください。

コンバーチブル トップの動作が停止します。

キーを使用したコンバーチブル トップの開閉 (国
別仕様による)
11.. ドアをロック解除してください。
22.. コンバーチブル トップが終端位置になるか、ウィ

ンドウが希望の位置になるまで、キーのボタンを
押してください。

危険が発生した場合

e ボタンを放してください。
コンバーチブル トップは作動を停止します。

33.. 必要に応じてドアをロックしてください。

ウィンド デフレクターの上昇 / 下降
警警告告 ウィンド デフレクターの

上昇

ウィンド デフレクターの上昇時、リヤ シートの乗員が
挟まれる恐れがあります。
e ウィンド デフレクターの上昇時、誰もケガをしな

いように注意してください。
e 万一、危険な状況になった場合は、直ちにスイッ

チの操作を中止してください。

知知識識

ウィンド デフレクターおよびシート バックレストの損
傷の恐れがあります。 バックレストを極端な角度にす
ると、ウィンド デフレクターがシート バックレストと
衝突する可能性があります。
e ウィンド デフレクターの上昇前に、両方のシート

バックレストを垂直位置に調節してください。

図 41：ウィンド デフレクターの上昇 / 下降

bb イグニッションが ON になっている。
bb 上昇時の最高速度は約 200 km/h 以下、下降時は

約 120 km/h 以下。 この速度を超えた場合、ウィ
ンド デフレクターの上昇 / 下降を行うことはでき
ません。

e スイッチを押し続けてウィンド デフレクターが終
端位置に達すると、インストルメント クラスター
の関連するメッセージが消えます。

コンバーチブル トップとウィンド デ
フレクターの緊急操作

警警告告 緊急操作中のコンバーチ
ブル トップの作動

e 緊急操作を行うときは十分に注意してください。
e 緊急操作中は、コンバーチブル トップまたはウィ

ンド デフレクターをスイッチまたはキーで操作し
ないでください。
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知知識識

コンバーチブル トップとコンバーチブル トップ機構を
損傷する恐れがあります。
e 緊急操作中または操作後は、コンバーチブル トッ

プまたはウィンド デフレクターをスイッチまたは
キーで操作しないでください。

e ゆっくりと慎重に運転してください。
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。 ポ

ルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

コンバーチブル トップ システムの点検
緊急操作を行う前に以下を点検します：
– ウィンド デフレクターおよびコンバーチブル トッ

プの操作中に、車室内のスイッチでイグニッショ
ンを ON にしたか?

e ウィンド デフレクターおよびコンバーチブル トッ
プが不意に作動しないよう、イグニッションを
OFF にします。

リヤウォール ライニングの取り外し
11.. ラゲッジ コンパートメントにある工具セットから

ドライバーを取り出します。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255

ページ）を参照してください。

図 42：リヤ シート バックレストとリヤウォール ライニン
グを前に倒す

22.. リヤ シート バックレストを前方に倒します。
33.. ドライバーを使用してリヤ ウォール ライニングを

ロック ポイントから慎重にこじり外し、前方に倒
します。
–– ままたたはは ––
装備に応じて、リヤウォール ライニング両側のス
トラップを引き出し、前に倒します。

図 43：緊急操作キーを抜き取る

44.. 緊急操作キー AA をリヤウォール ライニングから抜
き取ります。
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ウィンド デフレクターの緊急操作の実行

図 44：緊急操作キー

11.. プラスチック アタッチメント BB を緊急操作キー AA
から取り外します。

22.. メタル インサートをプラスチック アタッチメント
BB から約 90° 上方に回し、前方に引き抜いて取り
外します。

図 45：ロールオーバー プロテクション カバーの取り外し

33.. 両側のロールオーバー プロテクション カバー CC を
前方に倒し、上方に引いて外します。

図 46：ロールオーバー プロテクション カバーの取り外し

44.. ドライバーを使用してロールオーバー プロテク
ション カバーの両側のスクリュー DD を外します。

55.. ロールオーバー プロテクション カバー EE を上方に
引き、ロック ポイントから解除します。

図 47：ウィンド デフレクターの格納

66.. 緊急操作キーのメタル インサート AA (TORX®) を使
用してウィンド デフレクター モーターのスク
リュー FF を外します。

77.. リテーニング ブラケット GG を前方に引き (必要に
応じてドライバーでこじり外す)、ギヤの締結を解
除します。

88.. リテーニング ブラケットを取り外します。
99.. ウィンド デフレクターを手動で格納します。
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コンバーチブル トップ ドライブの解除

図 48：コンバーチブル トップ ドライブの解除

e プラスチック アタッチメント BB の六角部を使用し
て、エマージェンシー ハンド スクリュー HH を約
180° 反時計回りに回します。

知知識識

e エマージェンシー ハンド スクリュ HH は緩めるのみ
で、完全には取り外さないでください。

コンバーチブル トップ コンパートメント リッド
の開操作

図 49：緊急操作キーを挿入します。

11.. プラスチック アタッチメント BB とメタル インサー
ト AA を再び組み立てます。

22.. 緊急操作キーのメタル エンドをコンバーチブル
トップ コンパートメント リッドとコンバーチブル
トップの間に挿入します。
プラスチック アタッチメント BB の曲がった部分が
車両後方を向いていることを確認してください。

33.. 緊急操作キーをプラスチック トリムに沿って前方
向に移動させ、開口部 KK にプラスチック アタッチ
メント BB のマーク 11 まで挿入します。

図 50：コンバーチブル トップ コンパートメント リッドのロッ
ク解除 (手順 1)

44.. 緊急操作キーを進行方向に約 90° 回し、プラス
チック アタッチメント BB が上を向くようにしま
す。
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図 51：コンバーチブル トップ コンパートメント リッドのロッ
ク解除 (手順 2)

55.. 緊急操作キーをプラスチック アタッチメント BB の
マーク 22 まで挿入し、抵抗を感じなくなるまで走
行方向に 90° 以上回します。

66.. 緊急操作キーを進行方向と反対に約 90° 回して、
取り外します。

77.. 反対側でも同じ手順 (ステップ 2～6) を繰り返しま
す。

図 52：コンバーチブル トップ コンパートメント リッドの上昇

88.. 両手を運転席側と助手席側に置いて、コンバーチ
ブル トップ コンパートメント リッドを上方向に
しっかり引き上げます。

99.. 後ろからコンバーチブル トップ コンパートメント
リッドの中央を持って、直立位置にします。

リヤ サイド トリム パネル フラップの緊急操作

図 53：コネクター L の取り外し

11.. 両方のコネクター LL を取り外します。
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図 54：スクリューをゆるめてモーター / ギヤ ユニットを前方
に引く

22.. モーター / ギヤ ユニットの両方のスクリュー MM を
緊急操作キーのメタル インサート AA (TORX®) でゆ
るめます。

33.. モーター / ギヤ ユニット NN を前方に引き (必要に
応じてドライバーでこじり外す)、ギヤの締結を解
除します。

図 55：リヤ サイド フラップの押し下げ

44.. 終端位置に達するまでリヤ サイド フラップを押し
下げます。

コンバーチブル トップの閉操作

図 56：コンバーチブル トップを格納コンパートメントから引
き出す

11.. 車室側からコンバーチブル トップの中央部分を持
ち、格納コンパートメントから約半分閉じるまで
引き出します。

注注意意 閉じるときに挟まれてケ
ガをする恐れがある

閉じるときに、コンバーチブル トップが作動する範囲
内またはコンバーチブル トップ ロック付近に身体の各
部があると、挟まれる恐れがあります。
e 以下に注意してください：

– 閉じるときは、コンバーチブル トップの作動範
囲内に誰もいないこと。

– 閉じるときに、コンバーチブル トップの作動範
囲から手を引いてください。
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図 57：プラグの取り外し

22.. プラグ OO をコンバーチブル トップ ロックの緊急操
作用アクセス ポイントから取り外します。

図 58：コンバーチブル トップ ラッチ フックの展開

33.. プラスチック アタッチメント BB を緊急操作キーか
ら取り外します。

44.. メタル インサート AA をプラスチック アタッチメン
ト BB から約 90° 上方に回し、前方に引いて取り外
します。

55.. プラスチック アタッチメント BB をコンバーチブル
トップ ロックの緊急操作用アクセス ポイントに挿
入し、かみ合うまで左または右に回します。

66.. プラスチック アタッチメント BB を反時計回りに回
してラッチ フックを完全に開きます (抵抗を感じ
る)。

図 59：コンバーチブル トップの閉操作

77.. コンバーチブル トップをフロント ウィンドウのフ
レームに引き寄せます。

88.. コンバーチブル トップを完全に閉じるためには、
ラッチ フックがキャッチに完全にかみ合うまで (抵
抗を感じるまで)、プラスチック アタッチメント BB
を時計回りに回します。

コンバーチブル トップ コンパートメント リッド
の閉操作

警警告告 コンバーチブル トップ コ
ンパートメント リッドの
閉操作

コンバーチブル トップ コンパートメント リッドを閉
じるとき、コンバーチブル トップ コンパートメント
リッドと車両の固定部分の間に身体の各部が挟まれる
恐れがあります。
e 手は必ずコンバーチブル トップ コンパートメント

リッドの上において閉じてください。

図 60：コンバーチブル トップ コンパートメント リッドの閉操
作

11.. 車両の後方に立ちます：
22.. ブレーキ ライト上のコンバーチブル トップ コン

パートメント リッドをしっかりつかみ、抵抗を感
じますが完全に閉じるまで前方に押します。

33.. コンバーチブル トップ コンパートメント リッドを
終端位置まで押し込みます。
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コンバーチブル トップ コンパートメント リッドは
ロックされていません。

44.. 車室内のエマージェンシー ハンド スクリュー HH を
時計回りに手で締めます。
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警告およびインフォメーション
メッセージ
警警告告メメッッセセーージジがが表表示示さされれたた場場合合はは、、必必ずずここののママニニュュアアルルのの該該当当すするる章章ををおお読読みみくくだだささいい。。
警告灯が表示されると、警告音も鳴ります。
すべての測定条件が揃っている場合にのみ、警告メッセージが表示されます - そのため、定期的にすべてのフルード レベルを確認してください。
次の表は、主な警告メッセージとインフォメーション メッセージの抜粋です。

安全

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

エエアアババッッググ シシスステテムム エエララーー
走走行行可可能能
要要整整備備

エアバッグ システムが故障しています。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

スステテアアリリンンググ ロロッッククをを解解除除ししててくくだだささいい

ステアリング ロックに大きな負荷がかかっています。
継続走行可能です。
e ステアリング ホイールを左右に回して、ステアリング ロックを解除してくだ

さい。

スステテアアリリンンググががロロッッククさされれてていいまますす
要要整整備備

ステアリング ロックが作動しています。
e ステアリング ホイールのロックを解除するには、車両のロックを解除してく

ださい。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

スステテアアリリンンググアアシシスストト
故故障障

操操舵舵力力のの増増大大
継継続続走走行行可可

パワー ステアリングは、故障した / 機能が制限された / 不具合がある状態です。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

ブブレレーーキキ液液面面
低低下下

安安全全なな場場所所にに
停停車車ししててくくだだささいい

ブレーキ液面が低過ぎます。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ブブレレーーキキ ブブーーススタターー
故故障障

パワー ステアリングは故障したか不具合があります。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

制制動動力力のの
配配分分エエララーー

安安全全なな場場所所にに
停停車車ししててくくだだささいい

制動力配分が故障しています。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

AABBSS//PPSSMM 故故障障

慎慎重重にに
走走行行ししててくくだだささいい

ABS またはポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) に故障があります。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

ブブレレーーキキパパッッドドのの
摩摩耗耗

ブブレレーーキキパパッッドドをを交交換換ししててくくだだささいい
走走行行可可能能

ブレーキ パッドが摩耗しています。
e 直ちにブレーキ パッドを交換してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

パパーーキキンンググ ブブレレーーキキ
ササーービビスス モモーードド中中

パーキング ブレーキがサービス モードになっています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

PP 位位置置使使用用不不可可
車車両両がが動動きき出出すす恐恐れれあありり
電電動動パパーーキキンンググ ブブレレーーキキ

ををかかけけててくくだだささいい

PDK 装備車：トランスミッション パーキング ロック PP 位置は使用できません。
e 作動モード PP を選択してください。

> 「トランスミッション」の章（ 185ページ）を参照してください。

レレイインン // ラライイトト
セセンンササーー故故障障

要要整整備備

レイン / ライト センサーが故障しています。
e フロント ワイパーおよびライトを手動で ON にしてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点滅

例：
ススタタテティィッックク左左

ココーーナナリリンンググ ラライイトト故故障障
ススタタテティィッックク ココーーナナリリンンググ ラライイトト

表示されたコーナリング ライトが故障しています。
e 該当するライトを点検してください。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

警告およびインフォメーション メッセージ

94

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

を点検してください

点灯

ドドラライイビビンンググ ラライイトト
制制御御エエララーー

一一時時的的ななスステテーータタスス
走走行行可可能能

ドライビング ライト制御が故障しています。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

例：
左左リリヤヤ方方向向指指示示器器 エエ

ララーー
イインンジジケケーータターーをを点点検検ししててくくだだささいい

表示されたライトが故障しています。
e 該当するライトを点検してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ハハイイ ビビーームム アアシシスストト
使使用用不不可可
走走行行可可能能

ハハイイ ビビーームムをを手手動動でで
オオンンににししててくくだだささいい

ハイ ビーム アシストは一時的に使用できません。
e ハイ ビームを手動で点灯してください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ハハイイ ビビーームム アアシシスストト
使使用用不不可可

カカメメララ ビビュューーななしし
必必要要にに応応じじてて

フフロロンントト ウウィィンンドドウウをを清清掃掃

カメラの故障により、ハイ ビーム アシストは一時的に使用できません。
e フロント ウィンドウの清掃が必要な場合があります。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ヘヘッッドドラライイトト ビビーームム
調調整整エエララーー
走走行行可可能能
要要整整備備

ヘッドライト レベリングが故障しています。
e 状況に応じた速度で運転してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ワワイイパパーーのの故故障障
要要整整備備

フロント ワイパーが故障しています。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯 タタイイヤヤをを点点検検 1 つまたは複数のタイヤの空気圧が著しく低下しています。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

e 適切な場所に停車してください。
e 該当するタイヤに損傷がないか点検してください。
e 必要に応じてシーラントを追加してください。
e 次の機会に正しいタイヤ空気圧に調整してください。

> 「パンク」の章（ 207ページ）を参照してください。

点灯 空空気気をを充充填填
1 つまたは複数のタイヤの空気圧が不足しています。
e 次の機会に正しいタイヤ空気圧に調整してください。

> 「パンク」の章（ 207ページ）を参照してください。

点滅または点
灯

タタイイヤヤ空空気気圧圧モモ
ニニタターー エエララーー

要要整整備備

タイヤ空気圧モニタリング システム (TPM) が故障しています。 タイヤ空気圧は
監視されていません。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点滅または点
灯

シシスステテムムはは一一時時的的にに
利利用用ででききまませせんん

一一時時的的ななスステテーータタスス
走走行行可可能能

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) が一時的に無効です (センサーのオーバーヒー
トや信号の干渉など)。
タイヤ空気圧は監視されていません。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点滅または点
灯

タタイイヤヤ空空気気圧圧 モモ
ニニタタリリンンググ不不可可
シシスステテムムのの記記録録
開開始始：：xxxx kkmm//hh

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) がタイヤの登録を完了するまでは、表示された
速度で走行する必要があります。
このプロセスを実行している間は、現在のタイヤ空気圧は表示されません。
e 後ほどタイヤ空気圧監視モニタリングを再実行してください。

点滅または点
灯

タタイイヤヤ交交換換がが
検検出出さされれままししたた

選選択択をを更更新新

ホイールを交換した後は、タイヤ設定を更新する必要があります。
e タイヤ設定を更新してください。

> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照してください。

点灯

タタイイヤヤ空空気気圧圧がが
低低すすぎぎまますす

または
ココンンフフォォーートト ププレレッッシシャャーー

減減速速ししててくくだだささいい

設定したタイヤ空気圧の最高速度を超過しています。
e 減速してください。
e 次の機会にタイヤ空気圧を点検してください。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

警告およびインフォメーション メッセージ

96

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

歩歩行行者者警警告告
使使用用不不可可
要要整整備備

歩行者警告は一時的に使用できません。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

* ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。

エンジン

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

オオイイルル レレベベルル限限界界
補補充充量量のの上上限限：：

xxxx LL

オイル レベルが最低値を下回りました。
e 直ちに適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 車体または車体の下に明らかなオイル漏れがないか点検してください。 明

らかなオイル漏れがあるときは走行を続けないでください。
e インストルメント クラスターのオイル測定を呼び出してください。
e 必要に応じてオイルを補充してください。

> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

オオイイルル レレベベルル超超過過
走走行行可可能能
要要整整備備

オイル レベルが上限を超えています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

オオイイルルレレベベルル 測測定定
エエララーー

走走行行可可能能
要要整整備備

オイル レベル測定に故障があります。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

オオイイルル レレベベルルのの低低下下
補補充充量量のの上上限限：：

xxxx LL

オイル レベルの下限に達しています。
e オイルを補充してください。

> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照してください。

油油圧圧のの低低下下
安安全全なな場場所所にに

油圧が低すぎます。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

警告およびインフォメーション メッセージ

97

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

停停車車ししててくくだだささいい e 直ちに適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 運転を続けないでください。
e 車体または車体の下に明らかなオイル漏れがないか点検してください。
e インストルメント クラスターのオイル測定を呼び出してください。
e 必要に応じてオイルを補充してください。

> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照してください。
e オイル レベルが適正であるにもかかわらず警告メッセージが表示されると

きは、運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

油油圧圧
測測定定エエララーー
走走行行可可能能
要要整整備備

油圧測定が故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

オオイイルル
温温度度超超過過

負負荷荷をを軽軽減減ししててくくだだささいい

油温が高過ぎます。
e 適切な場所に停車してください。エンジンを OFF にして冷却してくださ

い。
e 運転を続けないでください。
e インストルメント クラスターのオイル測定を呼び出してください。
e 必要に応じてオイルを補充してください。

> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照してください。

オオイイルル温温度度 表表示示
エエララーー

走走行行可可能能
要要整整備備

油温計が故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

クーラントの温度表示が最
高マーク

冷冷却却水水レレベベルルがが
低低すすぎぎまますす

安安全全なな場場所所にに停停車車ししてて
車車両両をを冷冷却却ししててくくだだささいい

エンジン クーラント レベルが低過ぎます。
e 直ちに適切な場所に停車してください。エンジンを OFF にして冷却してく

ださい。
e エンジン クーラント レベルを点検してください。

> 「クーラント (冷却水)」の章（ 75ページ）を参照してください。
e 必要に応じてエンジン クーラントを補充してください。
エラーが継続する場合：
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

水水温温計計
エエララーー

走走行行可可能能
要要整整備備

水温計にエラーがあります。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

エンジン クーラントまたは
エンジン オイルの温度表示
が最高マーク

エエンンジジンン温温度度
超超過過

エエンンジジンン冷冷却却ののたためめ
停停車車ししててくくだだささいい

エンジン クーラントまたは油温が高過ぎます。
e 直ちに適切な場所に停車してください。エンジンを OFF にして冷却してく

ださい。
e ラジエーターおよび車体周辺の空気取り入れ口がゴミなどで塞がれていな

いか点検してください。
e クーラントおよびオイル レベルを点検してください。

> 「エンジン オイル」の章（ 63ページ）を参照してください。
e 必要に応じてエンジン クーラントを補充してください。

> 「クーラント (冷却水)」の章（ 75ページ）を参照してください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ククーーラランントトポポンンププ
エエララーー

クーラント ポンプが故障しています。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

エエンンジジンン出出力力
減減少少

走走行行可可能能
要要整整備備

エンジン出力が減少します。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

エエンンジジンン制制御御
エエララーー

安安全全なな場場所所にに
停停車車ししててくくだだささいい

エンジン制御システムが故障しています。
e 適切な場所に停車してエンジンを OFF にしてください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

エエンンジジンン制制御御
エエララーー

エンジン制御システムが故障しています。
継続走行可能です。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

走走行行可可能能
要要整整備備

e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

微微粒粒子子フフィィルルタターーをを
確確認認

取取扱扱説説明明書書ををおお読読みみくくだだささいい

微粒子フィルターがすすで目詰まりしています。
フィルターの自動クリーニングが実行される条件を満たすように運転してくだ
さい。
e スポーツ走行プログラムを選択します。
e クルーズ コントロールとアダプティブ クルーズ コントロール (ACC) を

OFF にします。
e 最高許容速度に加速すること (なるべく郊外で) と、アクセル ペダルから足

を完全に外してペダルを解除することを交互に行います。
該当する制限速度を常に遵守してください。

e メッセージが消えるまで手順を繰り返します。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

微微粒粒子子フフィィルルタターー
走走行行可可能能

ポポルルシシェェ正正規規販販売売店店にに相相談談ししててくくだだささ
いい

微粒子フィルターがすすで目詰まりしています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

微微粒粒子子フフィィルルタターー
安安全全なな場場所所にに停停車車ししててくくだだささいい

微粒子フィルターがすすで目詰まりしています。
e 直ちに適切な場所に停車してください。
e ポルシェ正規販売店まで車両をけん引します。*

* ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。
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車両

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

車車両両エエレレククトトリリカカルル シシスステテムム エエララーー
安安全全なな場場所所にに

停停車車ししててくくだだささいい

車両エレクトリカル システムが故障しています。
e 直ちに適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

電電気気利利用用ののたためめ
要要エエンンジジンン作作動動

車車両両エエレレククトトリリカカルル シシスステテムム エエララーー
安安全全なな場場所所にに

停停車車ししててくくだだささいい

車両エレクトリカル システムが故障しています。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

車車両両エエレレククトトリリカカルル シシスステテムム エエララーー
または

ババッッテテリリーー低低下下
要要整整備備

車両エレクトリカル システムが故障しているか、バッテリーが低下していま
す。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

SSttaarrtt//SSttoopp故故障障
現在スタート / ストップ機能が利用できません。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

トトラランンススミミッッシショョンン
故故障障

安安全全なな場場所所にに
停停車車ししててくくだだささいい

PDK 装備車：トランスミッションが故障しています。
走行可能なのは、次に停車するまでです。
運転を続けないでください。
e 直ちに適切な場所に停車してください。
e ポルシェ正規販売店まで車両をけん引してください。

> 「けん引」の章（ 80ページ）を参照してください。

トトラランンススミミッッシショョンン加加熱熱
トトラランンススミミッッシショョンン
冷冷却却ののたためめ、、安安全全なな

場場所所にに停停車車ししててくくだだささいい

PDK 装備車：トランスミッション温度が高すぎます。
e 適切な場所に停車して、トランスミッションを冷却してください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

トトラランンススミミッッシショョンン
温温度度超超過過

負負荷荷をを軽軽減減ししててくくだだささいい

PDK 装備車：トランスミッション温度が高すぎます。
継続走行可能です。 車両発進時に「異常を知らせる不自然な動き」が感じられ
るとともに、 エンジン出力が制限されます。
e 適切な場所に停車してください。
e エンジンにかかる負荷を軽減してください。
e アクセル ペダルの操作で車両を制御するのではなく、ブレーキを使用して

ください。
e 警告が消えるまで作動モードを PP または NN の位置にしてエンジンをアイド

リングさせてください。

トトラランンススミミッッシショョンン故故障障
リリババーーススギギヤヤ

使使用用不不可可

PDK 装備車：トランスミッションが故障しています。
リバース ギヤが機能しない可能性があります。
スムーズな変速ができなくなりますが、継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

整整備備通通知知 トトラランンススミミッッシショョンン
PDK 装備車：トランスミッションの追加のメンテナンスが必要です。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ククララッッチチ ペペダダルルをを踏踏んんででくくだだささいい
マニュアル トランスミッション装備車：クラッチ ペダルが踏まれているときの
み始動可能です。
e 始動時はクラッチ ペダルを踏んでください。

緊緊急急通通話話 機機能能
エエララーー
要要整整備備

非常通報機能が故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ドドラライイババーー カカーードドがが
検検知知さされれまませせんん

ドライバー カードが検出されません。
e 必要に応じてセキュリティー オペレーティング センター (SOC) に連絡して

ください。

xxxx 日日以以内内にに点点検検
がが必必要要

サービス インジケーター
e 表示されている距離 / 期日を過ぎる前にメンテナンスを行ってください。

なお、「整備手帳」に掲載されているサービス インターバルを優先してく
ださい。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

または

キキーーがが見見つつかかららなないい、、
ままたたははキキーーののエエララーー

ママーーククさされれたたエエリリアアにに
対対ししててキキーーをを

保保持持ししててくくだだささいい
または

キキーーのの位位置置をを
変変更更ししててくくだだささいい

キーの電池が消耗しています。
e 車両を始動するには、左フロントのセンター コンソールの小物入れにキー

を置きます。
e 電池を交換してください。

> 「キー」の章（ 73ページ）を参照してください。
ままたたはは
キーが故障 / 見つからない / 認識できません。
キーの位置が正しくありません。
e 干渉源となっている可能性のあるもののスイッチを OFF にしてください。
e この操作を行うときは、キーを携行している必要があります。

–– ままたたはは ––
車内でキーの位置を変更してください。

ススポポイイララーーのの故故障障
減減速速ししててくくだだささいい

走行安定性が損なわれます。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

または

ススポポイイララーー エエララーー
または

ススポポイイララーー制制御御
エエララーー
慎慎重重にに

走走行行ししててくくだだささいい

走行安定性が損なわれます。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
エンジンを再始動させた後も、エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

リリフフトト シシスステテムム エエララーー
要要整整備備

リフト システムが故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

リリフフトト シシスステテムム現現在在使使用用不不可可
温温度度保保護護がが作作動動中中

リフト システムは使用できません。
システムの温度保護またはチャイルドロック プロテクションが原因で、車両を
下降または上昇させることができない場合があります。 エラーが継続する場
合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

下下降降ささせせるるここととががででききまませせんん。。 ドドアアがが
開開いいてていいまますす

ドアが開いた状態で車両を下降させることはできません。
e ドアを閉じてください。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

ドドアアをを閉閉じじててくくだだささいい

フフロロンントト エエンンドド降降下下不不可可
減減速速ししててくくだだささいい

制限速度「X km/h」を超過しています。 車両が下がりません。
e 「X km/h」に減速してください。

コンバーチブル トップの作動が
中断されました

減速してください

コンバーチブル トップ 最終位置になし
減速してください

コンバーチブル トップ システム 使用不
可一時的なステータス 走行可能

コンバーチブル トップ システム故障走行
可能 要整備

* ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。

ドライビング システム

表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

シシャャーーシシシシスステテムム エエララーー
慎慎重重にに走走行行ししててくくだだささいい

。。
取取扱扱説説明明書書ををお読みください。

シャーシが故障しています。
ハンドリング性能に悪影響が出る可能性があります。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

シシャャーーシシシシスステテムム エエララーー
要要整整備備

慎慎重重にに走走行行
ししててくくだだささいい

シャーシが故障しています。
ハンドリング性能に悪影響が出る可能性があります。
継続走行可能です。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

シシャャーーシシシシスステテムム
故故障障

安安全全なな場場所所にに
停停車車ししててくくだだささいい

シャーシが故障しています。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

PPSSMM 故故障障
要要整整備備

慎慎重重にに走走行行
ししててくくだだささいい

ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が故障しています。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

点灯

AABBSS//PPSSMM 故故障障

慎慎重重にに
走走行行ししててくくだだささいい

ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が故障しています。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

PPSSMM ススポポーーツツ
車車両両安安定定シシスステテムム

制制限限中中

ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) スポーツが有効である場合、車
両安定性システムは制限された範囲でのみ利用可能です。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。

駆駆動動力力分分配配シシスステテムム
エエララーー
慎慎重重にに

走走行行ししててくくだだささいい

ポルシェ トラクション マネージメント (PTM) が故障しています。
e 負荷を軽減してください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

駆駆動動力力分分配配シシスステテムム
故故障障
または

駆駆動動力力分分配配シシスステテムム
過過負負荷荷

後後輪輪駆駆動動ののみみ
慎慎重重にに走走行行

ポルシェ トラクション マネージメント (PTM) に一時的なエラーがあります。
e 負荷を軽減してください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

ししててくくだだささいい

駆駆動動力力分分配配シシスステテムム
温温度度限限界界

負負荷荷をを軽軽減減ししててくくだだささいい

ポルシェ トラクション マネージメント (PTM) の負荷が過大です。
e 負荷を軽減してください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

リリヤヤデデフフロロッックク
過過負負荷荷
慎慎重重にに

走走行行ししててくくだだささいい

ポルシェ トルク ベクトリング プラス (PTV プラス) の負荷が過大です。
e 負荷を軽減してください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

リリヤヤデデフフロロッックク
故故障障
または

リリヤヤアアククススルル スステテアアリリンンググのの
エエララーー
慎慎重重にに

走走行行ししててくくだだささいい

ポルシェ トルク ベクトリング プラス (PTV プラス) が故障したか不具合があり
ます。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

リリヤヤアアククススルル スステテアアリリンンググ
故故障障
または

リリヤヤアアククススルル スステテアアリリンンググ
ののエエララーー
慎慎重重にに

走走行行ししててくくだだささいい

リヤ アクスル ステアリングが故障したか、不具合がある状態です。
継続走行可能です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

カカメメララシシスステテムム
使使用用不不可可

一一時時的的ななスステテーータタスス
走走行行可可能能

アシスト システムまたは車両カメラが故障しています。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

カカメメララシシスステテムム
制制限限

アシスタンス システムまたはカメラが天候状態やウィンドウの汚れにより一時
的に使用できなくなっています。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

カカメメララ ビビュューーななしし
必必要要にに応応じじてて

フフロロンントト ウウィィンンドドウウをを清清掃掃

e フロント ウィンドウの清掃が必要な場合があります。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

シシスステテムム エエララーー
走走行行可可能能
要要整整備備

1 つまたは複数の電気系統システムが故障している可能性があります。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

パパーーククアアシシスストト警警告告音音
故故障障
または

イインンスストトルルメメンントトククララススタターー警警告告音音
故故障障

走走行行可可能能
要要整整備備

警告音および距離信号 (パークアシストなど) が使用できません。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

フフロロンントト パパーーククアアシシスストト
故故障障
または

リリヤヤ パパーーククアアシシスストト
故故障障

走走行行可可能能
要要整整備備

パークアシストを使用できません。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e 駐車時に問題が起きる可能性があります。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

パパーーキキンンググ ササポポーートト
利利用用不不可可

セセンンササーー制制限限中中。。
取取扱扱説説明明書書ををごご確確認認 くくだだささいい

アクティブ パーキング サポートが制限されているか、故障しています。
慎重に走行してください。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

RRCCTTAA 制制限限中中
警警告告ジジャャーークク使使用用不不可可

PPSSMM 無無効効

リヤ クロス トラフィック アラートが制限されています。
システムのすべての機能を使用する方法：
e PSM を ON にします。

> 「Porsche Stability Management (PSM)」の章（ 281ページ）を参照
してください。
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

PPAASSエエララーー
要要整整備備

Porsche Active Safe (警告およびブレーキ アシスト) が故障しています。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

PPAASS 制制限限
取取扱扱説説明明書書ををおお読読みみくくだだささいい

Porsche Active Safe (警告およびブレーキアシスト) が制限されているか、故障
しています。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

PPAASS 制制限限
セセンンササーーがが汚汚れれてていいまますす。。

清清掃掃ししててくくだだささいい

Porsche Active Safe (警告およびブレーキアシスト) は、天候状態や車両のセン
サーの汚れの影響を受けている可能性があります。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e フロント ウィンドウの清掃が必要な場合があります。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

AACCCC
使使用用不不可可

ドドラライイババーーのの運運転転操操作作がが
必必要要でですす

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) を使用できません。
e 車両のコントロールを行ってください。

AACCCC
使使用用不不可可

AABBSS//PPSSMM 介介入入

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) は、ABS または PSM 作動中はご利
用いただけません。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。

AACCCC
使使用用不不可可

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) でシステム エラーが発生していま
す。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

AACCCC
使使用用不不可可

ギギヤヤををDDままたたははMMにに
入入れれててくくだだささいい

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) は、DD または MM 作動モードが選択
されている場合のみ、利用可能です。
e 作動モード (トランスミッション レンジ) DDまたはMMを選択してください。

AACCCC
使使用用不不可可

セセンンササーーがが汚汚れれてていいまますす。。
清清掃掃ししててくくだだささいい

悪天候またはセンサーの汚れにより、アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC) が一時的に利用できなくなっています。
e センサーを清掃してください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

アアククテティィブブレレーーンン
キキーーププののエエララーー

要要整整備備

アクティブ レーン キープが不良です。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

アアククテティィブブレレーーンン
キキーーププののエエララーー

セセンンササーーがが汚汚れれてていいまますす。。
清清掃掃ししててくくだだささいい

悪天候、もしくはフロント カメラまたは ACC センサーの汚れにより、レーン
キープが一時的に使用できません。
e フロント カメラおよび ACC センサーを清掃してください。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

速速度度制制限限表表示示
現現在在制制限限中中

カカメメララ ビビュューーななしし
必必要要にに応応じじてて

フフロロンントト ウウィィンンドドウウをを清清掃掃

悪天候またはフロント ウィンドウの汚れにより、制限速度表示が一時的に利用
できなくなっています。
e フロント ウィンドウの清掃が必要な場合があります。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

制制限限速速度度表表示示
使使用用不不可可

一一時時的的ななスステテーータタスス
走走行行可可能能
または

ササーービビススエエリリアアのの
範範囲囲外外でですす

ナビゲーション データを一時的に受信できません。
継続走行可能です。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

または
利利用用可可能能ななナナビビ

ゲゲーーシショョンンデデーータタななしし

LLCCAA
使使用用不不可可

一一時時的的ななスステテーータタスス
走走行行可可能能

レーン チェンジ アシスト (LCA) が天候状態により一時的に利用できなくなって
います。
e ボタンを押してレーン チェンジ アシスト (LCA) を作動させてください。

> 「レーン チェンジ アシスト (LCA)」の章（ 269ページ）を参照してく
ださい。

LLCCAA
使使用用不不可可

セセンンササーーがが汚汚れれてていいまますす。。
リリヤヤババンンパパーー要要清清掃掃

レーン チェンジ アシスト (LCA) センサーが、ステッカー、汚れ、氷結などによ
り覆われています。
e センサーの故障を修理してください。
e ボタンを押してレーン チェンジ アシスト (LCA) を作動させてください。

> 「レーン チェンジ アシスト (LCA)」の章（ 269ページ）を参照してく
ださい。

車車線線のの中中央央をを
維維持持ししててくくだだささいい

レーン キープ アシストがより長時間にわたって介入します。
e 車両をレーンの中央の位置に合わせるか、車線区分線からの距離を増やしま

す。

ごご自自分分ででスステテアアリリンンググ操操作作をを
ししててくくだだささいい

車両が車線から何度かそれかけた場合に、ステアリング ホイールの操作が著し
く少ない、またはまったくないことをレーン キープ アシストが検知します。
e 常にステアリング ホイールを保持し、積極的にステアリング操作を行って

ください。

レレーーンン キキーーププ アアシシスストト
使使用用不不可可
走走行行可可能能
要要整整備備

レーン キープ アシストを使用できません。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

レレーーンン キキーーププ アアシシスストト
制制限限中中

カカメメララ ビビュューーななしし
必必要要にに応応じじてて

フフロロンントト ウウィィンンドドウウをを清清掃掃

レーン キープ アシストは、天候状態やフロント ウィンドウの汚れにより一時的
に使用できなくなっています。
e フロント ウィンドウの清掃が必要な場合があります。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*
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表表示示 メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

レレーーンン キキーーププ アアシシスストト
制制限限中中

一一時時的的ななスステテーータタスス
走走行行可可能能

レーン キープ アシストは一時的に使用できません。
エラーが継続する場合：
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ナナイイトト ビビュューー アアシシスストト
使使用用不不可可

ナイト ビュー アシストを使用できません。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

ナナイイトト ビビュューー アアシシスストト

歩歩行行者者検検知知
使使用用不不可可

歩行者検知を使用できません。
歩行者および大きい野生動物は検出されません。
継続走行可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。

* ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。
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PCM

メメッッセセーージジ 意意味味おおよよびび必必要要なな措措置置

重重大大なな故故障障
ポポルルシシェェ正正規規販販売売店店ににおお問問いい合合わわせせくく

だだささいい

ソフトウェア アップデートに失敗しました。
ディスプレイおよびコンフォート機能 (パークアシストなど) が完全に動作しな
い場合があります。
e 車両を使用する前に、ディスプレイおよびコンフォート機能 (パークアシス

トなど) が動作していることを確認してください。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。*

アアッッププデデーートトのの実実施施
車車両両をを使使用用ししなないいででくくだだささいい

ソフトウェア アップデートをインストール中です。
ディスプレイおよびコンフォート機能 (パークアシストなど) が完全に動作しな
い場合があります。
e 適切な場所に停車してください。
e 運転を続けないでください。
e ソフトウェア アップデート中は車両を使用しないでください。

* ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。
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警報システム
警報システムは次の警報接点を監視します。
– ドア、フロント リッド、エンジン コンパートメン

ト リッド、ソフトトップの警報接点。
– 車内モニタリング：車両をロックした後の車内へ

の侵入 (例えばウィンドウを壊して車内に侵入した
とき)。

– 傾斜センサー：車両の傾き (例えば車両をけん引し
て盗もうとしたとき)。

– 故障診断用ソケット。
これらの警報接点のいずれか 1 つでも作動すると、ア
ラーム ホーンが約 25 秒間鳴り、ハザード ライトが約
300 秒間点滅します。
5 秒間警告が中断した後、再度音による警報が作動し
ます。この作動を最大10回繰り返します (国により異
なる)。

警報システムの ON/OFF を切り替え
る
e 車両をロックすると、約 30 秒後に警報システムが

有効になります。
e 車両のロックを解除すると、警報システムが無効

になります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ドア ロックにエマージェンシー キーを差し込んで車両
のロックを解除した場合、警報システムの作動を回避
するために、ドアを開いてから15秒以内にイグニッ
ションをONにしなければなりません。
警報システムが作動するまでの時間は、国によって異
なる場合があります。

作動した警報システムを OFF にする
e キーの ボタンを押してください。

–または –

e イグニッションを ONにします。

室内モニタリング システムおよび傾
斜センサーを OFF にする
車内に人や動物が残る場合、室内モニタリング システ
ムおよび傾斜センサー、また車両をロックするときは
SAFELOCK も一緒に解除することができます (国に
よって異なります)。
> 「セントラル ロック」の章（ 136ページ）を参照

してください。

アラーム システム機能表示
ドアのインジケーター ライトの点滅速度によりロック
状態が示されます。

警報システムが起動する
車両をロックしたときにインジケーター ライトは素早
く点滅し、その後は通常の速さで点滅します。

アラームシステムが起動、室内モニタリングと傾
斜センサーがスイッチ OFF
車両をロックしたときに、インジケーター ライトは素
早く点滅し、28 秒間消灯し、その後はノーマル モー
ドで点滅します。

セントラル ロッキング システムおよびアラーム
システムの故障
車両をロックする時に、インジケーター ライトは素早
く点滅し、28 秒間点灯し続けて、その後はノーマル
モードで点滅します。

盗難防止機能
車両から離れる前に、必ず次のことを行ってくださ
い：
e ウィンドウ、ルーフ システム、およびコンバーチ

ブル トップを閉じます。 これは室内モニタリング

システムによる警報の誤作動を防止することにも
なります。

e パーキング ロック PP とエレクトリック パーキング
ブレーキを作動します。

e イグニッションを OFF にしてください。
e グローブ ボックスを閉じてください。
e 小物入れをすべて閉じます。
e 貴重品、車両の書類、電話、自宅のカギを車両に

残さないようにします。
e ドアおよびラゲッジ コンパートメント リッドを閉

じてください。
e エンジン コンパートメント リッド / ガラス リヤ

ウィンドウ (タルガ) を閉じてください。
e 車両をロックしてください。

イモビライザー
すべてのキーにはコードが保存されたトランスポン
ダー (電子部品) が含まれています。
イモビライザーを無効にし、エンジンを始動するため
には、認定されたキーが必要です。

ステアリング ホイールのロック解除
およびロック (国によって異なりま
す)
ステアリング ホイールの自動ロック解除
e 車両に乗って、運転席ドアを閉じます (キーは車内

になければなりません)。
–– ままたたはは ––

e イグニッションを ON にします。

ステアリング ホイールの自動ロック
e 運転席ドアを開けます (イグニッションは OFF)。

–– ままたたはは ––
e 車両をロックしてください。
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サンバイザー
サンバイザーの調整

図 61：サンバイザーの調整

e サンバイザーを手で下げて、正面方向からの直射
日光を遮ってください。

横から眩しい光が入る場合は次のことを行ってくださ
い。
e 内側のブラケットからサンバイザーを外して回転

させ、ドア ウィンドウ側にセットしてください。

バニティー ミラーを開く

図 62：バニティー ミラーを開く

e サンバイザー内側にあるバニティー ミラーのカ
バーを開きます。
バニティー ミラーのライトが点灯します。

知知識識

バニティー ミラーのカバーを損傷する恐れがありま
す。
e カバーを全開位置から無理に開かないでくださ

い。
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シート
正しいシート位置の選択
安全で疲れにくい運転には、正しい着座姿勢が重要で
す。 運転者にフィットするよう運転席シート位置を調
整するには、以下の手順を実施してください。
11.. 頭上の空間に十分余裕があり、周囲がよく見える

高さにシートの高さを調節してください。
22.. ペダルをいっぱいに踏んだ時に足が伸び切らない

ように、かつ靴の裏がペダルの表面全体に接触す
るように、シートの前後の位置を調節してくださ
い。

33.. ステアリング ホイールの上部分を握ってくださ
い。 バックレストの角度とステアリング ホイール
の位置は、肘が少し曲がる程度に調節してくださ
い。 このとき、肩をバックレストに預けられる位
置に調節してください。

44.. 必要であればシートの前後の位置を調節します。

シートの調節
警警告告 走行中のシート調節

走行中にシートを調節すると、シートが予期した以上
に移動する恐れがあります。 車両のコントロールを失
う恐れがあります。
e 走行中にはシートを調節しないでください。

注注意意 シート調節

シートの調節中に可動範囲に人や動物がいると、身体
の一部が挟まる恐れがあります。
e 誰にも危険がないようにシートを調節してくださ

い。

知知識識

ヘッドレスト、ルーフ、またはサンバイザーなどを損
傷する恐れがあります。
e ヘッドレスト、ルーフ、またはサンバイザーとの

間に十分なスペースを確保してからシート位置を
調節してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ISOFIX リテーニング ラグ装備車両では、チャイルド
シートを助手席で使用した場合、助手席バックレスト
の調節範囲が制限されます。

スポーツ シート/スポーツ シート プラスの調整

図 63： セミエレクトリック スポーツ シート / スポーツ シー
ト プラスの調節

11 シートの高さ調節
22 背もたれの角度調節
33 シートの前後調節

e 各スイッチを矢印方向に押して、希望のシート位
置、またはリミット位置まで調節してください。

e ロック レバー 33 を引き上げ、シートを希望の前後
位置に移動させてからレバーを放してください。
シートがしっかり固定されていることを確認して
ください。

フル バケット シートの調節

図 64：フル バケット シートの調節

11 シートの前後調節
22 シートの高さ調節

危危険険 チャイルド シートの使用

フル バケット シートでのチャイルド シートの使用
は、重傷または致命傷を負う危険があります。
フル バケット シートでチャイルド シートを使用する
と、事故の際に保護効果がありません。
e フル バケット シートではチャイルド シートを使用

しないでください。
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e ロック レバー 11 を引き上げ、シートを希望の前後
位置に移動させてからレバーを放してください。
シートがしっかり固定されていることを確認して
ください。

e スイッチ 22 を矢印の方向に押して、希望のシート
位置、またはリミット位置まで調節してくださ
い。

フル電動スポーツ シート / アダプティブ スポー
ツ シート プラスの調節

図65：フル電動スポーツ シート /アダプティブスポーツ シー
ト プラスの調節

11 シートの角度調節
22 シートの高さ調節
33 サイ サポートの調節
44 シート クッションのサイド サポートの調節 (アダプティブ

スポーツ シート プラスのみ)
55 シート クッションのサイド サポートの調節 (アダプティブ

スポーツ シート プラスのみ)
66 シートの前後調節
77 背もたれの角度調節
88 ランバー サポートの調節

e 各スイッチを矢印の方向に押して、希望のシート
位置、または終端位置まで調節してください。

シート設定の保存
シート設定の保存および呼び出しに関する情報：
> 「パーソナル設定」の章（ 213ページ）を参照し

てください。

シートのバックレストを倒す

図 66：シートのバックレストを倒す

シートのバックレストを倒す
e バックレストの側面にあるループを引き上げて、

バックレストを前方に倒してください。

シートのバックレストを垂直位置に調節する

警警告告 シートのバックレストが
固定されていない

シートのバックレストが固定されていないと怪我をす
る危険があります。
e シートのバックレストを後方へ倒した場合、固定

されていることを確認してください。

e カチッと音がするまでバックレストを起こしてく
ださい。
シート ベルトを挟み込んでいないことを確認して
ください。

イージー エントリー機能を利用する
イージー エントリー機能は、車両への乗り降りを容易
にするための装備です。

注注意意 運転席シート自動調節

運転席の後ろにいる人は、運転席が後ろに向かって自
動的に調整された結果、座席に挟まれる可能性があり
ます。
e 運転席の後ろに人がいる場合は、イージー エント

リー機能を OFF にしてください。

機能を作動させる
PCM でイージー エントリー機能を作動させることが
できます。

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e ロロッックク
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照してくだ

さい。

降車するとき
bb 機能が作動しています。
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e イグニッションを OFF にし、ささららにに運転席ドアを
開いてください。
ステアリング ホイールが上に移動します。
運転席が後ろに移動します。

乗車するとき
bb 機能が作動しています。
bb 運転席とステアリング ホイールは、イージー エン

トリーで設定した位置にあります。
e 運転席のドアを閉め、イグニッションを ON にし

ます。
運転席とステアリング ホイールは格納位置に移動
します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

キーを交換した場合、シートおよびステアリング ホ
イールはそのキーに保存された位置に移動します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

シート設定を手動で変更すると、乗車時補助機能が中
断します。
e ドライビング ポジションを手動で調節してくださ

い。

シートヒーター /シートベンチレー
ターを ON/OFF にする
シート ヒーターとシート ベンチレーターは電動で作動
します。 シート ヒーターは、シート表面およびバック
レストのヒーター エレメントを暖めます。 シート ベ
ンチレーターはシートを冷却し、乾燥させます。 エア
は内蔵ファンを介してシート表面とバックレストを通
ります。

図 67：シート ヒーター / シート ベンチレーターを ON/OFF
にする

シート ヒーター / シート ベンチレーター を ON
にする
bb エンジンを作動状態にする。
e 必要に応じてボタン AA (シート ベンチレーター) ま

たはボタン BB (シート ヒーター) を繰り返し押しま
す。
ヒーターまたはベンチレーターの設定に応じた数
のインジケーター ライトが点灯します。

シート ヒーター / シート ベンチレーターを OFF
にする
e インジケーター ライトがすべて消灯するまで、必

要に応じてボタン AA (シート ベンチレーター) また
はボタン BB (シート ヒーター) を繰り返し押しま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車内の温度が高いときはシート ヒーターを使用できま
せん。
室内の温度が 15 °C より低いときは、シート ベンチ
レーターを使用できません。
バッテリー電圧が低すぎると、まずシート ヒーター /
シート ベンチレーターの作動が制限され、その後 OFF
になります。

シート ヒーター/シート ベンチレーターの設定
シート ヒーターとシート ベンチレーターについて、
シート クッションとバックレストのバランスを設定す
ることができます。

11.. 車車両両 e 制制御御 e車車両両 e シシーートト設設定定 e 運運転転
席席ヒヒーータターー ババラランンスス/助助手手席席シシーートト ヒヒーータターー ババ
ラランンスス/運運転転席席シシーートト ベベンンチチレレーータターー ババラランンスス
/助助手手席席送送風風ババラランンスス

22.. バランスを設定します。

運転席からの助手席調整
11.. 車車両両 e 制制御御 e車車両両 e シシーートト設設定定 e 助助手手

席席シシーートト位位置置 e 助助手手席席シシーートトをを調調整整

22.. 運転席のコントロールを使って助手席シート位置
を設定します。

調整を終えるには：

e シシーートト調調整整をを中中断断すするる。
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リヤ シートのバックレストを前方へ
倒す

図 68：リヤ シートのバックレストを前方に倒す

リヤ シートのバックレストを前方に倒す
e レバーを手前に引いて、バックレストを前方に倒

してください。

リヤ シートのバックレストを垂直位置に戻す

警警告告 シートのバックレストが
固定されていない

シートのバックレストが固定されていないと怪我をす
る危険があります。
e シートのバックレストを後方へ倒した場合、固定

されていることを確認してください。

e カチッと音がするまでバックレストを起こしてく
ださい。
シート ベルトを挟み込んでいないことを確認して
ください。
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シート ベルト
シート ベルトの正しい使用方法

危危険険 シート ベルトを着用して
いない、または正しく使
用していない

シート ベルトを着用していないと、事故の際に保護効
果を発揮できません。 シート ベルトを正しく着用して
いない場合、事故の際に負傷する危険が高まります。
e 安全のため、すべての乗員がシート ベルトを着用

するよう義務付けられています。
e 11 本本のシート ベルトを同時に 2 人で使うことは絶

対に避けてください。
e だぶついた衣服やかさばる衣服 (ジャケットなど)

は、シート ベルトを正しく装着できない上に動き
が制限されるので、乗車時には脱ぐようにしてく
ださい。

e 硬い物または壊れやすい物 (メガネ、ボールペン、
携帯電話など) の上からシート ベルトを締めないで
ください。
衝突の際に怪我をする危険性が高くなります。

e シート ベルトがねじれていないか、またはゆるん
でいないかを確認してください。

e ドライバーはこの章で説明している内容を、すべ
ての乗員に理解してもらってください。

危危険険 損傷したシート ベルトの
使用。

損傷したシート ベルト、強い負荷のかかったシート ベ
ルト、または摩耗したシート ベルトは、事故の際に保
護効果を十分に発揮できません。
シートベルトプリテンショナーシステムは1回しか作
動できません。作動した場合、早急に交換してくださ

い。
e すべてのシート ベルトを定期的に点検し、ベルト

の帯が損傷していないか、またシートベルト バッ
クルと取り付け部が正常な状態にあるかどうかを
確認してください。

e シートベルト バックルは汚れないように保護し、
清潔に保ってください。

e 損傷していたり、事故によって大きな負荷がか
かったりしたシート ベルト、および作動したシー
ト ベルト プリテンショナー システムと挟み込み防
止機能は、早急に交換してください。

e さらに、シート ベルトのアンカー部分についても
点検してください。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

e シート ベルトを使用しないときは、汚れや損傷を
防ぐために完全にリトラクターに巻き取らせてく
ださい。

> 「車両のお手入れ」の章（ 144ページ）を参照し
てください。

シート ベルト プリテンショナー
シート ベルト プリテンショナーは、事故時の衝撃の大
きさに応じて作動します。
シート ベルト プリテンショナーは以下の状況で作動す
る場合があります:
– 車両の前方および後方からの衝突時。
– 車両の側面からの衝突時。
– 車両が横転した場合。

イインンフフォォメメーーシショョンン

シートベルト プリテンショナーが作動すると、煙が発
生する場合があります。 しかし、この煙は必ずしも車
両火災の兆候ではありません。

シート ベルト警告灯および警告メッ
セージを確認する

図 69：インストルメント クラスターのシート ベルト ステータ
ス表示

AA 左リヤ シート用シート ベルトのステータス表示
BB 右リヤ シート用シート ベルトのステータス表示
CC 警告シンボル：運転席または助手席のシートベルトが着用

されていない

フロント シート
イグニッションを ON にすると、インストルメント ク
ラスターに赤色の警告シンボル CC が点灯し、運転席
側および助手席側 (乗員が座っている場合) のシート ベ
ルトが着用されるまで点灯し続けます。
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さらに、インストルメント クラスターに警告シンボル
が表示されます。
速度が約24 km/h を超えると、運転席側および助手席
側 (乗員が座っている場合) のシート ベルトが着用され
ていない場合、インストルメント クラスターに赤色の
警告シンボル CC が点滅し、警告音が鳴ります。

リヤ シート
イグニッションを ON にすると、リヤ シート用シート
ベルトのステータス表示がインストルメント クラス
ターに約 60 秒間表示されます。
緑色のシンボル AA は、そのシートに座った人がシー
ト ベルトを着用していることを示します。
赤色のシンボル BB はそのシートに座っている人が
シート ベルトを着用していないか、または誰もその
シートに座っていないことを示します。 走行中にリヤ
シートのシート ベルトが外された場合は、警告音が鳴
り、該当するシンボル マークが赤色に変わって約
60 秒間点滅します 。

シート ベルトの着用

図 70：シート ベルトの着用

11.. 自然な姿勢で安全に運転できる位置に着座してく
ださい。

22.. シート ベルトが常に上半身に当たり肩の中央を横
切るように、バックレストを調整します。

33.. シート ベルトのラッチをつかみ、ゆっくり連続し
た動きでベルトを引き出し、胸とひざに回しま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

シート ベルトは、次のような場合にロックされます。
– 車両が傾いた場合。
– シート ベルトが突然引き出された場合。
– 加速時または減速時、コーナリング時または登坂

時。

44.. シート ベルトのラッチを、シートの内側の適切な

シート ベルト バックルにカチッと音がするまで確
実に差し込みます。

55.. シート ベルトが挟み込まれたり、ねじれたりして
いないこと、鋭利な角などにこすり付けられてい
ないことを確認します。

66.. 腰ベルトは必ず腰の低い位置 (骨盤) にぴったりと
かかっていることを確認してください。 そのた
め、シート ベルトを装着した後、肩ベルトを上に
引っ張ってください。
妊娠中の方の場合：腰ベルトをできる限り低い位
置まで下げて骨盤部を横切るように調整し、腹部
の圧迫を避けてください。

77.. 走行中も肩ベルトを定期的に引き上げ、腰ベルト
がゆるまないようにしてください。

シート ベルト バックルを解除して
シート ベルトを外す

図 71：シート ベルトを外す
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11.. シート ベルトのラッチを手で持ちます。
22.. シート ベルトのバックルにある赤いボタンを押し

ます。
33.. シート ベルトのラッチをシート ベルト引き出し口

の約 7 cm 下に移動させ、プラスチック スライド
をシート ベルトのラッチの下まで押し上げます。
プラスチック スライドにより、シート ベルトの
ラッチが手の届きやすい位置に保たれます。
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ジャッキおよびリフティングプ
ラットフォーム

図 72：フロント側のジャッキアップ ポイントとリフティング
プラットフォーム

図 73：リヤ側のジャッキアップ ポイントとリフティング プ
ラットフォーム

警警告告 車両の固定が十分ではな
い。

車両がしっかり固定されていない、または正しく固定
されていない場合、車両が不意に動いたり、ジャッキ
やリフティング プラットフォームなどのリフト装置か
ら落下したりする恐れがあります。 これにより深刻な

怪我や損傷に至る場合があります。
e 車両をジャッキで持ち上げる場合、固く水平な場

所でのみ行ってください。
e 車両は、必ず車両下側にある規定のジャッキアッ

プ ポイントで持ち上げてください。
e 車両の下に入って作業する場合は、必ず強固なサ

ポート スタンドで車体を支えてください。
e 車両を持ち上げている間は、エンジンを決して始

動しないでください。 エンジンの振動により車両
が落下する恐れがあります。

e エンジンをかけたまま作業する場合は、電動パー
キング ブレーキを作動させ、かかつつ作動モードを PP
にします。

> 「ホイール交換」の章（ 160ページ）を参照して
ください。

> 「セントラル ホイール ロック付きホイールの交
換」の章（ 162ページ）を参照してください。
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ジャンパーケーブルによるエン
ジンの始動
モデルおよび装備により、車両には AGM (Absorbent
Glass Mat：吸収ガラス マット) テクノロジーの鉛蓄電
池または 12 V リチウム バッテリー (LiFePO4) のいず
れかが装備されています。
リチウム バッテリー装備車両では、バッテリーにス
テッカーが貼付されています。
e いかなる場合も、ステッカーを除去したり、汚損

したり、判読不能にしたりしないでください。

鉛蓄電池のジャンパー ケーブルによ
るエンジンの始動
bb 鉛蓄電池装備車。
バッテリーが上がったときは、他の車両のバッテリー
を使用してエンジンを始動したり、ジャンパー ケーブ
ルを使用して外部電源を接続することができます。 両
方のバッテリーの公称電圧が 12 V でなければなりま
せん。救援車側のバッテリーの容量 (Ah) が、バッテ
リーが上がった車両のバッテリーの容量に比べて小さ
すぎないよう確認してください。 上がったバッテリー
を車両電気系統に正しく接続してください。
> 「バッテリー」の章（ 202ページ）を参照してく

ださい。
通常の作動条件下でジャンパー ケーブルによるエンジ
ン始動が繰り返し必要になる場合、バッテリーが破損
している可能性があります。

警警告告 不適切なジャンパー ケー
ブルおよび誤った手順

不適切なジャンパー ケーブルを使用したり、ジャン
パー ケーブルによるエンジンの始動方法が正しくな
かったりすると、短絡が発生する場合があります。 回
路の短絡が原因で火災が発生する恐れがあります。
e 十分な太さがあり、ターミナル クランプが完全に

絶縁されている標準的なジャンパー ケーブルのみ
を使用してください。 ジャンパー ケーブル メー

カーの注意事項を遵守します。
e 車両には決して触れないようにしてください。そ

うしないと、プラス端子を接続した途端、電流が
流れる可能性があります。

e 導電性のアクセサリー (指輪、チェーン、時計スト
ラップなど) が車両の通電部品に接触しないように
してください。

e ジャンパー ケーブルをバッテリーまたは他の電子
部品に決して直接に接続しないでください。 ジャ
ンパー ケーブルを接続するのはジャンパー ケーブ
ル始動端子のみにしてください。

警警告告 凍結または損傷したバッ
テリーを使用したジャン
パー ケーブルによるエン
ジンの始動

凍結または損傷したバッテリーを使用したジャンパー
ケーブルによるエンジンの始動は、爆発および化学熱
傷を引き起こす危険があります。
e 凍結または損傷したバッテリーを使用したジャン

パー ケーブルによるエンジンの始動は、実施ししなな
いいでください。

注注意意 腐食性電解液

鉛蓄電池には、触れると皮膚や衣服を損傷させる原因
となる腐食性の高いバッテリー液が入っています。
e 保護手袋と保護眼鏡を必ず着用してください。
e バッテリー液が目や皮膚に触れた場合：冷たい水

で数分間洗い流してください。

ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動の実
施

図 74：鉛蓄電池端子

11.. ラゲッジ コンパートメントを開きます。
> 「ラゲッジ コンパートメント リッドの緊急解

除」の章（ 259ページ）を参照してください。
22.. ラゲッジ コンパートメント カバーを取り外しま

す。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255

ページ）を参照してください。
33.. 赤色のプラス ケーブルをジャンパー ケーブルによ

るエンジンの始動用のプラス ++ 端子に接続しま
す。

44.. 赤色のプラス ケーブルを救援車のバッテリーのプ
ラス端子に接続します。

55.. 黒色のママイイナナスス ケケーーブブルルを救援車のバッテリーの
マイナス端子に接続します。 黒色のマイナス ケー
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ブルは絶絶対対ににバッテリーに直接接続しないでくだ
さい。

66.. 黒色のマイナス ケーブルをアース箇所 –– に接続し
ます。

77.. 救援車のエンジンを始動し、エンジン回転数を高
めにします。

88.. エンジンを始動します。 ジャンパー ケーブルを使
用したエンジンの始動は、15 秒以上続けないでく
ださい。 次に試すまで 1 分以上待ってください。

99.. エンジンが作動状態のまま：
最初に、黒色のマイナス ケーブルをアース箇所 ––
から外し、次に救援車のバッテリーのマイナス端
子からケーブルを外します。

1100..エンジンが作動状態のまま：
赤色のプラス ケーブルをまず救援車のバッテリー
のプラス端子から外し、次にジャンパー ケーブル
接続用のプラス端子 ++ から外します。

リチウム バッテリー ジャンパー
ケーブルによるエンジンの始動
bb リチウム バッテリー装備車
12 V リチウム バッテリーはバッテリーの充電状態が
低い場合、車両電気系統から接続が自動的に切断され
ます。 電気系統は一時的に停止します。 バッテリーを
充電した場合 (10 分以上)、またはジャンパー ケーブ
ルによるエンジンの始動をした場合、または外部電源
を接続した場合、電気系統は自動的に再作動します。
12 V リチウム バッテリーは車両電気系統に自動的に
再接続されます。
他の車両のバッテリーを、ジャンパー ケーブルを介し
てエンジンを始動したり、外部電源にしたりするため
に使用できます。 両方のバッテリーの公称電圧が 12
V でなければなりません。支援車側のバッテリー容量
(Ah) が、バッテリーが上がった車両のバッテリー容量
に比べて小さ過ぎないようにする必要があります。 上
がったバッテリーは、必ず車両電気系統に正しく接続
してください。

> 「バッテリー」の章（ 202ページ）を参照してく
ださい。

通常の作動条件下でジャンパー ケーブルによるエンジ
ン始動が繰り返し必要になる場合、バッテリーが破損
している可能性があります。

警警告告 不適切なジャンパー ケー
ブルおよび誤った手順

不適切なジャンパー ケーブルを使用したり、ジャン
パー ケーブルによるエンジンの始動方法が正しくな
かったりすると、短絡が発生する場合があります。 回
路の短絡が原因で火災が発生する恐れがあります。
e 十分な太さがあり、ターミナル クランプが完全に

絶縁されている標準的なジャンパー ケーブルのみ
を使用してください。 ジャンパー ケーブル メー
カーの注意事項を遵守します。

e 車両には決して触れないようにしてください。そ
うしないと、プラス端子を接続した途端、電流が
流れる可能性があります。

e 導電性のアクセサリー (指輪、チェーン、時計スト
ラップなど) が車両の通電部品に接触しないように
してください。

e ジャンパー ケーブルをバッテリーまたは他の電子
部品に決して直接に接続しないでください。 ジャ
ンパー ケーブルを接続するのはジャンパー ケーブ
ル始動端子のみにしてください。

警警告告 電解液および有毒ガスの
流出

バッテリーの損傷や間違った取り扱いによる例外的な
状況では、電解液および有害ガスが漏れる恐れがあり

ます。
e 蒸発ガスを吸い込んだり、電解液に触れたりしな

いようにしてください。
e 人を周囲に近付けないようにし、かつ人が常に風

上にいるようにしてください。
e リチウム バッテリーの充電は、換気の良好な場所

でのみ行ってください。

知知識識

完全放電したリチウム バッテリーにジャンパー ケーブ
ルによる始動が実施されると、損傷を起こす恐れがあ
ります。
e リチウム バッテリーの完全放電が疑いがある場

合、ジャンパー ケーブルでエンジンを始動しない
でください。

ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動の実
施

図 75：リチウム バッテリー端子
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11.. ラゲッジコンパートメントを開いてください。
> 「ラゲッジ コンパートメント リッドの緊急解

除」の章（ 259ページ）を参照してください。
22.. ラゲッジ コンパートメント カバーを取り外してく

ださい
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255

ページ）を参照してください。
33.. 赤色のプラス ケーブルをジャンパー ケーブルによ

るエンジンの始動用プラス端子 ++ に接続します。
44.. 赤色のプラス ケーブルを支援車のバッテリーのプ

ラス端子に接続します。
55.. 黒色のママイイナナスス ケケーーブブルルを支援車のバッテリーの

マイナス端子に接続します。
66.. 黒色のマイナス ケーブルをアース箇所 –– に接続し

ます。
77.. 支援車のエンジンを始動し、エンジン回転数を高

めにします。
88.. エンジンを始動します。 ジャンパー ケーブルを使

用した始動は、15 秒以上続けないでください。 次
に試すまで 1 分以上待ってください。

99.. エンジンが作動している状態で、
まず黒色のマイナス ケーブルをアース箇所 –– から
外し、次に支援車のバッテリーのマイナス端子か
らケーブルを外します。

1100..エンジンが作動している状態で、
赤色のプラス ケーブルを先に支援車のバッテリー
のプラス端子から外し、次にジャンパー ケーブル
接続用のプラス端子 ++ から外します。
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ステアリング ホイール
ステアリング ホイールの調節

警警告告 走行中のステアリング ホ
イールの調節

走行中にステアリング ホイールを調節すると、ステア
リング ホイールが必要以上に移動する可能性がありま
す。 車両のコントロールを失う恐れがあります。
e 走行中にステアリング ホイールを調節しないでく

ださい。

ステアリング ホイールの手動調節

図 76：ステアリング ホイール調節レバー

11.. ドライバーから離して、レバーを下方に回転させ
てください。

22.. ステアリング ホイールを垂直および平行に動か

し、ステアリング ホイールの位置をバックレスト
の傾斜や着座位置に合わせます。

33.. ステアリング ホイールが確実に固定されるまで、
レバーをドライバーに向かって元の位置まで戻し
てください。

ステアリング ホイールの電動調節

注注意意 メモリー設定の予期せぬ
呼び出し

ステアリング ホイールの調節中に可動範囲に人や動物
がいると、身体の一部が挟まれる恐れがあります。
e お子様だけを車内に残さないでください。

図 77：ステアリング ホイール調節用コントロール スイッチ

e ステアリング コラム下に取り付けられているコン
トロール スイッチを前後上下に動かして、ステア
リング ホイールを希望の位置に調節してくださ
い。

ステアリング ホイール設定の保存
メモリー パッケージ装備車では、ステアリング ホイー
ルの設定を運転席ドアやキーのメモリー ボタンに保存
することができます。
> 「パーソナル設定」の章（ 213ページ）を参照し

てください。

マルチファンクション ステアリング
ホイールでのインストルメント クラ
スターの操作
インストルメント クラスターの操作に関する詳細なイ
ンフォメーション:
> 「インストルメント パネルの操作」の章（ 51

ページ）を参照してください。

ステアリング ホイール ヒーターを
ON/OFF にする

図 78：ステアリング ホイール ヒーター ボタン

bb エンジンを作動状態にする。
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e インストルメント クラスターにスステテアアリリンンググホホ
イイーールル ヒヒーータターーOONN またはスステテアアリリンンググホホイイーールル
ヒヒーータターーOOFFFF のメッセージが短時間表示されるま
で、センター ステアリング ホイール スポークのボ
タンを押し続けます。
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スポイラー
格納式リヤ スポイラー
bb 911 Carrera、911 Targa

警警告告 展開式リヤ スポイラーの
故障

高速走行時にリヤ アクスルが浮き気味になるために走
行安定性が妨げられます。
e この状態を配慮した走行スタイルと速度で運転を

行ってください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。

ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

注注意意 リヤ スポイラーの展開お
よび格納

停車中にリヤ スポイラーを手動で展開または格納する
ときは、動いているスポイラーと車両の固定部分の間
に身体の一部が挟まれる恐れがあります。
e リヤ スポイラーが稼動する範囲に人や物がないこ

とを確認してください。

知知識識

リヤ スポイラーを損傷する危険があります。
e リヤ スポイラーを持って車両を動かさないでくだ

さい。
e 自動洗車機を使用する前に、リヤ スポイラーを格

納してください。

知知識識

リヤ スポイラーを展開させると、異物が付着してイン
タークーラーへのエア供給が妨げられる場合がありま
す。
e リヤ スポイラーを展開した状態で駐車しないでく

ださい。

リヤ スポイラーは高速走行時の走行安定性を向上させ
ます。 オート モードの使用が推奨されています。
スポイラー コントロールに不具合がある場合、インス
トルメント クラスターに警告メッセージが表示されま
す。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。

オート モード
車速および選択した走行プログラムに応じて、リヤ ス
ポイラーは自動的に展開または格納します。

マニュアル モード
イグニッションを ON にした場合、リヤ スポイラーは
PCM を介して手動で展開および格納することができま
す。

イインンフフォォメメーーシショョンン

選択したスポイラー位置は、個別モードに保存できま
す。

手動で展開

e 車車両両 e ドドラライイブブ e ススポポイイララーー を選択し
ます。
リヤ スポイラーが展開しています。 現在のスポ
イラー位置は、車両モデルに表示されます。

手動で格納

11.. 車車両両 e ドドラライイブブ e ススポポイイララーー を選択し
ます。

22.. 現在のスピードが 15 km/h (9 mph) 未満の場
合：リヤ スポイラーが完全に停止位置に達するま
でススポポイイララーーボタンを押し続けます。
–– ままたたはは ––
現在のスピードが
15 km/h (9 mph) を超えている場合：ススポポイイ
ララーーボタンを短く押します。
リヤ スポイラーはオート モードに切り替わりま
す。

展開式フロントおよびリヤ スポイ
ラー
bb 911 Turbo S

警警告告 展開式スポイラーの故障

警告メッセージにより、展開式スポイラーの故障が示
されます。
e この状態を配慮した走行スタイルと速度で運転を

行ってください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。

ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

注注意意 スポイラーの格納および
展開

停車中にスポイラーを手動で展開または格納するとき
に、スポイラーの可動部分と車両の固定部分の間に身
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体の一部が挟まれる恐れがあります。
e スポイラーの可動範囲に人や物がないことを確認

してください。

知知識識

フロント スポイラーとリヤ スポイラーを損傷する危険
があります。
e リヤ スポイラーを持って車両を動かさないでくだ

さい。
e フロント スポイラーを展開すると、地上高が減少

します。
e 自動洗車機を使用する前に、すべてのスポイラー

を格納してください。

知知識識

スポイラーをパフォーマンス ポジションに手動で展開
したり、スポーツ プラス モードを選択したりした場合
は、停車時にスポイラーが格納されません。
e 駐車時または立体駐車場に入るときは、地上高が

低くなることに注意してください。

展開式スポイラーは高速走行時の走行安定性を向上さ
せます。 フロント スポイラーとリヤ スポイラーは以
下の 4 つのポジションに動かせます。
– ススタターートト ポジション：日常生活での利便性 (傾斜

路やガレージ進入時など) のため、フロントおよび
リヤ スポイラーを完全に格納した状態。

– ススピピーードド ポジション：走行安定性、空気抵抗の軽
減や高速対応のため、フロントおよびリヤ スポイ
ラーを部分的に展開した状態。

– パパフフォォーーママンンスス ポジション：サーキットなどで最
高のパフォーマンスを発揮するため、フロントお
よびリヤ スポイラーを展開し、リヤ スポイラーを
傾斜させた状態。

– ウウェェッットト ポジション：最大限の走行安定性を得る
ため、フロント スポイラーが完全に格納され、リ
ヤ スポイラーが展開された状態。

オート モード
車速および選択した走行プログラムに応じて、スポイ
ラーが自動的に展開または格納されます。 自動コント
ロール システムに不具合がある場合、インストルメン
ト クラスターに警告メッセージが表示されます。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。

マニュアル モード
イグニッションが ON の場合、PCM から手動でスポイ
ラーを展開および格納することができます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

選択したスポイラー位置は、個別モードに保存できま
す。

手動による展開 / 格納

11.. 車車両両 e ドドラライイブブ e ススポポイイララーーを選択し
ます。

22.. 現在の車速が 15 km/h 未満の場合：スポイラー
が完全に停止位置に達するまでススポポイイララーー ボタ
ンを押し続けます。
–– ままたたはは ––
現在のスピードが
15 km/h (9 mph) を超えている場合：ススポポイイ
ララーー ボタンを短く押します。
スポイラーは、格納後に自動モードになります。

スポーツ プラス モードでの作動
スポーツ プラス モードでは、車速が 15 km/h を超え
ると、スポイラーがパフォーマンス ポジションまで展
開します。 この位置では最高速度に到達できません。

スポイラーは自動的には格納されません。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

スポーツ クロノ ストップウォッチ

129

スポーツ クロノ ストップ
ウォッチ
スポーツ クロノ ストップウォッチを使用して、時間を
測定および評価でき、PCM およびインストルメント
クラスターに表示できます。
次の情報を記録し、評価することができます。
– ラップ回数。
– 完了したラップ距離。
– ラップ タイム。
– オプション：その他の各種データ (車両位置や速度

など)。
記録中は以下を表示します。
– 現在のラップ回数。
– 現在のラップ タイムと最速ラップ タイムの色分け

での比較。
– 基準ラップに関して走行した距離の比率。
– 現在のラップ タイムが以前の最速ラップまたは選

択したラップより速いか、遅いか、同じかを表示
するカラー レート。

– 燃料の残量および現在タンクに残っている燃料で
完了できるラップ回数。

– 残りの記録時間。
– 現在のラップおよび基準ラップに関するトラック

進捗。
99 時間、59 分59.99 秒まで記録および表示できま
す。

ダッシュボードのストップウォッチ

図 79：スポーツ クロノ ストップウォッチ

ダッシュボードのストップウォッチに合計時間が表示
されます。
アナログ ポインターは秒を表示します。 デジタル表示
は最初の 1 分までは 1/100 秒で表示します。 その
後、表示は 2 番目のステップに進みます。

ダッシュボードのストップウォッチの時刻表示お
よびライトの設定
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照してくだ

さい。

PCM のストップウォッチ

図 80：PCM のストップウォッチ

AA ラップタイム、ラップ回数および現在の燃費残量で走行可
能な残りの距離などの記録情報。

BB 走行距離またはラップ カウンター付きサークル ダイアグ
ラム: 基準ラップと比較した走行距離。 現在のラップ タイ
ムが基準ラップより速い (緑色)、同一 (黄色)、または遅い
(赤色) のいずれであるかを示すカラー レート。

計時の開始

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e 開開始始
データの記録が開始されます。 基準ラップが読み
込まれていない場合は、最初のラップが基準ラッ
プとして使用されます。

計時の停止
bb 計時が開始されている。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e 停停止止

計時の継続
bb 計時が停止している。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e 続続けけるる

ラップの停止 / 新しいラップの開始
1 回の記録で最大 99 ラップを保存することができま
す。
bb 計時が開始されている。
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e 車車両両 e CCHHRROONNOO e 新新ししいいララッッププ
ラップ カウンターの値が 1 ずつ増えます。 走行
した最速ラップのタイムは、距離の差が設定した
差に収まっていれば、最速ラップ タイムとして記
録されます。

中間タイムの保存
bb 計時が開始されている。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e 中中間間タタイイムム
中間ラップ タイムは短時間表示され、保存されま
せん。 計時はバックグラウンドで継続します。

ストップウォッチ タイムのリセット
bb 計時が停止している。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e リリセセッットト
すすべべててのストップ タイム表示は 0 にリセットさ
れ、走行記録は停止されます。

基準ラップの読み込み

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e ララッッププ読読込込

基準ラップの保存

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo表表示示 e評評価価 e希望の記録を選択 e
基基準準ララッッププととししてて保保存存

基準ラップのリセット

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e リリセセッットト

記録の表示と編集および統計の記録
1 回のセッションで最大 99 ラップを記録することが
できます。 基準ラップがまだロードされていない場合

は、記録の中の初めのラップが基準ラップとして使用
されます。 最大で 10 時間の記録が可能です。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo 表表示示 e 評評価価

記録および基準ラップの名前変更、削除、イン
ポートおよびエクスポート
bb オプションの e SSppoorrtt CChhrroonnoo 評評価価 が選択さ

れています。
bb インポート / エクスポートのため、SD カードが挿

入されているか、USB データ バンクが接続されて
います。 データは、「SportChrono」フォルダー
の記憶媒体に保存されています。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション

Sport Chrono の設定
追加データの記録オプションの起動およびトラック進
捗の表示
ラップの長さおよびラップ タイムとは別に、他の走行
データ (速度など) を 1 秒間隔で記録することができま
す。 トラック進捗も地図に表示させることが可能で
す。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo 設設定定 e 追追加加デデーータタのの記記録録

許容距離差の設定
基準ラップの長さと任意のラップの長さがどのくらい
異なるかを示します。 長さの逸脱が大きいラップは評
価に含まれません。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo 設設定定 e 距距離離のの許許容容偏偏差差

評価用の最大タイムの逸脱の設定
記録時に速度が同一 (黄色マーク) と評価されたラップ
間の最大のタイム差を示します。

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo 設設定定 e 評評価価のの最最大大時時間間偏偏差差

最速ラップ (ゴースト カー) の車両位置の表示

e 車車両両 e CCHHRROONNOO e オプション e
SSppoorrtt CChhrroonnoo 設設定定 e 基基準準ララッッププをを表表示示

インストルメント クラスターのス
トップウォッチ
ストップウォッチが｢車両 & 情報｣ディスプレイに表示
されます。

図 81：インストルメント クラスターのストップウォッチ

AA ラップ カウンター
BB サークル ダイアグラム：基準ラップと比較してどれだけ

ラップを完了しているかを示します。
CC コントロール コマンド
DD ラップ タイム基準ラップ
EE 現在のラップ タイム
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計時の開始

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e 開開始始
データの記録が開始されます。 基準ラップが読み
込まれていない場合は、最初のラップが基準ラッ
プとして使用されます。

計時の停止
bb 計時が開始されている。

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e 停停止止

計時の継続
bb 計時が停止している。

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e 続続けけるる

ラップの停止 / 新しいラップの開始
現在のストップウォッチ タイムはラップ タイムとして
保存されますが、ストップウォッチは停止しません。
1 回の記録で最大 99 ラップを保存することができま
す。
bb 計時が開始されている。

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e ララッッププ
ラップ カウンター AA が 1 ラップずつ増えます。
最速で終了したラップのタイムが最速ラップ タイ
ムとして保存されます。

中間タイムの保存
bb 計時が開始されている。

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e 中中間間タタイイムム
中間タイムは短時間表示され、保存されません。
計時はバックグラウンドで継続します。
サークル ダイアグラム BB の数字は設定された中
間タイムを示します。

ストップウォッチ タイムのリセット
bb 計時が停止している。

e SSppoorrtt CChhrroonnoo e リリセセッットト
すすべべててのストップウォッチ タイム表示は 0 にリ
セットされます。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

スモーカーズ　パッケージ

132

スモーカーズ　パッケージ
灰皿の使用

警警告告 可燃物による火災

灰皿に紙類を入れると発火するおそれがあります。
e 可燃物を灰皿に入れないでください。

灰皿を挿入する

図 82：灰皿を挿入する

車両装備によっては、センター コンソールのカップホ
ルダーで灰皿が利用可能です。
> 「カップホルダー」の章（ 71ページ）を参照して

ください。
e 灰皿をカップホルダーに挿入し、いっぱいに押し

込んでください。

灰皿の開閉

図 83：灰皿の開閉

e リッドを持ち上げ、倒すことで灰皿を開閉しま
す。

灰皿の取り外し
e 灰皿を握って取り外します。
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スライディング / チルティング
ルーフ
スライディング / チルティング ルー
フの開閉

警警告告 スライディング / チル
ティング ルーフおよびサ
ン ブラインドの開閉

スライディング / チルティング ルーフまたはサン ブラ
インドを開閉するときは、作動中のルーフまたはサン
ブラインドと車両の固定部分の間に身体の各部が挟ま
れないように十分注意してください。特にワンタッチ
操作で開閉するときは十分に注意してください。
e スライディング / チルティング ルーフまたはサン

ブラインドを操作するときは、誰もケガをしない
ように十分注意してください。

e 車両から離れるときは、必ずイグニッションを
OFF にしてください。 車両から離れるときは、必
ずキーを携行してください。 危険を十分理解して
いない人 (お子様など) がスライディング / チル
ティング ルーフまたはサン ブラインドを誤って操
作し、ケガをする恐れがあります。

e 危険が生じたときは、スライディング / チルティ
ング ルーフまたはサン ブラインド ボタンを押す
か、車両の開閉またはロッキングを行っている場
合は、直ちにキーのボタンを放してください。

知知識識

ルーフ トランスポート システムを装着している場合
に、スライディング / チルティング ルーフを開いたり
上げたりすると、ルーフや荷物が損傷します。
e ルーフ トランスポート システムを装着している場

合は、スライディング / チルティング ルーフを開
いたり、上げたりしないでください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– スライディング / チルティング ルーフおよびサン
ブラインドは挟み込み防止機能を備えています。
これらの閉操作中に障害物があると、すぐにもう 1
回開きます。

– スライディング / チルティング ルーフは、極端に
走行速度が高い場合や気温が極端に低い場合作動
しません。

スライディング / チルティング ルーフおよびサ
ン ブラインドの操作
bb イグニッションが ON になっている。

–または –
イグニッションを OFFにして (10分以内)、
運転席ドアまたは助手席ドアをまだ開けて
いない状態。

スライディング / チルティング ルーフおよびサン ブラ
インドの開閉ボタンには 22 段段階階のの作作動動位位置置がありま
す。 この 2 段階の作動位置は、スイッチを操作する際
にはっきりと感じ取れます。

スチール スライディング / チルティング ルーフ
を開く

図 84：スチール スライディング / チルティング ルーフの操作

AA スライディング / チルティング ルーフを開く
BB スライディング / チルティング ルーフの上げ下げ
CC スライディング / チルティング ルーフを閉じる

1 段目 - 手動操作
e 希望の位置になるまで、ボタン AA を 1 段目で引き

続けてください。
スイッチから指を離すと、ウィンドウが止まりま
す。

2 段目 – ワンタッチ操作
e ボタン AA を短く 2 段目まで引いてください。

スライディング / チルティング ルーフが自動的に
いっぱいまで開きます。

e ボタン AA または CC をもう 1 回引くと作動が中断し
ます。
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ガラス スライディング / チルティング ルーフを
開く

図 85：ガラス スライディング / チルティング ルーフの操作

AA スライディング / チルティング ルーフの開閉
BB スライディング / チルティング ルーフの上げ下げ
CC サン ブラインドの開閉

1 段目 - 手動操作
e 希望の位置になるまで、ボタン AA を 1 段目で押し

続けてください。
スイッチから指を離すと、ウィンドウが止まりま
す。

2 段目 – ワンタッチ操作
e ボタン AA を短く 2 段目まで押してください。

スライディング / チルティング ルーフが自動的に
いっぱいまで開きます。

e ボタン AA をもう 1 回押すと作動が中断します。

スライディング / チルティング ルーフの上げ下
げ
e ボタン BB を押してください。

スライディング / チルティング ルーフがいっぱい
まで上がります/下がります。

e ボタン BB をもう 1 回押すと作動が中断します。

スライディング / チルティング ルーフを閉じる
1 段目 - 手動操作
e 希望の位置になるまで、ボタン AA または CC (スチー

ル スライディング / チルティング ルーフのみ) を
1 段目で引き続けてください。
スイッチから指を離すと、ウィンドウが止まりま
す。

2 段目 – ワンタッチ操作
e ボタン AA または CC (スチール スライディング / チ

ルティング ルーフのみ) を短く 2 段目まで引きま
す。
スライディング / チルティング ルーフが自動的に
いっぱいまで閉じます。

e ボタン AA をもう 1 回押すと作動が中断します。

キーによるスライディング / チルティング ルー
フの開閉
bb 機能が作動しています。

> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照して
ください。

スライディング / チルティング ルーフの上げ下げ
e スライディング / チルティング ルーフが希望の位

置になるまでキーのボタン を押し続けてくださ
い。

スライディング / チルティング ルーフを閉じる
e スライディング / チルティング ルーフが希望の位

置になるまで、またはスライディング / チルティ
ング ルーフが閉じるまで、キーの ボタンを押し
続けてください。

ドア ハンドルの近接センサーでスライディング /
チルティング ルーフを閉じる
bb コンフォート アクセス
bb 機能が作動しています。

> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照して
ください。

e 車両をロックする場合、スライディング / チル
ティング ルーフが希望の位置になるまで、または
スライディング / チルティング ルーフが閉じるま
で、ドア ハンドルの近接センサーを押してくださ
い。

挟み込み防止機能が繰り返し介入した後、スライ
ディング / チルティング ルーフを閉じます

警警告告 挟み込み防止保護無効

スライディング / チルティング ルーフおよびサン ブラ
インドは、その最大の力で閉じます。 そのため、車両
の可動部品と固定部品の間に身体の一部が挟まれる
と、押しつぶされる危険があります。
e 閉じるときは、車両の可動部品と固定部品の間に

身体の一部が挟まれないように十分注意してくだ
さい。

スライディング / チルティング ルーフの閉作動が障害
物に妨げられた場合、手で強く押して手動で閉じるこ
とができます。
11.. 障害物を取り除いてください。
22.. スライディング / チルティング ルーフが閉位置で

止まるまで、ボタン AA または CC (スチール スライ
ディング / チルティング ルーフのみ) を引きます。

サン ブラインドの開閉操作
1段目 – 手動操作
e 希望の位置になるまで、ボタン CC を 1 段目まで引

いた状態、または押した状態で保持してくださ
い。
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スイッチから指を離すと、ウィンドウが止まりま
す。

2 段目 – ワンタッチ操作
e ボタン CC を 2 段目まで短時間引くか、または押し

てください。
サンブラインドが自動的にいっぱいまで開/閉しま
す。

e ボタン CC をもう 1 回押すと作動が中断します。
スライディング / チルティング ルーフを途中まで、ま
たは完全に開いた場合、サン ブラインドはスライディ
ング / チルティング ルーフのフロント端までしか閉じ
ません。
サン ブラインドが閉じている場合は、スライディング
/ チルティングルーフを開くと自動的に開きます (一緒
に引っ張られます)。
スライディング / チルティング ルーフの上昇または下
降は、サン ブラインドの位置には影響しません。

挟み込み防止機能が繰り返し介入した後、サン
ブラインドが閉じられます

警警告告 挟み込み防止保護無効

スライディング / チルティング ルーフおよびサン ブラ
インドは、最大の力で閉じます。 そのため、車両の可
動部品と固定部品の間に身体の一部が挟まれると、押
しつぶされる危険があります。
e 閉じるときは、車両の可動部品と固定部品の間に

身体の一部が挟まれないように十分注意してくだ
さい。

サン ブラインドの閉作動が障害物に妨げられる場合、
手で強く押して手動で閉じることができます。
11.. 障害物を取り除いてください。
22.. サン ブラインドが閉位置で止まるまで、ボタン CC

を引いてください。

スライディング / チルティング ルー
フ ドライブ メカニズムが故障してい
る場合のルーフの閉操作
スライディング / チルティング ルーフを修理するに
は：
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

スライディング / チルティング ルー
フおよびサン ブラインドの停止位置
の保存
緊急操作後、スライディング / チルティング ルーフお
よびサン ブラインドの停止位置は消去されます。

警警告告 停止位置の保存

停止位置の保存時はスライディング / チルティング
ルーフおよびサン ブラインドが最大の力で閉じます。
e 停止位置の保存作業を行うときは誰もケガをしな

いように注意してください。

bb 車両は停止している。
11.. イグニッションを ON にする
22.. スライディング / チルティング ルーフが閉位置で

止まるまで、CC ボタンを引いたままにしてくださ
い。

33.. CC ボタンを解除し、再度ボタンを引いたままにし
てください。
約 10 秒後に停止位置を保存するプロセスが開始さ
れます。 ここでスライディング / チルティング
ルーフが 1 回自動的に開閉します。
停止位置が保存されます。

e AA ボタンを使用して、サン ブラインドの手順 1～3
を繰り返します。

スライディング / チルティング ルーフが完全に停止す
る前にボタンから手を放した場合。
e 保存手順をもう一度やり直してください。

エア デフレクターの清掃
スライディング / チルティング ルーフを開いた
状態でエア デフレクターを清掃する
11.. イグニッションを ON にして、スライディング /

チルティング ルーフを完全に開いてください。 エ
ア デフレクターが完全に伸張していない場合は、
完全に伸張するまでスライディング / チルティン
グ ルーフを開状態で短い距離を走行してくださ
い。

22.. 水を含んだスポンジでウィンド デフレクターとカ
バーを清掃してください。

サン ブラインドの清掃
bb 車両は停止している。
bb イグニッションが ON になっている。
11.. スライディング / チルティング ルーフを完全に開

きます。
22.. 可能な限りサン ブラインドを閉じます。
33.. サン ブラインドの CC ボタンを押します。

サンブラインドが 10 秒後に閉じ始めます。
44.. サンブラインドが完全に閉じるまで、そのままス

イッチを押し続けてください。
55.. 汚れを取り除きます。

清掃機能の終了
e 発進します。

–– ままたたはは ––
スライディング / チルティング ルーフを操作しま
す。
–– ままたたはは ––
サン ブラインドを操作します。
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セントラル ロック
概要 - 車外からの開閉とロック
この概要説明は「セントラル ロッキング システム」に
記載された詳細な情報に代わるものではありません。
操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」およ
び「警告」を必ずお読みください。

図 86：キー 図 87：コンフォート アクセス

希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 結結果果 操操作作場場所所

ロロッックク解解除除 キーを使用する：
e キーの ボタンを押してくださ

い。
コンフォート アクセスを使用する：
e ドア ハンドルのくぼみ部分に手を

入れます。 作動中はドア ハンドル
の近接センサー AA に触触れれなないいでく
ださい。

車両に近づく場合：
e 車両に近付きます。

ハザード ライトが 1 回点滅します。
車両は設定に従ってロック解除され、
ドア ハンドルが展開します。
ドアを開くことができます。

> p. 138

ロロッックク キーを使用する：
e キーの ボタンを押してくださ

い。
コンフォート アクセスを使用する：
e ドア ハンドルの近接センサー AA に

触れてください。

ハザード ライトが 2 回点滅します。
ドア ハンドルが格納します。
ドアがロックされ、インナー ドア ハン
ドルを引いて車内からドアを開開くくこことと
ががででききななくくななりりまますす (セーフロック)。
内側から開けようとした場合、警報シ
ステムが発動します。

> p. 139
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希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 結結果果 操操作作場場所所

人人 // 動動物物をを車車両両にに残残ししててロロッッククすするる
e セセーーフフロロッッククと警報システムの車車

内内モモニニタタリリンンググ シシスステテムムを OOFFFF
にします。

キーを使用する：
e ボタンを 2 回押してください (約

2 秒以内に)。
コンフォート アクセスを使用する：
e ドア ハンドルの近接センサー AA に

2 回触れてください (約 2 秒以内)。

ハザード ライトがゆっくり 1 回点滅し
ます。
ドア ハンドルが格納します。
ドアはロックされますが、インナー ド
ア ハンドルを引いて車内からドアを開開
くくここととががででききまますす。
車内からドアを開くと、警報システム
が作動します。

> p. 139

警警告告シシスステテムムのの警警告告音音をを OOFFFF ににすするる e キーの ボタンを押してくださ
い。
–– ままたたはは ––
イグニッションを ON にします。

警告音が OFF になります。 > p. 112

セントラル ロッキング システムの使
用

イインンフフォォメメーーシショョンン

e キーを使用するのは、車両が視界に入っている時
だけにしてください。

車両装備により、キーを使用して、またはキーを使用
せずにコンフォート アクセスで、ドアのロック解除お
よびロックができます。
車両のロックを解除する際、運転席ドアおよびフィ
ラー フラップのみを解除するか、助手席ドアも含めて
解除するか設定できます。

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e ロロッックク e ドドアアのの
ロロッックク解解除除

選択した設定にかかわらず、両側のドアをロック解除
できます：

e キーのボタン を 5 秒以内に 2 回押します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両の工場設定については、この章で説明されていま
す。

コンフォート アクセス1

コンフォート アクセス装備車では、キーを使用せずに
ロック解除およびロックができます。 そのためには、
常にキーをズボンのポケットなどに入れて携帯する必
要があります。
ドア ハンドルの汚れがひどいと、コンフォート アクセ
ス機能が制限されることがあります。
> 「車両のお手入れ」の章（ 144ページ）を参照し

てください。

キーを使用するコンフォート アクセスの解除
第三者による車両の不正なロック解除および始動を防
ぐため、キーを使用してコンフォート アクセス機能を
一時的に停止することができます。
e キーのインジケーター ライトが点灯し続けるまで

ボタンと ボタンを同時に押します。
キーのインジケーター ライトが点灯し続けている
間は、解除されていることを示しています。

キーの任意のボタンを再度押すと、コンフォート アク
セス機能が自動的に作動します。
e キーを強い電磁波にさらさないでください。 コン

フォート アクセスが妨げられることがあります。

1. コンフォート アクセス システムは最先端技術です。 しかし、無線キーのキー コードが傍受されて、車両のロック解除や盗難に使用される可能性を完全に排除できるわけではありません。
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ドアのロック解除

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両のロックを解除し、ドアまたはリヤ リッドを 12
秒以内に開かなかった場合、車両は自動的に再ロック
されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

事故が発生してエアバッグが作動した場合、救助者が
車両に入れるようにするために、車両全体が自動的に
ロック解除されます。 ハザード ライトも自動的に作動
します。

キーによるドアのロック解除

図 88：キーによるドアのロック解除

11.. ボタン を押してください。
ハザード ライトが 1 回点滅します。

設定によっては、車両のロックが解除され、ドア
ハンドルが展開します。

22.. ドア ハンドルを引いてください。

ドア ハンドルの近接センサーによるドア ロック
の解除

図 89：コンフォート アクセスによるドアのロック解除

bb コンフォート アクセス装備車
bb 機能が作動している。

e 車車両両 e ココンントトロローールル e 車車両両 e ロロッックク

bb キーをズボンのポケットなどに入れて携行してい
る。

キーを携行して運転席または助手席側のドアに近づく
と、ドア ロックを解除することができます。
11.. ドア ハンドルのハンドルのくぼみに手を入れ、つ

かみます。 作動中にドア ハンドル前部の近接セン
サーに触触れれなないいでください。
ハザード ライトが 1 回点滅します。

設定によっては、車両のロックが解除され、ドア
ハンドルが展開します。

22.. ドア ハンドルを引いてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

バッテリーを節約するために、不要なコンフォート機
能は 次第に OFF になります。 その後、キーを使用し
て車両のロックを解除できます。

車両に近づいてドアのロックを解除する
セントラル ロックは、車両に近づくとドアが自動的に
ロック解除されるように設定できます (約 2 m の距離
から)。
最後のロック操作の後、キーが 6 m 以上車両から離れ
たことがこの前提条件になります。 車両を駐車して
ロックする場合、キーを十分に離してください。 そう
しないと、45 秒以内に誤ってロック解除される可能性
があります。
bb コンフォート アクセス装備車
bb 機能が作動している。

e 車車両両 e ココンントトロローールル e 車車両両 e ロロッックク

bb キーをズボンのポケットなどに入れて携行してい
る。

11.. 車両に近付きます。
ハザード ライトが 1 回点滅します。
設定によっては、車両のロックが解除され、ドア
ハンドルが展開します。

22.. ドア ハンドルのハンドルのくぼみに手を入れ、つ
かみます。 作動中にドア ハンドル前部の近接セン
サーに触触れれなないいでください。

33.. ドア ハンドルを引いてください。
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車内からのドア ロックの解除

図 90：ドア パネルのセントラル ロック ボタン

e ドア パネルのボタン を押してください。
–– ままたたはは ––
インナー ドア ハンドルを引いてください。
すすべべててののドアがロック解除されます。 ドア ハンド
ルが展開します。
ボタンのインジケーター ライトが消灯します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

セーフロック作動で車両をロックした場合、またはエ
マージェンシー キーを使用して車両をロックした場合
には、車内からドアを開くことはできません。

イインンフフォォメメーーシショョンン

バッテリーが上がっているなどで車両の電源が入って
いない、またはドア ハンドルを引っ張るのが速すぎた
場合には、ドア ハンドルを 2 回引っ張る必要がありま
す。
e ドア ハンドルから手を放し、もう一度引きます。

> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の
章（ 92ページ）を参照してください。

車両の自動ロック解除
運転席ドアを開くと、車両は自動的にロック解除され
ます。

バッテリーが切り離された状態でのロック解除
既にロック解除されていたドアは、バッテリーを切り
離した後に、エマージェンシー キーで車外からのみ開
くことができます。
e バッテリーの切り離し前にウィンドウを開きま

す。
インナー ドア ハンドルを 2 回引っ張ると、ドアは
車内外から開くことができます。 そのためには、
内側のドア ハンドルを静止位置からいっぱいに停
止する位置まで完全に引きます。

ドアのロック
知知識識

展開中のドア ハンドルは、洗車機にかけると損傷する
恐れがあります。
e 洗車機にかける前に、車両をロックしてくださ

い。

セーフロックの使用 (国別仕様による)

警警告告 車外からのドア ロック

車外からドアをロックすると、車内からドアやウィン
ドウを開くことができなくなります (セーフロック)。
そのため、ロックする前に車両に人または動物が残っ
ていないことを確認してください。 ドアをロックする
と、緊急時に救助者が車内に入ることが非常に難しく
なります。
e ドアをロックする際、人や動物が車内にいないこ

とを確認してください。

セーフロック (国によって異なる) を使用すると、車両
をロックしたときにインナー ドア ハンドルとセントラ
ル ロッキング ボタンが無効になり、車両に侵入するこ
とが一層難しくなります。
セーフロック作動中：ドア ハンドルを引いても車内か
らドドアアをを開開けけらられれななくくななりりまますす。 内側から開けよう
とした場合、警報システムが発動します。
人や動物を車内に残して車両をロックする場合、セー
フロックを解除してください。

キーによるドアのロック
bb 作動モード PP を選択している。
bb すべてのドアが閉じられている。
e ボタンを 1 回押してください。

ハザード ライトが 2 回点滅します。
ドア ハンドルが格納します。

車両ロック時のセーフロックの解除
e ボタンを 2 秒以内に 2 回押してください。

ハザード ライトがゆっくり 1 回点滅します。
ドア ハンドルが格納します。
ドアはロックされますが、インナー ドア ハンドル
を引くことにより、内側から開くことができま
す。

e ドアを開くと警報システムが作動することを車内
に残る人に伝えてください。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

ドアまたはリヤ リッドが完全に閉じていない場合、車
両を完全にロックすることはできません。 警告音が鳴
り、ハザード ライトは点滅しません。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両をロックする際にキーが車内にある場合は、車両
が再度ロック解除されます。 何度か警告音が鳴り、ハ
ザード ライトが 4 回点滅します。 ドアまたはリヤ
リッドを約 45 秒以内に開けなかった場合、車両は
ロックされ、スペア キーを使用しないとロック解除で
きなくなります。
e 車両をロックするときは、キーが車内にないこと

を確認してください。

ドア ハンドルの近接センサーによるドアのロッ
ク

図 91：コンフォート アクセスによるドアのロック

bb コンフォート アクセス装備車

bb 作動モード PP を選択している。
bb キーをズボンのポケットなどに入れて携行してい

る。
bb すべてのドアが閉じられている。
e ドア ハンドルの近接センサー AA に触れてくださ

い。
ハザード ライトが 2 回点滅します。
ドア ハンドルが格納します。

車両ロック時のセーフロックの解除
e ドア ハンドルの近接センサー AA に 2 秒以内に 2 回

触れてください。
ハザード ライトがゆっくり 1 回点滅します。
ドア ハンドルが格納します。
ドアはロックされますが、インナー ドア ハンドル
を引くことにより、内側から開くことができま
す。

e ドアを開くと警報システムが作動することを車内
に残る人に伝えてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– ドアまたはリヤ リッドが完全に閉じていない場
合、車両を完全にロックすることはできません。
警告音が鳴り、ハザード ライトは点滅しません。

– 車両をロックするときはキーを車外に持ち出して
ください。キーが車内にあると車両をロックでき
ません。

車内からのドア ロック

図 92：ドア パネルのセントラル ロック ボタン

bb ドアが閉じられている。
e ドア パネルのボタン を押してください。

すすべべててののドアがロックされます。 フィラー フラッ
プはロックされません。
ドア ハンドルが格納します。
ボタンのインジケーター ライトが点灯します。
インナー ドア ハンドルを引くことによってのみ、
車内からドアを開くことができます。

自動ロック (オート ロック)
bb 機能が作動している。
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照してくだ

さい。
速度が約15 km/h を超えると、車両は自動的にロック
されます。
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ドアの緊急ロック解除および緊急
ロック

図 93：緊急ロック解除 / 緊急ロック

キーのリモコンが機能しない場合、リモコンなしでも
ドアのロック解除およびロックができます。

緊急ドア ロック解除の実行
e フロント ウィンドウの中央上部にキーを置き、

ボタンを押します。
車両のロックがまだ解除できない場合：
11.. エマージェンシー キーをキーから取り外してくだ

さい。
> 「エマージェンシー キーを使用する場合」の

章（ 73ページ）を参照してください。
22.. 運転席ドアのドア ハンドルを引いたままにしま

す。
33.. エマージェンシー キーをラウンド エッジが上を向

くようにしてドア ロックに挿入します (右ハンドル
車ではラウンド エッジが下を向きます)。

44.. エマージェンシー キーを、最初に抵抗を感じると
ころまで反時計回りに回してから、回るところま
でさらにしっかり回します。

55.. エマージェンシー キーを最初の位置まで戻し、抜
いてください。

66.. 警報システムが作動しないように 15 秒以内にイグ
ニッションを ON にします。

イインンフフォォメメーーシショョンン

国別仕様により、警報システムが作動するまでの時間
が異なる場合があります。

緊急ドア ロックの実行

イインンフフォォメメーーシショョンン

ドアの緊急ロックは、エンジンが停止している場合の
みに使用してください。
e 運転を開始する前に、ドアのロックを解除してく

ださい。

11.. エマージェンシー キーをキーから取り外してくだ
さい。
> 「エマージェンシー キーを使用する場合」の

章（ 73ページ）を参照してください。
22.. 運転席ドアのドア ハンドルを引いたままにしま

す。
33.. エマージェンシー キーをラウンド エッジが上を向

くようにしてドア ロックに挿入します (右ハンドル
車ではラウンド エッジが下を向きます)。

44.. 運転席ドアを開けた状態で、エマージェンシー
キーを最初に抵抗を感じるところまで時計回りに

回してから、回るところまでさらにしっかり回し
ます。

55.. エマージェンシー キーを最初の位置まで戻し、抜
いてください。

66.. 運転席ドアを閉じます。
77.. 車両がロックされているか確認してください。
88.. 助手席ドアの緊急ロックの場合、エマージェン

シー キーを運転席ドアのドア ロックに再び挿入
し、進行方向と反対に 90° 回し、エマージェン
シー キーを再び抜き取ります。 助手席ドアがロッ
クされます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

セントラルロッキングが故障した場合、セントラル
ロッキング システムのすべてのファンクション ロック
は運転席ドアのロックからロックすることができま
す。
e セントラル ロッキング システムの故障は修理して

ください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。
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ポルシェ エントリー&ドライブ

ポルシェ エントリー の取り付け位置
ポルシェ エントリー、リ モート コントロール付き
キーと車両のアンテ ナが電波で通信することで、ドア
やリヤ リッ ドをロック/ロック解除できます。
植植ええ込込みみ型型心心臓臓ペペーーススメメーーカカーーままたたはは植植ええ込込 みみ型型除除
細細動動器器をを装装着着さされれてていいるるおお客客様様へへ

警警告告

植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込 み型除細
動器を装着されている方は、車室外ア ンテナAおよび
車室内アンテナBから約22cm以 内の範囲に、植え込
み型心臓ペースメーカーお よび植え込み型除細動器を
近づけないでくだ さい。
e 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え 込み型

除細動器を装着されている方は、車 室外アンテナA
および車室内アンテナBか ら約22cm以内の範囲に
近づかないでくだ さい。アンテナからは電波が出
ており、植 え込み型心臓ペースメーカーおよび植

え込 み型除細動器の作動に影響を与える恐れが あ
ります。

e 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え 込み型
除細動器以外の医療用電気機器を使 用されている
方は、医師や医療用電気機器 製造業者などに電波
の影響の有無について 事前に確認してください。
電波により医療 用電気機器の作動に影響を与える
恐れがあ ります。
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ソケット
12 V ソケットの使用
12 V プラグ ソケットには電装品 (アクセサリー) を接
続できます。
12 V プラグ ソケットは助手席側の足元にあります。

充電アダプターの接続

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 12 ボルト プラグ ソケットおよび接続している電
装品 (アクセサリー) は、イグニッションが OFF の
ときでも、キーを抜いた状態でも使用できます。
エンジンを停止したままアクセサリーを使用する
と、バッテリー上がりの原因になります。 車両の
バッテリーを保護するため、約 30 分後に電源の供
給が遮断されます。 電装品への電源供給を再開す
るには、イグニッションを ON にしてください。

– 電装品が1つだけ作動している場合、12ボルトプ
ラグ ソケットの最大電流値は 20 A です。 複数の
電装品を同時に使用する場合は、12 ボルト プラグ
ソケット 1 つ当たりの電流値が 10 A を超えないよ
うにしてください。

– シールドされていない機器を使用すると、電波干
渉や車両電装品の誤動作の原因となることがあり
ます。

図 94：12 ボルト プラグ ソケット用充電アダプター

AA 適切な充電アダプター
BB 不適切な充電アダプター

知知識識

電気系統を損傷する恐れがあります。
e 適切な充電アダプター (AA) のみを使用してくださ

い：
グラウンド端子部から充電アダプター上端までの
寸寸法法 XX は、約約1166 mmmm以以下下である必要がありま
す。

e グラウンド端子部から充電アダプター上端までの
寸寸法法 XX が 16 mm を超える不適切な充電アダプ
ター (BB) を使用すると、12 V プラグ ソケットが損
傷することがあります。
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車両のお手入れ
一般的なお手入れの諸注意

警警告告 ブレーキ ディスクの水膜

大雨の中で水たまりや浅瀬を走行する場合や洗車場を
出た後は、ブレーキの反応が遅れたり、ペダルを踏み
込む時に普通以上に力が必要になったりすることがあ
ります。
e 洗車後にはブレーキを点検してください。
e そのため、前走車との車間距離を十分に確保しな

がら、断続的にブレーキをかけてブレーキを｢乾
燥｣させます。 後続の車両に影響を与えないように
注意してください。

ポルシェ正規販売店で定期的に点検することは、車両
の価値の維持につながります。また、このような点検
が車両の保証を受けるための前提条件になっている場
合があります。
ポポルルシシェェ社社でではは、、ポポルルシシェェ テテククイイッッププメメンントト製製のの
カカーー ケケアア用用品品のの使使用用をを推推奨奨ししてていいまますす。。
e カー ケア用品のパッケージに記載されている使用

上の注意事項を遵守してください。
e カー ケア用品はお子様の手の届かない場所に保管

してください。
e カー ケア用品を廃棄する際には、廃棄物に関する

法律や地域のルールに従ってください。
車両の点検を適切に実施して、保証期間内の保証を維
持するには、ポルシェ正規販売店までお問い合わせく
ださい。 ポルシェ正規販売店が状態レポートを作成
し、車両の整備状況を認定いたします。

知知識識

高圧洗浄機およびスチーム クリーナーを使用すると、
以下の構成部品に損傷を与えるおそれがあります:
– コンバーチブル トップ

– コンバーチブルトップ エレメント (Targa)
– タイヤ
– ロゴ、エンブレム、デコラティブ フィルム、およ

び塗装用の保護フィルム
– 塗装面
– オルタネーター
– エンジン コンパートメント内の電装部品およびプ

ラグ接続
– パーキングアシスタント センサー
– アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) などの

アシスタント システムで使用される (レーダー) セ
ンサー

– リバース カメラ
– フロント ワイパー
車両またはコンバーチブル トップは、完全な防漏構造
ではありません。 清掃中に車内に水が漏れることがあ
ります。
e 各装置に付属の取扱説明書をよくお読みくださ

い。
e デコラティブ フィルムを洗浄するときは、高圧洗

浄機またはスチーム クリーナーを使用しないでく
ださい。

e 塗装用の保護フィルムを清掃するときは、高圧洗
浄機をフィルムの端に向けないでください。

e 高圧洗浄機を使用する場合、ノズルから 50 cm 以
上離してください。

e 高圧洗浄機またはスチーム クリーナーと丸型
ジェット ノズルを組み合わせて使用しないでくだ
さい。 高圧洗浄機またはスチーム クリーナーと丸
型ジェット ノズルを組み合わせて使用すると、車
両が損傷する原因になります。 特にタイヤは損傷
しやすいため、丸型ジェット ノズルで洗浄しない

でください。
e 高圧洗浄機を使用するときは、これらのコンポー

ネントにジェット ノズルを直接向けないでくださ
い。

e エンジン コンパートメント内の作業を行う前に、
エンジンを OFF にし、十分に冷やしてください。

e 高圧洗浄機のジェットは、絶対に開口部 (スパーク
プラグ シャフト、エアクリーナー ハウジング、エ
ア フィルターなど) に向けないでください。 洗浄
前に開口部を覆ってください。

車両の洗浄
車両の外観を美しく保つには、日頃のお手入れが大切
です。こまめに洗車し、ワックスで保護してくださ
い。 解氷剤 (塩分)、砂塵、ばい煙、昆虫の死骸、鳥の
排せつ物、樹液や花粉などは、車両に付着してからの
時間が長くなるほど塗装に悪影響を与えます。 車両ま
たはコンバーチブル トップは、完全な防漏構造ではあ
りません。 清掃中に車内に水が漏れることがありま
す。
車両の塗装面に損傷を与えることなく洗車するため
に、次の点に注意してください。
e 車両の下周りは、少なくとも道路の砂まきのシー

ズンの終わりには、しっかりと洗い流す必要があ
ります。

e すす、グリース、油、重金属が車両に影響を与え
るのを防ぐために指定された洗浄エリアのみを洗
車するようにしてください。

e 直射日光のもとで、または車体が熱くなっている
ときには洗車しないでください。

e 手洗いを行うときは、柔らかいスポンジ、洗車用
ブラシ、カー シャンプーを使用して多量の水で
洗ってください。

e 洗車を始める際には、塗装面にしっかりと水をか
けて、泥を洗い落としてください。

e 洗車後は、水で十分に洗い流して、セーム革でふ
き取って乾かします。 ふき取りには、ウィンドウ
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を洗ったときと同じセームを使用しないでくださ
い。

自動洗車機

知知識識

自動洗車機によっては、ボディ表面から突き出ている
オプションの追加部品やパーツが損傷する恐れがあり
ます。
e 自動洗車機を使用する前に、洗車スタッフに確認

してください。
e 自動洗車機を使用する前に、すべてのスポイラー

を格納してください。

危危険険 以以下下のの点点ををごご確確認認くくだだ
ささいい。。

コンバーチブルトップ
の素材 (カブリオレ / タ
ルガ) への損傷

e コンバーチブル
トップ部にホット
ワックス処理をしな
いでください。

ウィンドウ (カブリオレ
/ タルガ) が下がってい
ると車内に水が入りま
す

e イグニッションを
OFF にしないでくだ
さい。
–– ままたたはは ––
車両をロックしてく
ださい。

洗車機で洗車中、フロ
ント ウィンドウ ワイ
パーの不意の作動によ
る損傷の可能性があり
ます。

e フロント ワイパー
のスイッチを OFF
にしてください。

e 洗車機での洗車中は
ヘッドライト
ウォッシャー シス
テムを操作しないで
ください。

危危険険 以以下下のの点点ををごご確確認認くくだだ
ささいい。。

外装部品への損傷 e ドア ミラーを格納
してください。

e ルーフ トランス
ポート システムを
完全に取り外してく
ださい。

e 車両をロックしてく
ださい。

ホイールへの損傷 e 洗車機のガイド
レールの寸法を確認
してください。 タ
イヤのリム径が大き
く高さが低くなるに
従い、損傷のリスク
も大きくなります。

ハイグロスまたはシル
クグロス ホイールへの
傷

e 洗車機のホイール用
洗浄ブラシを使用し
ないでください。

コンバーチブル トップ (カブリオレ)
およびコンバーチブル トップ エレメ
ント (タルガ) の清掃

知知識識

高圧洗浄機の洗浄ジェット、不適切な自動洗車機、ま
たはホット ワックス処理を行うと、コンバーチブル
トップおよびコンバーチブル トップ エレメントを損傷

する恐れがあります。
e 高圧洗浄機をコンバーチブル トップおよびコン

バーチブル トップ エレメントの洗浄に使用しない
でください。

e カブリオレでは、洗浄プログラムのある自動洗車
機を使用してください。

e コンバーチブル トップ部にホット ワックス処理を
しないでください。

適切な車両の清掃と整備のために、次の点を順守して
ください：
e コンバーチブル トップおよびコンバーチブル トッ

プ エレメントは、車両を洗車する度に毎回洗う必
要はありません。 通常は、きれいな水でコンバー
チブル トップ / コンバーチブル トップ エレメント
を洗うのみで十分です。

e 雪や氷を縁の鋭いもので取り除かないでくださ
い。

e 毛の柔らかいブラシを使用して、織目に沿ってブ
ラッシングしコンバーチブル トップのほこりを取
り除いてください。

e 汚れが頑固な場合にのみ、シャンプー ＆ コンバー
チブル トップ クリーナーを混ぜたぬるま湯で洗浄
し、スポンジか柔らかいブラシで軽く擦ってくだ
さい。

e その後きれいな水でシャンプーおよびコンバーチ
ブルトップ クリーナーをコンバーチブル トップか
ら残さず洗い流してください。
ポルシェ社では、ポルシェ テクイップメント製の
カー ケア用品の使用を推奨しています。

e 洗車後、少なくとも年に 1 度はコンバーチブル
トップ ケア製品を使用してコンバーチブル トップ
カバーのお手入れを行ってください。 コンバーチ
ブル トップ用のケア用品が塗装面やガラスに付着
しないよう注意してください。 塗装に付着した場
合はすぐに取り除いてください。

e コンバーチブル トップ カバー本体または縫い目や
折り目から漏れが生じた場合は、コンバーチブル
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トップ専用ケア用品を使用してください。 容器に
記載されている指示に従ってください。
ポルシェ社では、ポルシェ テクイップメント製の
カー ケア用品の使用を推奨しています。

e 鳥の排せつ物は直ちに除去してください。 排せつ
物に含まれる酸はゴム部品を膨張させ、コンバー
チブル トップおよびコンバーチブル トップ エレメ
ントに水漏れを起こす原因になります。

e 染みや擦り切れを防ぐため、コンバーチブル トッ
プおよびコンバーチブル トップ エレメントは天候
が良いときにのみ開いてください。

e コンバーチブル トップ カバーから染みを落とす際
は、柔らかいラバー スポンジで慎重に擦って除去
してください。

塗装面のお手入れ
知知識識

塗装面に付着した汚れの粒子は、適切にお手入れをし
ないと塗装に損傷を与える場合があります。
e 乾いた布でほこりを拭きとらないでください。

知知識識

適切にお手入れを行わないと構成部品の艶消し効果が
失われる場合があります。
e 艶消し仕上げの部品にワックスや光沢剤を使使用用しし

なないいでください。

塗装面の保護
塗装面は風化によって時間とともにつやがなくなりま
すので、洗車後に定期的に塗装保護剤で保護する必要
があります。 そうすることにより、塗装の輝きと弾性
を維持することができ、汚れが塗装面に付着したり、
粉塵が塗装面に侵入したりすることを防ぎます。

塗装面のつや出し (研磨)
ペイント ポリッシュを使用するのは、保護剤では元の
輝きが出せなくなった場合のみにしてください。
ヘッドライトは磨かないでください。

マークを取り除く
タールの跳ねかかり、オイル跡、虫などは、そのまま
放っておくと時間とともに塗装が変色しますので、イ
ンセクト リムーバーを使用してできるだけ早めにそれ
らを取り除いて、その後その部分を慎重に洗ってくだ
さい。

小さな傷の補修
亀裂、引っかき傷、飛び石による塗装面の小さな傷
は、ボディの腐食が進行する前に修理してください。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規
販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニ
ングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報
と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束
します。
ボディが腐食したときは、はじめに錆を完全に除去し
てください。 錆を取り除いたら、その箇所にプライ
マー (防錆剤) を塗布してから、上塗り塗装を施してく
ださい。

ワイパー ブレードのお手入れ
知知識識

適切に洗浄されない場合、ワイパー ブレードのグラ
ファイト コーティングが損傷することがあります。
e 洗浄機のノズルをワイパー ブレードに向けないで

ください。
e 布やスポンジでワイパー ブレードを洗浄しないで

ください。
e ワイパー ブレードの洗浄は清潔な水でのみ行って

ください。

フロント ワイパー ブレードを万全の状態に保つことは
良好な視界のために不可欠です。
e ウィンドウ クリーナーを使用してフロント ウィン

ドウを定期的に清掃してください。特に洗車機を
使用した後は清掃してください。

e 汚れがひどい場合 (虫の付着など)、スポンジまた
は布を使用してフロント ウィンドウを清掃しま
す。

ワイパーブレードは年に 2 回 (寒い季節の前後に)、ま
たはワイパーのパフォーマンスが落ちたり、ブレード
が損傷したりした場合に交換する必要があります。

ウィンドウの清掃
フロント両側のウィンドウには、汚れを抑制する (疎水
性の) 撥水剤がコーティングされています。 このコー
ティングは経年変化により徐々に効果が弱まります。
また新たにコーティングすることができます。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

適切に車両を清掃するために、次の点を順守してくだ
さい：
e すべてのウィンドウの内側と外側を、ウィンドウ

洗浄剤を使用して定期的に清掃してください。
e 塗装面に使用したのと同じセーム皮を使用して

ウィンドウをふき取らないでください。 保護剤の
残留物で視界が低下する可能性があります。

e 虫の死骸はインセクト リムーバーで取り除きま
す。

アンダー コーティングの補修
警警告告 エキゾースト システム付

近の可燃物

エキゾースト システムのエリア内の追加の防錆剤また
はアンダー コーティングは、運転時に過熱して発火す
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る可能性があります。
e エキゾースト マニホールド、エキゾースト パイ

プ、触媒コンバーター、またはヒート シールドの
近くに、追加のアンダーコーティングや防錆を施
さないでください。

車両のアンダーボディは化学的、機械的影響から永続
的な方法で保護されています。 走行中の保護コーティ
ングへの損傷をなくすことはできません。
e ポルシェ正規販売店で定期的に点検を受け、必要

に応じて保護コーティングの復元を依頼するよう
お勧めします。 ポルシェ正規販売店にお問い合わ
せください。

デコラティブ フィルムの清掃
知知識識

洗浄時にデコラティブ フィルムが剥れて損傷する恐れ
があります。
e ポリッシュやホット ワックスを使用しないでくだ

さい。
e 高圧洗浄機またはスチーム クリーナーを使用しな

いでください。
e 柔らかいスポンジ、中性洗剤、および多めの水を

使用してください。

保護フィルムのお手入れの諸注意
知知識識

保護フィルムのお手入れを不適切な方法で行うと、損
傷する恐れがあります。
e 保護フィルムのメーカーが提供するお手入れの諸

注意に従ってください。
e フィルムを貼った後、少なくとも 48 時間経過する

まで、洗車を控えてください。
e 洗車機を使用する場合は、布製の洗車機でのみ洗

車してください。 洗車機を使用する前に、洗車ス
タッフに確認してください。

e 高圧洗浄機の水流をフィルムの端に直接向けない
でください。

e 虫の死骸などの汚れはなるべく早く取り除いてく
ださい。

e 頑固な汚れを取り除くには、99% イソプロパノー
ル溶液を使用します。

e ホット ワックスを均等に塗ります。ワックスはス
ムースかつ均一に塗布するようにしてください。

ヘッドライト、ライト、プラスチッ
ク製部品と表面、センサーとカメラ
の清掃

知知識識

洗剤がコントローラまたはスイッチに侵入し、損傷さ
せる恐れがあります。 不適切な洗浄剤を使用するとプ
ラスチック製の表面に損傷を与える場合があります。
e 車内のプラスチック部品に直接水や室内用ウィン

ドウ クリーナーをスプレーしないでください。
e ヘッドライト、 ライト類、プラスチック製部品と

その表面、アダプティブ クルーズ コントロール用
センサー、および車両カメラの清掃には、きれい
な水と、小量の食器用洗剤または室内用ウィンド

ウ クリーナーのみを使用してください。 このと
き、柔らかいスポンジまたは柔らかい不織布を使
用してください。

e ヘッドライトは磨かないでください。
e タッチ センシティブ ボタンを有するセンターコン

ソールの洗浄には、マイクロ ファイバー布のみを
使用してください。

e 他の化学成分が入ったクリーナーや溶剤を使用し
ないでください。

ホイールのお手入れ
警警告告 ブレーキ ディスクの洗浄

剤の膜

洗浄剤 (ホイール洗浄剤など) がブレーキ ディスクにか
かると、ブレーキ ディスクに膜が形成されてブレーキ
性能が低下する恐れがあります。
e 洗浄剤がブレーキ ディスクにかからないように注

意してください。
e 洗浄剤がブレーキ ディスクにかかった場合は、強

力なウォーター ジェットでブレーキ ディスクを
しっかりと清掃してください

e 後方の交通に注意しながら、ブレーキをかけてブ
レーキ ディスクを乾燥させます。

軽合金製ホイールの表面に付着した金属の微粒子 (ブ
レーキ ダストに含まれる黄銅や銅など) は長期間放置
しないでください。 接点の腐食により穴開きが発生す
る恐れがあります。
酸化除去効果のある洗浄剤や不適切な pH 値の洗浄剤
(他の金属には通常使用している)、および機械的な
ツールや製品は、表面を損傷するため、使用には適し
ません。
e 合金製ホイールには中性の洗浄剤のみを使用して

ください (pH 値：4 ～ 10)。 不適切な pH 値の製
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品を使用すると、ホイールの表面が損傷する恐れ
があります。

e 可能な限り、2 週間ごとにホイールをスポンジか洗
車用ブラシで洗浄してください。 ホイールが、解
氷剤 (塩分)、砂、または粉塵にさらされる場合
は、毎週清掃する必要があります。

ドア、ルーフ、リッドとウィンドウ
シールの清掃

知知識識

インナー ドア シールをコーティングしている潤滑剤
は、不適切な清掃や洗剤の使用によりダメージを受け
ることがあります。
e 合成洗剤や溶剤を使用しないでください。
e 防錆剤を使用しないでください。

適切に車両を清掃するために、次の点を順守してくだ
さい：
e 定期的に、すべてのシールの汚れ (摩耗、ほこり、

凍結防止剤、砂など) を暖かい石鹸水を使用して洗
浄してください。

e 凍結の恐れがある場合は、適切な手入れ用品を使
用して、アウター ドア シールおよびリッドとフ
ラップのシールを凍結から保護してください。

革製品のお手入れ
知知識識

不適切なクリーナーやケア製品を使用したり、不適切
な処理を行ったりすると革製品が傷む場合がありま

す。
e 腐食性のある洗浄剤または固い清掃具を使用しな

いでください。
e 表面に小さな穴を開けたメッシュ加工の本革は、

裏側まで湿らせないよう注意してください。
e 水滴は革製品から直ちに取り除いてください。

適切な車両の清掃と整備のために、次の点を順守して
ください：
e 湿らせた柔らかくて白い毛織布、または市販のマ

イクロファイバー クロスを使用して、すべての種
類の革製品を定期的に清掃し、細かなほこりを取
り除いてください。

e 頑固な汚れ (水性のしみででははなないい) は、革用洗浄剤
で取り除きます。 容器に記載されている取扱説明
をお読みください。
ポルシェ社では、ポルシェ テクイップメント製の
カー ケア用品の使用を推奨しています。

e 清掃した革製品は、皮革ケア製品でのみ取り扱う
ようにしてください。

シート ベンチレーター付きシートの清掃
雨水や湿気により、表面に小さな穴を開けたメッシュ
加工の本革シートに染みが付く可能性があります。

水染みおよび湿気による染みを取り除く
bb シート ヒーターおよびシート ベンチレーターが

OFF です。
bb 直射日光が当たらないようにしてください。
11.. 清潔で、目の細かいスポンジと蒸留水を使用し

て、シートおよびバックレストの表面全体を軽く
たたいてください。 表面に小さな穴を開けたメッ
シュ加工の本革は、裏側まで湿らせないよう注意
してください。

22.. シート カバーは直射日光を避けて室温で完全に乾
かしてください。 シート ヒーターおよびシート ベ
ンチレーターを ON にしないでください。

33.. 乾いた後、シート カバーを乾燥した不織布で拭い
てください。

カーペット、フロア マットの清掃
警警告告 ペダル操作の妨げ

不適切なフロア マットや正しく固定されていないフロ
ア マットは、ペダルの可動域を制限したり、ペダル操
作を妨げたりする可能性があります。 アクセル ペダル
が不意に踏み込まれたり、ブレーキ ペダル操作の妨げ
となったりする場合があります。 これにより、予期し
ない加速が起こったり、ブレーキ操作が難しくなった
りすることがあります。
e 車両に適切なフロア マットのみを使用してくださ

い。
e フロア マットはフロア上に敷くだけでなく、しっ

かりと固定してください。
e いくつものフロア マットを重ねて敷かないでくだ

さい。
e 清掃などのためにフロア マットを取り外した場合

には、元の場所に正しく取り付けられているか確
認してください。

適切に車両を清掃するために、次の点を順守してくだ
さい：
e 電気掃除機または柔らかすぎないブラシを使用し

て清掃します。
e しみ抜きを使用して、ひどい汚れやしみを取り除

きます。
ポルシェ社では、ポルシェ テクイップメント製の
カー ケア用品の使用を推奨しています。

フロア カーペットの汚れや傷付きを防ぐため、この車
両に適したサイズの固定具付きフロア マットをカー ア
クセサリーとして用意しています。

エアバッグ カバーの清掃
危危険険 不適切な清掃

不適切な洗浄剤やケア剤を使用すると、エアバッグ シ
ステムに侵入する場合があります。 正しく取り扱わな
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いと、エアバッグ システムが損傷する恐れがありま
す。 事故の際にエアバッグが作動しなくなる恐れがあ
ります。
e 個々の部品 (ステアリング ホイール カバー、ダッ

シュボード、フロント シート、ドア パネル、天井
パネルなど) にいかなる調整も加えないでくださ
い。

e エアバッグのエリアには、クリーナーや他の液体
を使用しないでください。

ファブリック ライニングの清掃
ピラー、ルーフライナーおよびサン ブラインドなどの
ファブリック ライニングは、素材に適した洗浄剤やド
ライ フォームと柔らかいブラシのみを使用して清掃し
てください。

Alcantara® / Race-Tex / その他の
生地のお手入れ
Alcantara® / Race-Tex / その他の生地でできたママイイクク
ロロフファァイイババーー カカババーーの清掃には、皮革ケア製品を使
用しないでください。 普段のお手入れには、柔らかい
ブラシでカバーを清掃するだけで十分です。 清掃する
際に強く擦りすぎると、表面に永久的な変化を与えて
しまいます。
e 軽い汚れの場合、柔らかい布を水または中性石鹸

水で湿らせて、汚れをふき取ります。
e ひどい汚れの場合、柔らかい布をぬるま湯または

水で薄めた揮発油で湿らせて、外側から内側に軽
くたたいて汚れを取り除きます。

Alcantara® /Race-Tex 製マイクロファイバー カバーの
付いたスステテアアリリンンググ ホホイイーールルは、皮膚との恒久的な
接触が原因でより汚れやすくなります。
e 軽い汚れの場合、柔らかい布を水または中性石鹸

水で湿らせて、ステアリング ホイール リムの汚れ
をふき取るために使用します。

e アウター ステアリング ホイール リムの汚れがひど
い場合は、柔らかい布と市販の内張りフォーム ク

リーナーを使用し、フォーム メーカーの指示に
従って軽くこするかたたくことで清掃できます。

シート ベルトの清掃
適切に車両を清掃するために、次の点を順守してくだ
さい：
e シートベルトの汚れには、中性洗剤を使用しま

す。
e 乾燥時は直射日光を避けてください。
e 適切な洗浄剤のみを使用してください。
e シート ベルトを染めたり漂白したりしないでくだ

さい。 ベルトの繊維が弱くなり安全性に影響が出
る可能性があります。

スクリーンとタッチ ディスプレイの
清掃

知知識識

不適切なクリーナーやケア製品を使用したり、不適切
な処理を行うとスクリーンおよびタッチディスプレイ
を痛めることがあります。
e PCMの清掃に変性アルコール、シンナー、ガソリ

ン、アセトン、アルコール類（エタノール、メタ
ノール、またはイソプロピルアルコール）などの
溶剤、または研磨剤などを使用しないでくださ
い。

e スクリーンおよびタッチディスプレイに直接ク
リーナーや他の液体を吹きつけないでください。
水が入ると、電子部品は修理不能になることがあ
ります。液体を吹き付けるのではなく、布にしみ
こませて注意深くスクリーンを拭いてください。

適切に車両を清掃するために、次の点を順守してくだ
さい：
e スクリーンとタッチ ディスプレイは擦ると傷がつ

く恐れがあります。 時々、清潔で柔らかい乾いた
布 (マイクロファイバー クロス) で慎重にスクリー

ンとタッチ ディスプレイを清掃してください。 清
掃の際、表面に力を加えすぎないでください。

e 指紋は、少し湿らせた布や中性洗剤を使用してふ
き取ります。

車両の保管
車両を長期間にわたり保管する場合には：ポルシェ正
規販売店にご連絡ください。 必要な対策 (腐食の予
防、お手入れ、メンテナンス、保管など) についての情
報やアドバイスを喜んでお伝えします。
> 「けん引」の章（ 80ページ）を参照してくださ

い。
バッテリーを切り離している場合の車両のロックに関
する情報は以下をご覧ください：
> 「セントラル ロック」の章（ 136ページ）を参照

してください。
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車両設定
モデル、国別仕様および装備仕様に応じて、様々な車両機能を調整できます。 ここで説明した車両機能は、すべてのモデル、国別仕様および装備仕様で利用可能なわけでは
ありません。 安全のため、一部の機能は停車中のみ利用できます。
車両機能はイグニッションを OFF にしても保存され続けます。
> 「パーソナル設定」の章（ 213ページ）を参照してください。

希希望望すするる操操作作 何何をを選選択択すするるべべききでですすかか?? 操操作作場場所所

ロック / ロック解除オプションを設定する e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e ロロッックク

ライト、フロント ワイパーおよびドア ミラーを調整する e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e ラライイトトとと視視界界

シート ヒーター、シート ベンチレーターおよびシート位置を調節する e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e シシーートト設設定定

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) を設定する e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e タタイイヤヤ空空気気圧圧モモニニタタリリンンググ > p. 154

マルチファンクション ステアリング ホイール / センター コンソール ス
イッチ パネルのショートカット キー (◊◊ ボタン) を設定する

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e ハハンンドドルル ボボタタンン / シショョーートトカカッットト
キキーー

サービス履歴を表示する (サービスの電子記録) e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e ササーービビスス履履歴歴
実施されたサービスおよびサービス範囲が表示されます。

自動リフト機能の設定 e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e ススママーートト リリフフトトのの設設定定

PCM 表示を調整する e 車車両両 e 制制御御 e 表表示示 e PPCCMM をを表表示示

インストルメント パネル ディスプレイを調整する e 車車両両 e 制制御御 e 表表示示 e イインンスストトルルメメンントト ククララススタターーのの表表示示

インストルメント パネルのカスタマイズ表示を調整する e 車車両両 e制制御御 e表表示示 eイインンスストトルルメメンントト ククララススタターーのの表表示示 e
ココンンテテンンツツ e カカススタタママイイズズ表表示示

様々な車両情報をドラッグ & ドロップで 4 つのフィールドに記載するこ
とができます。 車両情報の 1 つの項目を複数のフィールドに同時に割り
当てることはできません。

追加機能の表示を変更する e 車車両両 e 制制御御 e 表表示示 e 追追加加機機能能
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希希望望すするる操操作作 何何をを選選択択すするるべべききでですすかか?? 操操作作場場所所

日付と時刻を設定する e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e 日日付付とと時時刻刻

単位を設定する e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e ユユニニッットト

ボイス コントロール システムを設定する e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e ボボイイスス ココンントトロローールル

言語を設定する e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e 言言語語

警告シグナルおよびパークアシストの音量を調整する e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e 警警告告シシググナナルル

ソフトウェア アップデートを実行する e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e ソソフフトトウウェェアア アアッッププデデーートト

工場設定にリセットする e 車車両両 e 制制御御 e シシスステテムム e 工工場場出出荷荷時時設設定定
工場設定にリセットすると、すすべべててのの設定が削除されます。
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収納スペース
荷物の収納

警警告告 荷物が固定されていな
い、または設置位置が正
しくない場合

固定されていない荷物、あるいは積載位置が正しくな
い荷物は、急ブレーキ、進路変更、または事故の際
に、位置がずれたり飛び出したりして乗員を危険にさ
らす可能性があります。
e 車内に固定していない物を載せて走行しないでく

ださい。
e 収納コンパートメントのカバーが開いた状態で重

量物を運搬しないでください。
e 走行中はロック可能な小物入れを閉じてくださ

い。

警警告告 センター コンソール内の
もの

小物入れやカップホルダーがセンター コンソールに挿
入されていない場合、何かがパーキング ブレーキ ボタ
ンの操作を妨げたり、作動させたりしてしまう可能性
があります。 これにより意図せずブレーキがかかって
しまう恐れがあります。
e センター コンソールに荷物を収納する場合は、必

ず付属の小物入れを使用してください。
e カップホルダーは、その用途の通り、飲み物を収

納するためにのみ使用してください。
e 荷物をカップホルダーに収納しないでください。
e カップホルダーまたは小物入れが挿入されていな

い状態では車両を操作しないでください。

知知識識

収納ネットを損傷する危険があります。
e 収納ネットの中に重量物やかさばる物を置かない

でください。

知知識識

リヤ シート後方に荷物を置くと、コンバーチブル トッ
プまたはルーフ システムを開いたときに損傷する恐れ
があります。
e コンバーチブル トップまたはルーフ システムを開

く前に、リヤ シート後方の荷物を取り除いてくだ
さい。

車両装備により、次のような収納オプションが利用で
きる場合があります。
– 2 つのカップ ホルダー
– グローブ ボックス
– ドアのボトル トレイ付き小物入れ
– 助手席フットウェルの収納ネット
– センター コンソールの小物入れ
– アームレストの小物入れ
– リヤ シート後方のリヤ シェルフ

グローブ ボックスの開閉

図 95：グローブ ボックスを開く

グローブ ボックスを開く
e ハンドルを引いてください。

グローブ ボックスは自動的に開きます。

グローブ ボックスを閉じる
e カバーを押して閉じてください。
グローブ ボックスは、エマージェンシー キーを用いて
ロックやロックの解除ができます。

小物入れの取り付けおよび取り外し
警警告告 センター コンソール内の

もの

小物入れやカップホルダーがセンター コンソールに挿
入されていない場合、何かがパーキング ブレーキ ボタ
ンの操作を妨げたり、作動させたりしてしまう可能性
があります。 これにより意図せずブレーキがかかって
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しまう恐れがあります。
e センター コンソールに荷物を収納する場合は、必

ず付属の小物入れを使用してください。
e カップホルダーは、その用途の通り、飲み物を収

納するためにのみ使用してください。
e 荷物をカップホルダーに収納しないでください。
e カップホルダーまたは小物入れが挿入されていな

い状態では車両を操作しないでください。

図 96：小物入れの取り付けおよび取り外し

小物入れの取り付け
車両には、センター コンソールに挿入できる小物入れ
が付いています。
e センター アームレストの前の開口部に小物入れを

挿入し、可能な限り下方に押し込みます。

小物入れの取り外し
e 小物入れを握って取り外します。

アームレストの小物入れを開く

図 97：アームレストの小物入れを開く

小物入れを開く
e アームレストの右側のボタンを押してください。

リッドが自動的に開きます。
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タイヤおよびホイール
タイヤの寿命は、適正なタイヤ空気圧やホイール アラ
イメント以外に、お客様の運転スタイルにも左右され
ます。 急加速や高速でのコーナリング、ブレーキを酷
使する運転スタイルは、タイヤの摩耗を早めます。 ま
た、外気温度が高いときや悪路での走行も、タイヤの
摩耗を早める原因です。

積載荷重および速度の要件を満たす
e 適切な速度で走行してください。
e 車両に規定重量を超える荷物を積まないように

し、ルーフ積載荷重を確認してください。
> 「テクニカル データ」の章（ 305ページ）を参照

してください。

タイヤ空気圧の点検
知知識識

不十分なタイヤ空気圧が原因でタイヤがオーバーヒー
トし、目に見えない損傷が生じることがあります。
e タイヤ空気圧を補正しても目に見えないタイヤの

損傷は除去されません。
e 温かいタイヤから空気を決して抜かないでくださ

い。 タイヤが温かい場合、タイヤ空気圧が上昇し
ます。 これにより、タイヤ空気圧が規定値下に低
下する原因となる場合があります。

図 98：タイヤ空気圧プレート

規定の空気圧を維持してください。 これらの値は、タ
イヤが冷えているとき (20 °C) の値です。
e タイヤ空気圧プレートを確認します。
e タイヤが冷えているときに、最低 2 週間ごとにタ

イヤ空気圧を点検します。

タイヤ空気圧モニタリング (TPM)
警警告告 欠陥のあるタイヤ

欠陥のあるタイヤで走行すると、重大な事故につなが
ることがあります。
e 赤色のタイヤ空気圧警告がインストルメント パネ

ルに表示される場合：直ちに適切な場所に停車
し、タイヤに損傷がないか点検してください。 必
要に応じて、パンク修理剤で損傷箇所の修理を行
うか、スペア ホイールを装着してください。

e 損傷したタイヤを装着したままで運転を続けなないい
でください。 損傷したタイヤは速やかに交換して
ください。 ポルシェ正規販売店にご相談くださ

い。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

e 空気圧を調整しても短時間で空気が抜ける場合、
そのタイヤでの運転を続けなないいでください。 不安
な場合は、ポルシェ正規販売店で点検を受けてく
ださい。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めい
たします。十分なトレーニングを受けた経験豊か
なスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用
装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

警警告告 コンフォート プレッ
シャーでの高速走行

コンフォート プレッシャーでの制限速度を超過して走
行するとタイヤおよびホイールの損傷につながりま
す。
e インストルメント パネルに表示された最大速度ま

で減速してください。
e 高速走行するときは、タイヤ空気圧を標準タイヤ

空気圧まで充填してください。

タイヤ空気圧モニタリングには、次の機能がありま
す：
– タイヤ空気圧および温度の常時モニタリング。
– 走行中の実際のタイヤ空気圧 (実際の空気圧) の表

示。
– 2 段階のタイヤ空気圧警告 (黄色と赤色の警告)。
– 停車時：規定空気圧との空気圧差の表示。

タイヤ空気圧警告灯 およびインストルメント クラ
スターの関連するメッセージは、空気圧が不足してい
る場合、2 段階 (空気圧低下の程度に応じて、黄色およ
び赤色のタイヤ空気圧警告) で警告を表示します。
タイヤ空気圧警告灯が消灯するのは、タイヤ空気圧が
正された場合だけです。
黄色のタイヤ空気圧警告は、車両を停止してイグニッ
ションを OFF にした場合、またはイグニッションを再
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度 ON にした場合に、約 10 秒間表示されます。 イグ
ニッションを ON にすると黄色のタイヤ空気圧警告を
確認できます。 赤色の空気圧警告は走行中でも表示さ
れ、異常を知ることができます。
e タイヤ空気圧が適正であるにもかかわらず、タイ

ヤ空気圧警告灯が点灯し、タイヤ空気圧警告が表
示される場合、ポルシェ正規販売店にご相談くだ
さい。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいた
します。十分なトレーニングを受けた経験豊かな
スタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装
置を駆使し、確かな整備をお約束します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

タイヤ空気圧モニタリングは、自然に発生する圧力低
下や異物による緩やかな圧力低下を警告します。タイ
ヤ空気圧モニタリングは、突然生じるタイヤの損傷に
ついては警告しません (予期しない外部効果によるパン
クなど)。

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) システムの故
障
次のような場合は、TPM は正常に機能しません：
– タイヤ空気圧モニタリング システムが故障してい

る場合。
– タイヤ空気圧モニタリング システム用のホイール

トランスミッターが取り付けられていない場合。
– タイヤの設定を更新した直後の登録プロセス中。
– ホイールを交換した後、設定を更新しなかった場

合。
– タイヤの温度が高すぎる場合。

タイヤ空気圧の確認
個々のタイヤの空気圧は、約25 km/h の速度を超えた
場合、またはタイヤに 0.1 bar 以上の空気を補充した
場合にのみ表示されます。 車両が約 10 分以上停止し
た後にイグニッションを ON にした場合、タイヤ空気
圧の代わりにダッシュ記号 (-.-) が表示されます。

e タタイイヤヤ空空気気圧圧 e 現現在在のの空空気気圧圧

この空気圧表示は、情報としてのみ利用してくださ
い。 タイヤ空気圧は温度によって変化します。
e いかなる場合も、この表示を元にタイヤ空気圧を

調整しないでください。

圧力差を表示する

図 99：圧力差の例

bb 車両は停止している。

e タタイイヤヤ空空気気圧圧 e 空空気気圧圧偏偏差差

該当するホイールの規定圧との差が表示されます。
例：
右リヤ ホイールに対して ––00..11 bbaarr と表示された場合
は、このタイヤに 0.1 bar の空気を補充してくださ
い。 表示されている空気圧は、タイヤ温度を考慮した
結果の数値です。
e タイヤ空気圧を補正するときは、ディスプレイま

たは該当するタイヤ空気圧警告に表示される空気
圧差を必ず使用してください。

タイヤ設定
タイヤのタイプとタイヤのサイズ、負荷およびコン
フォート / 標準空気圧の設定はダッシュボードのタッ
チ ディスプレイで行えます：
> 「タイヤ空気圧モニタリング (TPM)」の章（ 154

ページ）を参照してください。

タイヤ温度の表示

警警告告 車両コントロールの喪失

タイヤ温度表示がもたらすメリットがあるとしても、
ドライバーには、路面、天候、周囲の交通状況に応じ
た適切な運転に努める責任があります。
タイヤ温度表示は、不適切な走行速度による事故の危
険性を減少させるものではありません。
e 路面、天候、周囲の交通状況と車両挙動に適した

スタイルで走行してください。

bb スポーツ クロノ パッケージ装備車
bb サマー タイヤまたはウルトラ ハイ パフォーマンス

タイヤ (UHP タイヤ) 装着済み、および TPM シス
テムで選択済み。

タイヤ温度表示は、ドライバーがタイヤの現在の温度
を確認するサポートを行います。
これにより、タイヤのグリップと固さが示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

タイヤ温度は、複数の要因 (加速度、ホイール スピー
ド、外気温など) から算出されます。 タイヤ温度表示
により、トレッド表面、ベルト コア、およびタイヤ内
側の温度の平均値が表示されます。 そのため、タイヤ
の特定のポイントで表示されたタイヤ温度を確認する
ことはできません。

表表示示
タイヤ温度は、各ホイールのタイヤ空気圧 (実際の空気
圧) の横にある色付きのバーとしてインストルメント
クラスターに表示されます。
冷間タイヤは青いバーで示されます。 移行時間中は、
バーの色が青から白に変わります。 白いバーは、温か
いタイヤを示します。 バーが大きくなるほど、タイヤ
は温かくなります。
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冷冷間間時時

移移行行時時間間

作作動動温温度度

イインンフフォォメメーーシショョンン

ポルシェ社が承認したサマー タイヤおよび UHP タイ
ヤにより、冷間タイヤでも幅広い温度範囲で安全に走
行できます。
e 路面、天候、周囲の交通状況と車両挙動に適した

スタイルで走行してください。
e 最高のドライビング ダイナミクスで走行するた

め、またはレース サーキットで走行するために、
タイヤが作動温度に達していることを必ず確認し
てください。

PCM でのタイヤ空気圧モニタリング
(TPM) の設定

警警告告 不適切な設定

極端に低いまたは高いタイヤ空気圧は、タイヤおよび
ホイールに修復不可能な損傷を与えるだけでなく、制
動距離が長くなり、事故を起こす危険が大幅に高まり
ます。
タイヤ空気圧モニタリングを使用している場合でも、
タイヤ空気圧を適切に維持し、車両を適切に設定する
ことはドライバーの責務です。 不完全な、または不適
切な設定は、警告とメッセージ表示に悪影響を及ぼす

可能性があります。
e タイヤの種類および積載重量に適したタイヤ空気

圧に調整してください。
e タイヤ空気圧モニタリング メニューの設定が、車

両に装着されているタイヤおよび車両の積載荷重
と一致していることを確認してください (特にホ
イール交換後または車両積載の変更後)。

e 新しく装着したホイールのタイヤ空気圧が以前の
設定と一致しているとしても、タイヤ空気圧モニ
タリング メニューでタイヤの種類とタイヤのサイ
ズを再度選択してください。

空気圧偏差および充填情報の表示
bb 車両は停止している。

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e タタイイヤヤ空空気気圧圧監監視視
シシスステテムム e 空空気気圧圧偏偏差差

該当するホイールの規定空気圧と規定空気圧との差、
および積載量、タイヤの種類、タイヤのサイズに関す
る設定が表示されます。
例: 右リヤ ホイールに対して ––00..11 bbaarr (–1.5 psi) と表
示された場合は、このタイヤに 0.1 bar (1.5 psi) の空
気を補充してください。 表示されている空気圧は、タ
イヤ温度を考慮した結果の数値です。
e タイヤ空気圧を補正するときは、ディスプレイま

たは該当するタイヤ空気圧警告に表示される空気
圧差を必ず使用してください。

タイヤをまだ登録していない場合、現在の空気圧偏差
の代わりに、新しい規定空気圧が表示されます。

タイヤの種類とサイズの設定

イインンフフォォメメーーシショョンン

利用できる項目は、車両のモデルやタイヤの種類によ
り異なります。このため本書で説明しているオプショ
ンの中には、利用できないものが含まれている場合が
あります。
e タイヤ空気圧モニタリング メニューで選択できな

いサイズのタイヤとホイールを装着するときは、
装着の前に不足している情報を追加する必要があ
ります。ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

e ポルシェが認定したタイヤとホイールのみを使用
してください。

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e タタイイヤヤ空空気気圧圧モモニニ
タタリリンンググ e タタイイヤヤ選選択択

全負荷または部分積載の選択

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e タタイイヤヤ空空気気圧圧モモニニ
タタリリンンググ e 全全負負荷荷

全全負負荷荷
全負荷が選択されます。
全全負負荷荷
部分積載が選択されます。

e 選択した荷重タイプに応じてタイヤ空気圧を調整
してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

全全負負荷荷が表示されない場合は、荷重タイプに応じてタ
イヤ空気圧の調整が必要ないことを意味します。
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コンフォートまたは標準プレッシャーの選択
タイヤ空気圧は乗り心地の快適性を向上させるために
減圧することができます。
コンフォート プレッシャーを選択した場合、タイヤ空
気圧モニタリングはタイヤ空気圧をモニタリングして
自動的に低いプレッシャー値を使用します。

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e タタイイヤヤ空空気気圧圧モモニニ
タタリリンンググ e ココンンフフォォーートト ププレレッッシシャャーー

ココンンフフォォーートト ププレレッッシシャャーー
コンフォート プレッシャーが選択されま
す。
ココンンフフォォーートト ププレレッッシシャャーー
標準プレッシャーが選択されます。

e コンフォート プレッシャーまたは標準プレッ
シャーにタイヤ空気圧を調整してください。

タイヤ空気圧モニタリングの登録
タイヤ / ホイールを交換、ホイール トランスミッター
を交換、またはタイヤの設定を更新すると、タイヤ空
気圧モニタリング システムがタイヤの登録を開始しま
す。 このプロセスによって、タイヤ空気圧モニタリン
グ システムが各タイヤとその装着位置を認識します。
タイヤ空気圧モニタリング システムが各タイヤの装着
位置を割り当てると、直ちにタイヤの位置と空気圧情
報が表示されます。
このプロセス中、PCM に冷間時 (20 °C) の規定タイヤ
空気圧が表示され、インストルメント クラスターに
メッセージが表示されます。
すべてのタイヤの登録が完了するまで、インストルメ
ント パネルのタイヤ空気圧警告灯 が点灯したまま
になります。

タイヤ空気の充填
注注意意 高温の充填ホース

充填中に、コンプレッサー充填ホースが高温になり、
やけどの原因となる場合があります。
e 作業用手袋を着用してください。

コンプレッサーはラゲッジコンパートメント内のカ
バーの下にあります。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255ペー

ジ）を参照してください。
> コンプレッサーの取扱説明書を読み、遵守してく

ださい。
11.. コンプレッサー充填ホースをタイヤ バルブにねじ

込んでください。
22.. コンプレッサーを車両のプラグ ソケットに接続

し、コンプレッサーを ON にしてください。
タイヤに空気が充填されます。

33.. 空気圧計で充填した圧力を点検し、必要であれば
タイヤ空気圧を調整してください。 もう 1 回タイ
ヤ空気圧を点検してください。

44.. コンプレッサーを OFF にしてください。
55.. コンプレッサー充填ホースをゆるめます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

また、ガソリンスタンドでもタイヤ空気圧の点検、お
よびタイヤに空気の充填ができます。

タイヤ空気圧を下げる
11.. コンプレッサーを OFF にしてください。
22.. 規定のタイヤ空気圧になるまで、充填ホースのエ

ア抜きスクリューを開いてください。

タイヤ表記の読み取り

図 100：タイヤ表記

AA タイヤ幅 (mm)
BB 偏平率 (％)
CC タイヤ構造記号
DD リム径 (インチ)
EE ロード インデックス
FF 速度記号

速度記号 FF は、そのタイヤの許容最高速度を示しま
す。

HH 210 km/h まで

VV 240 km/h まで

WW 270 km/h まで
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YY 300 km/h まで

((YY)) 300 km/h まで (Y 記号タイヤの場合) タ
イヤのロード インデックス (最大積載容
量) の 85% までを搭載した状態の場
合、300 km/h 以上の速度で走行するこ
とが可能です (300 km/h 以上で走行す
る場合はタイヤ メーカーの確認が必要
です)。

タイヤの損傷の検出
警警告告 見えないタイヤ損傷とリ

ム フランジの損傷

目に見えないタイヤの損傷によりタイヤがバーストす
る恐れがあります。 車両のコントロールを失う恐れが
あります。
e 定期的にタイヤの状態 (側面も含めて) を点検し、

異物の噛み込み、欠損、切り傷、亀裂、側面の膨
れなどがないか確認してください。

e 縁石を乗り越えるときは、速度を下げ、できるだ
け直角に通過してください。 傾斜が大きく縁が
尖った縁石や角ばった物体 (石など) に強くぶつ
かったり乗り上げたりしないように注意してくだ
さい。

e ホイールを損傷した可能性があるとき (特に内側)
は、専門家による点検を受けてください。 ポル
シェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規
販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

e いかなる場合も、タイヤを修理しないでくださ
い。 タイヤ シーラントを使用してタイヤの傷をふ
さぐことは、最寄りの修理工場まで走行するため
の応急処置に過ぎません。

タイヤに次のような損傷を受けた場合は、安全のため
にタイヤを交換してください：
– タイヤ内部の構造物の層が損傷した可能性がある

とき。
– タイヤ空気圧が不足しているときや、損傷箇所が

ある場合など、それらが原因でタイヤが過熱した
り、異常な負荷がかかった可能性があるとき。

タイヤおよびリムの交換
e ホイール交換の際には、イグニッションを OFF に

してください。

警警告告 グリップの低下

新品のタイヤはグリップ性能を十分に発揮できませ
ん。
e このため最初の 200 km は、控えめな速度で走行

してください。これによりタイヤ寿命が伸び、性
能を最大限に引き出すことができます。

e 同一メーカーの同一仕様番号 (｢NA...｣など) のタイ
ヤのみを装着してください。

e 新しいタイヤを取り付ける前に、タイヤの最新承
認状況についてポルシェ正規販売店にお尋ねくだ
さい。

e ポルシェがテストを行い、承認したタイヤのみを
使用してください。

e 同一アクスル上のトレッド溝の深さの差は30 % を
超えないようにしてください。

e 使用経歴が不明な中古タイヤは使用しないでくだ
さい。

e トレッド溝の深さの差を原因とする車両操作への
不必要な影響を避けるため、同一アクスルのタイ
ヤは必ず同時に両方交換してください。

e タイヤの交換は、必ず専門の整備工場で実施して
ください。 ポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス

タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

e ハンドリング特性の変化に合わせた運転をしてく
ださい。

e タイヤ空気圧モニタリング (TPM) 用タイヤ空気圧
センサー付きタイヤのみを使用してください。

e この車両の TPM システムに適合するホイールであ
ることを確認してください。 この車両の適正ホ
イールと TPM システムに関する情報は、ポルシェ
正規販売店にお問い合わせください。

e タイヤを交換するときは、タイヤ空気圧センサー
のバッテリー充電状態を点検してください：ポル
シェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規
販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

> 「テクニカル データ」の章（ 305ページ）を参照
してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

新しいタイヤを 1 つのアクスルのみに取り付ける場
合、前後のアクスルのトレッド溝の深さの相違によ
り、以前の慣れた運転挙動が大きく変化する可能性が
あります。新しいタイヤをリヤ アクスルに取り付ける
場合は特にそうです。とはいえ、タイヤの走行距離が
長くなるにつれ、影響は減少していきます。

バルブおよびバルブ キャップの点検
と交換
e タイヤ空気圧モニタリング システム (TPM) 用のポ

ルシェ純正バルブのみを使用してください。
e タイヤを交換する場合は必ずバルブを点検し、必

要に応じて交換してください。 ポルシェ正規販売
店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニ
ングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術
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情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備
をお約束します。

バルブ キャップがない場合、ほこりや汚れからバルブ
を保護することができないため、漏れの原因になるこ
とがあります。
e バルブ インサートの汚れを防ぐため、必ずバルブ

キャップをしっかりと閉めてください。 バルブ イ
ンサートが汚れると、タイヤ空気圧がゆっくり減
少する場合があります。

e 紛失した場合は、直ちに新しいバルブ キャップを
取り付けてください。

e プラスチック製のバルブ キャップのみを使用して
ください。

ウインター タイヤを使用する
警警告告 最高許容速度の超過

最高許容速度を超えると、タイヤがバーストする恐れ
があります。
e タイヤの最高許容速度を守ってください。
e タイヤの側面に M+S 名称、または雪の結晶のマー

ク (国により異なる) がある場合、最高許容速度記
号が車両の最高速度より低いウィンター タイヤの
みを装着してください。 各国の法律を遵守してく
ださい。

e 最高許容速度を示すステッカーを、ドライバーの
目に付く場所に貼り付けてください。 各国の法律
を遵守してください。

e 許容最高速度を制限速度として設定します。

e 積雪や凍結の恐れがある時期が近づいたら、早め
にウィンター タイヤを装着してください。

e ポルシェがテストを行い、承認したタイヤのみを
使用してください。

e 新しいタイヤを取り付ける前に、タイヤの最新承
認状況についてポルシェ正規販売店にお尋ねくだ
さい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

このようなタイヤを気温が低いときに使用し続ける
と、ドライ / ウェット路面に関係なく、走行中やコー
ナリング後の加速中に振動に伴うノイズが発生するこ
とがあります。
サマー タイヤの走行性能は、気温が 7 °C を下回ると
低下し、快適性も損なわれます。 このため、ポルシェ
社では気温が 7 °C を下回る時期にはウィンター タイ
ヤの使用を推奨しています。
さらに外気温度が -15 °Cを下回り極端に低くなると、
サマー タイヤに恒久的な損傷が生じることがありま
す。
ウィンタータイヤは、トレッド溝の深さが 4 mm 以下
になると使用に適さない状態になります。

スノーチェーンを使用する
スノー チェーンはリヤ タイヤのみに装着してくださ
い。また「テクニカル データ」の章のリストを参照し
て、スノー チェーンの装着に適したタイヤ / ホイール
の組み合わせを使用しなければなりません。
e スノー チェーンとタイヤ ハウスのクリアランスを

十分に確保するため、ポルシェ社が承認したス
ノーチェーンのみを使用してください。

e チェーンを装着する前に、タイヤに溜まった雪や
氷を取り除いてください。

e 最高速度については各国の法規に従ってくださ
い。

タイヤ トレッドの点検
多くのタイヤはトレッド中央部にウェア インジケー
ターを備えています。 ウェア インジケーターは主要な
トレッド溝に設けられており、トレッド溝の深さが最
少の 1.6 mm になると現れます。
e タイヤのトレッドを定期的に点検してください。

特に長距離走行の前後は、入念に点検してくださ
い。

タイヤ トレッドの深さの測定
e 市販のトレッドの深さを測るゲージまたはキャリ

パーをタイヤ トレッドに挿入してタイヤ トレッド
の深さを測定します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

タイヤの摩耗に偏りがある場合、車両の不具合が考え
られます：
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

タイヤの保管
製造から 6 年以上が経過したタイヤは使使用用ししなないいでく
ださい。 年数が経過すると、ゴムに弾性を与えるため
に添加している化学添加物の効果が弱まり、ゴムがも
ろくなります。 タイヤの製造時期は、タイヤ側面の
DOT コードでわかります。 例えば、最後の 4 桁の数
字が 3016 の場合、タイヤが 2016 年の第 30 週に製
造されたことを示します。
e タイヤは、常に乾燥した冷暗所に保管してくださ

い。 ホイールに装着していないタイヤは、立たせ
た状態で保管してください。

e 外気温が -15 °C 以下の場所にサマー タイヤを保管
したり、またはサマー タイヤ装着車を駐車したり
しないでください。

e 燃料、オイル、グリースなどがタイヤに触れない
ようにしてください。

ホイールのバランス調整
万一に備えて、春 (サマー タイヤ) および冬 (「M+S」
のタイヤ) の前にホイールのバランス調整を実施してく
ださい。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

タイヤおよびホイール

160

トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

ホイール交換
警警告告 車両の下側の作業

ジャッキから車両が滑り落ちる恐れがあります。
e ジャッキ アップやホイール交換時に、車内に人が

いないことを確認してください。
e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキ アッ

プ ポイントで持ち上げてください。
e 車両が斜面 (上り坂、下り坂、道路端に向かって傾

斜している場所など) に駐車されている場合は絶対
にジャッキ アップしないでください。

e ジャッキは、ホイール交換時に車両を持ち上げる
ためのみに使用してください。

e 車両の下に入って作業する場合は、必ず強固なサ
ポート スタンドで車体を支えてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ホイール交換に必要な工具 (ジャッキ、ホイール ボル
ト レンチ、取付補助工具など) は車両の標準装備では
ありません。
e 必要な工具についての情報は、ポルシェ正規販売

店にお問い合わせください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

前輪と後輪のタイヤとホイールのサイズは異なりま
す。 ホイールを取り外す場合は、各ホイールの回転方
向や取り付け位置をマーキングしておき、これらの
マーキングに従って取り付けを行います。
e 認可されたサイズの前輪 / 後輪用ホイール / タイ

ヤを必ず使用してください。
> 車両の公式登録書類またはこのマニュアルの｢テク

ニカル データ｣の章を参照してください。

ホイール取り付け面のお手入れ

図 101：ホイール取り付け面

知知識識

ホイールおよびホイール取り付け面を損傷する恐れが
あります。
e ブレーキ ディスクのホイール取り付け面 BB および

ホイール ハブ自体にグリースを絶対に塗布ししなないい
ででくくだだささいい。

e AAの領域にのみグリースを塗布します。これらの領
域にグリースの Optimoly® TA を非常に薄く塗りま
す。ポルシェ正規販売店にお問い合わせくださ
い。他のグリースやペーストを使用しないでくだ
さい。

ホイール ボルトのお手入れ
e ホイール ボルトは取り付ける前に、必ず清掃して

ください。
e ホイール ボルトには油脂類を塗布しないでくださ

い。
e 損傷したホイール ボルトは交換してください。 こ

の車両専用のポルシェ純正ホイール ボルト、また
はポルシェ社が要求する性能、品質基準を満たす
同等部品のみを使用してください。

e ホホイイーールル ボボルルトトはは 116600 NNmm のの締締めめ付付けけトトルルククでで
締締めめ付付けけててくくだだささいい。。

e インパクト ドライバーなどの駆動式ツールは使用
しないでください。
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盗難防止ホイール ボルトの使用

図 102：盗難防止ホイール ボルト アダプター

盗難防止ホイール ボルトのアダプターは、ツール キッ
トにあります。
e 盗難防止ホイール ボルトを脱着するときは、この

アダプターをホイール ボルトとホイール ボルト レ
ンチの間に入れて使用してください。

e アダプターを取り付けるときは、ホイール ボルト
の歯がしっかり噛み合っていることを確認してく
ださい。

ホイール交換
車両の準備
11.. P ボタンを使用してトランスミッション パーキン

グ ロックを作動させます。
22.. エレクトリック パーキング ブレーキを作動させて

ください。
33.. イグニッションを OFF にしてください。
44.. 交換するタイヤの反対側の車輪に輪止めをするな

どして、車両が不意に動き出さないようにしてく
ださい。

55.. 交換するホイールのホイール ボルトまたはホイー
ル ナットをわずかにゆるめます。

66.. 車両のリフト アップは必ず所定のジャッキアップ
ポイントで行ってください。
> 「ジャッキおよびリフティング プラット

フォーム」の章（ 121ページ）を参照してくだ
さい。

77.. 車両を持ち上げ、ホイールを地面から浮かせてく
ださい。

ホイール交換

図103：PCCB非装備車には、組み付け補助工具を 1つねじ込
みます
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図 104：PCCB装備車には、組み付け補助工具を 2つねじ込み
ます

11.. PCCB 非装備車：ホイール ボルトを 1 本取り外
し、組み付け補助工具を 1 つねじ込みます。
–または –

1. PCCB装備車：ホイールボルトを 2本取り
外し、組み付け補助工具 2つ Aおよび Bを
ねじ込みます。

知知識識

ホイール交換を正しく行わないと、特に ポルシェ　セ
ラミック　コンポジット　ブレーキ 装備車の場合、ブ
レーキ ディスクを損傷する恐れがあります。
e タイヤを交換する場合は、組み付け補助工具を取

り付けてください。

22.. 残りのホイール ボルトを取り外してください。
> 「ホイール ボルトのお手入れ」の章（ 160

ページ）を参照してください。
33.. ホイールを取り外します。

> 「ホイール取り付け面のお手入れ」の章
（ 160ページ）を参照してください。

44.. 新しいホイールを取り付けます。
55.. ホイール ボルトを挿入し、対角線方向の順に少し

だけ締め付けてください。
66.. 組み付け補助工具を外し、残りのホイール ボルト

を仮締めしてください。 すべてのホイール ボルト
を対角線方向の順に少しだけ締め付け、ホイール
の中心位置を合わせてください。

77.. 必要に応じてタイヤの空気圧を調整してくださ
い。

88.. 車両を完全に下げた後、ジャッキを取り外してく
ださい。

99.. ホイール ボルトを対角線方向の順に完全に締め付
けてください。 インパクト ドライバーなどの駆動
式ツールは使用しないでください。

1100..ホホイイーールルのの交交換換後後、、直直ちちににトトルルクク レレンンチチをを使使用用
ししててホホイイーールルボボルルトトのの規規定定締締めめ付付けけトトルルクク ((116600
NNmm)) をを確確認認ししまますす。。

1111..タイヤ空気圧モニタリング (TPM) の設定は更新さ
れました。
> 「PCM でのタイヤ空気圧モニタリング (TPM)

の設定」の章（ 156ページ）を参照してくださ
い。

セントラル ホイール ロック付きホ
イールの交換

警警告告 セントラル ホイール ロッ
クに関する注意点

セントラル ホイール ロック付きホイールの交換は、標
準のホイール ボルト付きホイールの交換とは大きく異
なります。
ホイール交換の方法が正しくなかったり不適切なツー
ルを使用したりすると、損傷や作動不良が発生したり

ホイールがゆるんだりすることがあります。
e ホイールを交換する場合、以下に記載されている

手順に厳密に従ってください。
e センター ボルトのゆるめと締め付けには、純正の

ソケットのみを使用してください。
e 600 Nm の高い締め付けトルクに適しており、設

定値からの公差が 15% 以内のトルク レンチを使用
します。

警警告告 車両の下側の作業

組み付け時に大きく力がかかると、車両が動き出して
ジャッキから滑り落ちる恐れがあります。
e 利用可能な場合は、必ずリフティング プラット

フォームを使用してください。
e 車両が動き出さないように固定します。
e ジャッキ アップやホイール交換時に、車内に人が

いないことを確認してください。
e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキ アッ

プ ポイントで持ち上げてください。
e 車両が斜面 (上り坂、下り坂、道路端に向かって傾

斜している場所など) に駐車されている場合は絶対
にジャッキ アップしないでください。

警警告告 認定外部品およびホイー
ルの使用によるボルト接
続の欠陥

アクセサリー ホイールのハブ部分に不適切なサイズや
寸法の部品を使用すると、部品を破損するおそれがあ
ります。 追加でスペーサーを使用すると、ホイール取
り付け全体の機能が損なわれます。
e ポルシェで承認されている構成部品のみを使用し

てください。
e スペーサーは決決ししてて使使用用ししなないいでください。
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知知識識

インパクト レンチの強い衝撃により、センター ボルト
とキャプティブ ロックが損傷します。
コードレス インパクト レンチのリアクション アーム
により、リムが損傷する恐れがあります。
リアクション アームなしでコードレス インパクト レ
ンチを使用すると、高トルクの回り止めができず、傾
く恐れがあります。
e インパクト レンチは使使用用ししなないいででくくだだささいい。
e コードレス インパクト レンチは使用ししなないいでくだ

さい。

知知識識

ボルトの締め付け中は、ホイールが地面に触れないよ
うにして、自由に回転できるようにする必要がありま
す。 そうしないと、車両の重量により、ボルト接続部
に応力と不均衡が生じます。
e 取り付け時は、ホイールの締め付け前に車両を接

地状態にしないでください。
e 適切なトルク レンチのみを使用してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ホイール交換に必要な工具とグリース (ジャッキ、トル
ク レンチ、アルミニウム ペーストなど) は、車両に標
準装備されていません。
詳細情報については、ポルシェ正規販売店までお問い
合わせください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

前輪と後輪のタイヤ / ホイールのサイズは異なりま
す。
ホイールを取り外す場合は、各ホイールの回転方向や
取り付け位置をマーキングしておき、取り付け時はこ
れを目印にしてください。
e 認可されたサイズの前輪 / 後輪用ホイール / タイ

ヤを必ず使用してください。

ホイールの準備
ポルシェ センター ホイール ロックは、以下の構成部
品が適切に組み合わされた完全なシステムです。
– ホイール。
– キャプティブ ロック付きセンター ボルト。
– ブレーキ ディスク。
– ホイール スタッド。
– ホイール ハブ。
– キャップ。
ホイールの交換はポルシェ正規販売店で行ってくださ
い。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、
確かな整備をお約束します。

図 105：ラゲッジ コンパートメントのソケット

11.. ラゲッジ コンパートメントを開き、プラスチック
カバー AA を開きます。

22.. ソケットを取り外します。 センター ボルトは、必
ずこの純正のソケットを使用してゆるめてくださ
い。 常にソケットをラゲッジ コンパートメントに
保管し、故障の際にいつでも使用できるようにし
てください。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

タイヤおよびホイール

164

図 106：補助ツール付きソケット

ソケットには、カバー キャップを取り外すための補助
ツール CC が含まれています。 この補助ツールは四角い
部分から取り外して使用してください。使用した後は
元に戻してください。

知知識識

カバー キャップを慎重に外さないと、カバー キャップ
に傷が付く恐れがあります。
e カバー キャップは慎重に取り外してください。

図 107：補助ツールを使用してカバー キャップを取り外す

33.. 補助ツールを使用して、カバー キャップを取り付
け位置から慎重に取り外します。 そのために、そ
の金属の突起部をセンター ボルトの開口部の溝 AA
に奥まで挿入します。 次に、補助ツールを 90° 以
上回転させて戻します。

車両の準備
11.. PPDDKK装装備備車車：セレクターレバーのPボタンを押し

て、トランスミッション パーキング ロックを作動
させます。
–– ままたたはは ––
ママニニュュアアルル トトラランンススミミッッシショョンン装装備備車車：シフト
レバーをニュートラルの位置に動かします。

22.. エレクトリック パーキング ブレーキを作動させて
ください。

33.. イグニッションを OFF にしてください。
44.. キーを抜き取ってください。
55.. 交換するタイヤの対角線方向の反対側の車輪に輪

止めをするなどして、車両が不意に動き出さない
ようにします。

66.. 車両のリフト アップは必ず所定のジャッキアップ
ポイントで行ってください。
> 「ジャッキおよびリフティング プラット

フォーム」の章（ 121ページ）を参照してくだ
さい。

77.. 車両を持ち上げ、ホイールを地面から完全に浮か
せます。 ホイールの取り付けが完了するまで、車
両を下げないでください。

ホイールの取り外し

図 108：持ち上げられた車両

e 取り付け時は、ホイールの締め付け前に車両を接
地状態にしないでください。
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図 109：ソケットの押し込み

11.. ソケットを位置決めし、わずかな抵抗を受けなが
ら押し込みます。
ソケットはカチッという音がしてロックします。
これにより、センター ボルトのキャプティブ ロッ
クが解除されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ソソケケッットトをを押押しし込込むむここととががででききなないい場場合合：：
長期間使用したり、高い応力がかかり続けたりした場
合、ロック ピン AA が動かなくなる場合があります。

図 110：ロック ピンの解除

e この場合には、適切な補助ツール (細い丸棒など)
を使用して、ゴム ハンマーで軽く叩いてロック ピ
ン AA を解除します。

22.. 1 インチの四角い取り付け具が付いた、トルク レ
ンチまたは長いレバー (最適な長さは 1.2 m ～
1.5 m) をソケットに挿入します。

33.. 別別のの作作業業員員にブレーキ ペダルを踏んでもらい、ホ
イールにしっかりとブレーキをかけます。 パーキ
ング ブレーキまたはトランスミッションだけで
は、このトルクを回り止めできません。

警警告告 センター ボルトは突然ゆ
るみます

センター ボルトをゆるめるには、非常に高い解除トル
クが必要です。 解除トルクは、締め付けトルクよりも

大幅に大きくなる場合があります。 ボルトが急に動い
てゆるむ場合があります。
ソケットのはまり具合が不十分な場合、滑り落ちて怪
我をする恐れがあります。
e レバーで作業者が怪我をしたり車両部品が損傷し

たりしないように、十分な空間を確保してくださ
い。

e センター ボルトをゆるめるときには、ソケットを
しっかり奥まで押し込み続け、滑って外れないよ
うにしてください。

知知識識

ソケットが完全に押し込まれていない状態でセンター
ホイール ロックを開くと、キャプティブ ロックが損傷
する恐れがあります。
e センター ボルトをゆるめるときには、ソケットを

しっかり奥まで押し込み続け、滑って外れないよ
うにしてください。

e 回転方向に注意してください。
e フロント ホイールをゆるめる際は、別の作業員に

ステアリング ホイールをしっかり保持してもらっ
てください。
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図 111：センター ボルトのゆるめ

44.. 強力な力をかけてセンター ボルトをゆるめ、取り
外します。 その間ずっと、ソケットを完全に押し
込み続ける必要があります。

55.. 目に見える側を上にして、水、ほこり、汚れなど
が付かないようにして、センター ボルトを置きま
す。

知知識識

ポルシェ セラミック コンポジット ブレーキ (PCCB)
装備車ではブレーキ ディスクが損傷する恐れがありま
す。
e ホイールの取り外し時に、ホイールを PCCB ブ

レーキ ディスクの上に置かないでください。
e PCCB アッセンブリー エイドを使用します。

66.. ホイールを慎重に取り外します。

ホイールの取り付け準備
ホイールを取り付ける前に、関係する構成部品を清掃
および点検し、部分的にグリースを塗布する必要があ

ります。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポル
シェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の
技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備
をお約束します。

センター ボルトの点検

図 112：コーン リングの点検

e 大きな抵抗や不均一さがない状態で、センター ボ
ルトのコーン リング CC を回すことが可能でなけれ
ばなりません。 ほとんど回すことができない場合
は、センター ボルトの内側に再びグリースを塗布
します。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

図 113：キャプティブ ロックの点検

e キャプティブ ロック DD は時計回りに回すことが可
能でなければなりません。 金庫のダイヤル錠のよ
うにカチカチと音がします。

e キャプティブ ロック DD を反時計回りに回してはな
りません。 不規則なカチカチ音、ロックの遅れ、
スキップ、ジャミング (動かなくなる) が発生した
場合、キャプティブ ロックが破損していると考え
られます。 このセンター ボルトは、どんな状況で
あっても使用しないでください。
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図 114：ロック ピンの点検

e ロック ピン EE をボルトに約 1 cm 押し込みます。
ピンを放すと、ピンは元に戻ります。 固着してい
る場合は、キャプティブ ロックが破損していると
考えられます。 このセンター ボルトとキャプティ
ブ ロックは、どんな状況であっても使用しないで
ください。

ホイールの取り付け

図 115：ホイールをホイール ハブに取り付ける

知知識識

ポルシェ セラミック コンポジット ブレーキ (PCCB)
装備車ではブレーキ ディスクが損傷する恐れがありま
す。
e ホイールをホイール ハブに取り付けるときに、ホ

イールを PCCB ブレーキ ディスクの上に置かない
でください。

e PCCB アッセンブリー エイドを使用します。

11.. ホイールを傾けずに、ホイール ハブに慎重に取り
付けます。 ホイールを少し回してホイール スタッ
ドにはめ込み、ブレーキ ディスクに押し付けま
す。

ホイールを取り付ける際に、必ず次の表面にグリース
を塗布してください

図 116：構成部品にグリースを塗布する

22.. ホイールの円錐面 EE とホイール ハブのフロント外
側 FF から古いグリースや汚れを拭き取ります。 そ
の後、アルミニウム ペーストを非常に薄く塗布し
ます。 これにより、ボルトを所定の位置にまでス
ライドさせるのが容易になります。

33.. ホイール ハブのネジ山 GG にグリースを十分に塗布
する必要があります。 そのため、ボルトをねじ込
むときには、必ずアルミニウム グリースを塗布し
直してください。 古いグリースを除去しないでく
ださい。 他のすべての部品と接触面には、グリー
スが付かないようにする必要があります。

e ポルシェが承認したアルミニウム グリースのみを
使用してください。
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図 117：センター ボルトのねじ込み

44.. センター ボルトをホイール ハブに挿入し、手でね
じ込みます。

図 118：ソケットの押し込み

55.. ソケットを位置決めし、わずかな抵抗を受けなが
ら押し込みます。
ソケットはカチッという音がしてロックします。
これにより、センター ボルトのキャプティブ ロッ
クが解除されます。

66.. 1 インチの四角い取り付け具が付いたトルク レン
チをソケットに挿入します。

77.. 別別のの作作業業員員にブレーキ ペダルを踏んでもらい、ホ
イールにしっかりとブレーキをかけます。 パーキ
ング ブレーキまたはトランスミッションだけで
は、このトルクを回り止めできません。

e フロント ホイールを締め付ける際は、別の作業員
にステアリング ホイールをしっかり保持しても
らってください。

図 119：センター ボルトの締め付け

88.. センター ボルトを 660000 NNmm で締め付けます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ホホイイーールル ハハブブ、ブブレレーーキキ デディィススクク、ホホイイーールル スス
タタッッドド、ホホイイーールル、またはセセンンタターー ボボルルトトを交交換換し
た場合、センター ボルトを 22 回回締め付ける必要があり
ます。

図 120：新品の部品の使用

11.. センター ボルトを 660000 NNmm で締め付けます。
22.. センター ボルトを再度 11//44 回転ゆるめます。
33.. センター ボルトを再度 660000 NNmm で締め付けます。

図 121：ロック ピンの位置の確認
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44.. ロック ピン CC が歯の面取りの前部にあることを確
認します。

55.. 車両を完全に降ろしてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

後で (50 km 走行後など) センター ボルトを再度締め
付ける必要はあありりまませせんん。

図 122：カバー キャップの取り付け

66.. カバー キャップのラバー リングにグリースを薄く
塗布します。 これにより、カバー キャップの取り
付けと後の取り外しが容易になります。

77.. 位置決めタブがねじ溝に向くように、カバー
キャップをセンター ボルトに位置決めします。 そ
の後、キャップを取り付け位置まで押し込んでく
ださい。
カカババーー キキャャッッププがが適適正正なな位位置置にになないい状状態態でではは走走
行行ししなないいででくくだだささいい。 これを守らないと、水や汚
れが侵入して、キャプティブ ロックの機能が損な
われる恐れがあります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e ホイール交換後、タイヤ空気圧モニタリング
(TPM) の設定を更新します。

センター ボルトの緊急締め付けの実
施

警警告告 センター ボルトのゆるみ

センター ボルトがしっかり締め付けられていない状態
で走行すると、事故を起こす危険があります。
e 急加速やコーナリングは避けてください。
e 80 km/h を超える速度で走行しないでください。
e サーキット走行時に、緊急締め付け手順を絶対に

実施しないでください。

故障時に、センター ボルトの締め付けに必要な
600 Nm の高いトルクをかけるための適切なトルク レ
ンチを使使用用ででききなないい場合、緊急締め付けの手順でセン
ター ボルトを締め付ける必要があります。
– 長いレバー (約 1 m) と 1 インチのアダプター。
– トルク レンチ (100 Nm 用) と

1 インチのアダプター。
e ホイールを交換します。

> 「セントラル ホイール ロック付きホイールの
交換」の章（ 162ページ）を参照してくださ
い。

e 取り付け時は、ホイールの締め付け前に車両を接
地状態にしないでください。

図 123：センター ボルトを締め付けて再びゆるめる

11.. 長いレバーで大きな力を加えてセンター ボルトを
締め付け、再び 1/4 回転ゆるめます。

図 124：センター ボルトを締め付ける
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22.. 適切なトルク レンチを使用して、センター ボルト
を 110000 NNmm で締め付けます。

図 125：センター ボルトのマーク

センターボルトには および のマークが付いていま
す。
e ペンを使用して、ホイール上の マークの向かい側

に基準線を付けてください。

図 126：センター ボルトを締め付ける

33.. 長いレバーを使用して、 SSTTOOPP マークが基準線
に合うまでセンター ボルトを締め付けてくださ
い。 これにより、ボルトを確実に締め付けること
ができます。

44.. ロック ピンの点検とカバー キャップの取り付けの
手順を実施します。
> 「ホイールの取り付け」の章（ 167ページ）

を参照してください。
e 直ちにポルシェ正規販売店でセンター ボルトを再

度ゆるめ、適切なトルク レンチを使用して
660000 NNmm の規定トルクで締め付けてください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

サーキットでの走行 (スポーツ ドラ
イビング スクール、モーター スポー
ツ イベントなど)
公道走行時に比べて、サーキット走行には過度に高い
車両負荷が伴います。
このため、サーキット走行時には、センター ホイール
ロックに関する以下の仕様も遵守してください。

警警告告 サーキット走行

点検、メンテナンス、交換措置を実施しなかったり、
取り付け手順を誤って実施したりすると、構成部品の
故障や事故につながる恐れがあります。
これは、特にサーキット走行で合計走行距離が長く
なった場合に当てはまります。
e ツールが完全な状態であり、トルク レンチが正し

く設定されていることを確認してください。
e サーキットで走行する前に、現在の仕様と使用条

件を必ず確認してください。ポルシェ正規販売店
にお問い合わせください。

e サーキットでの走行前、必要な場合は走行中、走
行後に、センター ホイール ボルトの締め付けトル
クを点検してください。

e ホイールを交換する場合、ここに記載されている
手順に厳密に従ってください。
> 「セントラル ホイール ロック付きホイールの

交換」の章（ 162ページ）を参照してくださ
い。

e ホイールを交換する場合には、記載されているよ
うに必ず構成部品にグリースを塗布し直してくだ
さい。 高温になると、グリースはより早く消耗し
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ます。 または、グリースが塗布されているボルト
のセットを追加で用意しておきます。

e 故障したキャプティブ ロックが付いた状態では、
決して走行しないでください。

e 緊急締め付け手順を使用してホイールを締め付け
ることはしないでください。

e サーキットで走行した後は、センター ホイール
ロック システムのすべての構成部品 (センター ボ
ルト、キャプティブ ロック、ホイール、ホイール
ハブ、ホイール スタッド、ブレーキ ディスクなど)
の摩耗と損傷を必ず点検し、不安がある場合は交
換してください。

e ポルシェが指定した間隔で、高い応力がかかるア
クスル構成部品を交換します。 サーキットで走行
する前に、現在の仕様を確認してください。

e 摩耗によって車両操舵性が変わる場合があるその
他の部品 (ボール ジョイント、ラバー マウントな
ど) をすぐに点検し、不安がある場合は交換してく
ださい。
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チャイルド シート
危危険険 チャイルド シートの誤っ

た使用

チャイルド シートを正しく使用しなかった場合、重傷
または致命傷を負う危険があります。
車種に適さないチャイルド シートを使用した場合、ま
たはチャイルド シートを車両に正しく取り付けていな
い場合、事故の際に保護効果を十分に発揮できませ
ん。
e チャイルド シートに付属の取扱説明書をよく読

み、注意事項を必ず遵守してください。
e フル バケット シートではチャイルド シートを使用

しないでください。
e チャイルド シートは道路交通法に従って使用して

ください。
e ポルシェ社が推奨するチャイルド シートのみを使

用してください。 ポルシェ社推奨のチャイルド
シートは、ポルシェ社がテストを実施し、この車
両のインテリアやお子様の体重グループに適する
ように調整されています。 推奨外のチャイルド
シートはテストされておらず、万一のときに負傷
する危険性が高まります。

e チャイルド シートを助手席に取り付けている場合
は、助手席エアバッグを OFF にしてください。

> 「各種シートへのチャイルド シートの取り付け」
の章（ 178ページ）を参照してください。

ポルシェ社では、ポルシェ テクイップメント製品の
チャイルド シートを使用することを推奨いたします。
取り付け方法に関するインフォメーション:
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
> www.porsche.com/tequipment
> 「チャイルド シートの正しい取り付け位置の徹

底」の章（ 175ページ）を参照してください。

危危険険 チャイルド シートの助手
席での使用

助手席エアバッグは、ある程度の体格と最低限の体重
のある乗員にのみ保護効果を発揮します。 チャイルド
シートを助手席に取り付けた場合、または小柄な乗員
が助手席に乗車している場合、助手席エアバッグが作
動することにより重傷または致命傷を負う危険があり
ます。
e チャイルド シートを助手席に取り付ける前に、助

手席エアバッグを OFF にする必要があるか、必ず
確認してください。

e 助手席とチャイルド シート システムが確実に接す
るように助手席のバックレスト角度を調節するこ
と。

> 「助手席へのチャイルド シートの取り付けの概
要」の章（ 176ページ）を参照してください。

> 「助手席エアバッグの ON / OFF」の章（ 178
ページ）を参照してください。

e チャイルド シートが取り付けられている場合、
シート ヒーターを必ず OFF にしてください。

図 127：エアバッグ警告ラベル

図 128：サンバイザーのエアバッグ警告ラベル

e エアバッグ警告ラベル AA または警告標識を除去し
たり、汚損したり、判読不能にしたりしないでく
ださい。

チャイルド シートの正しい使用
このセクションは、1 つずつ遵守していただく必要の
ある 3 つの項目に分けられています。
e チャイルド シートを安全に取り付けるため、以下

の 3 つの項目すべてを注意深くお読みください。
11.. 適切な体重およびサイズ グループのチャイルド

シートを使用してください。
> 「適切な体重およびサイズ グループのチャイ

ルド シートの使用」の章（ 173ページ）を参
照してください。

22.. チャイルド シートの正しい取り付け位置で使用し
てください。
> 「チャイルド シートの正しい取り付け位置の

徹底」の章（ 175ページ）を参照してくださ
い。

33.. チャイルド シートを正しく取り付けてください。
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> 「チャイルド シートの正しい取り付け」の章
（ 177ページ）を参照してください。

適切な体重およびサイズ グループの
チャイルド シートの使用
e 適切な体重およびサイズ グループに加えて、チャ

イルド シートが正しく取り付けられており、取り
付け位置が適切であることも確認してください。
> 「チャイルド シートの正しい取り付け位置の

徹底」の章（ 175ページ）を参照してくださ
い。

> 「チャイルド シートの正しい取り付け」の章
（ 177ページ）を参照してください。

図 129：チャイルド シート システムの ECE ラベルの例

AA サイズ分類
BB ｢汎用 (ユニバーサル)｣または｢準汎用 (セミ ユニバーサル)｣

マーク
CC 体重グループ

e 準汎用 (セミ ユニバーサル) 認可のチャイルド シー
トの場合は、該当のチャイルド シートに付属す

る、またはインターネットで入手できる適合車種
一覧表を参照してください。

チャイルド シートの体重グループによる分類

ググルルーーププ 00、、00＋＋ののおお子子様様：：1133 kkgg ままでで
((IISSOOFFIIXX シシスステテムムおおよよびび車車両両シシーートト ベベルルトトにによよるる固固
定定))
この体重グループのお子様は、後後ろろ向向ききにに着着座座すするるタタ
イイププのチャイルド シートを必ず使用してください。

ググルルーーププ II ののおお子子様様:: 99 ～～ 1188 kkgg
((IISSOOFFIIXX シシスステテムムままたたはは車車両両シシーートト ベベルルトトにによよるる固固
定定))
この体重グループのお子様は、必ず前前向向ききにに着着座座すするる
タタイイププのチャイルド シートを使用してください。特別
な状況に限り、この体重グループのお子様は後ろ向き
に着座するタイプの特別なチャイルド シートを使用す
ることもできます。 このタイプのチャイルド シート
は、可能な限り、リヤ シートに取り付けてください。

ググルルーーププ IIII ののおお子子様様:: 1155 ～～ 2255 kkgg
((シシーートト ベベルルトトにによよるる固固定定))
この体重グループのお子様は、必ず前前向向ききにに着着座座すするる
タタイイププのチャイルド シートを使用してください。この
タイプのチャイルド シートは、可能な限り、リヤ シー
トに取り付けてください。

ググルルーーププ IIIIII ののおお子子様様:: 2222 ～～ 3366 kkgg
((シシーートト ベベルルトトにによよるる固固定定))
この体重グループのお子様は、必ず前前向向ききにに着着座座すするる
タタイイププのチャイルド シートを使用してください。この
タイプのチャイルド シートは、可能な限り、リヤ シー
トに取り付けてください。

チャイルド シートのサイズ グループによる分類

AA ISO/F3：前向き、フルサイズ チャイルド シート

BB ISO/F2：前向き、小型サイズ チャイルド シート

BB11 ISO/F2X：前向き、小型サイズ チャイルド シー
ト

CC ISO/R3：後ろ向き、フルサイズ チャイルド シー
ト

DD ISO/R2：後ろ向き、小型サイズ チャイルド シー
ト

EE ISO/R1：後ろ向き、乳幼児用チャイルド シート

FF ISO/L1：左向きチャイルド シート (ベビー キャ
リア)

GG ISO/L2：右向きチャイルド シート (ベビー キャ
リア)

ババッッククレレスストト装装備備ままたたはは非非装装備備ののブブーーススタターー
シシーートト
ISO/B2：前向きチャイルド シート (バックレス
ト装備または非装備のブースター シート)、減少
幅 440 mm
ISO/B3：前向きチャイルド シート (バックレス
ト装備または非装備のブースター シート)、全幅
520 mm

e チャイルド シートの適用範囲、および使用する
チャイルド シートのメーカーの取り付けおよび取
扱説明書を遵守してください。

体重およびサイズ グループの概要
この表は利用可能なチャイルド シート サイズの概要を
示しています。推奨する取り付け方法を示しているわ
けではありません。

体体重重ググルルーーププ ササイイズズ ググルルーー
ププ

チチャャイイルルドド
シシーートト

ググルルーーププ 00：
0～10 kg

F ISO/L1

G ISO/L2

E ISO/R1

ググルルーーププ 00
++：0～13 kg

C ISO/R3
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体体重重ググルルーーププ ササイイズズ ググルルーー
ププ

チチャャイイルルドド
シシーートト

D ISO/R2

E ISO/R1

ググルルーーププ II：9
～18 kg

A ISO/F3

B ISO/F2

B1 ISO/F2X

C ISO/R3

D ISO/R2

推奨するチャイルド シート システム

体体重重ググルルーーププ メメーーカカーー シシーートト ベベルルトトにによよるる固固定定 IISSOOFFIIXX シシスステテムムにによよるる固固定定

タタイイププ 適適合合番番号号 ポポルルシシェェ部部品品番番
号号

タタイイププ 適適合合番番号号 ポポルルシシェェ部部品品番番
号号

ググルルーーププ 00 おおよよびび 00
++：13 kg まで
e 助手席シートへの

取り付けのみに適
切です。 絶絶対対ににリ
ヤ シートに取り付
けないでくださ
い。

Britax-Römer ポルシェ ベビー
シート G0+

E1 04301146 955.044.805.84 ポルシェ ベビー
シート ISOFIX
G0+ 次次ののももののとと
組組みみ合合わわせせたた場場
合合ののみみ：ベース
ISOFIX

E1 04301146 955.044.805.84
次次ののももののとと組組みみ
合合わわせせたた場場合合のの
みみ:
955.044.805.97

ググルルーーププ II：9 から
18 kg

Britax-Römer ポルシェ ジュニ
ア シート
ISOFIX G1

E1 04301199 955.044.806.09 ポルシェ ジュニ
ア シート ISOFIX
G1

E1 04301199 955.044.806.09
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体体重重ググルルーーププ メメーーカカーー シシーートト ベベルルトトにによよるる固固定定 IISSOOFFIIXX シシスステテムムにによよるる固固定定

タタイイププ 適適合合番番号号 ポポルルシシェェ部部品品番番
号号

タタイイププ 適適合合番番号号 ポポルルシシェェ部部品品番番
号号

ググルルーーププ IIII：15 から
25 kg

Britax-Römer ポルシェ ジュニ
ア プラス G2 +
G3

E1 04301169 955.044.806.19 ポルシェ ジュニ
ア プラス ISOFIT
G2 + G3

E1 04301198 955.044.806.18

ググルルーーププ IIIIII：22 から
36 kg

Britax-Römer ポルシェ ジュニ
ア プラス G2 +
G3

E1 04301169 955.044.806.19 ポルシェ ジュニ
ア プラス ISOFIT
G2 + G3

E1 04301198 955.044.806.18

チャイルド シートの正しい取り付け
位置の徹底
e 適切な取り付け位置に加えて、チャイルド シート

が正しい体重およびサイズ グループで、正しく取
り付けられていることを確認してください。
> 「適切な体重およびサイズ グループのチャイ

ルド シートの使用」の章（ 173ページ）を参
照してください。

> 「チャイルド シートの正しい取り付け」の章
（ 177ページ）を参照してください。

下表は、ECE-R16 規格に従ってチャイルド シートを
使用する方法の概要です。

図 130：ISOFIX および i-Size のシンボル

AA ISOFIX チャイルドシートのアタッチメントのシンボル (国
によって異なる)

BB i-Size チャイルド シートのアタッチメントのシンボル (国
によって異なる)

i-Size および ISOFIX はチャイルド シート用の標準化
されたリテーニング ラグです。使用できるかどうかは
国によって異なります。ECE-R 129および ECE-R 44
に準拠して承認された ISOFIX チャイルド シートおよ
び i-Size チャイルド シートは、i-Size のリテーニング
ラグに取り付けることができます。

図 131：チャイルド シート取り付けのためのシート番号

AA 左ハンドル車
BB 右ハンドル車

シシーートト ベベルルトトにによよるる固固定定 IISSOOFFIIXX シシスステテムムにによよるる固固定定

シート番号に応じて許容される取り付け位置 3、4 および 6 3、4 および 6
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チチャャイイルルドド シシーートト取取りり付付けけののたためめののシシーートト番番号号 11 33 11 44 22 33 66 22 33

シート ベルトによる固定4 不可 可 可 可

ISOFIX 取り付け位置5 不可 可 可 可

i-Size 取り付け位置6 不可 不可 不可 不可

横向きのチャイルド シート 不可 不可 不可 不可

適切な後ろ向きチャイルド シートで最大のもの 不可 R2X このシートはポルシェ推奨のチャイル
ド シートにのみ適しています。
> 「推奨するチャイルドシートシス

テム」の章（ 174ページ）を参照
してください。

適切な前向きチャイルド シートで最大のもの 不可 F2X

適切なチャイルド シートで最大のもの (バックレスト装備または非装備のブースター
シート) (B2/B3)

不可 B3

不不可可：シートはこのグループのチャイルド シートの取り付けに適していいまませせんん。

チャイルド シートの体重とサイズ グループの説明、お
よび i-Size チャイルド シートとバックレスト装備また
は非装備のブースター シートの分類：
> 「チャイルド シートのサイズ グループによる分

類」の章（ 173ページ）を参照してください。

助手席へのチャイルド シートの取り付けの概要
汎用 (U) または「準汎用」 (L) 認定カテゴリーのチャ
イルド シートを助手席に取り付ける場合、下記の表を
使用して、助手席エアバッグを OFF にする必要がある
かどうかを確認してください。

認定カテゴリーの詳細については、チャイルド シート
にあるオレンジ色の認証マークを参照してください。
X: シートはこのグループのチャイルド シートに

は適していません。
U / L： 「汎用」または「準汎用」認定カテゴリーの

前向きタイプのチャイルド シートで、大人用
シートベルトで固定され、このグループでの
使用が認定されているものに適しています。

1. 助手席エアバッグを OFF にする必要があるかどうかを必ず確認してください。
2. この取り付け位置は、サポート レッグ付きのチャイルド シートの取り付けに適していいまませせんん。
3. 助手席と子供、チャイルド シートまたはその後方に座っている乗員との間に十分な距離を確保するために、助手席を調節する必要があります。
4. 可可：シート ベルトで固定された汎用および準汎用チャイルドシートに適しています。準汎用チャイルド シートを取り付けることができるかどうかを検討する際、チャイルドシートに付属し

ている、インターネットで入手可能なタイプ リストにご注意ください。
5. 可可：汎用および準汎用 ISOFIX チャイルド シートに適しています。 準汎用チャイルド シートを取り付けることができるかどうかを検討する際、チャイルド シートに付属している、インター

ネットで入手可能なタイプ リストにご注意ください。
6. 可可：前向きおよび後ろ向きの i-Size チャイルド シートに適しています。
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ググルルーーププ 助助手手席席エエアアババッッググ ススイイッッチチ OONN 助助手手席席エエアアババッッググ OOFFFF

ググルルーーププ 00:
0 から 10 kg

X U / L

ググルルーーププ 00 ++:
0 から 13 kg

X U / L

ググルルーーププ II:
9 から 18 kg
後ろ向き

X U / L

ググルルーーププ II:
9 から 18 kg
前向き

U / L U / L

ググルルーーププ IIII:
15 から 25 kg

U / L U / L

ググルルーーププ IIIIII:
22 から 36 kg

U / L U / L

チャイルド シートの正しい取り付け
e チャイルド シートは、適切に取り付けることに加

えて、体重、サイズ グループ、および取り付け位
置が適切であることも確認してください。
> 「適切な体重およびサイズ グループのチャイ

ルド シートの使用」の章（ 173ページ）を参
照してください。

> 「チャイルド シートの正しい取り付け位置の
徹底」の章（ 175ページ）を参照してくださ
い。

e チャイルド シートが取り付けられている場合、
シート ヒーターを必ず OFF にしてください。
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各種シートへのチャイルド シートの取り付け

図 132：フル バケット シート

フル バケット シート （図 132） ではチャイルド シー
トを決して使用しないでください。
推奨するチャイルド シートは、その他すべての種類の
シートで使用できます。
> 「シート」の章（ 114ページ）を参照してくださ

い。
> 「適切な体重およびサイズ グループのチャイルド

シートの使用」の章（ 173ページ）を参照してく
ださい。

ベビー キャリア
サイズ カテゴリー F および G の左向きまたは右向きタ
イプのチャイルド シート (ベビー キャリアなど) は、
どのシートにも使用できません。
ポルシェ社では、ポルシェ テクイップメント製品の
チャイルド シートを使用することを推奨いたします
(例: Porsche Babyseat ISOFIX G0+)。

助手席エアバッグの ON / OFF

危危険険 助手席エアバッグ OFF

助手席エアバッグを OFF にしたままにしておくと、事
故の際にエアバッグが作動しません。
e チャイルド シートを助手席に取り付けている場合

にのみ、助手席エアバッグを OFF にしてくださ
い。

e チャイルド シートを取り外した後は、助手席エア
バッグを ON に戻してください。

図 133：助手席エアバッグを OFF にする

bb イグニッションが OFF になっている。
11.. グローブ ボックスを開いてください。
22.. エマージェンシー キーを車両キーから取り外して

ください。
> 「キー」の章（ 73ページ）を参照してくださ

い。

知知識識

キー スイッチおよびエアバッグ システムが損傷する危
険があります。
e エマージェンシー キーは必ず、キー スイッチに

いっぱいまで押し込んでから回してください。
キー スイッチはさほど大きな力をかけなくても回
せるはずです。

e 助手席エアバッグは、イグニッションが OFF のと
きにのみ、ON または OFF に切り替えてくださ
い。

33.. エマージェンシー キーをキー スイッチにいっぱい
まで押し込んでください。

44.. エマージェンシー キーを回し、助手席エアバッグ
をオフ (スイッチ位置OOFFFF) またはオン (スイッチ位
置OONN) にしてください。

危危険険 助手席エアバッグの不意
の作動により重傷または
致命傷を負う危険

キー スイッチにエマージェンシー キーを挿入したまま
走行した場合、振動によってエマージェンシー キーが
不意に回転し、エアバッグが作動する恐れがありま
す。
e エマージェンシー キーを助手席エアバッグ スイッ

チに挿入したまま走行しないでください。

55.. エマージェンシー キーをキー スイッチから抜き
取ってください。

66.. グローブ ボックスを閉じてください。
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PASSENGER AIR BAG OFF/ON インジケーター

図 134：助手席エアバッグ OFF/ON インジケーター

助助手手席席エエアアババッッググ OOFFFF//OONN インジケーターはオー
バーヘッド コンソールにあります。

ラライイトト作作動動点点検検

イグニッションを ON にすると、ライト作動点検のた
めに PPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR BBAAGG OOFFFF//OONN インジケー
ターが約 5 秒点灯します。

助助手手席席エエアアババッッググ OOFFFF

助手席側のエアバッグを OFF にすると、イグニッショ
ン スイッチが ON のときやエンジンが作動していると
きはPPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR BBAAGG OOFFFF インジケーターが継
続的に点灯します。

助助手手席席エエアアババッッググ ススイイッッチチ OONN

助手席エアバッグを ON にすると、イグニッション ス
イッチが ON のときは PPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR BBAAGG OONN イ
ンジケーターが点灯し、約 1 分後に消灯します

危危険険 助手席エアバッグの故障
または作動不良

イグニッションを ON にして、助手席エアバッグを
OFF にしたときに PPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR BBAAGG OOFFFF イン
ジケーターが点灯しない場合、システム故障の恐れが

あります。
e 助手席にチャイルド シートを取り付けないでくだ

さい。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

車両シートベルトを使用したチャイルド シート
の取り付け
車両シートベルトを使用したリヤ シートへのチャイル
ド シートの取り付け
11.. 助手席とチャイルド シート システムが確実に接す

るように助手席のバックレスト角度を調節するこ
と。

22.. 助手席シートを最後部上部位置に調整します。
> 「シートの調節」の章（ 114ページ）を参照

してください。
33.. フロント助手席側シートとその後ろに座っている

乗員の間に十分な距離があることを確認してくだ
さい。

車両シートベルトを使用したリヤ シートへのチャイル
ド シートの取り付け
e リヤ シートとチャイルド シートをしっかりと接触

させるようにします。
e ブースター シートにバックレストがない場合は、

ブースター シートとリヤ シート バックレストが接
触していることを確認します。

ISOFIX システム付きチャイルド シートの取り付
け
> 「適切な体重およびサイズ グループのチャイルド

シートの使用」の章（ 173ページ）を参照してく
ださい。

e チャイルド シート システムに付属の取扱説明書を
よく読み、注意事項を必ず遵守してください。

チャイルド シートの助手席への取り付け

図 135：助手席シートの ISOFIX リテーニング ラグ

ISOFIX チャイルド シート アンカー ポイントのリテー
ニング ラグ AA は助手席のバックレストとシート表面の
間にあります。
11.. グローブ ボックス内のエマージェンシー キーで、

助手席エアバッグを OOFFFF にします。
オーバーヘッド コンソールの PPAASSSSEENNGGEERR AAIIRR
BBAAGG OOFFFF 警告灯が点灯します。

22.. 助手席シートを最後部上部位置に調整します。
> 「シートの調節」の章（ 114ページ）を参照

してください。
33.. チャイルド シートを付属の説明書に従ってリテー

ニング ラグ AA に固定してください。
44.. チャイルド シートを引っ張って、両側のリテーニ

ング ラグに確実に固定されているか点検してくだ
さい。

55.. 助手席とチャイルド シート システムが確実に接す
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るように助手席のバックレスト角度を調節するこ
と。

66.. リヤ シートに乗員が座っている場合、子供または
チャイルド シートまたは乗員とフロント シートの
間に十分な空間があることを確認します。 子供ま
たはチャイルド シートまたは乗員の前のフロント
シートを、できるだけ前方かつ高い位置に、シー
ト バックレストをできるだけ急角度になるように
調節します。

サポート レッグ付きチャイルド シートの助手席シート
への取り付け

図 136：サポート レッグ付きチャイルド シートの取り付け

11.. チャイルド シートを ISOFIX アンカー システム
で、リテーニング ラグ AA と共に正しく取り付けま
す。

> 「助手席シートの ISOFIX リテーニング ラグ」
の章（ 179ページ）を参照してください。

22.. チャイルド シート メーカーの指示に従って、サ
ポート レッグを位置決めします。

33.. チャイルド シートが助手席シートに対して面一に
取り付けられているようにします。

チャイルド シートのリヤ シートへの取り付け

図 137：リヤ シートの ISOFIX リテーニング ラグ

チャイルド シート用 ISOFIX アンカー システムのリ
テーニング ラグ AA は、背もたれ下部の後方にありま
す。
11.. まず中央上部 (マジック テープ) を外し、背もたれ

下部をリテーニング ラグ AA からロック解除し、取
り外します。

22.. チャイルド シートを付属の説明書に従ってリテー
ニング ラグ AA に固定してください。

33.. チャイルド シートを引っ張って、両側のリテーニ

ング ラグに確実に固定されているか点検してくだ
さい。

44.. リヤ シートとチャイルド シートをしっかりと接触
させるようにします。

55.. 子供またはチャイルド シートとフロント シートの
間に十分な空間があることを確認します。 子供ま
たはチャイルド シートの前のフロント シートを、
できるだけ前方かつ高い位置に、シート バックレ
ストをできるだけ急角度になるように調節しま
す。

クーペのみ：トップ テザー付きチャイルド シートの取
り付け
回転しないように、チャイルド シートをトップ テザー
でさらに固定する必要があります。
e トップ テザー付きチャイルド シートを使用する際

は、トップ テザーはリヤ シート後方のリア シェル
フ上の固定箇所に取り付けます。

図 138：トップ テザー付きチャイルド シートの取り付け

11.. チャイルド シートを ISOFIX アンカー システム
で、リテーニング ラグ AA と共に正しく取り付けま
す。
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> 「助手席シートの ISOFIX リテーニング ラグ」
の章（ 179ページ）を参照してください。

22.. さらに、トップ テザー BB をリヤ シート後方のリア
シェルフ上の固定箇所で固定し、トップ テザーを
締め付けます。
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テスト スタンドでの点検
テスト スタンドでのテストの実施

警警告告 有毒な排気ガスの吸い込
み

有毒な排気ガスの吸い込みにより重傷または致命傷を
負う危険があります。
排気ガスに含まれる無色無臭の一酸化炭素は、低濃度
でも有毒です。
e エンジンを作動した状態での作業は、屋外、また

は排気ガスの適切な排気システムが備わっている
環境でのみ行ってください。

警警告告 不十分な車両の固定

車両がしっかり固定されていない、または正しく固定
されていない場合、不意に動いたり、ジャッキやリフ
ティング プラットフォームなどのリフト装置から落下
したりする恐れがあります。 これにより深刻な怪我や
損傷を受ける場合があります。
e 車両をジャッキで持ち上げる場合、固く水平な場

所でのみ行ってください。
e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキ アッ

プ ポイントで持ち上げてください。
e 車両の下に入って作業する場合は、必ず強固なサ

ポート スタンドで車体を支えてください。 この場
合、車両ジャッキは適していません。

e 車両をジャッキアップした後は、エンジンを始動
しないでください。 エンジンの振動により車両が
落下する恐れがあります。

パフォーマンス テスト
ポルシェはローラータイプのテスト スタンドでのパ
フォーマンス テストを承認していません。

ブレーキ テストの実施
e ブレーキ テストには、ローラータイプのテスト ス

タンドのみを使用してください。
以下の制限値を超えないでください。
– テスト速度 7.5 km/h
– 測定時間 20 秒

エレクトリック パーキング ブレーキのテスト
e ブレーキ テスト スタンドでのエレクトリック パー

キング ブレーキ テストは、イイググニニッッシショョンンをを OONN
ににしし、、ママニニュュアアルル トトラランンススミミッッシショョンンををニニュューー
トトララルルににすするるかか、、PPDDKK をを動動作作モモーードド NN ににししてて実実
行行すするる必必要要ががあありりまますす ((トトラランンススミミッッシショョンン パパーー
キキンンググ ロロッッククはは作作動動ししなないい))。

車両が自動的にブレーキ テスト モードに切り替わり、
エレクトリック パーキング ブレーキのテストが可能に
なります。 インストルメント クラスターにメッセージ
が表示されます。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

デバイス マネージャー

183

デバイス マネージャー
デバイス マネージャーを開く
デバイス マネージャーを開くと、使用可能な機器や各
機器の接続ステータスの概要を確認できます。

e フッターにある または を選択します
(接続ステータスによって異なる)。

接続ステータスの表示
シンボルの色と意味
– 緑色のシンボル：接続は有効。
– 白色のシンボル：接続は可能だが、有効になって

いない。
– シンボルがない：接続不可能。

選択できる機能：
– 電電話話：Bluetooth® 経由で接続された携帯電

話。 190ページの 「電話」の章を参照してくださ
い。

– 音音楽楽：Bluetooth® 経由で接続された外部メ
ディア ソース。 247ページの 「メディア」の章を
参照してください。

– デデーータタ：アクセス ポイント経由でデータ接続
が確立されている。 278ページの 「Porsche
Connect」の章を参照してください。

– アアププリリ：WiFi で接続されたポルシェ コネクト
アプリ。 48ページの 「アプリ」の章を参照して
ください。
詳細情報 ポルシェ コネクト アプリ：www.
porsche.com/connect にアクセスしてください。

– リリンンクク：Apple CarPlay へのアクセスが許可さ
れた USB ポート経由で接続された iPhone。 274
ページの 「Apple CarPlay」の章を参照してくださ
い。

– 遠遠隔隔パパーーキキンンググ：リモート パーキング ペアリ
ング用の携帯電話。 33ページの 「リモート パー
キング」の章を参照してください。

新しいデバイスをBluetooth® 経由で
接続する
11.. フッターにある または を選択します

(接続ステータスによって異なる) e 新新ししいいデデババイイ
ススをを検検索索。

22.. リストからデバイスを選択してください。
6 桁の Bluetooth® コードが生成され、 PCM とデ
バイスに表示されます。

33.. 次の Bluetooth® コードを比較します： PCM およ
びデバイス。

44.. PCM とデバイスの Bluetooth® コードが一致する
場合、確定します。
携帯電話が正常に接続されたら、デバイス概要に
表示されます。

以下の操作に関するインフォメーション： ポルシェ コ
ミュニケーション マネージメント (PCM):
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 236ページ）を参照してくださ
い。

デバイス マネージャーの設定
e ヘッダーの または (接続ステータスによ

り異なる) e オプション を選択します。

– 電電話話： 190ページの 「電話」の章を参照してくだ
さい。

– BBlluueettooootthh：
– BBlluueettooootthh を ON または OFF にします。
– 次の BBlluueettooootthh 名名を編集します： PCM.

– WWiiFFii：
– WWiiFFii をを起起動動 / WWiiFFii をを停停止止

– PPCCMM のの WWiiFFii ホホッットトススポポッットト設設定定：次を表示
および設定します PCM WiFi アクセス デー
タ。 このデータはデバイス (携帯電話など) を
WiFi 経由で PCM に接続したり、WiFi ホット
スポットを使用したりするために必要です。

– 接接続続さされれたたWWiiFFii デデババイイスス：登録済みのすべて
の WiFi デバイスのリスト。

– モモババイイルル デデーータタ ササーービビスス：
– モモババイイルル デデーータタ ササーービビスス を ON または OFF

にします。
– デデーータタ接接続続のの共共有有：WiFi デバイスのデータ接

続を有効にします。
– 車車両両ホホッットトススポポッットト： PCM WiFi アクセス データ

を表示します。
– ペペアアリリンンググさされれたたデデババイイススをを削削除除
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ドライビングデータの表示（ト
リップ情報）
PCM およびインストルメント クラスターには、走行
時間、走行距離、平均車速、平均燃費などの一連のド
ライビング データが表示できます。
PCM およびインストルメント クラスターの操作に関
するインフォメーション：
> 「インストルメント パネルの操作」の章（ 51

ページ）を参照してください。
> 「タッチ ディスプレイの操作」の章（ 239ペー

ジ）を参照してください。

インストルメント クラスターの走行
データの表示
「車両 & 情報」ディスプレイのドライビング データの
表示

11.. [[トトリリッッププ]] メニューを選択します。

22.. リストから表示内容を選択します。

走行データのリセット

11.. トトリリッッププ e リリセセッットト

22.. リストから表示内容を選択します。

PCM のドライビング データ ディス
プレイ
走行データの表示

11.. 車車両両 e トトリリッッププ

22.. 必要な表示内容までスクロールしてください。

トリップを個人的に設定

11.. 車車両両 e トトリリッッププ e オプション e トト
リリッッププををカカススタタママイイズズすするる

22.. 走行データをドラッグ&ドロップで4つのフィー
ルドに記載することができます。 走行データの 1
つの項目を複数のフィールドに割り当てることは
できません。

走行データのリセット

e 車車両両 e トトリリッッププ e e トトリリッッププ デデーー
タタををリリセセッットトすするる
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トランスミッション
Porsche Doppelkupplung (PDK) に
よる走行
8 速 Porsche Doppelkupplung (PDK) はオートマチッ
ク シフト モードとマニュアル シフト モードを備えた
トランスミッションです。
オオーートトママチチッックク シシフフトト モモーードド (作動モード DD) ではギ
ヤが自動的にシフトされます。 ステアリング ホイール
のシフト パドルを操作することにより、一時的にオー
トマチック シフト モードからマニュアル シフト モー
ドに切り替えることができます。
ママニニュュアアルル シシフフトト モモーードド (作動モード MM) では、ステ
アリング ホイール上にあるシフト パドルの操作でギヤ
を変更できます。 DD モードと MM モードは、走行中も
必要に応じて切り替えられます。
e オートマチックとマニュアルのどちらのモードに

あるときでも、ステアリング ホイールのギヤシフ
ト パドルを誤って操作しないように注意してくだ
さい。思わぬタイミングでギア シフトが発生して
しまいます。

作動モードの変更
作動モード PP はイグニッションを OFF にすると有効に
なります。
PP から NN、DD または RR に切り替える時にはブレーキペ
ダルを踏む必要があります。
DDからRRまたはRRからDDに切り替える時にはブレーキ
ペダルを踏む必要があります。
作動モード DD から作動モード MM にのみ切り替えが可
能です。 PP 作動モードに切り替えるには、セレクター
レバーの P ボタンを押すか、イグニッションを OFF に
します。

P ボタン
セレクター レバーの PP ボボタタンン は、トランスミッショ
ン パーキング ロックを作動させます。 イグニッショ
ンが OFF のとき、DD、MM または RR 作動モードでトラン

スミッション パーキング ロックが自動的にかかりま
す。

エンジンの始動
エンジンは、ブレーキ ペダルが踏まれており、モード
PP または NN が作動中の場合に限り始動できます。

車両の発進
e 発進するために希望する走行作動モード (DD、MM ま

たは RR) は、エンジンがアイドリング状態で、ブ
レーキ ペダルを踏んでいるときにのみ選択してく
ださい。

e ギアが入ると車両はゆっくりと動き出そうとする
ので、発進の準備が整うまでブレーキ ペダルから
足を放さないでください。

坂坂道道ででのの発発進進
> 「HOLD 機能」の章（ 276ページ）を参照してく

ださい。

車両の停止
e 信号待ちなど短時間の停車時は、セレクター レ

バーを作動モード DD または MM のままにし、ブレー
キ ペダルを踏んでください。

e 上り坂ではアクセル ペダルを踏みながら停止位置
を保つようなことはしないでください。 ブレーキ
ペダルを踏むか、エレクトリック パーキング ブ
レーキを作動させてください。

e 車両から離れるときは、必ずエレクトリック パー
キング ブレーキをかけ、作動モード PP を有効にし
てください。

駐車
e アクセル ペダルをやさしく踏んでください。
e 狭い場所での駐車時や操舵時は、ブレーキ ペダル

を慎重に使用し速度をコントロールしてくださ
い。

作動モードと締結ギヤのインジケーターを読み取
る

図 139：作動モードと締結ギヤのインジケーター

エンジン作動中に、作動モード AA と締結ギヤ BB が表示
されます。
ブレーキを踏まずに誤って PP または NN から別の作動
モードに切り替えた場合、作動モードは変わりませ
ん。 インストルメント パネルにメッセージが表示され
ます。
e エンジンを始動するには、ブレーキ ペダルを踏ん

で、再度 PP または NN から希望する作動モードを選
択します。

イインンスストトルルメメンントト パパネネルル内内ででのの作作動動モモーードド RR ままたたはは
DD のの点点滅滅
最高許容速度以上で作動モード RR の選択が試みられま
した。
e 車両を停止させ、ブレーキ ペダルを踏みながらセ

レクター レバーを PP または NN 位置から動かし、希
望する操作モードに入れます。
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作動モード
P – パーキング ロック
車両が完全に停止してからパーキング ロックをかけて
ください。

図 140：パーキング ロックに入れる

e PP ボタンを押してください。
作動モード PP が点滅している場合、パーキング
ロックがかかっていません。 車両が不意に動き出
す恐れがあります。

e 再度 RR から PP を選択します。

R – リバース ギヤ
e 車両が完全に停止し、ブレーキをかけてからシフ

トしてください。

N – ニュートラル
例えば、けん引または洗車機を使用する時などは、作
動モード NN を必ず選択してください。
e エンジンがアイドリング状態で、ブレーキ ペダル

を踏んでいる時のみ、走行位置 (DD、MM、RR) にシフ
トしてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両が操作モード NN で停止している場合、数分後に自
動的に操作モードPPに入ります。インストルメントク
ラスターにメッセージが表示されます。

D – オートマチック シフト モード
e 「通常」の走行時には、作動モード DD を使用して

ください。
車速とアクセル ペダルの踏み込み方により、ギヤ
が自動的に切り替わります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ステアリング ホイールのギヤ シフト操作により、一時
的にオートマチック シフト モード DD からマニュアル
シフト モード MM に切り替えることができます。
例えば、以下のような状況ではこの操作を行ってくだ
さい。
– カーブや市街地に入る前にシフトダウンしたいと

き。
– 下り坂でエンジン ブレーキをかけるためにシフト

ダウンしたいとき。
– 急加速のためにシフトダウンしたいとき。
次の場合は、マニュアル シフト モードが維持されま
す。
– オーバーラン モードのとき。
– 車両が交差点などで停車したとき。
– 車両のシフト ロジックが 2 段以上シフトダウンし

たとき。
次の場合は、マニュアル シフト モードが解除されま
す。
– 自動的に 6 秒後。

M - マニュアル シフト モード
ステアリング ホイールのシフト パドルにより、8 速前
進ギヤを選択することができます。

図 141：マニュアル シフト モード

e MM ボタンを押してください。
現在のギヤは、DD から MM にシフトしてもそのまま
維持されます。
MM から DD に切り替える場合は、現在のドライビン
グ スタイルに適した変速特性が選択され、適切な
ギヤにシフトされます。
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図 142：シフト パドル付きステアリング ホイール

右「+」シフト パドルでのシフトアップ
e 右シフト パドルを引きます。

左「–」シフト パドルでのシフトダウン
e 左シフト パドルを引きます。

シフト パドルを使用して N – ニュートラルにシフトす
る
e 両方のシフト パドルを同時に引いて、すぐに放し

てください。
トランスミッションは NN – ニュートラルにシフト
します。 その後、エンジンが切り離されてアイド
ル回転数になった状態で車両は走行し、エンジン
ブレーキの効果は得られません。 最後に作動した
作動モードがDDまたはMMの場合、ギヤシフトイン
ジケーターの数字が点滅します。

いずれかのシフト パドルを引くか、セレクター レバー
を DD、RR、または MM 位置に動かすと、再びギヤが締結
します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

速度しきい値を下回ると、クラッチは締結しません。
その後、ブレーキ ペダルを踏みながら、NN から希望す
る作動モードを再度選択します。

低燃費走行のためのシフトアップ インジケーター
燃費重視の運転を促すシフトアップ インジケーター
は、ドライバーが経済的な運転をできるよう支援しま
す。 シフトアップ インジケーター が点灯し、現在
選択しているギヤ、エンジン回転数、アクセル ペダル
の踏み込み量に応じて 1 段高いギヤにシフトアップす
る適切なタイミングをお知らせします。
e シフトアップ インジケーター が点灯したとき

は、1 段高いギヤにシフトしてください。

キックダウン機能を作動させる
キックダウン機能はモード DD で作動しています。
e 追い越し時などで大きな加速力が必要な場合は、

アクセル ペダルを素早くいっぱいに踏み込んで
(キックダウン) ください。
車速とエンジン回転数に応じて、トランスミッ
ションがシフトダウンされます。
そのギヤでのエンジン回転数の許容上限に達する
まで、シフトアップされません。

惰性走行モードで走行する
惰性走行モードでは、締結しているギヤが自動的に解
除され、それによってエンジンのブレーキ効果が回避
されます。 車両はアイドル回転数で走行します。
ドライバーは、手動の惰性走行モードを開始できま
す。
必要に応じて、自動惰性走行モード (911 Turbo、
911 Turbo S は除く) がシステムによって自動的に開
始されます。

手動の惰性走行モードの開始
bb 走行プログラム NORMAL または WET が作動して

いる。

bb 操作モード DD または MM が選択されている。
bb ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が

有効になっている。
bb クルーズ コントロールが有効になっていない。
bb アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) が有効

になっていない。
bb Porsche InnoDrive (PID) が有効になっていない。
11.. アクセル ペダルから足を完全に離してください。
22.. シフト パドルを使用して、可能な限り高いギヤよ

り上に手動でシフトアップする
惰性走行モードが開始されます。

惰性走行モードの終了
e アクセル ペダルを踏み込んでください。

–– ままたたはは ––
シフト パドルを使用してギヤを変更します。
エンジンが締結され、惰性走行モードが終了しま
す。

ローンチ コントロールを使用した発進
bb スポーツ クロノ パッケージ装備車。

警警告告 車両のコントロールの喪
失、または他の通行者へ
の危険

特定の状況では (路面状態が悪いとき、集中力が低下し
たときなど)、車両の制御が失われたり、他の道路利用
者に危険がおよんだりする恐れがあります。
e 路面状況や周囲の交通状況から判断して、安全が

確保できる場合に限ってローンチ コントロールを
使用してください。

e ローンチ コントロールを使用して発進するとき
は、他の通行者に危険がおよばないようにしてく
ださい。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

通常の発進に比べて、最大加速での発進が構成部品に
与える負荷は劇的に増大します。

ローンチ コントロールは停車状態から最大加速度で発
進することができるシステムです。
bb トランスミッションが作動温度に達している。
bb 道路の勾配が低い。
bb SPORT PLUS 走行プログラム作動中。
bb ステアリング ホイールが直進方向に向いている。
11.. 左足でブレーキ ペダルを踏んでください。
22.. 素早くアクセル ペダルをいっぱいに踏み込んで、

そのまま保持してください。
エンジン回転数は自動的に横ばい状態になりま
す。
インストルメント パネルにメッセージが表示され
ます。

33.. 1 秒以内にブレーキ ペダルを解除します。

マニュアル トランスミッションによ
る走行1

図 143：シフト レバーのシフト パターン

警警告告 ペダル操作の妨げ

不適当なまたは誤って敷かれたフロアマットや他の障
害は、ペダルの動きを制限したり、ペダルの動作を妨
げます。
e フロアマットや他の障害が、ペダルの動きを妨げ

ないよう確認します。

e 変速するときはクラッチ ペダルをしっかりと踏み
込み、ギヤ レバーを確実に操作してください。

e 上り坂ではエンジン パワーを有効に使用できるよ
うに、また下り坂では十分なエンジン ブレーキが
かかるように、
適切なギヤを選んでシフトダウンしてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

1～6 速ギヤは通常の走行および性能を重視した走行に
適しています (6 速ギヤで最高速度に到達します)。
7 速ギヤは高速走行での快適性を向上するようエンジ
ン回転数を低減し、同時に燃費も向上するよう設計さ
れています。

トランスミッションをニュートラルにシフトする
トランスミッションのニュートラル位置 NN は 3 速と 4
速ギヤの中間にあります。

7 速ギヤにシフトする
スポーティーなドライビング スタイルで走行時に意図
せず 7 速ギヤにシフトすることを回避するため、シー
ケンシャル ギヤシフト ロックが取り付けられていま
す。
7 速ギヤには、5 速または 6 速ギヤからのみシフトす
ることができます (（図 143） を参照、白/黄線)。

7 速ギヤから 6 速ギヤへのシフト
e 右へ少し力をかけながらギヤ レバーを 7 速ギヤか

ら 6 速ギヤへシフトしてください。

7 速ギヤから 5 速ギヤへのシフト
e 推奨: 7 速ギヤからは、まずニュートラル位置 NN

(ギヤシフト ロック作動) にシフトしてから 5 速ギ
ヤに入れてください。

締結ギヤを表示する
インストルメント クラスター内のギヤシフト インジ
ケーターは現在締結されているギヤを表示していま
す。

1. 装置は後日まで利用できない場合や、特定の市場でのみ利用できる場合があります。
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リバース (後退) に入れる
e ギヤをリバース (後退) に入れるときは完全に停車

してから行ってください。
e リバース ギヤには、ギヤ レバーを左にいっぱいま

で動かした後にシフトすることができます。
イグニッション ON でギヤ レバーをリバース (後
退) に入れると、リバース ライトが点灯します。

シフトアップ インジケーターを使用した走行
燃費重視の運転を促すインストルメント クラスターの
シフトアップ インジケーターは、ドライバーが経済的
な運転をできるよう支援します。
シフトアップ インジケーター が点灯し、現在選択
しているギヤ、エンジン回転数、アクセル ペダルの踏
み込み量に応じて 1 段高いギヤにシフトアップする適
切なタイミングをお知らせします。
e シフトアップ インジケーター が点灯したとき

は、1 段高いギヤに変更してください。

エンジン許容回転数を遵守する
e タコメーター (回転計) の指針が赤色のエリア (レッ

ドゾーン) に到達する前に、1 段高いギヤにシフト
アップするか、アクセル ペダルをゆるめてくださ
い。

加速中、エンジン回転数がタコメーターの赤色のエリ
ア (レッドゾーン) に到達すると、燃料の供給が遮断さ
れます。

知知識識

低いギヤにシフトダウンする場合に、エンジンの過回
転 (オーバーレブ) が原因でエンジンを損傷する恐れが
あります。
e 低いギヤにシフトダウンするときは、エンジンが

最高許容回転数を超えないように注意してくださ
い。

ギヤシフト アシストによる運転

図 144：ギヤシフト アシストの例

e ギギヤヤアアシシスストト

性能を重視した走行中にドライバーをアシストするた
め、インジケーターが表示されます。 ギヤシフト アシ
ストは、次のギヤへのシフト操作のタイミングをセグ
メントが増加するグラフィックによって事前にドライ
バーにお知らせします。 セグメントが増加するにした
がって、表示色が白、黄色、赤の順番に変化します。

図 145：例: ギヤのシフトアップ

すべてのセグメントが赤で表示されると、++ サインが
現在のギヤ段数の横に表示され、次のギヤへのシフト
を促します。
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電話
概要説明 - 電話
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありま
せん。 操作する際は、この概要のみでなく「安全指
示」および「警告」を必ずお読みください。
操作に関するインフォメーション ポルシェ コミュニ
ケーション マネージメント (PCM):
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 236ページ）を参照してくださ
い。

図 146：電話番号の入力 (キーパッド)

希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

携携帯帯電電話話をを BBlluueettooootthh®® 経経由由でで接接続続すするる ((携携帯帯電電話話
のの準準備備))

e 電電話話 e 新新ししいい電電話話をを検検索索、または既知の電話
を選択します。

> p. 192

接接続続さされれたた 22 つつのの携携帯帯電電話話をを切切りり替替ええるる

e ヘッダーの右上で、現在接続されている携帯電話
を選択します。 すでに接続している 2 つのデバイ
スが表示されます e 希望する携帯電話を選択しま
す。

> p. 192

外外部部 SSIIMM カカーードドをを使使用用ししててデデーータタ接接続続をを確確立立すするる
ににはは PPCCMM をを使使用用ししまますす

e グローブ ボックスまたはアームレストを開きます
e SIM カードを SIM カードスロットに挿入します
(切り欠き部分を前方左側にして、チップ面を下に
する) e 必要に応じて PIN を入力する e データ接
続を確認します。

> p. 192

ポポルルシシェェ ココンンシシェェルルジジュュをを開開始始すするる e 下記を選択します電電話話 e キキーーパパッッドド (AA を
参照) e ココンンシシェェルルジジュュ ササーービビスス1 。

> p. 199

1. 必要条件：データ接続が確立されていること。
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希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

番番号号ををダダイイヤヤルル e 電電話話 e キキーーパパッッドド (AA を参照) e を選
択します (GGを参照)。

–

故故障障通通報報をを選選択択すするる
bb プライベート モードが無効になっている。
e 電電話話 e キキーーパパッッドド (AA を参照) e 故故障障通通報報

> p. 290

連連絡絡先先ををおお気気にに入入りりにに登登録録すするる
e 電電話話 e おお気気にに入入りり (BB を参照) e おお気気にに入入

りりをを追追加加すするる e 対象の連絡先をリストから選択し
ます e を選択します。

> p. 193

通通話話履履歴歴をを表表示示すするる e 電電話話 e 通通話話 (CC を参照) –

連連絡絡先先をを表表示示すするる e 電電話話 e 連連絡絡先先 (DD を参照) –

メメッッセセーージジをを表表示示すするる
e 電電話話 e メメッッセセーージジ (EE を参照) e 希望の

フォルダー (例：メメッッセセーージジ) を選択してくださ
い。

> p. 194

ボボイイススメメーールルをを聞聞くく
e 下記を選択します電電話話 e キキーーパパッッドド e し

ばらくの間、ボタン 11 (FF を参照) を押し続けます
。

–

着着信信にに応応答答すするる // 拒拒否否すするる e 応応答答 または拒拒否否 を選択します。 –

通通話話をを終終了了すするる e フッターまたは電話メニューで を選択しま
す。

–

モデル、国別仕様および装備仕様に応じて、いろいろ
なオプションが利用できます。 ここに説明されている
機能は、すべてのモデル、国別仕様および装備仕様に
対して利用可能なわけではありません。

警警告告 携帯電話を使用すること
による事故の危険

走行中に携帯電話を使用すると、交通状況に対する注
意力が低下する恐れがあります。 車両のコントロール
を失う恐れがあります。
e 必ずハンズ フリー機器を使用してください。

警警告告 怪我をする危険

ガソリン スタンド、燃料貯蔵所、化学工場、または爆
破作業を行っている近くなど、危険な場所では携帯電
話の電源を切ってください。 携帯電話は機器設備と電
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波干渉を起こすことがあります。
e 常に法律および各地域の規定、および取扱説明書

に従ってください。

Bluetooth® 経由で携帯電話を接続す
る
新しい携帯電話を接続する
bb 携帯電話の Bluetooth® 機能が作動していて、他の

デバイスから探索可能な状態になっている。
bb Bluetooth® 機能 ( PCM ) が作動している。
> 「デバイス マネージャー」の章（ 183ページ）を

参照してください。

11.. 電電話話 e キキーーパパッッドド e 新新ししいい電電話話をを検検索索

22.. デバイス リストから携帯電話を選択します。
6 桁の Bluetooth® コードが生成され、 PCM およ
び携帯電話で表示されます。

33.. Bluetooth® コードを PCM および携帯電話で表示
されます。

44.. 携帯電話の Bluetooth® コードが一致していれば
確定してください。
電話が正常に接続されると、数字入力 (キキーーパパッッ
ドド メニュー) が次に表示されます： PCM.

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 携帯電話の Bluetooth® の性能によっては、電話
帳、通話履歴、およびメッセージの内容にアクセ
スすることができます。携帯電話がサポートして
いる場合には、車両を停車した後に通話を携帯電
話に転送し、車両の外で通話を継続することもで
きます。

– 対応している携帯電話の概要は、ご利用の国のポ
ルシェ ウェブサイトからご覧いただけます：モデ
ル e お客様の所有モデル (例：911 Carrera) e 取
扱説明書のダウンロード e Bluetooth® 経由。

携帯電話の接続 (Windows® および iOS® オペ
レーティング システム)
Windows® および iOS® オペレーティング システムを
搭載した携帯電話については、携帯電話から接続を開
始することをお勧めします。
11.. 携帯電話の Bluetooth® メニューから利用可能なデ

バイスを検索してください。 ヘッダーの また
は を押して (接続ステータスにより異なる)、
PCM を検索可能な状態にします。

22.. 利用可能なデバイスのリストから PCM を選択しま
す。
Bluetooth® デバイス名 ( PCM ) を表示するには、
オプション e BBlluueettooootthh e BBlluueettooootthh 名名から
デデババイイスス ママネネーージジャャーーを選択します。

登録済みの携帯電話に接続する
bb 携帯電話の Bluetooth® 機能が有効になっている。
bb Bluetooth® 機能 ( PCM ) が作動しています。
> 「デバイス マネージャー」の章（ 183ページ）を

参照してください。

11.. フッターにある または を選択します
(接続ステータスによって異なる)。

登録されている携帯電話のリストが最大 20 件表
示されます。

22.. リストから携帯電話を選択してください。
携帯電話が Bluetooth® 経由で接続されます。

別の携帯電話の接続と使用
bb 携帯電話が次に既に接続されている： PCM.

11.. フッターにある または を選択します
(接続ステータスによって異なる)。

22.. リストから携帯電話を選択するか、新しい携帯電
話を接続してください。
> 「新しい携帯電話を接続する」の章（ 192

ページ）を参照してください。
接続された携帯電話は両方とも着信可能ですが、
発信は有効な携帯電話のみ行うことができます。

33.. 接続された 2 つの携帯電話を切り替えるために、
現在接続しているデバイスをヘッドラインの右上
で選択します。
既に接続している 2 つのデバイスが表示されま
す。
–– ままたたはは ––
電電話話 eオプション e電電話話をを選選択択 e希望の
デバイスを選択します。

SIM カードでの PCM の使用
SIM カードはデータ接続の目的のためにのみ使用され
ます。 データ接続に関するインフォメーション：
> 「Porsche Connect」の章（ 278ページ）を参照

してください。
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外部 SIM カードの挿入および取り出し

知知識識

SIM カード アダプターを使用すると、振動により SIM
カードがアダプターから外れて、カードの構成部品が
ドライブに詰まる恐れがあります。
e SIM カード アダプターは使用しないでください。

図 147：アームレスト内の SIM カード

bb PCM 電話が ON になっている。 (設設定定 e ポポルル
シシェェ ココネネククトト e 電電話話機機能能をを OONN ににすするる)

11.. SIM カード BB (ミニ SIM、寸法：25 x 15 mm) を
挿入します。 切り欠き部分を前方左側にして、
チップ面を下にしてください。

22.. PIN 付付きき SIM カード：
aa.. SIM カードの PIN を入力し、OOKK で確定しま

す。
bb.. PPIINN をを保保存存を選択します。

33.. SIM カードを取り出すには、挿入されたカードを
押して抜き出します。

接続ステータスの表示
モデル、国および装備によっては、以下のようにヘッ
ダーに表示されることがあります:

電話が接続されていません。

データ接続が利用できません (考えられる
原因: 接続なし、ネットワーク品質不良、
音声接続中のデータ接続の中断)。
LTE 携帯電話ネットワークを介したデータ
接続。
UMTS/HSPA 携帯電話ネットワーク (3G)
を介したデータ接続。
EDGE 携帯電話ネットワーク (GSM) を介
したデータ接続。
電話機能用の携帯電話ネットワークの受信
電界強度。
外部 WiFi ホットスポットによるデータ接
続。

お気に入りの保存および編集
お気に入りの保存

11.. 電電話話 e おお気気にに入入りり

22.. 連絡先を最最近近のの連連絡絡先先から選択し、ドラッグ &
ドロップでおお気気にに入入りりに移動します。

お気に入りの整理

11.. 電電話話 e おお気気にに入入りり

22.. 希望する連絡先を選択して、ドラッグ & ドロップ
で希望する場所に移動します。

お気に入りの削除

11.. 電電話話 e おお気気にに入入りり

22.. 希望する連絡先を選択し、ドラッグ & ドロップで
おお気気にに入入りり表示エリアから上に移動させます。
–– ままたたはは ––
利用可能な場合は、 アイコンを選択します。

通話中の各種機能
bb 電電話話 e キキーーパパッッドド が選択されている。

マイクのミュート
bb 通話している。

e マイクをミュートするには、 を選択します。

通話の保留
bb 通話している。

e を選択してください。

e 通話を再開するには、 を選択します。

電話会議を開始する
bb 通話している。

11.. e 新しい通話を追加する (番号または連絡先を
入力する) e

22.. 会議を開始するには、 を選択します。

33.. 会議を停止するには、 を選択します。

2 つの会議間の切り替え (スワッピング)
bb 1 つ目の通話で通話している。
bb 2 つ目の通話が保留になっている。

e を選択すると、保留中の通話が有効になり、
それまで有効だった通話が保留になります。

インストルメント パネルでの電話情
報の表示
e インストルメント パネルの車両 & 情報ディスプレ

イで希望の機能を選択してください。
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> 「D - 車両 & 情報ディスプレイ」の章（ 49
ページ）を参照してください。

– 着着信信：ステアリング ホイールの電話ボタンを使用
して、着信の応応答答または拒拒否否を操作します。

– 前前回回のの通通話話：ステアリング ホイールの電話ボタン
やロータリー ノブを使用して、前回ダイヤルした
電話番号のリストを表示します。

– 会会議議：ステアリング ホイールのロータリー ノブや
電話ボタンを使用して、通話中に別の電話をかけ
たり、会議通話の参加者を追加したりします。

インストルメント パネルの操作に関するインフォメー
ション：
> 「インストルメント パネルの操作」の章（ 51

ページ）を参照してください。

メッセージの表示および編集
携帯電話がサポートしている場合には、テキスト メッ
セージや E メールを読んだり、音声で読み上げたり、
メッセージに書かれている電話番号に電話をかけたり
することができます。 携帯電話はテキスト メッセージ
機能に対応していても、E メール機能には対応してい
ないことがあります。 この設定に関する詳しい情報
は、お使いの携帯電話の取扱説明書を参照してくださ
い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 携帯電話がデバイスのメモリーに保存されている
SMS しか表示できない場合、車両で受信した SMS
は携帯電話メッセージ リストには表示されませ
ん。受信した SMS は SIM カードに保存されま
す。

– PCM はマルチメディア メッセージング サービス
(MMS) に対応していません。

テキスト メッセージや E メールの作成

11.. 電電話話 e メメッッセセーージジ e テテキキスストト メメッッセセーー
ジジ/EE メメーールル

22.. を選択します。

33.. (電話番号を入力または連絡先を選択することに
より) 受信者を追加します。

44.. 入力フィールドにテキストを入力し、OOKK で確定
します。

55.. 送送信信を選択します。

テキスト メッセージ / E メールの返信または転
送

11.. 電電話話 e メメッッセセーージジ e テテキキスストト メメッッセセーー
ジジ/EE メメーールル

22.. 返信 / 転送したいテキスト メッセージまたは E
メールを選択します。

33.. e 返返信信/転転送送を選択します。

携帯電話の収納 (国別仕様による)

図 148：アームレスト内の小物入れ

車両の装備仕様により、アームレスト内の小物入れに
さまざまなインターフェースがあります。 USB イン
ターフェース (タイプ A) を使用して携帯電話を充電
し、PCM に接続することができます。

bb 携帯電話のキーパッド / コード ロックが有効に
なっています。

e 携帯電話の画面を上向きにして、小物入れに置い
てください。

> 「インターフェイス」の章（ 242ページ）を参照
してください。

電話設定を変更する
一般設定

e 電電話話 e オプション e 電電話話設設定定 e 希望の
設定を選択します。

連絡先の管理

e 電電話話 e 連連絡絡先先 e オプション e 希望の
設定を選択します。

メッセージの編集

e 電電話話 e メメッッセセーージジ e メッセージ / E メー
ルフォルダー eオプション e希望の設定を選
択します。
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ナイト ビュー アシスト1

警警告告 集中力の低下およびナイ
ト ビュー アシストにより
障害物が検出されない

ナイト ビュー アシストはサポート システムであり、
あらゆる状況下で衝突が差し迫っている状況を警告す
るものではありません。 事故を起こす恐れがあります!
適時ブレーキをかけることおよび状況に適した車両の
ライトの点灯は、常にドライバーの責任です。
e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。

注注意意 ナイト ビュー アシストの
制限または使用不可

駐車場の段差など、バンパーへの衝撃や損傷により、
センサーが作動することがあります。これは、システ
ムの性能を損なう可能性があります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

車両フロントのナイト ビュー アシストのサーマル イ
メージング カメラは周囲のサーマル イメージを提供
し、インストルメント パネルの車両 & 情報ディスプレ
イに表示することができます。 システムはヘッドライ
トにより照らされたエリアを超えて人および動物を検
知し、カメラ画像内で対象物をハイライトします。
サーマル イメージング カメラは、熱放射の帯域のみを
感知します。そのため、このカメラの画像は人間の目
に知覚できる映像とはかなり異なる場合があります。

ナイト ビュー アシストは、周囲がかなり暗く、温度が
28 °C 未満の場合に人と動物を検出します。
衝突が起こりそうになる場合、または通行人に近づく
危険な運転をする場合、システムの限界内で警告が発
せられます。 この場合、システムは、ドライバーに視
覚と音により警告します。 ポルシェ ダイナミック ラ
イト システム プラス装備車では、危険にさらされた人
が危険を認識できるよう、点滅による警告が行われま
す。
市街地の外で野生動物と衝突が起こりそうになる前に
も、システムの限界内で警告が発せられます。 この場
合、システムは、ドライバーに視覚と音により警告し
ます。

図 149：ナイト ビュー アシスト サーマル イメージ

ポルシェ ナイト ビュー アシストには、次の機能が搭
載されています：
– サーマル イメージの表示。
– 歩行者および動物警告。

歩行者警告
歩行者と衝突する危険性をシステムが検出した場合、
車両の速度が最大 250 km/h の範囲内であれば、警告
音、インストルメント パネルでの表示によりドライ
バーに警告が行われます。

図 150：インストルメント パネルの歩行者警告。

歩行者が走行車線内で立ち止まっている、または走行
車線に移動している場合、歩行者警告が発令されま
す。 LED マトリックス ヘッドライト装備車では、危険
にさらされた人が危険を認識できるよう、点滅による
警告が行われます。 この警告が出された場合、ドライ
バーが歩行者を避けたり急ブレーキをかけたりするこ
とで衝突を防げる可能性があります。 交通状況とドラ
イバーの運転方法で、警告のタイミングが違ってきま
す。

動物警告
動物警告は、野生動物による危険を警告します。例え
ば、市街地から離れた場所でシカが走行レーンにいる

1. 利用可否は国によって異なります
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場合、または接近していて危険な場合、動物警告が行
われます。 市街地では、つながれた犬などによる警告
の誤報を防ぐため、動物警告が自動的に停止します。

ナイト ビュー アシストの ON/OFF
を切り替える
e アアシシスストト e ナナイイトト ビビュューー アアシシスストト

衝突警告および画像調整の設定
衝突警告のタイミングおよびナイトビュー アシストの
イメージ パラメーターは PCM で設定できます。

e アアシシスストト e eアアシシススタタンンスス シシスステテムムのの
設設定定 e ナナイイトト ビビュューー アアシシスストト

ナイト ビュー アシスト ステータス ディスプレイ

シシンンボボ
ルル

イインンスストトルル
メメンントト パパ
ネネルル

意意味味

車両 & 情報
ディスプレ
イ

カメラ画像が表示され
ている場合、車外の状
況 (外気温度や明るさ)
が原因でシステムは人
や動物を確実には検出
できないことを示して
います。この場合、警
告機能は使用できませ
ん。

ナイト ビュー アシスト カメラの清掃
bb ロー / ハイ ビームが作動している。
イグニッションを ON にした後、フロント ウィンドウ
ウォッシャー システムが初めて作動するとき、および

10 回作動するごとに、ナイト ビュー アシスト カメラ
が自動的に清掃されます。
> 「フロント ワイパーの操作」の章（ 225ページ）

を参照してください。
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ナビゲーション
概要説明 - ナビゲーション
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありま
せん。 操作する際は、この概要のみでなく「安全指
示」および「警告」を必ずお読みください。
以下の操作に関するインフォメーション： ポルシェ コ
ミュニケーション マネージメント (PCM)：
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 236ページ）を参照してくださ
い。

図 151：目的地の入力 / 検索

希望する操作 操作方法 操作場所

目目的的地地をを検検索索すするる e ヘッダーでナナビビ e を選択してください (AA
を参照)。
–– ままたたはは ––
ナナビビ e 目目的的地地 e 目目的的地地入入力力 (AA を参
照)

– 統合検索：PCM メモリーおよびオンライン コン
テンツの検索

– オンライン検索 (国によってはご利用いただけな
い場合があります)1：インターネット検索

–

ココンンシシェェルルジジュュ ササーービビススをを選選択択すするる e ナナビビ e ココンンシシェェルルジジュュ ササーービビスス (BB を参
照) e ポポルルシシェェ ココンンシシェェルルジジュュにに連連絡絡2

–
> p. 199

目目的的地地のの住住所所をを入入力力すするる e ナナビビ e 目目的的地地 e 目目的的地地入入力力 (CC を参
照)

–

1. 必要条件：データ接続が確立されている。 オンライン ナビゲーションと ポルシェ コネクト サービスが有効になっている。
2. 前提条件：データ接続が確立されている。
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希望する操作 操作方法 操作場所

目目的的地地履履歴歴かからら選選択択すするる e ナナビビ e 目目的的地地 / おお気気にに入入りり e 目目的的地地
履履歴歴 (DD を参照) / ママイイ目目的的地地

–

PPOOII をを入入力力すするる e ナナビビ e 目目的的地地 e 施施設設情情報報 –

GGPPSS 座座標標をを入入力力すするる e ナナビビ e目目的的地地 eオプション e GGPPSS 座座
標標をを入入力力

–

ルルーートト案案内内をを開開始始すするる // 終終了了すするる e ナナビビ e 目的地を入力 e ルルーートト案案内内をを開開始始
または停停止止 を選択してください。

–

保保存存ししたた目目的的地地をを選選択択すするる e ナナビビ e おお気気にに入入りり e 保保存存ししたた目目的的地地 –

連連絡絡先先かからら目目的的地地をを選選択択すするる e ナナビビ e おお気気にに入入りり e 連連絡絡先先 –

ママッッププ ビビュューーをを開開くく e ナナビビ e ママッッププ –

ルルーートト オオププシショョンンをを表表示示すするる (代替ルートなど) e ナナビビ e ママッッププ e オプション e ルルーートト
オオププシショョンン

–

交交通通情情報報をを表表示示すするる e ナナビビ e 交交通通 e VVIICCSS /IITTSS ススポポッットト > p. 200

オオンンラライインン ナナビビゲゲーーシショョンンをを有有効効化化すするる e ナナビビ e オプション e ナナビビゲゲーーシショョンン設設定定
e オオンンラライインン ナナビビゲゲーーシショョンン ササーービビスス eオオンンララ
イインン ナナビビゲゲーーシショョンン1

–

ポポルルシシェェ ココネネククトト ササーービビススをを使使用用すするる ((オオンンラライインン
ママッッププ アアッッププデデーートトななどど))

bb データ接続が確立されている。 ポルシェ　コネク
ト サービスが有効になっている。 詳細について
は、ポルシェ コネクトをご覧ください。
> www.porsche.com/connect

> p. 278

EETTCC をを表表示示すするる e 車車両両 e EETTCC > p. 201

1. データ接続が確立されている。 ポルシェ コネクト サービスおよびオンライン ナビゲーション サービスが有効になっている。
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警警告告 道路交通法を無視するこ
とによる事故の危険性。

案内されたルートが有効な道路交通法と反する場合
は、いつでも国固有の交通規則が適用されます。 ドラ
イバーは常に安全運転に努める責任があります。
e 常に周囲の交通状況に注意してください。
e 視界、天候、路面、および交通状況に合わせたド

ライビング スタイルと速度で走行してください。

警警告告 システム関連の不正確さ
および不具合による事故
の危険性

人工衛星に基づくナビゲーション中は、不適切な指示
や不具合の可能性を排除することができません。 ドラ
イバーは常に安全運転に努める責任があります。
e 常にオフロードの状態に注意してください。

コンシェルジュ サービスの開始
コンシェルジュ サービスは、ナビゲーション データを
使用してドライバーをサポートするパーソナル アシス
タントです。
bb SIM カード経由でデータ接続が正常に確立されて

いる。
bb 携帯電話が PCM に Bluetooth® 経由で接続されて

いる。

11.. ナナビビ e 目目的的地地 e ココンンシシェェルルジジュュ ササーービビ
スス e ポポルルシシェェ ココンンシシェェルルジジュュにに連連絡絡を選択
してください。
コンシェルジュ エージェントが呼び出されます。

22.. 目的地をリクエストします。

33.. コンシェルジュ エージェントが通話を終了した後
に、ナビゲーション データが PCM に 送信され

ます。 そのため、先に通話を終了しないでくださ
い。

44.. POI または個々の目的地を選択し、開開始始 を選
択します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 現在位置やナビゲーション目的地の地理的位置な
どのポルシェ コンシェルジュ データを使用してい
る場合は、車両識別データおよび言語設定がコン
シェルジュ コンタクト センターに転送されます。

– ポルシェ コンシェルジュへの通話ごとに最大 5 つ
の目的地のナビゲーション データを PCM に送信
できます。

地図からの目的地入力
11.. ナナビビ e ママッッププ を選択します。

22.. 地図上で目的地をタッチして長押しします。

33.. を選択してルート案内を開始します。

ツアーを計画する (経由地の入力)
ツアーは、1 つの目的地と 1～8 箇所の経由地から
なっています。

ツアーの入力および開始

11.. ナナビビ e 目的地を入力 e ルルーートト案案内内をを開開始始
。

22.. オプション e ルルーートトをを編編集集 e 経経由由地地をを追追加加
。

33.. 経由地を入力または選択します。

44.. 経経由由地地ととししてて追追加加 e ツツアアーー開開始始。

ツアーの保存
bb ツアーが開始されています。

e オプション eルルーートトをを編編集集 eオプション
e ツツアアーーをを保保存存

ツアーの呼び出し
bb ツアーが保存されました。

11.. ナナビビ e おお気気にに入入りり e ママイイ目目的的地地

22.. ママイイ目目的的地地 e 保保存存さされれたたツツアアーー e 希望する
ツアーを選択してください。

ツアーの編集
経由地は後で変更することができます。
bb ツアーが開始されています。

e ナナビビ e 目目的的地地 e オプション e ルルーートト
をを編編集集の順に移動し、該当する経由地を押したま
ま、希望の位置に移動させてください (ドラッグ
& ドロップ)。
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地図コンテンツの設定
11.. ナナビビ e ママッッププ e (ヘッダー内)

22.. 地図コンテンツの起動 / 停止 (国別仕様による)：

– 33DD ママッッププ：3D マップ ビュー (または 2D ビュー)
の表示または非表示を切り替えます。

– 自自動動ズズーームム：地図の自動ズーム機能の有効または
無効を切り替えます。

– ササテテラライイトト ママッッププ：地図のサテライト ビューの表
示または非表示を切り替えます。

– 天天気気1：地図の天気情報の表示または非表示を切り
替えます。

– 施施設設情情報報をを表表示示：地図上の施設情報の表示または
非表示を切り替えます。

– ココンンパパスス：地図上のコンパスの表示または非表示
を切り替えます。

交通情報の表示
地図上に交通情報を表示2

地図上に、現在地または選択したルートに関する次の
交通情報を表示することができます：
– 斜斜線線区区間間：通行止め区間の表示。
– 色色付付きき警警告告シシンンボボルル：選択したルート上に差し

迫った交通渋滞。 ルート案内が有効でない場合
は、現在の交通渋滞がすべてカラー表示されま
す。

– ググレレーー表表示示のの警警告告シシンンボボルル：選択したルート上に
はない交通渋滞。

VICS/ITS スポット交通情報のリストの表示

11.. ナナビビ e 交交通通 e VVIICCSS

VVIICCSS アイコン内に表示されている数は、選
択されたルート上の道路交通案内の件数を示しま
す。

22.. 道道路路交交通通案案内内を選択してください。

交通渋滞の回避
ルート案内で交通渋滞を自動的に回避または表示する
ことができます。

e ナナビビ e オプション e ルルーートト オオププシショョンン
e ダダイイナナミミッッククリリルルーートト / 道道路路交交通通案案内内をを参参照照
を有効にします。

道路交通案内は、ラジオ放送局またはオンライン コン
テンツ プロバイダーから発信されます。 従いまして、
この情報の完全性および正確性に関してポルシェでは
責任を負いかねます。

マップ ビューおよびナビゲーション
情報をインストルメント パネルに表
示する
インストルメント パネルの操作に関するインフォメー
ション：
> 「インストルメント パネルの操作」の章（ 51

ページ）を参照してください。

地図画面の表示および設定
11.. インストルメント パネルの車両 & 情報ディスプレ

イにあるマップ ビューを選択します。
> 「D - 車両 & 情報ディスプレイ」の章（ 49

ページ）を参照してください。
22.. マルチ ファンクション ステアリング ホイールから

希望のビュー オプションを選択してください。

– 手手動動ズズーームム：：地図の縮尺を地図画面に合わせて調
節します。

– オオーートト ズズーームム：地図の縮尺は自動調節されます。
– 33DD ママッッププ：立体地図を表示します。
– ノノーースス アアッッププ：常に北が地図の上側になります。
– ママッッププ情情報報：インストルメント パネルの車両 & 情

報ディスプレイにあるマップ ビューが選択されて
いない場合は、ナビゲーション使用時に地図が自
動的に表示されます。

– 矢矢印印情情報報：インストルメント パネルの速度 & アシ
スト機能ディスプレイのナナビビゲゲーーシショョンン メニュー
が選選択択さされれてていいなないい場合は、ナビゲーション使用
時にメニューが自動的に表示されます。

ナビゲーション情報をインストルメント パネル
に表示する
e インストルメント パネルの速度 & アシスト機能

ディスプレイにあるナナビビゲゲーーシショョンン メニューを選
択します。
> 「A - 速度 & アシスト ディスプレイ」の章

（ 49ページ）を参照してください。

ナビゲーション設定の変更
e ナナビビ eオプション eナナビビゲゲーーシショョンン設設定定

e 希望の設定を選択してください。

1. 必要条件：データ接続を確立していること。 ポルシェ コネクト サービスが起動中であること。
2. 必要条件：データ接続が確立されている。 ポルシェ コネクト サービスが有効になっている。
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ETC (道路通行料自動収受システム)
の使用

図 152：グローブ ボックス内の ETC カード リーダー

ETC カードの挿入および取り出し
11.. 有効な ETC カードをカード リーダーにロックされ

るまで差し込んでください。
22.. ETC カードを取り出すには、 を押してくださ

い。
ヘッダーに表示される は、カードがないこ
と、またはカード エラーを示します。

ETC 設定
bb ETC カードが挿入されている

e 車車両両 e EETTCC e 支支払払いい方方法法

– 通通行行料料通通知知
– 通通行行料料警警告告
– EETTCC カカーードド抜抜きき忘忘れれ警警告告
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バッテリー
e バッテリーの脱着は、必ずポルシェ正規販売店で

実施してください。 ポルシェ正規販売店のご利用
をお勧めいたします。十分なトレーニングを受け
た経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用
工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束し
ます。

モデル、国、および装備により、車両には AGM (-
Absorbent Glass Mat) テクノロジーの鉛バッテリーま
たは 12 V リチウム バッテリー (LiFePO4) のいずれか
が装備されています。
リチウム バッテリー装備車両では、バッテリーにス
テッカーが貼付されています。
e いかなる場合も、ステッカーを除去したり、汚損

したり、判読不能にしたりしないでください。

鉛蓄電池
警警告告 感電、ショートまたは火

災

車両の通電部品に触れると感電する恐れがあります。
車両電気系統への作業が原因で、ショートする恐れが
あります。 回路の短絡が原因で火災が発生する恐れが
あります。
e エレクトリカル システムでの作業時は、常にマイ

ナス端子をバッテリーから切り離してください。
e ツールまたは導電性のアクセサリー (指輪、ネック

レス、腕時計バンドなど) が車両の通電部品に決し
て触れないようにしてください。

警警告告 火災または爆発

燃料、エンジン オイル、トランスミッション オイルな
ど、自動車用油脂類の多くは非常に引火しやすい性質
を持っています。 燃料蒸発ガスは可燃性です。 鉛バッ
テリー充電時には爆発性の高い混合ガスが発生しま

す。
e エレクトリカル システムでの作業時は、常にマイ

ナス端子をバッテリーから切り離してください。
e 静電気を避けるため、乾いた布でバッテリーを拭

かないでください。
e バッテリーに触れる前に車両に触れて静電気を放

電してください。
e バッテリーの近くでたばこを吸ったり、裸火を使

用したりしないでください。 ケーブルとの接触な
どによるスパークにもご注意ください。

e 屋外または十分に換気されている場所でのみ、車
両の作業を行ってください。

注注意意 腐食性電解液

鉛蓄電池には、触れると皮膚や衣服を損傷させる原因
となる腐食性の高いバッテリー液が入っています。
e 保護手袋と保護眼鏡を必ず着用してください。
e バッテリー液が目や皮膚に触れた場合：冷たい水

で数分間洗い流してください。

知知識識

回路のショート、火災、またはオルタネーター、電気
系統、および構成部品を損傷する危険があります。
e バッテリーの脱着は、必ずポルシェ正規販売店で

実施してください。 ポルシェ正規販売店のご利用
を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

e 電気系統の作業を行うときは、必ずバッテリー マ
イナス ケーブルの端子を外してください。

図 153：鉛蓄電池

鉛蓄電池はラゲッジ コンパートメント内のプラスチッ
ク カバーの下にあります。 プラスチック カバーの取
り外しに関するインフォメーション:
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255ペー

ジ）を参照してください。
e ジャンパー ケーブルによるエンジン始動時は、黒

色のマイナス ケーブルを絶対にバッテリーへ直接
接続しないでください。 必ず黒色のマイナス ケー
ブルを -- アース箇所に接続してください。

> 「ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動」の
章（ 122ページ）を参照してください。

鉛蓄電池の安全シンボル
指指示示ををおお読読みみくくだだささいい

保保護護眼眼鏡鏡をを着着用用ししててくくだだささいい

子子どどももたたちちをを近近づづけけなないいででくくだだささいい
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爆爆発発のの危危険険ががあありりまますす
バッテリー充電中には、爆発性の高い混合
ガスが発生します。そのため、
火火気気、、ススパパーークク、、裸裸火火、、喫喫煙煙はは禁禁止止さされれ
てていいまますす
電気配線や電気機器を取り扱うときは、火
花を発生させたり、ショートさせたりしな
いでください。 中央排気口のあるバッテ
リーの場合、ホース開口部では爆発性ガス
の濃度が高くなります。 ガス排気ホース
は、決してねじれた状態にせず、汚れで詰
まらせたりしないでください。
腐腐食食性性ややけけどどのの危危険険
バッテリー液には強い腐食性があります。
保護手袋と保護眼鏡を着用してください。
バッテリーを傾けないでください。傾ける
と、排気口からバッテリー液 (酸) がこぼ
れる可能性があります。
応応急急処処置置
電解液が目にかかった場合、直ちに水で数
分間洗い流し、 すぐに医師の診察を受け
てください。 バッテリー液 (酸) が皮膚や
衣服にかかった場合、直ちに石鹸水で中和
し、多量の水で洗い流してください。 万
一バッテリー液 (酸性) を飲み込んでし
まった場合は、直ちに医者の診察を受けて
ください。
廃廃棄棄
古いバッテリーは、バッテリー回収場所に
持ち込んでください。
古いバッテリーを決して家庭ごみと一緒に
廃棄しないでください。

鉛蓄電池のお手入れ

イインンフフォォメメーーシショョンン

バッテリーの凍結を防ぐため、常に完全な充電状態を
維持してください。 バッテリーが充電不足だと 0 °C
程度の温度でも凍結することがあります。完全に充電
されている場合は -40 °C まで凍結しません。

希希望望すするる操操
作作

操操作作方方法法

バッテリー
上がりを避
ける

e 短距離走行時には、不要な電気
装備のスイッチを OFF にして
ください。

e 車両から離れるときは、イグ
ニッションを OFF にしてくだ
さい。

e エンジン停止時には、 PCM を
使用しないでください。

バッテリー
のお手入れ

e バッテリーの表面をきれいな乾
燥した状態に保ってください。

e 端子クランプが確実に固定され
ていることを確認してくださ
い。

冬季走行の
準備をする

e 冬季になる前にバッテリーを点
検してください。

バッテリー
を充電して
ください

e 凍結または損傷したバッテリー
を決して充電しないでくださ
い。

鉛蓄電池の充電

図 154：鉛蓄電池端子

++ プラス端子
-- アース箇所

警警告告 凍結または損傷したバッ
テリーの充電

凍結または損傷したバッテリーを充電すると、爆発お
よび化学やけどの危険があります。
e 凍結または損傷したバッテリーを決決ししてて充電しな

いでください。

e 充電器メーカーの取扱説明書に従ってください。
e バッテリーの充電時は、必ず十分に換気してくだ

さい。
11.. ラゲッジコンパートメントを開いてください。

> 「ラゲッジ コンパートメント リッド」の章
（ 258ページ）を参照してください。

22.. ラゲッジ コンパートメント カバーを取り外してく
ださい。
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> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255
ページ）を参照してください。

33.. 充電器の赤色のプラス ケーブルをジャンパー ケー
ブル接続用のプラス (++) 端子に接続してください。

44.. 充電器の黒色のママイイナナスス ケケーーブブルルを –– アース箇所
に接続してください。

55.. 充電器のスイッチを ON にしてください。
66.. バッテリーの充電後、充電器のスイッチをオフに

し切り離します。
e 適切な充電器に関する情報は、ポルシェ正規販売

店にお問い合わせください。

鉛蓄電池の交換
バッテリー ケースに記載されている仕様の詳細に基づ
いて、ポルシェのすべての特定の要件を満たす同等の
バッテリーを識別することはできません。
e 必ずポルシェ正規販売店でバッテリーの交換を

行ってください。
e 鉛蓄電池は、必ず車両の特定の要件に合致する

AGM (AAbsorbent GGlass MMat：吸収ガラス マット)
バッテリーと交換してください。 ポルシェでは、
ポルシェ純正バッテリーのご使用をお勧めいたし
ます。

e 新しいバッテリーは取り付け後、コントロール ユ
ニットに登録する必要があります。 ポルシェ正規
販売店にご相談ください。 ポルシェ正規販売店の
ご利用をお勧めいたします。十分なトレーニング
を受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報
と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。

e バッテリーの廃棄指示を遵守します。

電源遮断
一時的な電源遮断の後、一部の機器では再初期化が必
要です。
11.. パワー ウィンドウの停止位置を保存します。

> 「ウィンドウ」の章（ 58ページ）を参照して
ください。

22.. タイヤ空気圧監視システム (TPM) にホイールおよ
びタイヤを登録します。
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 154ペー

ジ）を参照してください。
33.. スライディング / チルティング ルーフの停止位置

を保存してください。
> 「スライディング / チルティング ルーフ」の

章（ 133ページ）を参照してください。

リチウム バッテリー
警警告告 感電、ショート、火災ま

たは爆発

車両の通電部品に触れると感電する恐れがあります。
車両電気系統への作業が原因で、ショートする恐れが
あります。 回路のショートが原因で火災が発生する恐
れがあります。 燃料、エンジン オイル、トランスミッ
ション オイルなど、自動車用油脂類の多くは非常に引
火しやすい性質を持っています。 燃料蒸発ガスは可燃
性です。
e バッテリーの脱着は、必ずポルシェ正規販売店で

実施してください。 ポルシェ正規販売店のご利用
を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

警警告告 電解液および有毒ガスの
流出

バッテリーの損傷や間違った取り扱いによる例外的な
状況では、電解液および有害ガスが漏れる恐れがあり

ます。
e 蒸発ガスを吸い込んだり、電解液に触れたりしな

いようにしてください。
e 人を周囲に近付けないようにし、かつ人が常に風

上にいるようにしてください。
e リチウム バッテリーの充電は、換気の良好な場所

でのみ行ってください。

知知識識

回路のショート、火災、またはオルタネーター、電気
系統、および構成部品を損傷する危険があります。
e バッテリーの脱着は、必ずポルシェ正規販売店で

実施してください。 ポルシェ正規販売店のご利用
を推奨いたします。十分なトレーニングを受けた
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

e エレクトリカル システムでの作業時は、常にマイ
ナス端子をバッテリーから切り離してください。
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図 155：リチウム バッテリー

12 V リチウム バッテリーはラゲッジ コンパートメン
ト内のプラスチック カバーの下にあります。 プラス
チック カバーの取り外しに関するインフォメーショ
ン：
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255ペー

ジ）を参照してください。
12 V リチウム バッテリーの接続は、バッテリーの充
電状態が低い場合、車両エレクトリカル システムから
自動的に切り離されます。 エレクトリカル システムは
一時的に停止します。 バッテリーを充電した場合 (
10 分間以上) またはジャンパー ケーブルによるエンジ
ンの始動や外部電源の接続を行った場合、エレクトリ
カル システムは自動的に再作動します。 12 V リチウ
ム バッテリーは車両エレクトリカル システムに自動的
に再接続されます。
> 「ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動」の

章（ 122ページ）を参照してください。
e ジャンパー ケーブルは絶対にバッテリーに直接接

続しないでください。

リチウム バッテリーの安全シンボル
指指示示ををおお読読みみくくだだささいい

保保護護メメガガネネをを着着用用ししててくくだだささいい

火火気気、、ススパパーークク、、裸裸火火、、喫喫煙煙はは禁禁止止さされれ
てていいまますす
ケーブルや電気機器を取り扱うときは、火
花を発生させたり、ショートさせたりしな
いでください。
子子どどももたたちちをを近近づづけけなないいででくくだだささいい

爆爆発発のの危危険険ががあありりまますす

腐腐食食性性ややけけどどのの危危険険ががあありりまますす
電解液には極めて強い腐食性があります。
保護手袋と保護メガネを着用してくださ
い。
応応急急処処置置
電解液が目にかかった場合、直ちにきれい
な水で数分間洗い流し、 すぐに医師の診
察を受けてください。 電解液が皮膚や衣
服にかかった場合、直ちに石鹸水で中和
し、多量の水で洗い流してください。 万
一電解液を飲み込んでしまった場合は、直
ちに医者の診察を受けてください。
廃廃棄棄
古いバッテリーは、バッテリー回収場所に
持ち込んでください。
絶対に古いバッテリーを家庭ごみと一緒に
廃棄しないでください。
メメンンテテナナンンスス作作業業はは、、必必ずずポポルルシシェェ正正規規
販販売売店店でで実実施施ししててくくだだささいい
ご自身では絶対にバッテリーを交換しない
でください。 この車両のリチウム バッテ
リーの交換には、ポルシェ社指定のリチウ
ム バッテリーのみを使用してください。
他のリチウム バッテリーまたは鉛蓄電池
の使用は、エレクトリカル システムの全

面的な故障を含め著しい不具合の原因にな
ります。
必ずポルシェ正規販売店でバッテリーの交
換を行ってください。 ポルシェ正規販売
店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

リチウム バッテリーのお手入れ

希希望望すするる操操
作作

操操作作方方法法

バッテリー
上がりを避
ける

e 短距離走行時には、不要な電装
品のスイッチを OFF にしてく
ださい。

e 車両から離れるときは、イグ
ニッションを OFF にしてくだ
さい。

冬季走行の
準備をする

e 冬季になる前にバッテリーを点
検してください。

バッテリー
を充電して
ください

e 損傷したバッテリーは決して充
電しないでください。

車両を保管
する

e 車両を使用せず、車庫や修理工
場に長期間保管する場合は、車
両のドアやリッド類を確実に閉
じてください。

e イグニッションを OFF にして
ください。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

車両を使用していない間でも、バッテリーは常に放電
しています。
e 正常に使用可能な状態を保つには、約 6 週間ごと

の充電またはリチウム バッテリーに適した CC/CV
または pure CV 充電特性を持つトリクル充電器の
使用が必要です。 ポルシェ社では、Porsche
Tequipment の充電器およびトリクル充電器を使用
することを推奨いたします。

リチウム バッテリーの充電

図 156：リチウム バッテリー端子

注注意意 損傷のあるバッテリーが
引き起こす刺激性ガスの
流出

ブースターまたは認定されていない充電器を使うと、
充電対象バッテリーでの充電電圧や充電電流が過度に
高くなる場合があります。 この場合、バッテリーが損
傷して刺激性のガスが流出する恐れがあります。 ま

た、車両が相当の損傷を受けたり、火災が起きたりす
る恐れがあります。
e ブースターを使用しないでください。
e 内蔵型電子保護回路付きの LiFePO4 バッテリーに

は、メーカーにより承認された充電器のみを使用
してください。

e 以下の最大値を絶対に超えないでください。
– 最大充電電圧：14.8 V (バッテリーが切り離さ

れた状態で故障している場合であっても、電圧
ピーク不可)

– 最大充電電流：90 A
e ご不明な点がある場合は、ポルシェ正規販売店に

お問い合わせください。

e 充電器メーカーの取扱説明書に従ってください。
e バッテリーの充電時は、必ず十分に換気してくだ

さい。
11.. ラゲッジ コンパートメントを開いてください。

> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255
ページ）を参照してください。

22.. ジャンパー ケーブル接続用のプラス (＋＋) 端子の
キャップを開いてください。

33.. 充電器の赤色のププララスス ケケーーブブルルを、ジャンパー
ケーブルによるエンジンの始動用プラス端子 (++) に
接続してください。

44.. 充電器の黒色のママイイナナスス ケケーーブブルルをアース箇所 ––
に接続してください。

55.. 充電器のスイッチを ON にしてください。
66.. バッテリーの充電後、充電器のスイッチを OFF に

し、切り離します。
77.. ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動用プラ

ス端子 ++ のキャップを閉じます。
適切な充電器に関する情報は、
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

リチウム バッテリーの交換

警警告告 不適合なリチウム バッテ
リーによる火災の恐れ

車両電気系統の著しい不具合に加えて、不適合なリチ
ウム バッテリーの使用または誤った取り付けは特別な
状況下で火災の原因になる恐れがあります (充電中な
ど)。
e ご自身では絶対にバッテリーを交換しないでくだ

さい。 この車両のリチウム バッテリーの交換に
は、ポルシェ社指定のリチウム バッテリーのみを
使用してください。 他のリチウム バッテリーまた
は鉛バッテリーの使用は、電気系統の全面的な故
障を含め著しい不具合の原因になります。

e 必ずポルシェ正規販売店でバッテリーの交換を
行ってください。 ポルシェ正規販売店のご利用を
推奨いたします。十分なトレーニングを受けた経
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具
や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

e リチウム バッテリーの廃棄に関する指示を遵守し
てください。

電源遮断
一時的な電源遮断の後、一部の機器では再初期化が必
要です。
11.. パワー ウィンドウの停止位置を保存します。

> 「ウィンドウ」の章（ 58ページ）を参照して
ください。

22.. タイヤ空気圧監視システム (TPM) へのホイールお
よびタイヤの登録。
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 154ペー

ジ）を参照してください。
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パンク
モデルと車両装備に応じて、車両にはタイヤ シーラン
ト キット(Tire Mobility System - TMS)またはコラプ
シブル スペア ホイールが付属しています。

タイヤ空気圧モニタリングの警告
メッセージに対応する
タイヤ空気圧モニタリング システムが空気圧の著しい
低下を検出した場合、インストルメント クラスターに
メッセージが表示されます。 空気圧の低下はタイヤの
損傷を示している可能性があります。
e 適切な場所に停車し、該当するタイヤに損傷がな

いか点検してください。
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 154ページ）を

参照してください。

安全に駐車
11.. 走行車線からできるだけ遠くに車両を停止しま

す。 車両を滑り止めのしてある固い平面に駐車す
る必要があります。

22.. ハザード ライトを ON にします。
33.. エレクトリック パーキング ブレーキを作動させて

ください。
44.. トランスミッション パーキング ロックを P ボタン

を使用して作動します。
55.. フロント ホイールをまっすぐにします。
66.. すべての乗員に車両を降りてもらいます。 降車時

には交通状況に注意してください。
77.. 適切な距離に停止表示板を設置します。
88.. 交換するタイヤの対角線方向の反対側の車輪に輪

止めをするなどして、車両が不意に動き出さない
ようにしてください。

> 「ジャッキおよびリフティング プラットフォー
ム」の章（ 121ページ）を参照してください。

損傷したタイヤの補修
bb タイヤ シーラント装備車 (

タイヤ モビリティ システム - TMS)

警警告告 密閉されたタイヤは事故
の原因となります

タイヤ シーラントで密閉された損傷タイヤは、不適切
な速度で走行したり連続的な負荷がかかったりする
と、圧力を失ったりバーストしたりする可能性があり
ます。
e タイヤ シーラントを使用してタイヤの傷をふさぐ

ことは、最寄りの修理工場まで走行するための応
急処置に過ぎません。

e タイヤ シーラントは 4 mm 以下の切り傷またはパ
ンクにしか使用しません。

e リムが損傷している場合や、空気圧が低いタイヤ
や収縮したタイヤで走行した場合、絶対にタイヤ
シーラントを使用しないでください。

e 外気温度が -20 °C 未満の場合は、タイヤ シーラン
トを使用しないでください。

e 急加速や高速でのコーナリングは避けてくださ
い。

e 80 km/h を超える速度で走行しないでください。
e 約 10 分間走行してからタイヤ空気圧を点検してく

ださい。タイヤ空気圧が1.5 bar (22 psi) 未満の場
合は走行を中止してください。

e 密閉されたタイヤはできるだけ早く修理工場で交
換してください。 タイヤ シーラントを使用したタ
イヤであることを修理工場に伝えてください。

e タイヤを修理ししなないいででくくだだささいい。 損傷したタイヤ
は交換してください。

e タイヤ シーラントおよびコンプレッサーの各取扱
説明書に記載されている安全と操作の指示を読
み、それに従ってください。

パンクした場合、車両に備えられているタイヤ シーラ
ントを使用してタイヤの傷を一時的にふさぐことがで
きます。

タタイイヤヤ シシーーラランントト キキッットト ((TTiirree MMoobbiilliittyy SSyysstteemm --
TTMMSS)) はラゲッジ コンパートメントにあります。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255ペー

ジ）を参照してください。

タイヤ シーラントの充填 (
タイヤ モビリティ システム - TMS)

警警告告 人体に有害な可燃性シー
ラント

シーラントは強燃性であり、人体に有害です。 長時間
または繰り返しの露出は、刺激、アレルギー反応、ま
たは臓器の損傷の原因となります。
e タイヤ シーラントを取り扱う際、火炎、裸火、喫

煙は禁止されています。
e お子様の手の届かない場所に保管してください。
e 皮膚、目、衣服に付着しないように注意してくだ

さい。
e タイヤ シーラントが皮膚に付着したり目に入った

りしたときは、直ちに多量の水で洗い流してくだ
さい。

e 体調不良やアレルギー反応を起こしたときは、直
ちに医師の診察を受けてください。

e 衣服に付着したときは、すぐに着替えてくださ
い。

e シーラントの蒸発ガスを吸い込まないようにして
ください。

e タイヤ シーラントを誤って飲み込んだときは、す
ぐに口を多量の水でゆすぎ、多量の水を飲んでく
ださい。 無理に嘔吐しないでください。 直ちに医
師の診察を受けてください。
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警警告告 タイヤの空気圧低下が検
出されない

パンク修理剤が付着したタイヤ空気圧センサーは、タ
イヤ空気圧を正しく検出できません。
e 損傷したタイヤを交換するときは、タイヤ空気圧

センサーも必ず一緒に交換してください。

図 157：タイヤ シーラントの充填

AA 充填ボトル
BB 充填ホース
CC 充填ホース プラグ
DD バルブ回し
EE バルブ インサート
FF タイヤ バルブ

充填作業の準備
11.. タイヤの空気が抜けた原因である異物は取り除か

ず、そのままタイヤに残しておいてください。
22.. タイヤ シーラント (

タイヤ モビリティ システム - TMS) および付属の
ステッカーをラゲッジ コンパートメントから取り
出します。 タイヤ シーラント (

タイヤ モビリティ システム - TMS) はラゲッジ コ
ンパートメントの右側のボックスに収納されてい
ます。 コンプレッサーはラゲッジ コンパートメン
トのカバーの下にあります。
> 「ラゲッジ コンパートメント」の章（ 255

ページ）を参照してください。
33.. 許容最高速度を示すステッカーを、ドライバーの

目に付く場所に貼り付けてください。

タイヤ シーラントの充填 (
タイヤ モビリティ システム - TMS)
> タイヤ シーラントに添付されている取り扱い上の

注意事項を遵守してください。
11.. 充填ボトル AA を振ってください。
22.. 充填ホース BB を充填ボトルに取り付けてくださ

い。
充填ボトルが開いています。

33.. タイヤ バルブ FF からバルブ キャップを取り外して
ください。

44.. バルブ回し DD を使用して、バルブ インサート EE を
タイヤ バルブから取り外してください。
交換用バルブ インサートが入手できない場合は、
バルブ インサートを清潔で乾燥した場所に保管し
てください。

55.. 充填ホース BB のプラグ CC を取り外してください。
66.. 充填ホースをタイヤ バルブに押し付けてくださ

い。
77.. 充填ボトルをタイヤ バルブより上方に持ち上げ、

ボトルを強く握って中身をすべてタイヤに充填し
てください。

88.. 充填ホースをタイヤ バルブから引き抜いてくださ
い。

99.. 入手可能な場合は、バルブ回し DD を使用して、交
換用バルブ インサートまたはバルブ インサート EE
をタイヤ バルブに確実にねじ込んでください。

タイヤ空気の充填
> コンプレッサーの取扱説明書を読み、遵守してく

ださい。

> 「タイヤ空気の充填」の章（ 157ページ）を参照
してください。

11.. コンプレッサーを車両のプラグ ソケットに接続
し、圧力が 2.5 bar (36 psi) 以上になるまでタイヤ
に空気を入れてください。タイヤ空気圧がこの規
定値に達しない場合は、タイヤの損傷が大きすぎ
ます。このようなタイヤで運転を続けないでくだ
さい。

22.. バルブ キャップをタイヤ バルブ FF に取り付けてく
ださい。

空気圧の点検
e 約 10 分間走行してからタイヤ空気圧を点検してく

ださい。タイヤ空気圧が1.5 bar (22 psi) 以下の場
合は、運転を中止してください。

> 「テクニカル データ」の章（ 305ページ）を参照
してください。

タイヤ交換
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 154ページ）を

参照してください。

ホイールを交換した後、タイヤ空気圧モニタリン
グのタイヤ設定を更新する
> 「PCM でのタイヤ空気圧モニタリング (TPM) の

設定」の章（ 156ページ）を参照してください。
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パークアシスト
一般的な安全に関する指示

警警告告 集中力の低下

システムがドライバーの安全を危険にさらすよう誘導
することがあってはなりません。 ドライバーは常に適
切な注意を払う責任があります。 このシステムはドラ
イバーの集中力の代わりになるものではありません。
e 人や動物、障害物が操作エリア内にいないことを

確認してください。
e 操作中、赤色部分に人または動物がいる場合は、

車両を停止してください。

警警告告 センサーの検出範囲の制
限

センサーは周辺状況を完全には監視できません。 この
エリア内では、人、動物、障害物は検出されないか、
限られた範囲でしか検出されない場合があります。 怪
我や損傷の危険があります。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。

注注意意 不利な環境条件

不利な環境条件の場合、システムは制限されるか、利
用できません。そのため、けがや損傷の危険がありま
す。
e 適切な環境条件でのみシステムを使用してくださ

い。
e 視界、天候、路面、および交通状況に合わせたド

ライビング スタイルで運転してください。

システム制限
その他の超音波を発する機器 (例：他車のエア ブレー
キ、掃除機、削岩機など) が障害物の検出に干渉する場
合があります。
システムは以下の物体を検出できません。
– 音波を吸収する障害物 (例：冬場の滑りやすい路

面、粉雪などの雪、布地や毛皮の衣類など)。
– 音波を反射する障害物 (例：ガラス面や平らな塗装

面など)。
– 非常に細い障害物 (例：細い支柱)。
– 障害物がある、センサーやカメラが非常に汚れて

いる、ほこり、汚れ、雪や氷などに覆われている
場合など。

機能
ドライバーが駐車操作をしているとき、駐車アシスト
が車両と障害物の間の距離を視覚的および音響的に示
します。
車両前後の障害物が PCM に色別にフィールド表示さ
れます。 このフィールドにより障害物の形や車両との
距離が分かります。

距離の測定

図 158：距離測定用超音波センサー

フロントおよびリヤ バンパーの超音波センサー AA が障
害物からの距離を測定します。 障害物を検出すると警警
告告音音がが断断続続的的にに鳴ります。 障害物との距離が近づくに
つれて警告音の断続間隔が短くなります。 障害物との
距離が約 30 cm 以下になると、警警告告音音がが連連続続して鳴
ります。
センサーの上および下にある障害物は検知できませ
ん。
警告音の音量は PCM で設定できます。
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照してくだ

さい。

パークアシストの作動
自動作動 (約 15 km/h の速度まで)
bb イグニッションが ON になっている。
bb リバース (後退) ギヤに入れる

–または –
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bb 前方の距離が約 80 cm 以下。
–または –

bb 車両が後退していることを検出している。

手動での作動

e アアシシスストト e パパーーククアアシシスストト

PCM に表示する

図 159：駐車アシスト ディスプレイ

色色 フフロロンントト側側のの
距距離離

リリヤヤ側側のの距距離離

白色 車両の経路に障害物がない、ま
たは障害物との距離が 30 cm 以
上。

橙色 < 120 cm < 180 cm

色色 フフロロンントト側側のの
距距離離

リリヤヤ側側のの距距離離

赤色 < 40 cm < 40 cm

赤色と連続音 < 30 cm < 30 cm

シシンンボボ
ルル

意意味味

現在の駐車操作では、パークアシスト
を無効にします。 15 km/h の速度を
超えるか、リバース ギヤを再度選択し
た場合、無効化はキャンセルされま
す。

オーディオ再生を OFF にします。

操作に関するインフォメーション ポルシェ コミュニ
ケーション マネージメント (PCM):
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 236ページ）を参照してくださ
い。

Targa モデルの警告作動

知知識識

Targa ルーフが開く際には、ガラス リヤ ウィンドウが
車両のボディから突出します。 ガラス リヤ ウィンド
ウを損傷する恐れがあります。
e 開閉するときは、車両後方に人がいないことを確

認してください。 車両の上方や後方に十分なス
ペースがあることを確認してください (ガレージ内

など)。

センター コンソールのスイッチまたはエンジン コン
パートメントリッドボタンを使用して Targa ルーフま
たはリヤ ガラス ウィンドウを開閉する場合、リヤ
パークアシストが同時に作動します1。
センサーが約 50 cm 以下の距離に障害物を検出する
と、開閉が停止します。
インストルメント パネルにメッセージが表示されま
す。
車両付近に障害物がなければ、手動で作業を続行でき
ます。
e 約 10 秒以内にスイッチを 2 回引きます。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。

パークアシストの停止
手動での停止

e PCM の をタップします。

自動停止
bb セレクター レバーの P ボタンが作動している。

自動有効化を有効にする / 無効にする

e アアシシスストト e eアアシシススタタンンスス シシスステテムムのの
設設定定 e パパーーククアアシシスストト e 自自動動でで有有効効ににすするる

パーキング アシスタントの警告音量を設定する

e アアシシスストト e eアアシシススタタンンスス シシスステテムムのの
設設定定 e パパーーククアアシシスストト e 音音量量

1. アクティブ パーキング サポートを使用している間は作動しません。
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リバース カメラ
一般的な安全に関する指示

警警告告 ゆがんだ表示による怪我
の危険

カメラが映す物体はゆがんで見えます。 赤色のマーク
は車両後部を示します。 リバース カメラ画像は車両の
後方全体を映してはいません。
e 常に車両周囲全体の状況に十分注意を払ってくだ

さい。
e 人や動物または障害物がリバース カメラ画像の赤

色のエリア内にないことを確認してください。

システム制限
カメラがひどく汚れている場合、またはほこり、汚
れ、雪、氷などで覆われている場合、このシステムは
使用できないか、限られた範囲でのみ使用できます。

機能
リバース カメラは駐車操作時の車両後方エリアのモニ
タリングを容易にします。
リバース カメラ画像は PCM に表示されます。

リバース カメラの作動
自自動動
bb イグニッションが ON になっていて、リバース ギ

ヤに入れてある。
–または –

bb 車両が後退していることを検出している。

手動

e アアシシスストト e パパーーククアアシシスストト

リバース カメラの自動停止
bb 速度が 15 km/h を超過した場合。

–または –

bb セレクター レバーの P ボタンが作動している。

サラウンド ビュー (RTV)
一般的な安全に関する指示

警警告告 ゆがんだ表示による怪我
の危険

カメラが検出した物体はゆがんで見えます。 スクリー
ン ウィンドウの多くは、車両周囲全体を映してはいま
せん。
e 常に車両周囲全体の状況に十分注意を払ってくだ

さい。
e 人や動物、障害物が操作エリア内にいないことを

確認してください。

システム制限
カメラがひどく汚れている場合、またはほこり、汚
れ、雪、氷などで覆われている場合、このシステムは
使用できないか、限られた範囲でのみ使用できます。

機能
サラウンド ビューは車両を上方から見た映像で、車両
周辺のエリアを映し出したものです。 複数のカメラで
障害物や路面標識を、車両の正確な位置とともに検出
します。 サラウンド ビューが作動しているときは、明
るさを確保するためカーテシー ライトのスイッチが
ON になります。

図 160：サラウンド ビュー カメラの位置

AA フロント バンパーのセンターにあるカメラ
BB 両方のドア ミラーのカメラ
CC リヤ リッドのライセンス プレート ライト間のカメラ。

Surround View (サラウンド ビュー) を有効にす
る
自自動動
bb パークアシストがアクティブになっている。

–または –
bb リバース (後退) ギヤに入っている。

–または –
bb 車両が後退していることを検出している。
手手動動

e アアシシスストト e パパーーククアアシシスストト

リリヤヤ など該当するシンボルを介し希望するビューを選
択します)。 有効になっているビューのシンボルは赤色
で強調されます。
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シシンンボボルル 表表示示

駐車時 (タップしてフロ
ント ビューとリヤ
ビューを切り替え)

パノラマ (タップしてフ
ロント ビューとリヤ
ビューを切り替え)

サイド

3D ビュー
– サイド カメラ シン

ボルのいずれかを
タップして、視点を
切り替えます。

– 画面下部にあるカメ
ラ シンボルをタッ
プして、オール ラ
ウンド ビューを選
択します。カメラ画
像をスワイプして視
点を 360° 回転させ
ることができます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

カメラ画像に加え、フロントおよびリヤ カメラの
ビューにはガイドラインが重ねて表示されます。
これらのガイドラインは、現在の位置のステアリング
ホイールで車両が進むことのできる方向を示していま
す。 前輪の位置が変わると、ガイドラインも変わりま
す。

サラウンド ビューを無効にする
自自動動

bb 速度が 15 km/h を超過した場合。

手動
e セレクター レバーの P ボタンを押してください。
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パーソナル設定
運転席ドアのメモリー ボタンを使って、手動で、人間
工学に基づいた設定を保存して呼び出せます。 また、
PCM で個々のドライバー プロフィールを作成し、人
間工学に基づく設定やコンフォート設定を自動的に保
存して呼び出すことができます。 どちらの機能も、お
互いに独立して使用できます。

パーソナル設定の保存と呼び出し
イグニッションを OFF にすると、事前にした設定は
PCM により自動的にドライバー プロファイルに保存
され、使用したキーと関連付けられます。 ドアのロッ
クを解除すると、設定がキーにより自動的に呼び出さ
れます。 複数の人が車両を使用する際、各自で別個に
ドライバー プロファイルとキーを使用すると便利で
す。 必要であれば、ドライバー プロファイルは手動で
変更できます。
さらに、運転席ドアのメモリー ボタンにより、人間工
学に基づいた設定を 3 件まで手動で保存して呼び出せ
ます。
人人間間工工学学にに基基づづいいたた設設定定の機能:
シート、ドア ミラーおよびステアリング ホイールの設
定。
さらに、運転席ドアのメモリー ボタンにより、人間工
学に基づいた設定を 3 件まで手動で保存して呼び出せ
ます。
ココンンフフォォーートト設設定定の機能:
人間工学、エアコン、ライト、視界、アシスタンス シ
ステム、インストルメント クラスターおよびインフォ
テインメントの設定。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両の損傷を避けるため、特定の機能については個人
設定を行えません (例：リバース ギヤの使用時にリヤ
ワイパーを自動的に作動させる)。

注注意意 シート、ドア ミラー、お
よびステアリング ホイー
ルの自動設定の呼び出し

メモリー設定が予期せぬタイミングで起動した場合、
身体の一部が挟まれたり、圧迫される恐れがありま
す。
e お子様のみを車内に残さないでください。
e メモリー ボタンまたはシート調節ボタンのいずれ

かを押すと、必要に応じて人人間間工工学学にに基基づづいいたた設設
定定の自動呼び出し機能をキキャャンンセセルルできます。

コンフォート設定の保存と呼び出し
コンフォート設定の保存
e イグニッションを OFF にすると、事前にした設定

は自自動動的的にに PCM のドライバー プロファイルに保
存されます。

コンフォート設定の呼び出し
11.. ドアをロック解除してください。

ドライバー プロファイル設定が呼び出されます。
–または –

bb 車両は停止している。
11.. PCM を使用してドライバー プロファイルを変更し

ます。
22.. すべての設定が適用されるまで待ちます。
設定のロードが中断された場合:
e PCM より、ドドラライイババーーをを有有効効ににすするるを選択しま

す。

ドライバー プロファイルの管理
最大 6 つのドライバー プロファイルと 1 つのゲスト
プロファイルを作成、管理できます。
初めて PCM を起動する場合、セセッットトアアッッププ ウウィィザザーー
ドドが表示され、PCM 設定の重要なステップを案内しま
す。 最初のドライバー プロファイルを正しく作成する

ために、セセッットトアアッッププ ウウィィザザーードドを完全に実行する
ことを推奨します。
イグニッションが ON にしてすぐ後のみインストルメ
ントクラスターを経由して、またイグニッションが
ON のときはいつでも PCM 経由で、作成したドライ
バー プロファイルを切り替えることができます。
キーを使用するとドライバーを自動的に検出します。
キーは常にアクティブなプロファイルに自動的に割り
当てられます。

ドライバー プロファイルの管理
ドライバー プロファイルは PCM で管理できます。

e 設設定定 e ドドラライイババーー

– ドライバーを追加する
– ドライバーを編集する
– ドライバーを変更する
– ドライバーを削除する (ドライバー編集のメニュー

項目から)
– ドライバーを有効にする
– 個人設定を有効にする
– 自動保存を無効にする
有効になった個人設定が現在のドライバーのものでは
ない場合は、作成してある別のドライバー プロファイ
ルに切り替えることをお勧めします。 必要であれば、
新しいドライバー プロファイルを作成して車両設定を
調整できます。 これにより、選択した最初のドライ
バー プロファイルの車両設定を不用意に調整すること
がないようにできます。
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人間工学に基づいた設定の保存と呼
び出し
メモリー ボタンへの人間工学に基づいた設定の
保存

図 161：運転席ドア メモリー ボタン

11.. SSEETT ボタンを押してください。
ボタンの表記が点灯します。

22.. 該当するメモリー ボタン 11、22 または 33 を 10 秒
以内に押してください。

設定が保存されます。
保存されると確認音が鳴り (運転席ドアのみ)、設設定定ボ
タンのライトが消灯します。

メモリー ボタンによる人間工学に基づいた設定
の呼び出し
e すべての設定が呼び出されるまで該当するメモ

リー ボタン 11、22 または 33 を押し続けてくださ
い。
–または –

bb イグニッションが OFF になっている。
bb 運転席ドアが開いています。
e 該当するメモリー ボタン 11、22 または 33 を短く押

してください。
設定が自動的に呼び出されます。
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ヒューズ
警警告告 短絡

車両のエレクトリカル システムの作業により、短絡が
発生する場合があります。 回路の短絡が原因で火災が
発生する恐れがあります。
e エレクトリカル システムでの作業時は、常にマイ

ナス端子をバッテリーから切り離してください。

警警告告 不適切な介入および不適
切なアクセサリー

ヒューズ ボックスへの不適切な介入および不適切なア
クセサリーの使用は、エレクトリカル システムおよび
電子回路の損傷や故障の原因になります。
e ここに記載されているヒューズ以外のすべての電

気部品 (リレーなど) については、交換しないでく
ださい。

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

e ポルシェによって認証されたアクセサリーのみを
使用してください。 認証されたアクセサリーにつ
いての情報は、ポルシェ正規販売店にお問い合わ
せください。

ヒューズの点検および交換
ショートや過負荷による電気系統の損傷を防ぐため
に、各々の回路がヒューズで保護されています。
ヒューズ ボックスは運転席および助手席側のフット
ウェルにあります。
装備仕様により、追加のヒューズ ボックスが車両内の
さまざまな場所にあります。これらの場所は修理工場
でのみアクセスできます。

ヒューズ定格

カカララーー 電電流流

薄茶色 5 A

茶色 7.5 A

赤色 10 A

青色 15 A

黄色 20 A

白色 / 透明 25 A

緑色 30 A

青緑色 35 A

橙色 40 A

ヒューズの点検および交換
ヒューズ スロットの番号は、ヒューズ キャリアのカ
バー内側または上に印字または刻印されています。
割り当てられていないヒューズ スロットは、以下の概
要に記載されていません。
11.. 可能であれば交換するヒューズと関係のある電装

品を OFF にしてください。
22.. 該当するヒューズ ボックス カバーを開きます。
33.. 必要に応じて、ヒューズ上の紫色のプラスチック

ストリップを慎重に取り外します。
44.. ヒューズを点検するため、黄色のプラスチック製

ヒューズ リムーバーを使用して、スロットから対
応するヒューズを引き抜いてください。 切れた

ヒューズは、内部の金属線が溶けていることで判
別できます。

55.. 新しいヒューズを差し込んでください。 交換する
ヒューズは、必ず同じ容量のものを使用してくだ
さい。

66.. 紫色のプラスチック ストリップを元の位置に戻し
ます。

同じヒューズが何度も切れる場合は、不具合原因を早
急に修理してください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

運転席フットウェルのヒューズ ボッ
クスを開く

図 162：運転席フットウェルのヒューズ ボックスを開く
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A 列

NNoo.. 負負荷荷

1 イグニッション スイッチ、ライト ボタ
ン、センター コンソールのスイッチ スト
リップ

3 ステアリング コントロール ユニット

4 ステアリング ホイール ヒーター コント
ロール ユニット

5 警報システム

9 パーキング ブレーキ、PSM コントロール
ユニット

10 ドライバー アシスタンス システム コント
ロール ユニット

12 PVTS コントロール ユニット

13 故障診断用ソケット

14 BCM コントロール ユニット

15 ソケット供給

16 シート調節、左フロント

B 列

NNoo.. 負負荷荷

2 BCM コントロール ユニット

3 ホーン

NNoo.. 負負荷荷

4 シート ベルト、左フロント

5 シート ヒーター

6 パーキング システム

7 エアコン システム

8 インテリア ライト

9 サブウーファー

10 ステアリング コラムの電動調整コントロー
ル ユニット

11 左右のドア コントロール ユニット

12 左ヘッドライト エレクトロニクス

C 列

NNoo.. 負負荷荷

2 ラジエーター ファン、左

3 ブレーキ ブースター コントロール ユニッ
ト

4 シート ベンチレーター、左フロント

8 BCM コントロール ユニット

12 PVTS コントロール ユニット

14 故障診断用ソケット

助手席フットウェルのヒューズ ボッ
クスを開く

図 163：助手席側のヒューズ ボックス

A 列

NNoo.. 負負荷荷

5 メディア インターフェイス

9 タイヤ空気圧モニタリング コントロール
ユニット

11 エアバッグ コントロール ユニット

13 ガレージ ドア オープナー

14 BCM コントロール ユニット
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NNoo.. 負負荷荷

15 BCM コントロール ユニット

16 シート調節、右フロント

B 列

NNoo.. 負負荷荷

4 シート ベルト、右フロント

6 4WD コントロール ユニット

7 外気ファン

8 ラゲッジ コンパートメント

9 PCM

10 PCM

11 運転席 / 助手席のドア コントロール ユ
ニット

12 右ヘッドライト エレクトロニクス

C 列

NNoo.. 負負荷荷

1 エア クオリティ センサー

2 ラジエーター ファン、右

4 シート ベンチレーター、右フロント

5 アダプティブ クルーズ コントロール

NNoo.. 負負荷荷

6 4WD コントロール ユニット

8 イオナイザー

9 ブレーキ ブースター コントロール ユニッ
ト
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ブレーキ
エレクトリック パーキング ブレーキ
エレクトリック パーキング ブレーキは後輪に作用し、
停車中に車両が動き出さないように固定します。

図 164：エレクトリック パーキング ブレーキ ボタン

パーキング ブレーキを作動させる
e スイッチ を引いてください。

スイッチ のインジケーター ライトとブレーキ
警告灯 が点灯します。

警告灯およびインジケーター ライトに関するインフォ
メーション:
> 「インストルメント クラスター」の章（ 49ペー

ジ）を参照してください。

パーキング ブレーキを手動で解除する
bb イグニッションが ON になっている。
11.. ブレーキ ペダルを踏んでください。
22.. ボタン を押してください。

ブレーキ警告灯 が消灯します。

パーキング ブレーキの自動解除
パーキング ブレーキをかけたままでも通常のように発
進することができます。
bb エンジンを作動状態にする。
bb 運転席ドアを閉じている。
bb 運転席シートベルトを着用している、または作動

モード DD、RR または MM が選択されている。
エレクトリック パーキング ブレーキはドライバーの発
進操作を検出し、パーキング ブレーキを自動解除しま
す。
これらの条件のいずれかが満たされていない場合は、
ドライバーが発進操作を行ってもエレクトリック パー
キング ブレーキが自動解除されません。
インストルメント クラスターにメッセージが表示され
ます。 ブレーキ警告灯 およびスイッチ のイン
ジケーター ライトが点滅します。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。

パーキング ブレーキの自動ロック
bb PDK 装備車。
bb 車両は停止している。
bb 作動モード DD、RR、または MM が選択されている。
bb 運転席ドアが開いている。
bb 運転席シートベルトが外れている。
電動パーキング ブレーキが自動的に入ります。
スイッチ のインジケーター ライトとインストルメ
ント パネルのブレーキ警告灯 が点灯します。
警告灯およびインジケーター ライトに関するインフォ
メーション:
> 「インストルメント クラスター」の章（ 49ペー

ジ）を参照してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

パーキング ブレーキの自動ロックは手動で無効にする
ことができます。
e ボタン を押してください。

パーキング ブレーキが解除された状態のままにな
ります。

エレクトリック パーキング ブレーキの締結を無効にし
た場合、この機能はドアを再度開いた場合にのみ利用
できます。

緊急ブレーキ機能を作動させる
通常のブレーキ操作のみでは車両を停車できない場
合、エレクトリック パーキング ブレーキを使用して急
制動をかけ、停車させることができます。
e スイッチ を引き続けてください。

ブレーキ警告灯 およびスイッチ のインジ
ケーター ライトが点滅します。

緊急ブレーキ機能を解除するには:
e スイッチ を放してください。

警警告告 急激な減速

緊急ブレーキ機能が作動すると非常に高い制動力が発
揮されます。 周囲の走行を妨げたり、車両のコント
ロールを失ったりする恐れがあります。
e 緊急ブレーキ機能は緊急時にのみ使用してくださ

い。
e 通常走行時に緊急ブレーキ機能を使用しないでく

ださい。

警告メッセージへの対応
停車中にエレクトリック パーキング ブレーキを完全に
作動させることができない場合、スイッチ のイン
ジケーター ライトおよびブレーキ警告灯 が点滅し
ます。
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> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の
章（ 92ページ）を参照してください。

フットブレーキ
警警告告 ペダル操作の妨げ

不適切なフロア マットや正しく固定されていないフロ
ア マットは、ペダルの可動域を制限したり、ペダル操
作を妨げたりする可能性があります。 アクセル ペダル
が不意に踏み込まれたり、ブレーキ ペダル操作の妨げ
となったりする場合があります。 これにより、予期し
ない加速が起こったり、ブレーキ操作が難しくなった
りすることがあります。
e 車両に適切なフロア マットのみを使用してくださ

い。
e フロア マットはフロア上に敷くだけでなく、しっ

かりと固定してください。
e いくつものフロア マットを重ねて敷かないでくだ

さい。
e 清掃などのためにフロア マットを取り外した場合

には、元の場所に正しく取り付けられているか確
認してください。

警警告告 ブレーキ ブースターの停
止

ブレーキ ブースターは、エンジンが作動している間の
み作動準備状態になります。 このため、エンジンが
OFF の場合、またはブレーキ ブースターが故障してい
る場合には、制動の際にペダルをより強く踏み込む必
要があります。
e ブレーキが故障した車両は、決してけん引しない

でください。

警警告告 ブレーキ ディスクの水膜

大雨の中で水たまりや浅瀬を走行する場合や洗車場を
出た後は、ブレーキの反応が遅れたり、ペダルを踏み
込む時に普通以上に力が必要になったりすることがあ
ります。
e 洗車後にはブレーキを点検してください。
e そのため、前走車との車間距離を十分に確保しな

がら、断続的にブレーキをかけてブレーキを｢乾
燥｣させます。 後続の車両に影響を与えないように
注意してください。

警警告告 ブレーキ性能の低下

凍結防止剤 (塩分) が撒かれた道路や砂塵の多い道路を
長時間にわたって走行すると、ブレーキ ディスクや
パッドが塩や砂で覆われて摩擦力が大幅に低下し、ブ
レーキ性能も低下することがあります。
車両を長期にわたり駐車した場合、ブレーキ ディスク
の腐食は避けられません。 その結果、ブレーキに
「ジャダー」が発生しやすくなります。
e ブレーキに気になるほどの不快感がある場合は、
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規

販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

e 急な斜面でブレーキ システムの負担を減らすため
に、適切なタイミングで 1 段低いギヤにシフトし
てください (エンジン ブレーキ効果)。 坂道でのエ
ンジン ブレーキ効果が十分でない場合は、間隔を
置いてフットブレーキを使用してください。 継続
的にブレーキをかけるとブレーキの過熱を引き起
こし、ブレーキ効果が損なわれます。

ブレーキ液とブレーキ液レベルの点検に関するイン
フォメーション:

> 「ブレーキ フルード」の章（ 221ページ）を参照
してください。

> 「けん引」の章（ 80ページ）を参照してくださ
い。

ブレーキ パッドとブレーキ ディスク
ブレーキ パッドやブレーキ ディスクの摩耗は、ユー
ザーの運転の仕方や使用環境によって大きく左右され
るため、必ずしも走行距離には依存しません。
高性能ブレーキ システムは、すべての速度域および温
度下で最大の制動効果が得られるように設計されてい
ます。
特定の速度、制動力や車両を取り巻く環境 (気温、湿度
など) によってブレーキから異音が発生することがあり
ます。

警告メッセージへの対応
ブレーキ パッドの摩耗限界に達すると、警告シンボル
マークが表示されます。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。
e 直ちにブレーキ パッドを交換してください。

ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

ポルシェ セラミック コンポジット ブレーキ
(PCCB)
高性能ブレーキ システムは、すべての速度域および温
度下で最大の制動効果が得られるように設計されてい
ます。
特定の速度、制動力や車両を取り巻く環境 (気温、湿度
など) によってブレーキから異音が発生することがあり
ます。
ブレーキ パッドやブレーキ ディスクなどのブレーキ
システムおよび関連部品の摩耗は、ユーザーの運転の
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仕方や使用環境によって大きく左右されるため、必ず
しも走行距離には依存しません。
ポルシェ社が使用している数値は、交通状況に合わせ
た通常の運転操作に基づいています。 サーキット走行
や過激な運転スタイルは、摩耗を大幅に促進させま
す。
e 車両をサーキット走行などに使用する場合は、現

在のガイドラインについてポルシェ正規販売店に
お問い合わせください。

ポルシェ サーフェス コーテッド ブレーキ ディス
ク (PSCB)
この車両の高性能ブレーキ システムは、摩擦面の摩耗
と腐食から最適な保護効果が得られるように設計され
ています。 ブレーキ ディスクやブレーキ パッドなど
のブレーキ システムの関連部品の摩耗は、ユーザーの
運転の仕方によって大きく左右されるため、必ずしも
実際の走行距離には依存しません。 ここに記載されて
いる利点に加えて、ブレーキ ディスク摩擦面の革新的
なハード コーティングにより、ディスクは印象的な外
見で、標準的なブレーキ ディスクとは比較のしようが
ありません。 ブレーキ ディスクがハード コーディン
グされているため、PSCB の慣らし期間をより長く見
積もる必要があります。その間、技術的には問題のな
い摩擦音が発生する可能性があります。 車両が通常の
交通状況で一般的な方法で運転されている場合、数千
キロ走行した後、細かいひびで覆われた光るクロムの
ような摩擦面が現れます。 サーキット走行や過激な運
転スタイルにより、摩耗やひびは増え、光るシルバー
の摩擦面が暗くなります。 これらの外見の変化によっ
てブレーキ機能が影響を受けることはなく、数千キロ
走行した後で一部軽減します。
e 車両をサーキット走行などに使用する場合は、現

在のガイドラインについてポルシェ正規販売店に
お問い合わせください。
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ブレーキ フルード

図 165：ブレーキ液タンク

警告メッセージへの対応
ブレーキ液レベルが低すぎる場合、インストルメント
パネルに警告灯 および警告メッセージが表示され
ます。 警告灯が点灯した場合、ペダルの可動域が大き
くなり、ブレーキ システムの故障を示す可能性があり
ます。
e 直ちに安全な場所に停車し、運転を中止してくだ

さい。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の
章（ 92ページ）を参照してください。

ブレーキ液量の点検
e ブレーキ液タンクのブレーキ液レベルを読み取り

ます。 液量レベルは必ず MMIINN と MMAAXX マークの間
である必要があります。

e ブレーキ液量が MMIINN マークより下にある場合は、
ブレーキ液を補充してください。ポルシェ正規販
売店にご相談ください。 ポルシェ正規販売店のご
利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを
受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約
束します。
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フロント アクスル リフト シス
テム
フロント アクスル リフト システムによって、フロン
ト エンド (フロント スポイラーの前端部) を約 40 mm
上昇させることができます。 これにより、地下駐車場
への乗り入れや減速帯を乗り越えるときなどに起こる
可能性のあるボディの損傷を防ぐことができます。

作動条件および挙動
– フロント アクスル リフト システムは、エンジンが

作動している状態で停車しているとき、または車
速が約 35 km/h 以下 (国によっては約 60 km/h 以
下) のときにシステム制限の範囲内で作動します。

– システム制限を超える速度では、車両が自動的に
再び通常のレベルに下降します。

– 車両を上昇させると、フロント アクスルのダンピ
ング特性が変化し、ステアリングを操作する際に
フロント アクスル周辺からノイズが発生すること
があります。

– 気温が約 - 10 °C を下回ると、車両前部を完全に上
昇させるまでの時間が長くなります。 ノイズが大
きくなる恐れがあります。

車両前部を上昇させる

図 166：リフト システム用ボタン

bb エンジンを作動状態にする。
e ボタン を押してください。

フロント エンドが上昇します。

ボタンが赤色に点滅し、インストルメント パネル
にメッセージが表示されます。

車両前部が完全に上昇すると、
– ボタンが赤色に点灯します。
– インストルメント クラスターにメッセージが表示

されます。

知知識識

フロント エンドの意図しない下降により、損傷が起こ
る恐れがあります。
この特別なシステムでは、エンジンが作動していない
場合、しばらくするとフロント エンドが自動的に下降
します。
e 必ず下降させた状態で駐車してください。

車両前部を下降させる
bb すべてのドアが閉じている。
bb エンジンを作動状態にする。
e ボタン を押してください。

フロント エンドが下降します。 ボタンが赤色に点
滅し、インストルメント クラスターにメッセージ
が表示されます。

車両前部が完全に下降すると：
– ボタンの赤色ライトが消灯します。
– インストルメント クラスターにメッセージが表示

されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

下降中にドアを開くと、車両前部が自動的に再び上昇
します。

知知識識

車両の下廻りを損傷する恐れがあります。
e 障害物の上などで車両を下降させないでくださ

い。

リフト システムの故障
フロント アクスル リフト システムに故障が発生する
と、インストルメント パネルに表示されます。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。

自動リフト機能
自動リフト機能は、フロント エンドを場所に基づいて
自動的に上昇させるために使用されます。

知知識識

このシステムがあるからといって無謀な運転はしない
でください。 ドライバーは、適切な速度で走行するな
どの安全運転に努めてください。 自動リフト機能はド
ライバーの集中力の代わりになるものではありませ
ん。
リフトが完全に展開した状態であっても、不適切な速
度で走行しているときには障害物との接触を防ぐこと
ができません。
保存された位置が認識されず、自動リフト機能が作動
しない状況が発生する可能性があります。
リフト システムに故障がある場合、自動リフト機能を
作動することができません。
e 登録した位置に近づくときは、フロント エンドが

上昇していることを確認してください。
e 適切な速度で障害物を乗り越えてください。
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自動リフト機能の登録
最初に障害物に近づくとき、フロント エンド リフト機
能を手動で開始し、位置を保存する必要があります。
11.. ボタンを押してください。

22.. タッチ ディスプレイで保保存存をタップします。
PCM に位置が保存されたことを示すメッセージが表示
されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

目的地まで / からの走行など、障害物へ接近する方法
が複数ある場合、障害物にすべての方向から接近して
位置を保存することが重要です。

自動リフト機能の有効化
フフロロンントト エエンンドドをを自自動動的的にに上上昇昇ささせせるる
bb 自動リフト機能が作動している。
bb 自動リフト機能に位置が登録されている。
bb 速度がシステム制限内。
保存された位置に近づくと、フロント エンドが自動的
に上昇します。 インストルメント クラスターにメッ
セージが表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

自動リフト中に ボタンを押すと、自動リフト機能
は中断します。 PCM タッチ ディスプレイにメッセー
ジが表示されます。

フロント エンドを下降させる
e ボタンを押してください。

–– ままたたはは ––
リフト システムのシステム制限を超える速度での
自動制御。

自動リフト機能の設定
PCM でこの機能の作動 / 停止を切り替えることができ
ます。 保存した位置は名前を変更したり削除したりで
きます。

e 車車両両 e ココンントトロローールル e 車車両両 e ススママーートト
リリフフトトのの設設定定
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フロント ワイパー
概要説明
この概要説明は「フロント ウィンドウ ワイパー」の項
の詳しい情報に代わるものではありません。 操作する
際は、この概要のみでなく「安全指示」および「警
告」を必ずお読みください。

図 167：フロント ワイパー レバー 図 168：レイン センサー / 間欠作動およびリヤ ワイパーのス
イッチ

希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

フフロロンントト部部ののワワイイパパーーをを自自動動でで作作動動 ((レレイインン セセンン
ササーー // 間間欠欠作作動動))

e 操作レバーを 11 の位置に押します。 > p. 225

レレイインン セセンンササーー // 間間欠欠作作動動感感度度をを設設定定すするる e 操作レバー右部のスイッチ BB を上 (作動回数が増
える) または下 (作動回数が減る) 方向に押してく
ださい。

> p. 226

フフロロンントト部部ででワワイイパパーーをを作作動動ささせせるる e 低速: 操作レバーを 22 の位置に押します。
e 高速: 操作レバーを 33 の位置に押します。
e ワンタッチ: 操作レバーを 44 の位置に短く押して

ください (44 の位置で保持すると、ワイパーの動き
が速くなります)。

> p. 225
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希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

フフロロンントト部部ののワワイイパパーー && ウウォォッッシシャャーー作作動動 e 操作レバーを 55 の位置でステアリング ホイールの
方向に引き続けます。

> p. 226

リリヤヤ部部ででワワイイパパーーをを作作動動ささせせるる ((間間欠欠作作動動)) e スイッチ AA を押してください。 > p. 226

フフロロンントト ワワイイパパーーをを格格納納位位置置かからら出出すす e イグニッションをOFFにして、ワイパーレバーを
下方向の 44 の位置に 1 回押します。 フロント ワ
イパーが上方に約 90° 移動します。

> p. 225

警警告告 ワイパーの不意な作動

レイン センサー モードでは、フロント ウィンドウで
水分が検出されるとフロント ウィンドウ ワイパーが自
動的に作動します。
e 必ずフロント ウィンドウ ワイパーを OFF にしてか

らフロント ウィンドウを清掃してください。

知知識識

ラゲッジ コンパートメント リッド、フロント ウィン
ドウおよびワイパー システムを損傷する恐れがありま
す。
e フロント ウィンドウが十分に濡れた状態でワイ

パーを作動させてください。乾いた状態での使用
はウィンドウの擦り傷の原因になります。

e ワイパー ブレードが凍結した場合は、走行前に慎
重にフロント ウィンドウから剥がしてください。

e (レイン センサー機能により) 不意に作動すること
のないよう、洗車機で洗車する前に必ずフロント
ワイパーを OFF にしてください。

e ワイパー ブレードを交換する場合は、ワイパー
アームをしっかりと保持してください。

e ワイパー ブレードを交換する場合は、ワイパー ブ
レードの長さが異なるので注意してください。

フロント ワイパーの操作

図 169：フロント ワイパー レバー

00 フフロロンントト ワワイイパパーー OOFFFF
フロント ワイパーおよびイグニッションが OFF
の場合、ワイパーの端が正しい位置に調整される
ように、ワイパーがレスト ポジションから少し
持ち上がります。

11 レレイインン セセンンササーー//間間欠欠作作動動、、フフロロンントト ワワイイパパーー
e ワイパー レバーを最初の位置まで上方向に動

かします。

22 フフロロンントト ワワイイパパーー低低速速
e ワイパー レバーを 2 番目の位置まで上方向に

動かします。
33 フフロロンントト ワワイイパパーー高高速速

e ワイパー レバーを 3 番目の位置まで上方向に
動かします。

44 フフロロンントト ワワイイパパーーののワワンンタタッッチチ機機能能
e ワイパー レバーを下方向に押してください。

フロント ワイパーがワイプ サイクルを 1 回
実施します。

55 フフロロンントト ウウィィンンドドウウ ワワイイパパーー // ウウォォッッシシャャーー
シシスステテムム
e ワイパーレバーをステアリングホイールに向

かって引きます。
レバーを放すとウォッシャー システムが停止
し、その後ワイパーが数回作動します。
ワイパーが数回作動した後、ナイトビュー ア
シスト カメラが自動的に清掃されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e 汚れが激しい場合はウォッシャーを繰り返し作動
させてください。

e 頑固な汚れ (昆虫の死骸など) は定期的に清掃して
ください。

フロント ワイパー ブレードを万全の状態に保つことは
良好な視界のために不可欠です。
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> 「ワイパー ブレードのお手入れ」の章（ 146ペー
ジ）を参照してください。

ワイパー作動間隔の調整

図 170：レイン センサー / 間欠作動の切り替えスイッチ

レイン センサー非装備車では、フロント ワイパーの作
動間隔を 4 段階で調節することができます：

ワイパーの作動間隔を短くする
e スイッチ AA を上方向に操作してください。

フロント ワイパーが 1 回ワイプ作動を行い、設定
が切り替わったことを知らせます。

ワイパーの作動間隔を長くする
e スイッチ AA を下方向に押してください。

レイン センサー作動の調節
レイン センサー装備車の場合、フロント ウィンドウに
付着する水滴の量を感知して、 ワイパーの作動間隔を
自動調節します。

フロント ワイパーを ON にしているときに速度が約
4 km/h 以下になると、レイン センサーが自動的に作
動します。
速度が約 8 km/h を超えると、システムが設定したワ
イパー作動に切り替わります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– イグニッションを ON にしたとき、ワイパー レ
バーがすでに 11 の位置にあった場合、速度が
4 km/h を超えるまでレイン センサーは作動しま
せん。

– イグニッションを ON にしたときに、すでにワイ
パー レバーが 22 または 33 の位置にある場合、フロ
ント ワイパーはワイパー レバーを操作しなければ
作動しません。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ラゲッジ コンパートメント リッドを開くとワイパーが
停止します。
e 再度ワイパーを ON にするには、フロント ワイ

パー操作レバーを上方向/下方向に動かしてくださ
い。

レイン センサー感度の手動調節
ワイパー速度を手動で設定することができます：
e スイッチ AA を上上方方向向に押してください - セセンンササーー

感感度度がが高高くくなります。
フロント ワイパーが 1 回ワイプ作動を行い、設定
が切り替わったことを知らせます。

e スイッチ AA を下下方方向向に押してください - セセンンササーー
感感度度がが低低くくなります。

リヤ ワイパーの操作

図 171：リヤ ワイパーのスイッチ

リヤ ワイパーの間欠作動を ON にする
e ボタン AA を押してください。

リヤ ワイパーの間欠作動を OFF にする
e ボタン AA を押してください。

リバース機能を ON にする
フロント ワイパーが作動しているときにリバース (後
退) ギヤを選択すると、リヤ ワイパーが自動的に数回
作動します。 PCM でこの機能の有効/無効を切り替え
ることができます。
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照してくだ

さい。
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ワイパー ブレード
知知識識

ワイパー アームが誤ってフロント ウィンドウに勢いを
つけて戻ると、フロント ウィンドウが損傷することが
あります。
e ワイパー ブレードを交換する場合は、ワイパー

アームをしっかりと保持してください。

知知識識

気温が低いとワイパー ブレードが凍結することがあり
ます。
e 走行前に凍結したワイパー ブレードを溶かしてく

ださい。

知知識識

適切に洗浄されない場合、ワイパー ブレードのグラ
ファイト コーティングが損傷することがあります。
e 洗浄機のノズルをワイパー ブレードに向けないで

ください。
e 布やスポンジでワイパー ブレードを洗浄しないで

ください。
e ワイパー ブレードの洗浄は清潔な水でのみ行って

ください。

ワイパー ブレードの交換
ワイパーブレードは年に 2 回 (寒い季節の前後に)、ま
たはワイパーのパフォーマンスが落ちたり、ブレード
が損傷したりした場合に交換する必要があります。
ワイパー ブレードの交換、アイスまたはサン シールド
の装着のために、フロント ウィンドウ ワイパーを格納
位置から出します。

注注意意 正しく取り付けられてい
ないワイパー ブレード

適切に交換しない場合、正しく取り付けられていない
ワイパー ブレードが走行時にゆるむ可能性がありま
す。
e ワイパー ブレードはワイパー アームに適切に装着

する必要があります。
e ワイパー ブレードが確実に取り付けられているこ

とを確認します。

フロント ワイパー ブレードの交換
ワイパーの展開
bb イグニッションが OFF になっている。
11.. ワイパー レバーを下方向に 1 回押してください

(位置 44)。
フロント ワイパーが上方に約 90° 移動します。

22.. メーカーの取扱説明書 (別冊) に従い、ワイパー ブ
レードを交換してください。 ワイパー ブレードの
長さが異なるので注意してください。

ワイパーの格納
bb イグニッションが ON になっている。
e ワイパー レバーを約 2 秒間押し下げます (位置

44)。
フロント ワイパーが通常位置に戻ります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

この作業は、必要であればポルシェ正規販売店にご依
頼ください。ポルシェ正規販売店のご利用を推奨いた
します。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆
使し、確かな整備をお約束します。
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ボイス コントロール
警警告告 正常に機能しない音声認

識

声はストレスの多い状況で変わることがあります。 こ
れにより、特定の状況で電話接続の要求が認識できず
に失敗したり、接続に時間を要してしまう恐れがあり
ます。
e 緊急時はボイス コントロールを使用しないでくだ

さい。
e タッチ ディスプレイを使用して緊急電話番号をダ

イヤルします。

ボイス コントロールによりメディア、電話、ナビゲー
ション機能およびエアコン設定にアクセスできます。
ボイス コントロールは話者に合わせて最初の会話から
学習を開始します。
オンボードおよびオンライン音声認識機能は、1 ボイ
ス コントロール システムにおいて途切れることなく連
携されています。
ボイスントロールはすべてのシステム言語に対応して
いるわけではありません。
操作に関するインフォメーション ポルシェ コミュニ
ケーション マネージメント (PCM)：
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 236ページ）を参照してくださ
い。

ボイス コントロールの呼び出し

図 172：ステアリング ホイールのボイス コントロール ボタン

ボイス コントロールの起動
bb イグニッションが ON になっている。
bb 通話中ではない。
bb パーキング エイドが作動していない。
11.. ステアリング ホイールの ボタンを短く押して

ください。
起動音が鳴り、ボイス コントロールのマーク
が PCM に表示されます。

22.. ボイス コマンドを発話してください。

ボイス コントロールの終了
bb ボイス コントロールが作動している。
e ステアリング ホイールの ボタンを押します。

終了音が鳴ります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

会話は「マイク」アイコン をタップすると一時停
止し、再度タップすると再び開始します。

ボイス コントロール ボタンのその他の機能
ステアリング ホイールの ボタンを使って、アプリ
に応じたさまざまな機能を次のように有効にできま
す：
– 短く押すと、実行中の案内の次のパートにスキッ

プします。
– 短く押すと、現在の会話を中断します。
– 長押しすると、Siri ボイス コントロール システム

が起動されます。
> 「Siri 音声認識機能を使用して Apple CarPlay を

操作する」の章（ 274ページ）を参照してくださ
い。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 会話中は、ナビゲーション案内および交通情報通
知が中断されます。

– ボイスコントロールが起動していると、ボイスコ
ントロール、ロータリー プッシュ ボタン、または
タッチ ディスプレイからリスト項目を選択するこ
とができます。

– 発話されたボイス コマンドを理解できない場合や
意味を解釈できなかった場合、ボイスコントロー
ルはももうう一一度度おお願願いいししまますすと応答しますので、再
度ボイス コマンドを言ってください。

ボイス コントロールを中断する
ボイス コントロールを中断して別のボイス コマンドを
発話することができます。 ボイス コントロールの中断
を PCM で次のように有効または無効にできます：

e 設設定定 e シシスステテムム設設定定 e ボボイイスス ココンントトロローールル
e ボボイイスス ココンントトロローールルをを中中断断を選択します。

1. 必要条件：データ接続が確立されている。
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ボイス コントロール システムで ポルシェ コネク
ト サービスを使用する
bb データ接続が正常に確立されている。
> 「Porsche Connect」の章（ 278ページ）を参照

してください。
– My Porsche からナビゲーション目的地を入力し

て、ポータル パーソナル POI やその他の施設情報
カテゴリーを読み込む場合には、 オンライン検索
を使用します。

ボイス コントロールを使用するコミュニケー
ション時の注意
ボイス コントロールを使用する際は、以下の点にご注
意ください：
– 通常通りの声量で、はっきりと分かりやすく発話

してください。
– 長い間を置かずに、むらなくボイス コマンドを強

調してください。
– ドア、ウィンドウ、スライディング ルーフなどを

閉じ、混乱の原因となる雑音を少なくしてくださ
い。

– ハンズフリー マイクはドライバー側に向いている
ため、ボイス コマンドを発話するのはドライバー
だけにしてください。

ボイス コントロールを変更する
11.. 車車両両 e制制御御 eシシスステテムム eボボイイスス ココンントト

ロローールル

22.. 希望の設定を選択してください。

ボイス コマンドの発話
3 種類のボイス コマンドがあります：
– ググロローーババルル ボボイイスス ココママンンドドは、いつでも使用で

きます。 例えば、メイン メニューナナビビ が表示
されていて、ボイス コマンドのララジジオオ放放送送局局 XXYY
と発話すると、その放送局が呼び出されます。

– 次の一一般般的的でで有有効効ななボボイイスス ココママンンドドは、会話中に
いつでも発話可能です：
– 新新規規入入力力
– 修修正正：例えば、電話番号をいくつかのブロック

に分けて発話した場合 (0711 911 など)、この
ボイス コマンドは最後に発話したブロックを取
り消します。

– 一一時時停停止止：ボイス コントロールを一時停止し
ます。 ボイス コントロールは、最大 5 分間一
時停止できます。 この時間が経過すると、会話
は自動的に終了します。

– ヘヘルルププ：使用可能なボイス コマンドの入力支
援が表示されます。

– キキャャンンセセルル
– ダダイイアアロロググ関関連連ボボイイスス ココママンンドドは、 PCM との会

話が開始されるとすぐに必要になります。例：ララ
イインン 11、次次ののペペーージジ / 前前ののペペーージジ、ははいい / いいいいええ

ボイス コントロールでリストを操作
する
リストをブラウズする

e PCM でリストを前 / 後にスクロールするには、
次次ののペペーージジ // 前前ののペペーージジと発話してください。
–– ままたたはは ––
タッチ ディスプレイまたはロータリー プッシュ
ボタンでリスト内を移動します。

リスト項目の発話
ダッシュボードのタッチ ディスプレイで青色の印が付
いているリスト項目および行番号を発話できます。
e ボイス コマンドで行行 11 と発話します。

–– ままたたはは ––
青色の印が付いているリスト項目を発話します。

ラジオのグローバル ボイス コマンド
希望する操作 その操作方法は? 情報

受信範囲を切り替える ((設設定定 // OONN ににすするる)) チチュューーナナーー (例：FM)

放送局を選択 放放送送局局をを選選択択 現在受信可能な放送局のみを発話できます。

現在受信可能な放送局を選局する ((OONN ににすするる)) 放放送送局局 (例：放送局 XY) 現在受信可能な放送局のみを発話できます。

周波数を入力 ((選選局局)) 周周波波数数 (例：91.1 FM) 周波数を直接選択すると、受信範囲が変更する可能性が
あります。
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メディアのグローバル ボイス コマンド
希望する操作 その操作方法は? 情報

メディア ソースを変更する 再再生生 (例：SD カード /USB/Bluetooth®/iPod)

アーティスト / アルバム / トラック /
ジャンルを選択する

再再生生 ((アアーーテティィスストト)) (例：アラン テーラー)
再再生生 ((アアルルババムム)) (例：Songs For The Road)
再再生生 ((トトララッックク)) (例：Let the Music Flow)
再再生生 ((ジジャャンンルル)) (例：ロック)

有効なメディア ソース内にあるアーティスト / アルバム
/ トラック / ジャンルのみを発話できます。

現在のトラックと類似の音楽を再生す
る

類類似似のの音音楽楽をを再再生生

電話用のグローバル ボイス コマンド
bb 電話が PCM に接続されている。
> 「電話」の章（ 190ページ）を参照してください。

希望する操作 その操作方法 情報

リダイヤル機能を開く リリダダイイヤヤルル

電話番号を入力する ダダイイヤヤルルすするる / 番番号号0711 911 12345 などを選択します 次のステップでは、システムが電話番号を尋ねます。/
入力した番号に発信します。

ボイスメールを呼び出す ボボイイススメメーールルをを呼呼びび出出すす

連絡先に発信する 連連絡絡先先ににダダイイヤヤルル / 電電話話帳帳をを表表示示 次のステップでシステムが連絡先の名前を尋ねます。

保存されている連絡先に電話する 電電話話すするるスミス((ププラライイベベーートト // 職職場場 // 一一般般))など 連絡先が 1 つ以上の場合、このコマンドにより会話が開
始します。 名、姓、またはその両方を発話します。 特定
の電話番号を選択することも可能です。

通話履歴を呼び出す 通通話話リリスストト / 不不在在着着信信 / 着着信信 / 発発信信番番号号 ボイス コマンドは、項目を選択したり、項目に電話をか
けたりできるグローバル通話履歴を表示します。

E メール / テキスト メッセージを読み
上げる

EE メメーールル / テテキキスストト メメッッセセーージジを読み上げる bb 接続されている携帯電話が機能に対応している。
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ナビゲーションのグローバル ボイス
コマンド
希望する操作 その操作方法は? 情報

新しい目的地を入力する ルルーートト案案内内 (例：東京都千代田区霞が関 1-3-2/住住所所をを入入力力 / 新新
ししいい目目的的地地をを入入力力)

「ルルーートト案案内内」と一文で、または順次言うことでナビ
ゲーションを使用することができます。

ポルシェ コンシェルジュを開始する ポポルルシシェェ ココンンシシェェルルジジュュ

目的地履歴を選択してください 前前回回のの目目的的地地 / 保保存存ししたた目目的的地地

経由地を入力 経経由由地地をを入入力力

目的地として自宅 / 職場を選択する 自自宅宅へへ帰帰るる / 職職場場へへ行行くく 保存されている住所へのナビゲーションを開始します。

保存されている連絡先の住所へのナビ
ゲーション

ルルーートト案案内内 (例：山田太郎) 次のステップでシステムが連絡先の名前を尋ねます。

目的地または施設情報を検索する 検検索索 ((施施設設情情報報)) (例：ポルシェ サービス)
検検索索 (例：近近くくのの / ルルーートトのの途途中中のの / 経経由由地地のの / 目目的的地地ののイタ
リアン レストラン)

ブランド名や施設情報のカテゴリーを発話することがで
きます (例: 検索 施設情報 空港)。

目的地をオンライン検索する オオンンラライインン検検索索 / イインンタターーネネッットト検検索索 (例：パン屋) サービスは、言語およびマーケットによっては利用でき
ない場合があります。
> 「Porsche Connect」の章（ 278ページ）を参照し

てください。

都道府県 / 市区町村を選択する 都都道道府府県県 // 市市区区町町村村をを入入力力

レストラン / 休憩所 / トイレ / ガソリ
ン スタンドを検索する

次次ののレレスストトラランン / 休休憩憩所所 / トトイイレレ / ガガソソリリンン ススタタンンドド 付近のそれぞれの検索基準を表示します。

ルート案内を開始 / 停止する ルルーートト案案内内をを開開始始 // 停停止止すするる

燃料残量の決定 走走行行可可能能距距離離 / 残残りりのの距距離離 / タタンンクク情情報報
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希望する操作 その操作方法は? 情報

交通情報を呼び出す 交交通通情情報報 bb ルート案内を開始している。

到着時間を要求する 予予定定到到着着時時刻刻 / 到到着着時時刻刻 bb ルート案内を開始している。

エアコンのグローバル ボイス コマン
ド
希望する操作 その操作方法は? 情報

エアコンを ON にする エエアアココンンをを OONN ににすするる

温度設定 エエアアココンンをを (例：19 度) に設定

温度を上げる / 下げる 温温度度をを (例：2 度) 上げる

シート ヒーター シシーートト ヒヒーータターーをを OONN ににすするる
シシーートト ヒヒーータターーをを (例：レベル 1) に設定

シート ベンチレーター シシーートト ベベンンチチレレーータターーをを OONN/OOFFFF にする
シシーートト ベベンンチチレレーータターーをを (例：レベル 1) に設定する

デフロスト モードを ON にする デデフフロロスストト モモーードドをを OONN/OOFFFF にする

エコ モードを ON にする エエココ モモーードドをを OONN/OOFFFF にする

内気循環を ON にする 内内気気循循環環をを OONN/OOFFFF にする

イオナイザーを ON にする イイオオナナイイザザーーをを OONN/OOFFFF にする

エアコン同期を ON にする エエアアココンン同同期期をを OONN/OOFFFF にする
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ポルシェ アクティ ブセーフ (警
告およびブレーキ アシスト)1

一般的な安全に関する指示
警警告告 システムが使用できない

か、使用が制限されてい
ます

システムはその制限内でドライバーをサポートします
が、すべての状況下で事故を防ぐことはできません。
事故を回避するために適切な運転を心がけるのは、常
にドライバーの責任です。
e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
e システムが利用できない、または期待どおりに機

能しない場合、ドライバーは常に車両を制御でき
るよう備えていなければなりません。

システム制限
システムの制限内で、システムは差し迫った正面衝突
を警告し、適切なブレーキ操作を開始できます。2 す
べての通行人および危険な状況を正確に素早く認識で
きるわけではありません。
車両の横および後方は監視されていません。
複雑な走行状況では、システムが不適切な警告を発し
たり、不必要なブレーキをかけたりする可能性があり
ます。
システムは歩行速度以上で利用可能で、85 km/h の速
度まで歩行者に反応できます。 速度が 250 km/h まで
の車両に反応できます。
システムは、動物、交差車両、対向車、およびバー、
フェンス、列車などの障害物には反応しません。

機能は使用できません
– 後退時。
– ブレーキ ライトが故障している場合。
– PSM が作動不良で OFF になっている場合。
– エアバッグ コントロール ユニットが作動不良の場

合。

機能が制限されるか、使用できない可能性があり
ます
– イグニッションを ON にしてから、10 秒後まで。
– シート ベルトが着用されていない場合。
– 急カーブ。
– ガードレールやトンネルの入り口などの反射物。
– 豪雨、降雪、霧、氷。
– フロント ウィンドウに損傷を受けた場合。
– フロント ウィンドウが汚れている場合。

作動原理
特定の危険な状況では、ポルシェ アクティブ セーフ
(PAS - 警告およびブレーキ アシスト) は、乗員および
他の通行者を保護するための措置を開始できます。
ポルシェ アクティブ セーフには、次の機能が搭載され
ています2:
– 距離警告 (装備仕様により異なる)。
– 警告およびブレーキ機能。
– 予防的乗員保護機能 (装備仕様により異なる)。
フロント ウィンドウの手前にあるカメラは、車両前方
の状況を検出します。 通行者との差し迫った前面衝突
を検知できます。 システムはドライバーに、視覚、音
響、そして必要な場合にブレーキ振動により警告しま
す。 状況によっては、衝突速度を低減するか衝突を回
避するため、必要に応じてシステムはドライバーのブ
レーキ操作をサポートしたり、部分的または完全な減
速を開始したりします。

ポルシェ アクティブ セーフの ON/
OFF 切り替え

知知識識

e ポルシェ アクティブ セーフは、次の状況では OFF
にします。
– けん引する場合。
– 公道以外を走行する場合。
– 積載車、鉄道、船舶などで輸送する場合。

e アアシシスストト e ポポルルシシェェ アアククテティィブブ セセーーフフ
ポルシェ アクティブ セーフが OFF または使用不可の
場合、インストルメント クラスターにディスプレイが
表示されます。

> 「インストルメント クラスター」の章（ 49ペー
ジ）を参照してください。

ポルシェ アクティブ セーフは、イグニッションが ON
になると自動的に作動します。

距離警告
ポルシェ アクティブ セーフが前方車両との車間距離が
近すぎるために危険を検知した場合、インストルメン
トクラスターの シンボルによりドライバーに警告
します。2.
車両の速度が約65～250 km/hの場合に危険を検知で
きます。

距離警告の設定

e アアシシスストト e eアアシシススタタンンスス シシスステテムムのの
設設定定 e PPoorrsscchhee AAccttiivvee SSaaffee e 距距離離警警告告

1. 利用可否は国によって異なります
2. すべての国別仕様で使用可能ではありません。
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警告およびブレーキ機能1

警告およびブレーキ機能は次の 3 段階で作動します。
– 衝突警告 (表示および警告音)。
– 緊急警告 (ブレーキ圧力)。
– 自動ブレーキおよびブレーキ アシスタンス。

衝突警告

図 173：インストルメント パネルの衝突警告

衝突警告は、警告音とインストルメント パネルのシン
ボルによりドライバーに警告します。

衝突警告の設定
衝突警告はOFF/ON切り替えることができます。警告
時間も設定できます。

e アアシシスストト e eアアシシススタタンンスス シシスステテムムのの
設設定定 e PPoorrsscchhee AAccttiivvee SSaaffee e 衝衝突突警警告告

緊急警告
ドライバーが衝突警告に対応しない場合、警告音およ
びインストルメント パネルのシンボルに加えて、ブ
レーキ振動を与えます。
ブレーキ振動によりドライバーの注意を喚起し、衝突
の危険が高まっていることを知らせます。
この警告が出された場合、ドライバーが歩行者を避け
たり急ブレーキをかけたりすることで衝突を防げる可
能性があります。

自動ブレーキおよびブレーキ アシスタンス
ドライバーが緊急警告に反応しない、またはブレーキ
が十分ではない場合、警告およびブレーキ アシストは
徐々にブレーキを強めていき、ドライバーのブレーキ
ングをサポートしたり車両が停止するまで車両にブ
レーキをかけたりします。
加えて、警告音が鳴り、インストルメント パネルにシ
ンボル マークが表示されます。
車両を減速させることにより、事故の被害を軽減する
ことができます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

自動ブレーキ介入は以下の措置により中止できます。
e ブレーキ ペダルを踏んでください。
e アクセル ペダルをいっぱいまで踏み込みます。
e ステアリングを操作します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両が停止しても、それ以降、ブレーキがそのまま
ずっとかけられるわけではありません。
e 必要であれば、ブレーキを踏み、車両のコント

ロールを再開してください。

予防的乗員保護機能
シート ベルト システム最適化
ドライブ開始から、フロントのシート ベルトが徐々に
締まり、乗員にとって最適な位置になるように調整さ
れます。 ドライブ スピードが約 30 km/h に達する
か、シート ベルトを再度締めるとこの機能が作動しま
す。

シート ベルトおよび車内のプレコンディショニ
ング
事故につながりそうな状況が検知されると、警告およ
びブレーキ アシストは衝突が起きる前に、予防的保護
機能の効果を上げるためいろいろな措置を開始できま
す。 そのため、状況に合わせてフロントのシート ベル
トの可逆的な張力調整が行われたり、ウィンドウを開
いて (装置によっては) サンルーフが閉じられたり、フ
ロント シートの両側のボルスターが膨らまされたりし
ます。
乗員の予防的保護措置は、システムの制限内で、運転
速度約30 km/h以上でドライバーが緊急ブレーキをか
けた場合、または車両の自動ブレーキ機能が作動した
ときに発動します。 衝突の危険がなくなり、運転の状
況が安定すると、プレコンディショニング措置は終了
し、シート ベルト張力は再び解除されます。

システム制限
繰り返し作動により (安全運転トレーニングなどにおい
て)、ベルト張力は徐々に強くなっていき、ベルト張力
を正しく解除できなくなることがあります。 この場
合、シート ベルトを外して再度着用するかポルシェ ア
クティブ セーフを無効にします。
事故後、シート ベルト プリテンショナーは損傷してい
る可能性があります。 ポルシェ正規販売店にご相談く
ださい。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッ

1. すべての国別仕様で使用可能ではありません。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

ポルシェ アクティ ブセーフ (警告およびブレーキ アシスト)

235

フが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。
PSM の機能が制限されたり OFF になったりしている
と、警告およびブレーキ アシストの予防的乗員保護機
能も解除されます。
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ポルシェ コミュニケーション
マネージメント (PCM)
概要説明 – PCM
この概要説明は、本項に記載された情報に代わるもの
ではありません。
操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」およ
び「警告」を必ずお読みください。

図 174：ボリューム スイッチおよび ロータリー プッシュ ボタ
ン 図 175：タッチ ディスプレイ エリア

希望する操作 操作方法 操作場所

PPCCMM をを OONN ににすするる e イグニッションを ON にするか、ボリューム ス
イッチ AA を押してください。

–

PPCCMM をを OOFFFF ににすするる e イグニッションを OFF にするか、ボリューム ス
イッチ AA を押し続けてください。

–

音音量量をを調調節節すするる e ボリューム スイッチ AA を回してください。
ミュート：ボリューム スイッチ AA を短く押してく
ださい。

–

ポポルルシシェェ　　ココミミュュニニケケーーシショョンン　　ママネネーージジメメンントト
をを操操作作すするる

e ロータリー プッシュ ボタン BB で PCM を操作しま
す。

> p. 239

メメイインン メメニニュューーおおよよびびササブブメメニニュューーのの内内容容をを使使用用
すするる

e メニュー エリア CC およびインタラクション エリ
ア EE を使用します。

> p. 238

ココンンテテキキスストト依依存存検検索索機機能能おおよよびびオオププシショョンン、、デディィ
ススププレレイイ接接続続、、スステテーータタスス シシンンボボルル、、戻戻るる機機能能をを
使使用用すするる

e ステータス エリア DD を使用します。 > p. 239

ホホーームム画画面面をを開開くく e ステータス エリア DD を選択します。 > p. 241



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM)

237

希望する操作 操作方法 操作場所

IInnffoo WWiiddggeett をを開開いいてて使使用用すするる e 全てのメニュー中の Info Widget FF を開いて使用
します。

> p. 241

ホホーームム画画面面 // IInnffoo WWiiddggeett をを設設定定すするる e e オプション e ホホーームムをを設設定定/イインンフフォォ
ウウィィジジェェッットトをを設設定定すするる

> p. 241

セセッットト アアッッププ ウウィィザザーードドをを呼呼びび出出すす 初めて PCM を起動する場合、セセッットトアアッッププ ウウィィ
ザザーードドが表示され、PCM 設定の重要なステップを案
内します。
e 設設定定 e セセッットトアアッッププ ウウィィザザーードド

–

シシスステテムムおおよよびび車車両両設設定定をを変変更更すするる e 車車両両 e 制制御御 > p. 150
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ダッシュボードのタッチ ディスプレ
イ

図 176：ダッシュボードのタッチ ディスプレイ コントロール

A - メイン メニュー
> 「メニューを開く」の章（ 240ページ）を参照し

てください。

B - サブメニュー
設定によっては、サブメニューは非表示になってお
り、操作者の手がタッチ ディスプレイに近づくと、メ
イン メニューが表示されます。
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照してくだ

さい。

C - ホーム画面
新車出荷時に設定された機能および個別に設定された
機能が表示されます。
さまざまなカテゴリーのコンテンツを個別にタイルに
グループ分けすることができます。 タイルによって、
該当するメニューに直接ジャンプしたり、機能に直接
アクセスしたりすることができます。
さまざまなレイアウトを設定できます。 241ページ
の 「ホーム画面および Info Widget」の章を参照して
ください。

D - 戻る

E - コンテキスト依存検索

F - クイック選択付きのヘッダー
例えば、選択したメディア ソースを表示します。 ク
イック選択をタップして開いてください。
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G - オプションおよび各メニュー項目の最も重要
な設定

H - 接続およびステータス シンボル
各種の機能および温度や時間などが表示されます。 ク
イック選択をタップして開いてください。

I - Info Widget
を開くと、新車出荷時に設定された機能および個

別に設定された機能が表示されます。 上下にスワイプ
すると、Info Widget が変わります。
さまざまなカテゴリーのコンテンツを個別にタイルに
グループ分けすることができます。 タイルによって、
該当するメニューに直接ジャンプしたり、機能に直接
アクセスしたりすることができます。
さまざまなレイアウトを設定できます。 241ページ
の 「ホーム画面および Info Widget」の章を参照して
ください。

操作に関する重要なインフォメー
ション
マルチファンクション ステアリング ホイールの ポル
シェ コミュニケーション マネージメント (PCM) は、
センター コントロール ユニットです。 バッテリーを
保護するため、PCM はイグニッションを OFF にして
から数分経過すると自動的に OFF になります。
安全のため、一部の機能は停車中のみ利用できます。

警警告告 運転中のアプリの設定変
更および操作

マルチファンクション ステアリング ホイールやイン
フォテインメント システムなどの設定と操作は、交通
状況に対する注意が逸らされる危険があります。 車両

のコントロールを失う恐れがあります。
e 運転中は、周囲の交通状況が安全を確保できる場

合にのみコンポーネントを操作してください。
e 安全を確保できない場合は、車列を離れ車両を停

車してから詳細な操作や設定を行ってください。

タッチ ディスプレイの操作

図 177：タッチ ディスプレイの操作

A - タッチ (選択)
タッチス ディスプレイを指で素早くタップします。
例：機能を選択する、またはボックスをチェックする
/ チェックを外します。

B - 長押し
タッチ ディスプレイを指で長くタッチします。 例：メ
ディア メイン メニューでお気に入りとして放送局を保
存します。

C - 左右にスワイプ
タッチスクリーンを指で左右にスワイプします。 例：
お気に入りを左右にスクロールします。

D - 上下にスワイプ (スクロールとスイッチ)
タッチスクリーンを 1 本の指で上下にスワイプしま
す。 例：リスト内を手動でスクロールするか、Info
Widget を変更します。

E - 上下にスワイプ (スイッチ)
タッチスクリーンを 2 本の指を使って上下にスワイプ
するとナビゲーション メイン メニューの地図が傾きま
す。

F - ズーム
2 本の指をディスプレイに触れたまま指を広げる、ま
たは指を狭めます。タッチ ディスプレイを2回タップ
すると、そのセクションが拡大表示されます。

ロータリー プッシュ ボタンとボタン
で PCM を操作する

図 178：ロータリー プッシュ ボタンの操作

e 希望の機能がハイライト表示されるまで、ロータ
リー プッシュ ボタン AA を回します。

e ロータリー プッシュ ボタン AA を押して、ハイライ
ト表示された機能を有効にします。

e ボタン BB で 1 つ前のメニューへ移動しま
す。

e 各メニュー項目の最も重要な設定を開くには、ボ
タン OOPPTT CC を使用する
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メニューを開く
メイン メニューを開く

e タッチ ディスプレイでメニューを選択します
(例：NNAAVV )。

サブメニューの呼び出し

e タッチ ディスプレイでメニュー項目を選択します
(例：ママッッププ )。

各メニュー項目の設定を開く
bb 希望のメニューが選択されました。

e オプション を選択します。
該当するメニューの設定および他の機能が表示さ
れます。

時刻または温度ディスプレイの設定
e ヘッドラインの時間 または温度を選択し

て、表示を設定します。

PCM および画面の明るさの設定方法：
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照してくだ

さい。

テキストおよび文字の入力
ナビゲーション目的地や検索用語の入力など、テキス
トや文字を入力する必要がある場合はすぐに、入力
フィールドが表示されます。
PCM では、キーボード言語を設定できます。

図 179：タッチ ディスプレイ キーボード

AA 現在のカーソル位置
BB 文字、数字、および特殊文字の入力切り替え
CC キーボードの表示 / 非表示
DD 手書き入力 (タッチ ディスプレイを使用してアルファベッ

トや文字を入力する)
FF スペースの挿入
GG 入力の確定
HH 入力データの削除
II 結果リスト
JJ 音声入力 (国別仕様による)

テキストや文字の入力には様々なオプションがありま
す：

キーボードによる入力

11.. 希望の入力フィールドを選択してください。
タッチ ディスプレイ キーボードが表示されま
す。

22.. 希望のテキストまたは文字を入力してください。

ロータリー プッシュ ボタンによる入力
11.. 希望のアルファベットや文字がハイライト表示さ

れるまで、ロータリープッシュボタン（図178）
を回してください。

22.. ロータリー プッシュ ボタンを押し、ハイライトさ
れたアルファベットまたは文字を決定してくださ
い。

33.. ボタン を使用して、文字入力フィールド
から結果リストへとジャンプします。

44.. ボタン を使用し、文字入力フィールドか
ら結果リストへとジャンプします。

手書き入力による入力
手書き入力による入力
手書き入力では、手書き文字認識機能により指でテキ
ストや文字を書くことができます。

図 180：手書き入力

11.. を選択して手書き入力を開きます。

22.. 指で入力したい文字を書いてください。

33.. スペースを入力するには、左から右に指でスワイ
プします。

44.. エントリーを削除するには、右から左に指でスワ
イプします。

音声入力による入力
ボイス コントロールを使用して、テキストや数字を入
力することも可能です (例：電話番号をダイヤルすると
きや、ナビゲーション目的地を入力するときなど)。
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> 「ボイス コントロール」の章（ 228ページ）を参
照してください。

ホーム画面および Info Widget

図 181：ホーム画面の設定

ホーム画面の設定

11.. e オプション e ホホーームムをを設設定定

22.. 希望するカテゴリーを選択し、ドラッグ アンド
ドロップで、左側にあるレイアウト上の任意のタ
イルを選択したまま、ドラッグしてください。

33.. タイルをスワイプして、希望の表示内容を選択し
てください。

44.. 左側のレイアウトからタイルを取り除くには、ド
ラッグ アンド ドロップで削除したいタイルを上
方向にドラッグするか、別のタイルと入れ替えて
ください。

ホーム画面のレイアウトを設定するには、レレイイアアウウトト
をを切切りり替替ええるるを選択します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

タイルは、他の任意のタイルにドラッグ アンド ドロッ
プで移動させることもできます。

ホーム画面からのタイルの削除

e e オプション e 削削除除モモーードドをを有有効効ににすするる

Info Widget の設定

11.. eオプション eイインンフフォォ ウウィィジジェェッットトをを
設設定定すするる

22.. 希望するカテゴリーを選択し、ドラッグ アンド
ドロップで、左側にあるレイアウト上の任意のタ
イルを選択したまま、ドラッグしてください。

33.. タイルをスワイプして、希望の表示内容を選択し
てください。

44.. 左側のレイアウトからタイルを取り除くには、ド
ラッグ アンド ドロップで削除したいタイルを上
方向にドラッグするか、別のタイルと入れ替えて
ください。

Info Widget のレイアウトを設定するには、レレイイアアウウ
トトをを切切りり替替ええるるを選択します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

タイルは、他の任意のタイルにドラッグ アンド ドロッ
プで移動させることもできます。

Info Widget からのタイルの削除

e eオプション eイインンフフォォ ウウィィジジェェッットトをを
設設定定すするる e オプション e 削削除除モモーードドをを有有効効
ににすするる

PCM でマニュアルを開く
bb 車両は停止している。

e 車車両両 e ココンントトロローールル e 取取扱扱説説明明書書

インターフェイスおよび外部接続機
器に関する注意事項
– 記憶媒体にファイル、フォルダーまたはプレイリ

ストが多数格納されている場合、媒体のトラック
を最初に読み込むのに時間がかかる場合がありま
す。

– オーディオ ファイルの再生時は、記録された追加
情報 (アーティスト、タイトル、アルバム カバーな
ど) が自動的に表示されます。 該当する情報が媒体
に記録されていない場合は、利用可能なインター
ネットのデータベースが利用されます。 それでも
特定の追加情報が表示されない場合があります。

– USB 延長ケーブルやアダプターを使用しないでく
ださい。 性能が損なわれる原因になります。

– USB ハブには対応していません。
– ポルシェ社は、ファイルやメディアの損傷や紛失

に対していかなる責任も負いかねます。
対応するメディアおよびファイル形式に関するテクニ
カル データ:
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 236ページ）を参照してくださ
い。
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インターフェイス
アームレスト内のインターフェイスの使用

図 182：アームレスト内のインターフェース

AA SIM カード リーダー
BB SD カード リーダー
CC USB インターフェース (タイプ A)

SD カードを挿入する

知知識識

SD カードを正しく使用しない場合、 ポルシェ　コ
ミュニケーション　マネージメント を損傷する恐れが
あります。
SD カード アダプターを使用すると、振動により SD
カードがアダプターから外れて各カードが SD カード
リーダーに詰まる恐れがあります。
e SD カード アダプターは使用しないでください。

11.. SD カードのラベル面を上にして、SD カード リー
ダー BB にしっかりはまるまで押し込みます。

22.. メメデディィアア e 再再生生 e (ヘッダー部) から希
望のメディア ソースを選択します。

SD カードを取り出す
e 挿入されている SD カードを押して、SD カードを

取り出します。

USB を介して外部機器を接続する
11.. アームレストを開きます。
22.. 外部機器 (iPod、USB 記憶メディアなど) を USB

インターフェース (タイプ A) CC に接続します。
33.. メメデディィアア e 再再生生 e (ヘッダー部) から希

望のメディア ソースを選択します。
44.. 外部機器および PCM の音量を必要に応じて調節し

ます。
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ミラー
ドア ミラーの使用

警警告告 ドア ミラーに周囲がゆが
んで映るため、交通状況
を正しく評価できないこ
とがあります

凸面のミラーには車両や物体が実際より小さく、また
実際より遠くにあるように映ります。 走行状況および
事故を正しく評価できない場合があります。
e 後方の車両との距離を推測する際や駐車する際、

ミラーにはゆがんで映るということを考慮に入れ
てください。

e 距離を判断する際にはルーム ミラーも使用してく
ださい。

注注意意 電解液の流出

破損したミラーからは電解液が流出する可能性があり
ます。 この液体は皮膚や目の炎症を引き起こします。
e 電解液が皮膚や目にかかった場合、清潔な水で直

ちに洗い流してください。
e 必要に応じて、医師の診察を受けてください。

知知識識

塗装、レザー、プラスチック、布を損傷する恐れがあ
ります。
電解液は乾くと取り除けなくなるため、濡れている間
に取り除いてください。
e 電解液が付着した部品は水で洗い流してくださ

い。

知知識識

自動洗車機で洗車する際にドア ミラーを損傷する危険
があります。
e ドア ミラーを格納してから自動洗車機を使用して

ください。

図 183：ドア ミラーの操作

AA 左側のドア ミラーの選択
BB 右側のドア ミラーの選択
CC ドア ミラーの調節
DD ドア ミラーの格納および復帰 (装備により異なる)

ドア ミラーの調節

図 184：ドア ミラーの調節

bb イグニッションが ON になっている。
–または –
OFFにして、運転席ドアまたは助手席ドア
をまだ開けていない状態 (最大 10分以
内)。

11.. 左ドア ミラーはボタン AA、右ドア ミラーはボタン
BB を押します。
選択したボタンの シンボルが赤色に点灯してい
る間は、該当するドア ミラー ガラスを調節できま
す。

22.. 調節ボタン CC を押して、ドア ミラーの角度を正し
い位置に調節します。

電動機能が故障した場合
e ミラーの表面を押してミラーを調節します。
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ドア ミラーの格納および復帰

図 185：ドア ミラーの格納および復帰

ドア ミラーの手動格納
e ミラー ハウジングを手でいっぱいまで上方に回転

させてください。

ドア ミラーの手動復帰
e ミラー ハウジングを手でいっぱいまで下方に回転

させてください。

ドア ミラーの電動格納および復帰 (装備により異
なる)
bb 約 50 km/h (30 mph) の最高速度。
e ボタン DD（図 183） を押してください。

両方のドア ミラーが格納または復帰します。

電動格納機能が故障した場合
e ドア ミラーを手で格納または復帰してください。

車外からのドア ミラーの格納および復帰
車両がロックされるときに、ドア ミラーを格納するこ
とが可能です。
e キーの ボタンを 1 秒以上押し続けてください。

コンフォート アクセス 装備車両の場合：運転席側
のドア ハンドルの近接センサーに 1 秒以上触れて
ください。
ドア ミラーが格納します。

ドア ミラーの自動復帰
e イグニッションを ON にします。

ドア ミラーが自動的に復帰します。

ドア ミラーの自動格納および復帰 (装備により異
なる)
ドア ミラーのドア ミラーの自動格納および復帰機能は
PCM で調節可能です。

機能を作動させる

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両 e ロロッックク e 格格納納ミミ
ララーー

ドア ミラーの自動格納
bb 機能が作動しています。
e 車両をロックしてください。

ドア ミラーが自動的に格納します。

ドア ミラーの自動復帰
bb 機能が作動しています。
e イグニッションを ON にします。

ドア ミラーが自動的に復帰します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ボタン DD（図 183） を押して手動でドア ミラーを格
納した場合、イグニッションを ON にしてもドア ミ
ラーは自動的には開きません。

ドア ミラー設定の保存
メモリー パッケージ装備車では、個々のドア ミラーの
設定を、そのとき使用しているキーや運転席ドアのメ
モリー ボタンに保存することができます。
> 「パーソナル設定」の章（ 213ページ）を参照し

てください。

ドア ミラーの自動防眩機能の ON/
OFF
ルーム ミラーの自動防眩機能の切り替えに合わせて、
ドア ミラーの防眩機能が作動します。
> 「ルーム ミラーの自動防眩機能の ON / OFF」の

章（ 246ページ）を参照してください。

駐車時の助手席ドア ミラー下向き自
動切り替え
メモリー パッケージ装備車では、リバース (後退) ギヤ
を選択すると、助助手手席席側側ドア ミラーが自動的に少し下
向きになり、助手席側の車両後方下部にある障害物を
視認しやすくなります。
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図 186：駐車時の助手席ドア ミラー下向き自動切り替え

ドア ミラーを自動で下向きにする
助手席側のミラー ガラスの下向きの角度は、PCM で
調節することができます。

機能を作動させる

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e ラライイトトとと視視界界
e リリババーースス e ミミララーーのの降降下下

bb イグニッションが ON になっている。
bb リバース (後退) ギヤに入っている
bb 機能が作動しています。

ドア ミラーを手動で下向きにする
メモリー パッケージ装備車では、助手席側ドア ミラー
を下向きにすることができます。
11.. ギヤをリバース (後退) に入れてください。

のシンボルは、助手席側ドア ミラーの点灯を調
節するためです。

22.. 右側のドア ミラーを調節するには、ボタン BB を押
します。(右ハンドル車ではボタン AA)。

助手席のドア ミラーが下向きになります。

ドア ミラーの下向き角度の個別調整:
e 調節ボタン CC を操作して、ドア ミラーの角度を希

望の位置に調節してください。
メモリー パッケージ装備車では、この設定をそのとき
使用しているキーや運転席ドアのメモリー ボタンに保
存することができます。
車両設定の取り出しおよび保存に関するインフォメー
ション:
> 「パーソナル設定」の章（ 213ページ）を参照し

てください。

ドア ミラーを通常位置に戻す
次の場合、ドア ミラーが通常の位置に戻ります:
– リバース (後退) 以外のギヤを選択してから一定時

間が経過した後、または
– 速度が 15km/h 以上になったとき

手動操作で助手席のドア ミラーを通常位置に戻す:
e 運転席ドア ミラーのボタン AA を押してください。

ルーム ミラーの手動防眩

図 187：ルーム ミラーの手動防眩

ミラーを調節するときは、防眩機能のレバー AA を車内
側に向けてください。
e 基本設定 - レバーを車内側に向けてください。
e ロー ビーム位置 - レバーをフロント ウィンドウ側

に回してください。
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ルーム ミラーの自動防眩機能の ON
/ OFF

図 188：ルーム ミラーの自動防眩機能

自動防眩機能を ON にする
e ボタン BB を押してください。

インジケータ ライト AA が点灯します。
光の強さに応じて防眩機能が自動的に作動し、
ルーム ミラーが暗くなったり、明るくなったりし
ます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

リバースギヤに入れた場合、ままたたははインテリア ライト
が点灯している場合は、ルーム ミラーの自動防眩機能
は作動しません。

自動防眩機能を OFF にする
e ボタン BB を押してください。

インジケーター　ライト AA が消灯します。

注注意意 電解液の流出

破損したミラーからは電解液が流出する可能性があり
ます。 この液体は皮膚や目の炎症を引き起こします。
e 電解液が皮膚や目にかかった場合、清潔な水で直

ちに洗い流してください。
e 必要に応じて、医師の診察を受けてください。

知知識識

塗装、レザー、プラスチック、布を損傷する恐れがあ
ります。
電解液は乾くと取り除けなくなるため、濡れている間
に取り除いてください。
e 電解液が付着した部品は水で洗い流してくださ

い。
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メディア
概要説明 - メディア
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありま
せん。 操作する際は、この概要のみでなく「安全指
示」および「警告」を必ずお読みください。
以下の操作に関するインフォメーション： ポルシェ コ
ミュニケーション マネージメント (PCM):
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 236ページ）を参照してくださ
い。

図 189：メディアを再生する

希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

メメデディィアア ソソーーススをを読読みみ込込むむ – SD カードを挿入してください。
– USB を介して外部機器を接続します。

> p. 242

– Bluetooth® を介して外部機器を接続します。 > p. 183

放放送送局局 // トトララッックク // アアルルババムムをを検検索索すするる ((検検索索結結果果
はは現現在在選選択択さされれてていいるるメメデディィアア ソソーーススにに関関連連ししたた
ももののでですす))

e メメデディィアア e メディア ソースを呼び出してくだ
さい (AA を参照) e 希望の放送局 / トラックを
入力してください。

–

メメデディィアア ソソーースス // 受受信信範範囲囲をを選選択択すするる e メメデディィアア e 再再生生 e メディア ソースを呼び
出してください (BB を参照) e メディア ソース
を選択してください (例：FFMM)。

–

音音楽楽をを再再生生 // 一一時時停停止止すするる e メメデディィアア e再再生生 e または を選択し
ます (CC を参照)。

–

次次 // 前前のの放放送送局局 // トトララッッククをを再再生生すするる e メメデディィアア e再再生生 e または を選択し
ます。

–
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希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

放放送送局局 // トトララッックク // アアルルババムムををおお気気にに入入りりととししてて保保
存存すするる

e メメデディィアア e (DD を参照) > p. 248

放放送送局局 // トトララッッククののリリスストトをを表表示示すするる e メメデディィアア e リリスストト
選択したメディア ソースに応じて、ププレレイイリリスストト、
アアーーテティィスストト などのサブフォルダーを利用できま
す。

–

周周波波数数帯帯ままたたはは番番号号をを入入力力ししてて選選局局すするる e メメデディィアア e 選選局局 e または を選択
します。

–

メディアを再生する
利用できるラジオおよびメディア ソース
ラジオは FM および AM (国による) 周波数帯をサポー
トしています。
装備によっては、次のメディア ソースが利用できま
す。SD カード、USB または Bluetooth® 経由の外部機
器、オンライン メディア サービス。
対応するメディアおよびファイル形式に関するテクニ
カル データ:
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 312ページ）を参照してくださ
い。

メディア再生中の他の機能
bb メメデディィアア e 再再生生 が選択されています。
概要説明の機能に加え、以下の機能が利用可能です
（図 189）：
– 現在の再生リストを表示する： (EE を参照)
– ランダム再生を有効にする： (FF を参照)
– トラックをリピート： (GG を参照)
– 類似の音楽を提案する：類類似似のの音音楽楽をを再再生生

お気に入りの保存および編集
お気に入りの保存

11.. メメデディィアア e おお気気にに入入りり

22.. 希望する放送局 / 曲を最最近近再再生生ししたたももののエリア
から選択して、おお気気にに入入りりエリアにドラッグ &
ドロップで移動させます。

お気に入りの整理

11.. メメデディィアア e おお気気にに入入りり

22.. 希望する放送局 / 曲を押して、希望する場所に移
動させます (ドラッグ & ドロップ)。

お気に入りの削除

11.. メメデディィアア e おお気気にに入入りり

22.. 希望する放送局 / 曲を選択して、ドラッグ & ド
ロップでおお気気にに入入りり表示エリアから上に移動させ
ます。
–– ままたたはは ––

利用可能な場合、アイコン をメメデディィアア e
再再生生 /リリスストト で選択しておお気気にに入入りりエリ
アから以前保存したお気に入りを削除します。

メディア設定の変更
e メメデディィアア e オプション e 必要な設定を選

択します。
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ライト
ライトの概要説明
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありま
せん。 操作する際は、この概要のみでなく「安全指
示」および「警告」を必ずお読みください。

図 190：ライト コントロール パネル

希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

オオーートトママチチッックク ヘヘッッドドラライイトトをを OONN ににすするる e AAUUTTOO ボタンを押してください。
AAUUTTOO ボタンが赤色に点灯します。
オートマチック ヘッドライトおよび ポルシェ ダイナ
ミック ライト システム プラス (PDLS Plus) が ON に
なっている。

> p. 250

パパーーキキンンググ ラライイトトをを OONN ににすするる e ボタン を押してください。
ライセンス ライト、インストルメント ライト、およ
びサイド ライトが ON になります。

–

ロローー ビビーームムをを OONN ににすするる bb イグニッションが ON になっている。
e ボタン を押してください。
ロー ビームが ON になります。 オートマチック ヘッ
ドライト、デイタイム ドライビング ライトおよび ポ

–
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希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

ルシェ ダイナミック ライト システム プラス (PDLS
Plus) が OFF になっている。

リリヤヤ フフォォググ ラライイトトをを OONN ににすするる e ボタン を押してください。 –

エエククスステテリリアア ラライイトトをを完完全全にに OOFFFF ににすするる e ボタン を約 2 秒押してください。
AAUUTTOO ボタンが消灯します。 すべてのエクステリア
ライトは、10 km/h 以下または 100 m 以下の走行の
ときには消灯したままです。

> p. 250

オートマチック ヘッドライト / エク
ステリア ライトの ON/OFF の切り
替え

警警告告 ライトが点灯していない
状態での走行

ライトが点灯していない状態で走行すると、視界が大
幅に悪くなり、他の通行者からも車両が見えていない
恐れがあります。
e オートマチック ヘッドライトを慎重に監視し、必

要に応じてロー ビーム ヘッドライトを手動で ON
にします。

e 特定の国では、ロー ビーム ヘッドライトを使用し
た走行に関する法律を遵守してください。

オートマチック ヘッドライトを ON にする
e AAUUTTOO ボタンを押してください。

AAUUTTOO ボタンが赤色に点灯します。
次のような状況では、ロー ビームは自動的に ON にな
ります：
– 夕暮れ時
– 夜間
– トンネル内走行時
– 雨天時

ロー ビームが ON になると、インストルメント パネル
のインジケーター ライト が点灯します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

オートマチック ヘッドライトは、霧を感知しません。
e 霧の場合には、前照灯と後部フォグライトのス

イッチを手動で入れてください。

エクステリア ライトを完全に OFF にする
e ボタン を約 2 秒押してください。

AAUUTTOO ボタンが消灯します。
次のような状況では、自動ライトは再度 ON になりま
す (国によって異なります)：
– 10 km/h 以上の速度
– エクステリア ライトを OFF にした後 100 m 以上

走行した場合

イインンフフォォメメーーシショョンン

気温と湿度により、車両のエクステリア ライトが曇る
ことがあります。十分な距離を走行することで、この
曇りは取れます。

オートマチック カミング ホーム ラ
イトの調整
bb オートマチック ヘッドライトが ON になってい

る。
車両に乗降するときの足元を明るく照らすため、以下
のライトが一定時間 ON になることがあります：
車両の最後のドアが閉じられる、または車両のロック
解除後、以下のライトが ON になります：
– デイタイム ドライビング ライト
– ロー ビーム カーテシー (PDLS Plus)
– 開いた状態の格納式ドア ミラーのドア カーテシー

ライト
– フロントおよびリヤの車幅灯
– ライセンス ライト
イグニッションが ON、またはオートマチック ヘッド
ライト が OFF になると、再度 OFF になります。
遅延消灯の時間は設定できます。

e 車車両両 e 制制御御 e車車両両 e ラライイトトとと視視界界 e エエ
ククスステテリリアア ラライイトト e フフェェーードドアアウウトト
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LED ヘッドライト装備のポルシェ ダ
イナミック ライト システム プラス
(PDLS Plus)
bb オートマチック ヘッドライトが ON になってい

る。

ダイナミック コーナリング ライト
約 5 km/h 以上の速度で走行している場合、そのとき
の速度やステアリグ ホイールの切れ角によって、コー
ナーの先に向けてロー ビームまたはハイ ビーム ヘッ
ドライトが向きを変え、進行方向の路面を照らしま
す。

状況に応じた配光分布
国別仕様によっては、状況に応じたライト制御により
ロー ビームおよびハイビーム ヘッドライトの配光を市
街地、郊外道路または高速道路の走行に適応します。

悪天候のライト
速度が約 60 km/h 未満でリヤ フォグ ライトが点灯し
ている場合、ロー ビームの配光特性が変化します。 こ
のときドライビング ライトは、眩しさを抑えるように
照射され、より広範囲が見えるように照射エリアが広
がります。

ハイ ビーム アシスト

図 191：フロント ウィンドウ カメラ

ルーム ミラー付近に取り付けられたカメラ AA により光
源や他の通行者を検出することができます。 他の車両

の位置、スピード、および他の環境や交通状況に応じ
て、ロー ビームからハイ ビームに切り替わり、再び戻
ります。
ハイ ビーム ヘッドライトは約 30 km/h から約
60 km/h の間で利用可能です。カメラが街路灯を検出
した場合、ハイ ビームからロー ビームに切り替わりま
す。

警警告告 ハイ ビーム アシストを作
動させて走行している際
の集中力の低下

ハイ ビーム アシストを使用している場合でも、運転中
にライトの状態、視界および交通状況などに応じて手
動でハイ ビームを調整することはドライバーの責務で
す。 このシステムはあくまでも補助的な機能のため、
運転時には細心の注意を払ってください。 以下の状況
では、手動の操作が必要となります。
– 雨、霧、雪、氷、多量の水しぶきなどの悪天候

時。
– 自動車専用道路など、対向車が一部確認しづらい

道路。
– 自転車など、暗い照明の通行者がいる場合。
– 狭いカーブ、急な傾斜路の頂上や山道。
– 照明の暗い市街地。
– 標識などの強い反射が発生する場合。
– カメラ部分のフロント ウインドウが曇っている、

汚れている、氷で覆われている、あるいはステッ
カーで塞がれている場合。

e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
e 必要に応じて、ハイ ビームを照明、視界、交通状

況に手動で合わせてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

検出挙動を妨害しないようにすること：
e ルーム ミラーのカメラの視界をステッカーなどで

遮らないでください。
e カメラの視界に付着した汚れ、氷、雪などが付着

していない状態を保ってください。

ポルシェ ダイナミック ライト シス
テム プラス (PDLS Plus) を組み込ん
だ LED マトリックス ヘッドライト
bb オートマチック ヘッドライトが ON になってい

る。
PDLS Plus LED マトリックス ヘッドライト (PDLS
Plus 機能付)。
> 「LED ヘッドライト装備のポルシェ ダイナミック

ライト システム プラス (PDLS Plus)」の章（ 251
ページ）を参照してください。

ダイナミック ハイ ビーム

図 192：フロント ウィンドウ カメラ

ルーム ミラー付近に取り付けられたカメラ AA により光
源や他の通行者を検出することができます。 他の車両
の位置、スピードおよび他の環境や交通状況に応じ
て、ハイ ビーム ヘッドライトの各 LED セグメントを
有効または無効にすることができます。 車両の前方周
囲のビームは低く、残りは高いままです。 これにより
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他の通行者が眩惑することなく、確実に最も効果的な
方法で環境を照らすことができます。
ダイナミック ハイ ビームは、ナビゲーション データ
に応じて車速 30 km/h～60 km/h で ON または OFF
になります。 カメラが街灯を検出した場合、ハイ ビー
ムからロー ビームに切り替わります。

警警告告 ダイナミック ハイ ビーム
を作動させて運転してい
る際の集中力低下

ダイナミック ハイ ビームを使用している場合でも、運
転中にライトの状態、視界および交通状況などに応じ
て手動でハイ ビームを調整することはドライバーの責
務です。 このシステムはあくまでも補助的な機能のた
め、運転時には細心の注意を払ってください。 以下の
状況では、手動の操作が必要となります。
– 雨、霧、雪、氷、多量の水しぶきなどの悪天候

時。
– 自動車専用道路など、対向車が一部確認しづらい

道路。
– 自転車など、暗い照明の通行者がいる場合。
– 狭いカーブ、急な傾斜路の頂上や山道。
– 照明の暗い市街地。
– 標識などの強い反射が発生する場合。
– カメラ部分のフロント ウインドウが曇っている、

汚れている、氷で覆われている、あるいはステッ
カーで塞がれている場合。

e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
e 必要に応じて、ハイ ビームを照明、視界、交通状

況に手動で合わせてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

検出挙動を妨害しないようにすること：
e ルーム ミラーのカメラの視界をステッカーなどで

遮らないでください。
e カメラの視界に付着した汚れ、氷、雪などが付着

していない状態を保ってください。

パッシング ライト
bb 対向車なし。
bb 前走車。
e 運転中に追い越す場合、方向指示灯を作動させて

ください。
前方走行車両の隣の領域が明るく照らされます。
これにより、前方の道路が見やすくなります。
ターン シグナルが OFF になった場合または対向車
が検出された場合、パッシング ライトは自動的に
再び OFF になります。

検知ライト
bb 前走車なし。
bb ヘッドライトを点灯した対向車の検出。
走行中のレーンが明るく照らされるように、配光特性
が素早く変わります。 こうすることで、視線が走行中
のレーンに向くようにします。 対向車によるドライ
バーの眩惑を軽減します。

標識の眩しさの軽減
bb ダイナミック ハイ ビームが ON になっている。
反射式の交通標識や他の標識の眩しさによって (特にハ
イ ビームを使用して運転する際) ドライバーが眩惑す
る場合があります。
標識の眩しさ軽減機能は、素早く車両のローまたはハ
イ ビーム ヘッドライトの各 LED セグメントを適切に
調整します。 反射式の交通標識や他の標識による、ド
ライバーの眩惑を軽減します。

オートマチック ヘッドライト較正
bb 車両の直ぐ近くに障害物はありません。
bb 壁など照射対象表面の前方に、可能な限り真っ直

ぐな位置に車両を置きます (距離 > 5 m)。
bb 基準走行中の停止時にロー ビームは作動します。
状況が適切だと、自動ヘッドライト較正は自動的に開
始します (アンビエント ライト、照射対象の表面が適
切)。 ヘッドライトの LED セグメントは較正中、右か
ら左へ繰り返し自動的に作動および停止し、カメラ AA
により検出されます。
較正はヘッドライト アライメントを確認するために使
用され、ヘッドライトの手動調整に代わるものではあ
りません。
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方向指示器 /ハイビームレバーの操
作

図 193：方向指示器、ハイ ビーム、およびヘッドライト パッ
シングの操作

11 方向指示器 / 左側パーキング ライト
22 方向指示器 / 右側パーキング ライト
33 ハイ ビーム / ダイナミック ハイ ビーム
44 ヘッドライト パッシング

方向指示器の操作
e 操作レバーを抵抗を感じる位置 11 または 22 まで動

かします。 方向指示器は、操作レバーを手動で初
期位置に戻すか、ステアリング ホイールを回した
ときに自動的に初期位置に戻るまで、作動したま
まになります。

コンフォート方向指示
e 抵抗を感じる位置 11 または 22 まで操作レバーを 1

度動かします。

方向指示器が 3 回点滅します。
e コンフォート方向指示を中断するには、反対方向

に操作レバーを押します。

ハイ ビームの ON および OFF の切り替え
bb PDLS Plus 非装備 PDLS Plus

–または –
ハイ ビーム アシスト / ダイナミック ハイ ビーム
が停止している。

ON にする
e 抵抗を感じる位置 33 まで 1 度操作レバーを動かし

ます。
インジケーター ライト が点灯します。

OFF にする
e 抵抗を感じる位置 44 まで 1 度操作レバーを動かし

ます。
インジケーター ライト が消灯します。

ハイ ビーム アシストの作動および停止
bb ポルシェ ダイナミック ライト システム プラス (-

PDLS Plus) を組み込んだ LED ヘッドライト
bb オートマチック ヘッドライトが ON になってい

る。
bb ハイ ビーム アシストが作動している。

> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照して
ください。

作動
e 抵抗を感じる位置 33 まで 1 度操作レバーを動かし

ます。
インジケーター ライト が点灯します。 他の
車両の位置、スピードなどの様々な要因に応じ
て、ロービームヘッドライトがハイビームヘッド
ライトに切り替わったり戻ったりします。 ハイ
ビームが作動すると、インジケーター ライト
が点灯します。

解除
e 抵抗を感じる位置 44 まで 1 度操作レバーを動かし

ます。
インジケーター ライト が ON になっている
ときのみ、ハイ ビーム アシストを停止することが
できます。

ハイ ビーム アシストの作動条件が満たされない場合、
手動でハイ ビームの点灯 / 消灯を切り替えることがで
きます。

手動で ON にする
e 抵抗を感じる位置 33 まで 2 度操作レバーを動かし

ます。
インジケーター ライト が点灯します。

手動で OFF にする
e 抵抗を感じる位置 44 まで 1 度操作レバーを動かし

ます。
インジケーター ライト が消灯します。

ダイナミック ハイ ビームの作動 / 停止
bb ポルシェ ダイナミック ライト システム プラス (-

PDLS Plus) を組み込んだ LED マトリックス ヘッ
ドライト

bb オートマチック ヘッドライトが ON になってい
る。

bb ダイナミック ハイ ビームが作動している。
> 「車両設定」の章（ 150ページ）を参照して

ください。

作動
e 抵抗を感じる位置 33 まで 1 度操作レバーを動かし

ます。
インジケーター ライト が点灯します。 他の
車両の位置、スピードなどの様々な要因に応じ
て、ハイ ビーム ヘッドライトの各 LED セグメント
が点灯したり消灯したりします。 ハイ ビームの部
分的な点灯時または完全な点灯時には、インジ
ケーター ライト が点灯します。
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解除
e 抵抗を感じる位置 44 まで 1 度操作レバーを動かし

ます。
インジケーター ライト が ON になっている
ときのみ、ダイナミック ハイ ビームを無効にする
ことができます。

ダイナミック ハイ ビームを停止した場合、または作動
条件が満たされなかった場合、手動でハイ ビームの点
灯 / 消灯を切り替えることができます。

手動で ON にする
e 抵抗を感じる位置 33 まで 2 度操作レバーを動かし

ます。
インジケーター ライト が点灯します。

手動で OFF にする
e 抵抗を感じる位置 44 まで 1 度操作レバーを動かし

ます。
インジケーター ライト が消灯します。

ヘッドライト パッシングを操作する
e 抵抗を感じる位置 44 まで 1 度操作レバーを素早く

押します。
インジケーター ライト が短時間点灯しま
す。

パーキング ライトの ON/OFF の切り替え
bb イグニッションが OFF になっている。
e 抵抗を感じる位置 22 または 11 まで操作レバーを押

すと右または左側のパーキング ライトが点灯しま
す。
パーキング ライトが点灯している場合は、イグ
ニッションを OFF にしてドアを開くとインストル
メント クラスターにメッセージが表示されます。

ハザード ライトの ON/OFF

図 194：ハザード ライトの ON/OFF

ハザード ライトの ON/OFF
e スイッチ パネルのボタンを押します。

すべての方向指示器とボタンが点滅します。

緊急ブレーキ後のハザード ライトの解除
約70 km/h以上の速度で走行中、停車するために急ブ
レーキをかけるとハザード ライトが自動的に作動しま
す。 ブレーキ中にブレーキ ライトが点滅します。
e センター コンソールのハザード ライト ボタンを押

して、ハザード ライトを消灯してください。 車両
が動き出すと、ハザード ライトは自動的に消灯し
ます。

事故後のハザード ライト
エアバッグが作動する事故が起きた場合、ハザード ラ
イトが自動的に作動します。

海外モードの作動
車両通行帯 (右側通行または左側通行) が異なる国で走
行する場合は、ヘッドライトの配光を調整する必要が
あります。 これによりロー ビームの照射方向が左右対
称に切り替わり、対向車のドライバーの幻惑を防ぐこ
とができます。
配光の適応は、通常、ナビゲーションデータに基づい
て自動的に行われます。
変更後は、イグニッションを ON にするたびにインス
トルメント パネルにメッセージが表示されます。
自動的に変更が行われない場合：

e 車車両両 e 制制御御 e 車車両両設設定定 e ラライイトトとと視視界界
e 外外部部ラライイトト e 反反転転

e 帰国したときは、ヘッドライトを元に戻すことを
忘れないでください。

バルブの交換
車両のライトおよびインテリア ライトにはロングライ
フ LED が装備されています。 LED は個別に交換でき
ません。
ランプの取り外しおよび取り付けには、大きな努力が
求められます。
e 壊れたバルブとランプの交換または修理は、必ず

ポルシェ正規販売店で実施してください。 ポル
シェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

知知識識

摩耗と過剰な温度により、ヘッドライトが損傷する可
能性があります。
e ヘッドライト エリアにカバー (ストーン ガードや

フィルムなど) を装着しないでください。
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ラゲッジ コンパートメント
荷物の積載

警警告告 車両に荷物が載っている
時の車両操縦性の変化

車両に載せた荷物に応じて、車両操縦性は変化しま
す。
e ハンドリング特性の変化に合わせた運転をしてく

ださい。
e 最大総重量および最大軸荷重を超過しないでくだ

さい。

警警告告 固定されていない、ある
いは固定方法や固定位置
が正しくない荷物

固定していなかったり不適切な位置に載せられた荷物
は、ブレーキやステアリングを操作したとき、または
事故の際に、滑り出して乗員がケガをする恐れがあり
ます。
e 固定していない荷物を輸送しないでください (事

故、ブレーキ、コーナリング)。
e 荷物は常にラゲッジ コンパートメントで輸送し

て、車内 (座席の上または前など) には絶対に入れ
ないでください。

e 収納コンパートメントのカバーが開いた状態で重
量物を運搬しないでください。

e 走行中はロック可能な小物入れカバーを必ず閉じ
ます。

警警告告 不適切なタイヤ空気圧

不適切なタイヤ空気圧は、走行安全性に悪影響を与え
る恐れがあります。
e 荷重に合わせてタイヤ空気圧を調整してくださ

い。
e タイヤ空気圧を変更した場合、タイヤ空気圧モニ

タリングの設定を更新してください。

ラゲッジ コンパートメントの開閉
> 「ラゲッジコンパートメントリッド」の章（258

ページ）を参照してください。

停止表示板の取り外し
停止表示板 AA はラゲッジ コンパートメントの裏側に収
納されています (国別仕様により異なります)。

応急処置セットの固定および取り外
し
応急処置セット BB は、ラゲッジ コンパートメント内の
カーペットにマジック テープで固定することができま
す (国別仕様により異なります)。

タイヤ シーラント (
タイヤ モビリティ システム - TMS)
および工具セットの取り外しと収納

図 195：タイヤ シーラントを収納したブラスチック ボックス
C
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図 196：タイヤ シーラントおよび工具セット

DD タイヤ シーラント (タイヤ モビリティ システム - TMS)
EE アダプター
FF けん引フック
GG 両口スパナ
HH ドライバー

タイヤ シーラント (
タイヤ モビリティ システム - TMS) および工具
セットの取り外し
e ハンドルの取っ手部分のプラスチック カバーを取

り外してください。

タイヤ シーラント (
タイヤ モビリティ システム - TMS) および工具
セットの収納
11.. ラグは下部に挿入してください。
22.. プラスチック カバーは上部にはめ込んでくださ

い。

タイヤ充填コンプレッサーの取り外
しおよび収納
タイヤ充填コンプレッサーの取り外し

図 197：プラスチック カバーの取り外し

11.. プラスチック カバーの取っ手 (矢矢印印) を持って持ち
上げ、ラッチを外してください (外れる音が聞こえ
ます)。

22.. プラスチック カバーを少し前方に引き、前部を持
ち上げてください。

図 198：プラスチック カバーの取り付け

33.. プラスチック カバー下側の固定ストラップを外
し、ラゲッジ コンパートメント リッドに取り付け
てください。

図 199：タイヤ充填コンプレッサーの収納スペースを開く
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44.. タイヤ充填コンプレッサーの収納スペースを開い
てください。

55.. タイヤ充填コンプレッサーを収納スペースから取
り出してください。

タイヤ充填コンプレッサーの収納

図 200：タイヤ充填コンプレッサーの交換

11.. タイヤ充填コンプレッサーを収納スペースに入れ
てください。

22.. 収納スペースのカバーを閉じてください。

図 201：プラスチック カバーを閉じる

33.. 固定ストラップを外し、プラスチック カバーに取
り付けてください。

44.. プラスチック カバーの後端部をガイドに差し込
み、ホルダー上に置いてください。 プラスチック
カバーの前部を下げてください。

55.. カバー下側のセンタリング ピンが各ガイドには
まっていることを確認してください。
ラッチのはまる音が聞こえるまで、カバーの取っ
手部分を下に押してください。
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ラゲッジ コンパートメント
リッド
ラゲッジ コンパートメント リッドの
開閉
車内のボタンでラゲッジ コンパートメント リッ
ドを開く

知知識識

ラゲッジ コンパートメント リッドまたはフロント ワ
イパーを損傷する恐れがあります。
e ラゲッジ コンパートメント リッドを開くときは、

ワイパーが起きていないことを確認してくださ
い。

e ラゲッジ コンパートメント リッドを開く前に、必
ずフロント ワイパーを OFF (ワイパー レバーを 00
の位置) にしてください。

> 「フロント ワイパー」の章（ 224ページ）を参照
してください。

図 202：ラゲッジ コンパートメント リッドを開く

AA ラゲッジ コンパートメント リッド ボタン
BB エンジン コンパートメント リッド ボタン

11.. ボタン AA を引いてください。
リッドのロックが解除されます。

図 203：ラゲッジ コンパートメント リッドのロックの解除

22.. リッドを少し持ち上げ、セーフティー ラッチ (矢矢
印印) を解除してください。

33.. リッドを完全に開いてください。
リッドを開くと、ラゲッジ コンパートメント内の
ライトが点灯します。
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キーでラゲッジ コンパートメント リッドを開く

図 204：キーでラゲッジ コンパートメント リッドを開く

11.. ボタン を押してください。
22.. リッドを少し持ち上げ、セーフティー ラッチを解

除してください。
33.. リッドを完全に開いてください。

リッドを開くと、ラゲッジ コンパートメント内の
ライトが点灯します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

キーを使用してラゲッジ コンパートメント リッドの
ロックを解除すると、車両ドアのロックも解除されま
す。

コンフォート アクセス (キーレス) でラゲッジ コ
ンパートメント リッドを開く

図 205：コンフォート アクセスでラゲッジ コンパートメント
リッドを開く

bb コンフォート アクセス搭載車両
bb キーを車両の前部に持っていきます。
11.. Porsche クレストとナンバー プレートの間に手を

置いてください。 手を前後に動かしたり、スワイ
プしたりしてください。
リッドのロックが解除されます。

22.. リッドを少し持ち上げ、セーフティー ラッチを解
除してください。

33.. リッドを完全に開いてください。
リッドを開くと、ラゲッジ コンパートメント内の
ライトが点灯します。

ラゲッジ コンパートメント リッドを閉じる

注注意意 重いラゲッジ コンパート
メント リッド

半分開いた状態のラゲッジ コンパートメント リッドを
閉じるとき、それ自体の重さが原因でロックされま
す。
e 可動部品 (ヒンジ) 付近やラゲッジ コンパートメン

ト リッドの下に物を置いたり、指を挟んだりしな
いように注意してください。

11.. リッドが閉じる直前まで手で引き下げ、そこで手
を放してリッドをロックしてください。 ロック部
分の真上付近を手のひらで押して、リッドを確実
にロックしてください。

22.. リッドが確実にロックされていることを確認して
ください。
リッドが正しく閉じていない場合、車両が動いて
いる間インストルメント パネルにメッセージが表
示されます。

ラゲッジ コンパートメント リッドの
緊急解除
バッテリー上がりの場合、ラゲッジ コンパートメント
リッドを開くには外部バッテリーを使用する必要があ
ります。
> 「ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動」の

章（ 122ページ）を参照してください。
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図 206：ラゲッジ コンパートメント リッドの緊急解除 – プラ
ス端子の接続

11.. エマージェンシー キーを使用して、ドア ロックを
解除してください。

22.. 左側ヒューズ ボックスのプラスチック カバーを取
り外してください。

33.. ヒューズ ボックスのプラス端子 AA (赤色) を引き出
してください。

44.. 赤いブースター ケーブルを使用して、外部バッテ
リーのプラス端子とヒューズ ボックスのプラス端
子 AA を接続します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両がロックされていた場合、マイナス端子を接続し
たときに警報システムのホーンが鳴ります。

図 207：ラゲッジ コンパートメント リッドの緊急解除 – マイ
ナス端子の接続

55.. 黒色のブースター ケーブルを使用して、外部バッ
テリーのマイナス端子とドア パーキング ブレーキ
のジョイント BB を接続してください。

66.. キーの ボタンを約 2 秒間押し続けてくださ
い。 ラゲッジ コンパートメント リッドのロックが
解除され、警報システムが OFF になります。

77.. マイナス ケーブルを先に外し、次にプラス ケーブ
ルを外してください。

88.. プラス端子 AA をヒューズ ボックスに押し込み、
ヒューズ ボックスのプラスチック カバーを取り付
けてください。
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リヤ クロス トラフィック ア
ラート
一般的な安全に関する指示

警警告告 不注意な操作または発進

システムがドライバーの安全を危険にさらすよう誘導
することがあってはなりません。 発進の際に注意した
り、障害物の有無を確認したりする責任は、依然とし
てドライバーにあります。 このシステムはドライバー
の集中力の代わりになるものではありません。
e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。

その他のアシスタンス システムに関する情報：
> 「パークアシスト」の章（ 209ページ）を参照し

てください。
> 「アクティブ パーキング サポート」の章（ 31

ページ）を参照してください。

システム制限
次のような状況では、タイミングよく車両を検知でき
ない場合があります。
– 車両が後方に突き出ている車両の隣に駐車してい

る。
– ルートを横切る他の道路利用者が非常に速く接近

している。
– リヤ バンパーが汚れている。

機能
リヤ クロス トラフィック アラートは、車両の後方を
監視し、車両の発進中に車両の後ろを横切る通行者 (乗
用車、オートバイ、自転車、歩行者など) についてドラ
イバーに警告します。

図 208：リヤ クロス トラフィック アラート ディスプレイ

このシステムは以下の条件で利用できます。
bb リヤ クロス トラフィック アラートが ON になって

いる。
bb ポルシェ スタビリティ マネジメント (PSM) が ON

になっている。
bb トランスミッション レンジ RR が選択されている。
bb 車両速度が約 15 km/h 未満。
リバース ギヤに入っている場合、PCM に矢印が表示
され、車両の経路を横切る他の道路利用者が近づいて
いることをドライバーに知らせます。 危険な状況が発
生する可能性があることを視覚と音により警告しま
す。 ドライバーが警告に反応しない場合、差し迫った
衝突リスクについてドライバーに警告するために、シ
ステムが短い振動による警告を実行します。

リヤ クロス トラフィック アラート
の ON/OFF の切り替え
e アアシシスストト e 後後退退車車両両検検知知警警報報

車両の電源を OFF にした後、システムステータスが選
択したアカウントに保存され、使用しているキーと関
連付けられます。
> 「パーソナル設定」の章（ 213ページ）を参照し

てください。
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ルーフ トランスポート システ
ム
ルーフに物を載せて運ぶ場合

警警告告 固定されていない、また
は不適切に固定したルー
フ トランスポート システ
ムまたは積載器具

固定されていない、または不適切に固定したルーフ ト
ランスポート システムは、走行中に車両から外れ、重
大事故を起こす恐れがあります。
e スキー / スノーボード ホルダーやルーフ ボックス

などの積載機器は、サポートに対してできる限り
中央になるように取り付けてください。

e 毎回走行を開始する前に、ルーフ トランスポート
システムや積載機器が正しく確実に固定されてい
ることを必ず確認してください。長距離走行時
は、途中で定期的に確認してください。

e すべてのファスニング スクリューを再度締め付け
ます。

警警告告 車両操縦性の変化

ルーフ トランスポート システムを装着して荷物を載せ
ると、車両操縦性が変化します。
e 走行スタイルを積荷に合わせてください。
e ルーフ トランスポート システムに荷物を積載して

いるときは、130 km/h を超える速度で走行しな
いでください。

e 荷物を積載せずにルーフ トランスポート システム
を装着するときは、180 km/h 以上の速度で走行
しないでください。

警警告告 荷物が固定されていな
い、または固定方法が正
しくない場合

荷物が固定されていない、または固定方法が正しくな
いと、走行中に荷物がルーフ トランスポート システム
から外れ、重大な事故につながる恐れがあります。
e 荷物は走行中に動かないように適切な方法で固定

してください。
e ルーフ トランスポート システムに荷物を積む際に

は、荷物がシステムから横にはみ出さないように
してください。 荷物の幅が絶対に車両の幅を超え
ないようにしてください。

e ゴムのテンショナーは使用しないでください。
e ルーフ トランスポート システム上では、荷物の重

心ができる限り低い位置になるようにし、荷重が
積載エリア全体に均等に分散されるようにしてく
ださい。

知知識識

ルーフ トランスポート システムを装着したまま自動洗
車機を使用したり、車高に注意を払わなかったり、許
容最大荷重を超過すると、車両やルーフ トランスポー
ト システムを損傷する恐れがあります。
e 自動洗車機を使用する前に、ルーフ トランスポー

ト システムを完全に取り外してください。
e 立体駐車場など、高さが限られた場所に進入する

前に、ルーフ トランスポート システムを含めた車
両の全高を確認してください。

e 最大ルーフ積載荷重、最大総車両重量および最大
軸荷重の限度を超えないようにしてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e ルーフ トランスポート システムを装着すると、燃
料消費や騒音が増えるため、未使用時には車両か
ら取り外してください。

荷物を安全に確実に運ぶには、ルーフ トランスポート
システムや積載機器 (スキー / スノーボード ホル
ダー、ルーフ ボックス、バイク ラックなど) を使用し
てください。
e ポルシェが試験および認定したルーフ トランス

ポート システムのみを使用してください。 従来の
ルーフ ラック システムは車両に搭載できません。

ルーフ トランスポート システムの詳細情報について
は、
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
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ルーフ トランスポート システムの取
り付け

図 209：ルーフ トランスポート システムの構成部品

AA フロント キャリア バー (ロング)
BB リヤ キャリア バー (ショート)
CC カバー トリム
DD トルク レンチ
EE キー

初めて取り付ける場合：
e フロントおよびリヤ キャリアを車両幅に合わせて

調節します。

図 210：ルーフ レールからシールを取り外す

11.. トルク レンチのフックを使用して、ルーフ レール
のシール FF を持ち上げ、引き出します。

図 211：ロータリー ホルダーを拡げる

22.. トルク レンチのフックを使用して 8 個すべての
ロータリー ホルダー GG を拡げます。

図 212：カバー フラップのロック解除および持ち上げ

33.. キーを使用してカバー フラップ HH のロックを解除
し、できるだけ上に折り上げます。
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図 213：キャリア下側のスクリューをゆるめます。

44.. 初初めめてて取取りり付付けけるる場場合合：
aa.. トルク レンチからハンドルを取り外します。

トルク レンチの短い方を使用して、キャリア下
側のスクリューをゆるめます。

図 214：キャリアの長さ調節

bb.. 長いキャリア AA をフロント側、短いキャリア BB
をリヤ側のロータリー ホルダー GG に配置し、
可動式キャリア サポートで車両の幅に合わせま
す。

キャリア下側に貼ってあるステッカーに合わせ
て、キャリアが配置されているか確認します。

cc.. キャリア下側のスクリューをゆるく締め付けま
す。

図 215：キャリア下側のスクリューの締め付け

dd.. キャリアを取り外し、トルク レンチの短い方を
使用して、キャリア下側のスクリューを手で締
め付けます。

ee.. トルク レンチのハンドルを取り付けます。
55.. キャリアをロータリー ホルダー GG （図 214）に配

置します。
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図 216：キャリアのファスニング スクリューの締め付け

知知識識

シールがルーフとサポートの間に挟まれて損傷する恐
れがあります。
e シール FF をサポート底部に挿入します。

66.. トルク レンチを使用して、キャリアのファスニン
グ スクリュー 8 個すべてを表面が面一になるまで
ねじ込みます。 次に、トルク レンチの矢印マーク
が完全に揃うまで、8 個すべてのスクリューを締め
付けます。

図 217：積載機器の挿入

77.. キャリアのカバー フラップ HH を完全に下方に下げ
て、ご希望の積載機器 (ルーフ ボックス、バイク
ラックなど) をキャリアに押し込みます。

図 218：カバートリムをサイズに合わせて切り、取り付け
る

88.. カバー トリム CC をサイズに合わせて切り、横方向
からスライドさせるか上から押してキャリアには
め込みます。カバー トリムは湿気やほこりから
キャリアを保護すると同時に、風切り音を防ぎま
す。

99.. カバー フラップを閉じ、キーでロックします。

イインンフフォォメメーーシショョンン

50 km (30 mls) 走行後、キャリアおよび積載機器のす
べてのスクリューを再度締め付けます。
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レーン キープ アシスト1

図 219：フロント ウィンドウ カメラ

レーン キープ アシストは正面のカメラ ＡＡ を使用し
て、システムの性能範囲内で車線区分線に基づき前方
のコースを検出します。 車両が検出された車線区分線
に接近して、走行車線を逸脱する危険があるときに
は、システムはステアリング介入による補正を開始
し、車両が走行車線に留まれるようにします。 トライ
バーに対し、ステータス ディスプレイにステアリング
介入を示す視覚的な表示が行われます。 ドライバーは
いつでもステアリング介入を無効にすることができま
す。
車両が方向指示を出さずに車線区分線を超えると、シ
ステムはドライバーに対して音によって注意を喚起し
ます。 そのためには、アアシシスストト メニューで PCM
の警告音設定が有効になっている必要があります。
このシステムは高速道路やよく整備された郊外道路で
の運転向けに設計されており、約 40 mph (65 km/h)
～156mph (250 km/h) の速度範囲で作動します。シ
ステムが有効な場合でも、車線変更前に方向指示灯が
作動していれば、ドライバーへの警告や補正ステアリ
ングはなされません。 これらの状況では、システムは
車線変更が意図的なものであると解釈します。
bb レーン チェンジ アシスト装備車：
車両がレーン チェンジ アシストを装備している場合、
危険な状況の可能性がある車線変更を行おうとする
と、ステアリング介入による補正を通してドライバー

に元の車線に戻るように警告が行われます。 これは、
該当する方向への方向指示器が作動している場合でも
同様です。 ステアリング介入と同時に、該当する側が
ステータス ディスプレイに赤色で表示され、車線区分
線を超えると警告音 (有効な場合) が鳴ります。

警警告告 集中力の低下

ドライバーは走行中、レーン キープ アシストが有効な
場合であっても、走行車線内に留まるようにするな
ど、常に安全運転に努めてください。 このシステムは
あくまでも補助的な機能のため、運転時には細心の注
意を払ってください。
– システムは車両を走行車線に留めるよう、システ

ムの性能範囲内でドライバーをサポートします
が、代わりに運転するわけではありません。 常に
ステアリング ホイールを保持し、いつでもハンド
ルを切れる状態でいてください。 インストルメン
ト クラスターに警告メッセージが表示された場合
は、ドライバー本人がただちに車両のコントロー
ルを行ってください。

– 具体例を挙げると、急ブレーキの時には補正的な
ステアリング介入が作動しない場合があります。

– ドライバーが積極的にハンドル操作を行っている
場合は、ステアリング介入による補正が発動しな
い、または発動が制限されることがあります。

– 車線区分線が一部検出されないこともありえま
す。 ステアリング介入は、車線区分線が検出され
た側に対してのみ発動します。

– 道路構造物や路上の物体などが、車線区分線と
誤って認識される場合があります。 これにより、
ステアリング介入や警告音が予期せぬ形で発動、
または発動しない場合があります。

– 路上のわだち、カーブ、坂道を走行している場合
や横風が生じた場合など、ステアリング介入によ
る補正だけでは走行車線を守って走行できなくな

ることがあります。 このような状況では、ドライ
バーが積極的にステアリングを行わなければなり
ません。

e 以下の状況では、レーン キープ アシストを決して
使用しないでください。
– 通常よりもドライバーの注意が必要とされる場

合。
– スポーツ走行中。
– 悪天候 (霧、雪、または豪雨など)。
– 道路状況 (悪路、道路のくぼみ、汚れている路

面を含む) が悪い場合での走行。
– 道路工事区間。
– 起伏の激しい路面や坂道に近づいている場合。
– 市街地での走行。
– カーブの多い道および細い郊外の道での走行。

e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両周囲には常に注意を払ってくださ

い。
e 道路状況と天候に応じて適したスピードで運転し

てください。
e ステアリング ホイールには物を取り付けないでく

ださい。

警警告告 車線検出用カメラの故障

カメラの視界は、雨水、雪、氷、多量の水しぶき、対
向車のヘッドライト、損傷などさまざまな要因によっ
て低下します。 一定の条件下では、カメラが車線区分
線を検出できない、または正しく検出できない場合が
あります。 この場合、ステアリング介入が行われな
かったり、予期しないステアリング介入が行われたり

1. 利用可否は国によって異なります
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することがあります。
e 十分注意して運転してください。
e 常に進行方向に気を配り、車線から目を離さない

でください。
e カメラ レンズは定期的に洗浄し、雪や氷が付着し

たときは取り除いてください。
e カメラ レンズを覆わないでください。
e カメラ レンズ前面のフロント ウィンドウに損傷が

ないかを定期的に確認してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

e システムの故障またはレーン キープ アシストの機
能不全がこの章の記載どおりに発生する場合、
レーン キープ アシストを使用しないでください。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

警警告告 ステアリング介入による
補正なし

急カーブでレーン キープ アシストが作動している場
合、ステアリング介入機能による補正だけでは車線を
維持できません。 カーブの前または途中でレーン キー
プ アシストが自動的に停止して、ステアリング介入が
行われないということも起こり得ます。
e 十分注意して運転してください。
e ステアリング ホイールは必ず両手で保持してくだ

さい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

レーン キープ アシストが有効になっている間、ドライ
バーのステアリング操作は監視されています。 ステア
リング操作が行われていないことが検知され、車両が
車線から何度かそれかけた場合には、インストルメン
ト クラスターから音と視覚による警告が行われ、ドラ
イバーにステアリング操作を行うよう促します。
ドライバーがこれに反応しない場合、レーン キープ ア
シストは停止モードに切り替わります (ステータス
ディスプレイを参照)。 ドライバーがステアリング操作
を行えば、レーン キープ アシストは再度有効になりま
す。
レーン キープ アシストによる介入が長時間必要になっ
た場合には、インストルメント クラスターから音と視
覚による警告が行われ、ドライバーに車両を車線の中
央の位置に合わせるように促します。

レーン キープ アシストの ON および
OFF の切り替え
レーンキープアシストの ON/OFF は PCM 内で切り替
えることができます。

e アアシシスストト e レレーーンンアアシシスストト

警告音の設定
警告音は個別に ON および OFF に切り替えることがで
きます。 警告シグナル音量も 3 段階から選択すること
ができます。

e アアシシスストト e eアアシシススタタンンスス シシスステテムムのの
設設定定 e レレーーンンアアシシスストト

レーン キープ アシストの呼び出しお
よび読み取り

図 220：速度 & アシスト機能ディスプレイ

AA レーン キープ アシストの表示
BB 車線区分線の表示
CC ステータス表示

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) 装備
車
アアシシスストト メイン メニューの｢速度 ＆ アシスト機能｣
ディスプレイには、車線区分線 BB とステータス ディス
プレイ CC が表示されます。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) 非装
備車
車線区分線はステータス ディスプレイ CC にのみ表示さ
れます。
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システム ステータスの読み方
表はレーン キープ アシストのシステム ステータスお
よびインストルメント パネルにおけるその表示を示し
ます。

レレーーンン キキーーププ
アアシシスストトのの表表
示示

スステテーータタ
スス表表示示

意意味味

表示なし 表示なし レーン キープ アシ
ストは OFF。

レーンキープアシス
トは ON だが停止
モード。

レーン キープ アシ
ストは両側とも ON
で有効。

車線区分線は片側で
も検出されます。

レーン キープ アシ
ストは、ステアリン
グ介入による補正を
実施します (右の例
を参照)。

イインンフフォォメメーーシショョンン

システムが ON であっても停止モードである場合、下
記のような原因が考えられます。
– 車両がシステム動作速度である約 65 km/h 未満の

速度で走行しています。
– 現在走行中の車線に車線区分線が検出されませ

ん。 (雪、泥、路面の濡れ、対向車のヘッドライト
または前走車が近いなどの場合)。

– 車線区分線の状態が良好ではないために、レーン
キープ アシストが起動できません。

– カーブの半径が小さすぎます。
– 一番近い車線区分線までの距離が遠すぎます。
– 車線区分線が車両に近すぎます。
– 稼働中、一時的に極めて激しい運転が行われてい

ます。
– 方向指示灯が作動中です。
– システムにより、ドライバーがステアリング ホ

イールを握っていないことが検出されました。

警告メッセージへの対応
故障発生時の作動停止：
システム エラーが発生した場合、レーン キープ アシ
ストは自動的にスイッチOFF になります。 インジケー
ター ライトが消灯し、メッセージが表示されます。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。
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レーン チェンジ アシスト
(LCA)1
レーン チェンジ アシストは、後方から接近する車両や
死角にある車両をドライバーに警告します。 これは、
他車を追い越すときや追い越されるときにも作動しま
す。 危険な状況や車線変更が不可避な状況を検出する
と、両側のドア ミラーの一体化されている警告インジ
ケーター AA が直ちに点灯します。
脇道に入る状況でレーン チェンジ アシスト作動範囲を
下回る速度で走行している場合、追加のリヤ ターン ア
シストも車両の後方を監視することでドライバーをサ
ポートします。 リヤ ターン アシストは常に自動で
レーン チェンジ アシストと一緒にスタンバイ状態に切
り替わります。

図 221：ドア ミラーの警告インジケーター A

レーン チェンジ アシストの ON/
OFF の切り替え
レーンチェンジアシストのON/OFF は PCM内で切り
替えることができます。

e アアシシスストト e レレーーンン チチェェンンジジ アアシシスストト
レーン チェンジ アシストが有効な場合、イグニッショ
ンを ON にするとドア ミラーのインジケーターが短く
点灯します。

警警告告 集中力の低下

レーン チェンジ アシストおよびリヤ ターン アシスト
が装備されていても、走行中は周囲の状況に注意し、
責任ある運転を心がけてください。 車線変更の際は、
特に注意を払ってください。
e ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況に常に

注意を払ってください。

警警告告 レーダー センサーの視界
の妨げ

レーダー センサーの視界は、急カーブ、頂上手前、お
よび悪天候時 (雨、雪、氷、多量の水しぶき) では低下
する場合があります。 車両を正しく検出できなかった
り、全く検出できなかったりすることがあります。
e ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況に常に

注意を払ってください。

警警告告 車両が検出されない

次のような状況では、タイミングよく車両を検知でき
ない場合があります。
– 車両が後方から高速で接近する場合や車両が後ろ

に遠ざかる場合、車両の動きを検知できません。

– レーン チェンジ アシストは、急カーブでは車両を
検出できません。

– レーン チェンジ アシストは約 15 km/h (9 mph)
以上の速度で走行しているときにのみ、接近車両
や死角エリアの車両をドライバーに警告します。

– リヤ ターン アシストでは、車両と動いている物
体、あるいは車両と静止している物体との間の速
度差が小さい場合、据え付けられている物体 (例：
金属柱) が警告を作動させたり、速度の遅い車両が
検出されなかったりすることがあります。

– リヤ ターン アシストは発進時に作動します。 その
ため、既に動いている車両や発進している車両が
検出されなかったり、遅れて検出されたりする可
能性があります。 すぐ真横の車両も、センサーの
検出エリア外にあるために検出されないことがあ
ります。

– リヤ衝突警告は、交差車両、投影面積が小さな車
両、幅の狭い車両、および車両として認識されな
い物体には反応しません。

– 脇道に入ろうとする場合など、車両が走行レーン
の方向を向いておらず、走行レーンに対して斜め
または直角になっている場合、接近する車両をセ
ンサーで検出することはできません。

e ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況に常に
注意を払ってください。

1. 利用可否は国によって異なります



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

レーン チェンジ アシスト (LCA)

270

一般情報
– システムは車速が約 15 km/h を超えるとアシスタ

ンスを提供します。
– 15 km/h 以下の速度で、リヤ ターン アシストがド

ライバーをサポートします。ただし、方向指示器
が作動している車両の側に対して発進時にのみ作
動します。

– 約 20 km/h までリヤ ターン アシストは有効にな
ります。

– レーダー センサーが覆われていることをシステム
が検出した場合には、レーン チェンジ アシストと
リヤ ターン アシストは利用できません。

– レーダー センサーは、車両以外の他の障害物 (高い
または隆起した中央分離帯など) を検出する場合が
あります。

– このディスプレイはドライバーがドア ミラーを一
目見ただけで気づくよう設計されています。

イインンフフォォメメーーシショョンン

例えば、レーダー センサーの位置が事故後に変わった
場合などは、レーン チェンジ アシストの機能が損なわ
れる可能性があります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

レーン チェンジ アシストが適切に作動するために:
e リヤ バンパーのレーダー センサー部をステッカー

などで覆わないでください。 この周囲から汚れや
雪、氷も取り除いてください。

e ドア ミラーの警告インジケーターを (ステッカーま
たは接着式の死角ミラーなどで) 覆わないでくださ
い。

e バンパーを塗装すると、塗料の厚い層でセンサー
レンジが低減する場合があります。 承認された塗
料とは電気特性も異なる場合があります。

図 222：リヤ バンパーのレーダー センサー

作動原理
レーン チェンジ アシストは、リヤ バンパー内に組み
込まれたレーダー センサーを使用して、自車と検出し
た車両との距離および速度差を測定します。 レーダー
センサーは後方 70 m までの範囲および死角を監視し
ています。

レーン チェンジ アシストがその速度差および距離から
車線変更が危険と判断した場合、該当するドア ミラー
に表示されます。 車両の右側および左側は個別に表示
されます。 例えば、左ドア ミラーの警告インジケー
ターはドライバーが左車線に車線変更する際に役立ち
ます。
ドライバーが方向指示灯を操作した際、危険とみなす
車両を検出すると、該当するドア ミラーの警告インジ
ケーターが数回明るく点滅します。
他車をゆっくり (速度差約 15 km/h 未満) と追い越す
場合、他車が死角エリアに入ったことをレーン チェン
ジ アシストが検出すると、直ちに警告インジケーター
が点灯します。 速度差がそれ以上の場合、ドア ミラー
には表示されません。
発進直後は、レーン チェンジ アシストの速度範囲には
達しません。 速度範囲に達するまで、ドライバーはリ
ヤ ターン アシストによりサポートされます。
方向指示器の作動時にリヤ ターン アシストは車両の横
および後ろの物体を検出しますが、インジケーターが
作動している側に対してのみ作動します。 危険の可能
性を検知すると、ドア ミラーの各警告インジケーター
が点灯します。 自分自身の計算された運転経路がイン
ジケーターが作動した車両側で検出された車両の経路
を横切る場合、ドア ミラーの各警告インジケーターが
数回明るく短く点滅します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

レーダー センサーは左右隣の車線を監視します。 他の
車線は、レーダー センサーにより監視 さされれまませせんん。

情報および警告ステージ
方向指示器が設定されたかに応じて、レーン チェンジ
アシストには適切に作動する 2 つのインジケーター レ
ベルがあります。
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インフォメーション ステージ
方向指示器が設定されていない場合、レーン チェンジ
アシストは車線変更によって危険となる検出車両につ
いての情報を提供します。 レーン チェンジ アシスト
が検出された車両の速度差および距離から車線変更が
危険と判断した場合、該当するミラーに弱弱いいライトが
表示されます。

警告ステージ
方向指示器が ON で、レーン チェンジ アシストが危険
とみなされる側で車両を検出した場合、検出した側の
ドア ミラーの警告インジケーターが明明るるくく点滅を開始
します。 警告ステージが数回明るく短く点滅する場
合、ドア ミラーを見るかまたは肩越しに確認するな
ど、再度周囲の交通状況を確認するよう促していま
す。

レーン チェンジ アシストの画面の明るさの設定
警告インジケーター (インフォメーションおよび警告)
の明るさは、周囲の明るさによって自動的に調整され
ます。 ドア ミラーの警告インジケーターの基本的な明
るさも調節可能です。

e アアシシスストト e eアアシシススタタンンスス シシスステテムムのの
設設定定 e レレーーンン チチェェンンジジ アアシシスストト

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 車両の接近が高速であるほど、ドア ミラーの警告
インジケーターは早いタイミングで点灯します。
レーン チェンジ アシストによって検出されたすべ
ての車両は、遅くとも｢死角エリア｣に入るまでに
ドライバーに警告されます。

– ドア ミラーの警告インジケーターがまだ作動して
いなくても、高速で接近する車両がある場合、車
線変更は危険と考えられます。

– その他のアシスタンス システム装備車で、インジ
ケーター が ON でない場合でもドア ミラーの警告
インジケーターが数回短く点滅することは可能で
す。 車両が走行している車線から隣の車線へそれ
ているのをレーン キープ アシストが検出する場
合、レーン チェンジ アシストは短く明るく数回点
滅することにより危険な状況が発生する可能性が
あることを知らせます。

運転状況
起こりうるケースとそれに関連するレーン チェンジ ア
シストおよびリヤ ターン アシストの警告インジケー
ターを、運転状況に応じて以下に説明します。

車両が急速に接近する

図 223：急速に接近する車両

AA –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
センサーは車両を検出していません。 ドア ミラーの警
告インジケーターが点灯しません。
BB –– 警警告告イインンジジケケーータターーははイインンフフォォメメーーシショョンン スス
テテーージジをを点点灯灯すするる
センサーが高速で接近する車両を検出しました (図の例
は左車線を示しています)。 車両との距離はまだ離れて
いますが、著しい速度差があるため、この車両はすで
に車速変更を行うには危険と判断されます。 ドア ミ
ラーの警告インジケーターが点灯します。
CC –– 警警告告イインンジジケケーータターーはは警警告告スステテーージジでで点点滅滅すするる
運転状況 BBでドライバーが方向指示灯を操作すると、
ドア ミラーの警告インジケーターが数回明るく点滅し
ます。 レーン チェンジ アシストはドライバーが車両
を見落としている可能性があることを知らせます。
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車両がゆっくりと接近する

図 224：ゆっくりと接近する車両

AA –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
センサーがゆっくりと接近する車両を検出しました (図
の例は左車線を示す)。 速度差が小さくて車間距離が大
きいため、ドア ミラーの警告インジケーターが点灯し
ません。
BB –– 警警告告イインンジジケケーータターーははイインンフフォォメメーーシショョンン スス
テテーージジをを点点灯灯すするる
車両がゆっくりと接近してきています。 ドア ミラーの
警告インジケーターが点灯します。 レーン チェンジ
アシストがその速度差および距離から車線変更は危険
と判断する場合のみ、ドア ミラーの警告インジケー
ターが点灯します。 レーン チェンジ アシストによっ
て検出されたすべての車両は、遅くとも｢死角エリア｣
に入るまでにドライバーに警告されます。
CC –– 警警告告イインンジジケケーータターーはは警警告告スステテーージジでで点点滅滅すするる
運転状況 BBでドライバーが方向指示灯を操作すると、
ドア ミラーの警告インジケーターが数回明るく点滅し
ます。 レーン チェンジ アシストはドライバーが車両
を見落としている可能性があることを知らせます。

車両がゆっくりと後ろに遠ざかる

図 225：ゆっくりと後ろに遠ざかる車両

AA –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
レーン チェンジ アシストは追い越される車両をまだ検
出していません。 ドア ミラーの警告インジケーターが
点灯しません。
BB –– 警警告告イインンジジケケーータターーははイインンフフォォメメーーシショョンン スス
テテーージジをを点点灯灯すするる
ゆっくりと遠ざかる車両 (速度差約 15 km/h 未満、例
では右側車線) は、レーン チェンジ アシストにより検
出されます。 ドア ミラーの警告インジケーターが点灯
します。
CC –– 警警告告イインンジジケケーータターーはは警警告告スステテーージジでで点点滅滅すするる
運転状況 BBでドライバーが方向指示灯を操作すると、
ドア ミラーの警告インジケーターが数回明るく点滅し
ます。 レーン チェンジ アシストはドライバーが車両
を見落としている可能性があることを知らせます。

車両が急速に後ろに遠ざかる

図 226：急速に後ろに遠ざかる車両

AA –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
レーン チェンジ アシストは追い越される車両をまだ検
出していません。 ドア ミラーの警告インジケーターが
点灯しません。
BB –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
この例では、レーン チェンジ アシストは急速に後ろに
遠ざかる (速度差約 15 km/h 以上) 車両を右側車線で
検出しますが、急速に後ろに遠ざかっているため車線
変更を行う際の危険とはみなされません。 ドア ミラー
の警告インジケーターが点灯しません。
CC –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
運転状況 BB でドライバーが方向指示灯を操作しても、
ドア ミラーの警告インジケーターは作動しません。
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車両が脇道へ走行する

図 227：車両が脇道へ走行する

AA –– ドドアア ミミララーーのの警警告告イインンジジケケーータターーがが点点灯灯ししなないい
方向指示器灯は作動していません。 車両発進後、リヤ
ターン アシストは無効であり、死角にいるバイクは検
出されません。 高速で接近する車両も検出できない可
能性があります。 ドア ミラーの警告インジケーターが
点灯しません。
BB –– 警警告告イインンジジケケーータターーははイインンフフォォメメーーシショョンン スス
テテーージジをを点点灯灯すするる
運転状況 AA で該当する方向指示灯のスイッチを ON に
した場合、ドア ミラーの警告インジケーターは点灯し
ます。 ターン アシストはドライバーが車両を見落とし
ている可能性があることを知らせます。
CC –– 警警告告イインンジジケケーータターーはは警警告告スステテーージジでで点点滅滅すするる
運転状況 BB の場合、ドライバーは該当する側へステア
リング操作を行うことにより、検出された車両の計算
された運転経路を横切ることになり、ドア ミラーの警
告インジケーターが数回明るく点滅し、点灯します。
これにより、見落とされた可能性のある車両との衝突
の可能性をドライバーに警告します。

カーブの走行
カーブを走行する場合、レーン チェンジ アシストは 1
つ離れたレーンを走行する車両に反応し、ドア ミラー
の警告インジケーターを点灯することがあります。
レーン チェンジ アシストは急カーブでは車両を検出で
きません。
e レーンの幅が異なるカーブを走行する時は十分に

注意してください。

車線幅
標準的な幅の車線の場合、ドライバーが車線の中央部
と端のどちらを走行していても、レーン チェンジ アシ
スト検出エリアには隣接した 2 車線 (左および右) が含
まれます。
狭い車線を走行する場合、検出エリアにはより多くの
車線が含まれます (特に車線の端を走行している場
合)。 このような状況では 2 つ離れたレーンを走行す
る車両が検出されることがあり、レーン チェンジ アシ
ストがインフォメーションまたは警告ステージに切り
替わる可能性があります。
同様に、とても幅広い車線を走行している場合、隣接
車線の車両が検出エリア外にあるために検出されない
ことがあります。

図 228：車線幅および検出エリア
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Apple CarPlay
以下を使用して Apple CarPlay を開
く： PCM

図 229：アームレスト内の USB ポート

bb iPhone 7 以降、iOS® 12.2 以降。
bb 使用する iPhone の設定で Siri および Apple

CarPlay が有効になっている。
bb USB アダプターなしの、損傷のない Apple 純正

ケーブルを使用している。トラブルなく使用する
ためです。

11.. iPhone をアームレスト内の USB インターフェー
ス (タイプ A) AA に接続します。

22.. Apple CarPlay が使用されていることを確認しま
す。 利用可能なアプリが表示されます。
Apple CarPlay が開きます。

e 他のメニュー項目から Apple CarPlay に切り替え
るには、AAppppllee CCaarrPPllaayy を選択します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

– 最新バージョンの iOS® をインストールすることを
お勧めします。

– Apple CarPlay に対応している iPhone のアプリの
みを表示することができます。 対応アプリに関す
るインフォメーション： www.apple.com/ios/
carplay を参照してください。

– Apple CarPlay 機能の表示コンテンツおよび機能
は、接続している iPhone からのみ提供されます。

– Apple CarPlay の使用中は、有効な Bluetooth® 接
続 (テレフォニー、メディア再生またはニュースの
ためのものなど) はすべて自動的に解除されます。

– 一部のアプリは、有効なデータ接続を必要としま
す。 ご契約になっている携帯電話の料金体系に
よっては、追加費用が発生する場合があります。
定額データ プランのご利用をお勧めします。

以下の操作に関するインフォメーション： ポルシェ コ
ミュニケーション マネージメント (PCM):
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 236ページ）を参照してくださ
い。

次のもので Apple CarPlay を操作す
る： PCM
利用可能なすべてのアプリは、次のタッチ ディスプレ
イ、ロータリー プッシュ ボタンおよびバック ボタン
で操作できます： PCM.

e AAppppllee CCaarrPPllaayy でメイン メニューを開くに
は、次のタッチ ディスプレイでホーム ボタン
を押します： PCM.

e PCMのメイン機能に変更するには、AAppppllee
CCaarrPPllaayy e PPoorrsscchhee を選択します。
–– ままたたはは ––
任意の機能 (例：メメデディィアア ) を選択します。

Siri 音声認識機能を使用して
Apple CarPlay を操作する
Siri の起動
bb Siri がお使いの iPhone の設定で有効になっていま

す。
bb イグニッションおよび PCM がオンになっていま

す。
bb 通話中ではありません。
bb パークアシストが無効です。
bb PCM ボイス コントロールは無効です。

図 230：ステアリング ホイールの ボイス コントロール ボタン

11.. ステアリング ホイールの ボタンを長押ししま
す。

22.. 希望のボイス コマンドを発話します。

Siri の終了
bb Siri が有効で、ボイス コマンドを待機していま

す。
e ステアリング ホイールの ボタンを押します。

終了音が鳴ります。
ボイス コントロールに関する情報：
> 「ボイス コントロール」の章（ 228ページ）を参

照してください。
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Apple CarPlay と iPhone の iPod と
しての使用の切り替え
接続している iPhone を iPod として接続すると、
Apple CarPlay が利用できません。 デバイス マネー
ジャーを使用して、iPhone を iPod として使用する
か、または Apple CarPlay を使用するかを切り替える
ことができます。

11.. デバイス マネージャーを呼び出すには、ヘッダー
の または (接続状況に応じて) を選択し
ます。

22.. 使用している iPhone の リリンンクク を選択しま
す。
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HOLD 機能
HOLD 機能は、上り坂での停車時や発進時に、ドライ
バーの運転操作を支援します。
この機能により、車両の思わぬ後退を自動的に防ぎま
す。 HOLD 機能が作動すると、インストルメント クラ
スターのインジケーター ライト が点灯しま
す。
HOLD 機能の作動中にドライバーのシート ベルトが外
され、運転席ドアが開いた場合、車両は動き出さない
ように自動的に固定されます。

警警告告 車両コントロールの喪失

HOLD 機能に関わらず、勾配での停止および始動の責
任はドライバーにあります。 滑りやすい路面 (凍結し
ている、またはぬかるんだ路面など) での停止および始
動時には、HOLD 機能によるアシストは保証されませ
ん。 車両が不意に動き出す恐れがあります。
e 常に走行スタイルを路面状態および車両荷重に合

わせて調整してください。必要な場合はフット ブ
レーキを使用します。
HOLD 機能が作動しないと、ドライバーは坂道発
進アシストを受けられません。

e フット ブレーキで車両の停車状態を維持します。

マニュアル トランスミッション装備
車の HOLD
bb エンジンが作動している。
11.. 坂道では、フットブレーキをかけて停車してくだ

さい。
22.. クラッチ ペダルをしっかりと踏み込んでくださ

い。
33.. 坂道を登るために適切なギヤに締結してください

(1 速またはリバース ギヤ)。
44.. クラッチ ペダルを踏んだまま、フットブレーキか

ら足を放してください。

車両は坂道での停車状態を維持し、後退を防いで
発進を容易にします。

55.. 通常の操作で車両を発進させてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

マニュアル トランスミッション装備車の HOLD 機能
は、以下の条件では作作動動ししまませせんん。
– クラッチを踏んでいない。
– 作動モードが NN。
– 停車していない。
– エンジンを手動で OFF にした場合。
– 坂道の勾配が 5% 未満の場合。
– 運転席ドアが開いており、運転席シート ベルトを

着用していない場合。

PDK 装備車の HOLD
車両が停止状態にある時に HOLD 機能が作動します。
この機能により、ブレーキ ペダルを踏んでいないとき
でも、車両の思わぬ後退を自動的に防ぎます。
アダプティブ クルーズ コントロールが正常に機能して
いる場合、HOLD 機能は自動ブレーキ後に車両を停車
状態に維持します。
車両が HOLD 機能により保持されている場合は、通常
の運転操作で発進できます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

PDK 装備車の HOLD 機能は以下の条件では作動ししまま
せせんん。
– 作動モードが PP および NN の場合。
– 車両が停止していない場合。
– エンジンが手動で OFF にされた場合。
– 坂道の勾配率が 5% 未満の場合。
– 運転席ドアが開いており、運転席シート ベルトが

着用されていない場合。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両が停止している間に素早くブレーキ ペダルを踏み
込むと、勾配に関係なく HOLD 機能が作動します。 こ
の機能により、ブレーキ ペダルを踏んでいないときで
も、車両が動き出すことを防ぎます。 この場合、セレ
クター レバーを操作しても、HOLD 機能は解除されま
せん。

警警告告 上り坂での僅かな後退

ドライバーがブレーキ ペダルを作動させずに急な勾配
で車両が停止すると、HOLD 機能が止めるまで車両が
後退することがあります。 この場合、ブレーキ ペダル
を踏むことで後退を少なくすることができます。
e ブレーキ ペダルの操作でブレーキ力を大きくする

ことにより、車両の保持をアシストします。

イインンフフォォメメーーシショョンン

HOLD機能が作動したときは、ブレーキ ペダルの感触
が変化したり、ブレーキ システムの油圧作動音が聞こ
えることがあります。
これはシステムの正常な作動であり、 故障ではありま
せん。
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Porsche Active Suspension
Management (PASM)
Porsche Active Suspension Management (PASM) シ
ステムはショック アブソーバーをアクティブに調整し
ます。 アジャスタブル ダンパー システムは、走行状
態や条件に応じて各タイヤの適切なダンパー レベルを
選択します。 走行安全性、俊敏性、および快適性が最
適化されます。
ボタンの操作で、2 種類のシャーシ設定を選択できま
す:
– ｢ノーマル シャーシ｣
– ｢スポーツ シャーシ｣
ノーマル モードでは、車両はスポーティーで快適な設
定となります。
スポーツ モードでは、ショック アブソーバーの調整が
非常にスポーティーなものになります (例：レース
サーキットでの走行などに最適な設定)。
走行状況に合わせて、マニュアル モードに加え
て、PASM もショック アブソーバーを調整し、スポー
ティーまたは快適な走行を可能にします。

PASM モードの選択

図 231：スイッチ パネルの PASM ボタン

11.. イグニッションを ON にします。
22.. ボタンを (繰り返し) 押します。
– ボタンは赤赤色色にに点点灯灯ししまませせんん：「ノーマル

シャーシ」が選択されています (初期設定)。
– ボタンは赤赤色色にに点点灯灯ししまますす：「スポーツ シャー

シ」が選択されています。

イインンフフォォメメーーシショョンン

イグニッションをOFFにすると、そのとき選択してい
るシャーシ設定がメモリーに保存されます。

警告メッセージへの対応
PASM 故障はインストルメント パネルに表示されま
す。
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。
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Porsche Connect
モデル、国別仕様および装備仕様に応じて、いろいろ
なオプションが利用できます。 ここに説明されている
機能は、すべてのモデル、国別仕様および装備仕様に
対して利用可能なわけではありません。
国によって、内蔵 SIM カード、外部 SIM カード、ま
たは外部 WiFi ホットスポット経由でデータ接続を確立
することができます。 現在有効なデータ接続は、
PCM のステータス ラインおよびデバイス マネー
ジャーに表示されます。
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 236ページ）を参照してくださ
い。

> 「デバイス マネージャー」の章（ 183ページ）を
参照してください。

内蔵 SIM カード経由でデータ接続を
確立する (国別仕様による)
bb SIM カード リーダーが空空の状態である。
bb PCM 電話が ON になっている (設設定定 e ポポルル

シシェェ ココネネククトト e 電電話話機機能能をを OONN ににすするる)。
データ接続は、イグニッションを ON にするとすぐに
確立されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

データ接続を確立できない場合は、以下を点検してく
ださい：
– PCM 電話が ON です。
– 車両が十分ネットワーク受信が可能な場所にある

(遮蔽された場所でない)。
e 必要であれば、 PCM を再起動します。

データ パッケージを表示する

e アアププリリ e デデーータタパパッッケケーージジ

マーケットによっては、契約済みのデータ パッ
ケージに関する情報が表示されます。

外付け SIM カード経由でデータ接続
を確立する

知知識識

SIM カード アダプターを使用すると、振動により SIM
カードがアダプターから外れて、カードの構成部品が
ドライブに詰まる恐れがあります。
e SIM カード アダプターは使用しないでください。

図 232：アームレスト内の 外付け SIM カード

bb PCM 電話を ON にします (設設定定 e ポポルルシシェェ ココ
ネネククトト e 電電話話機機能能をを OONN ににすするる)。

11.. SIMカードBBを挿入します (ミニ SIM、寸法：25
x 15 mm)。 切り欠き部分を前方左側にして、
チップ面を下にしてください。
データ接続が確立されます。

22.. SIM カードを取り出すには、挿入されているカー
ドを押し込んで抜き出します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

データ接続を確立できない場合は、以下を点検してく
ださい：
– PCM 電話が ON です。
– SIM カードのデータ容量が十分ある、および正し

く挿入されている
– SIM カードが損傷していない、および適切に作動

している
– APN 設定 (インターネット アクセス) が正常である

APN 設定はネットワーク オペレーターに連絡して
点検してください。

– 車両が十分ネットワーク受信が可能な場所にある
(遮蔽された場所でない)。

e 必要に応じて PCM を再起動してください。

外部 WiFi ホットスポットを使用し
てデータ接続を確立する (国別仕様
による)
bb SIM カード リーダーが空空の状態である。
bb 内蔵 SIM カード装備車 (国別仕様による)：PCM 電

話が OFF になっている (設設定定 e ポポルルシシェェ ココネネ
ククトト e 電電話話機機能能をを OOFFFF ににすするる)。

11.. ヘッダーの または を選択する (接続ス
テータスによって異なる) e オプション e
WWiiFFii e WWiiFFii ホホッットトススポポッットトをを検検出出すするる

22.. WiFi ホットスポット (公衆ホットスポットまたは
携帯電話の個人ホットスポットなど) を選択し、
WiFi アクセス データを入力します PCM. データ
入力時は、大文字 / 小文字に注意してください。
外部 WiFi ホットスポットへの接続が確立しま
す。
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PCM WiFi ホットスポット (ワイヤ
レス インターネット アクセス) の起
動
車両ホットスポットに接続できるWiFi デバイスは最大
8 台です。
bb 内臓 SIM カードまたは外部 SIM カードにより、

データ接続が正常に確立されました。
bb 内蔵 SIM カード経由のデータ接続 (国別仕様によ

る)：関連するデータ プランが契約されました。

11.. ヘッダーで または (接続状況により異な
る) e オプション e 車車両両ホホッットトススポポッットトを選
択してください。
PCMのWiFi アクセスデータ (機器名およびWiFi
パスワード) が表示されます。

22.. デバイスの WiFi 設定に PCM の WiFi アクセス
データを入力します。
PCMのワイヤレス インターネット アクセスへの
接続が確立されます。

Porsche Connect の利用
ポルシェ コネクト サービスを使用するためにデータ接
続が必要です。
> 「Porsche Connect」の章（ 278ページ）を参照

してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ポルシェ コネクトに関する詳細 (ヘルプ ビデオ、ポル
シェ コネクト取扱説明書およびヘルプ) は、 www.
porsche.com/connectをご覧ください。

ポルシェ コネクト サービスの起動
ポルシェ コネクト サービスを初めてご利用になる場
合、まず起動させる必要があります。

e ポルシェ コネクト サービスは、下記から起動して
ください www.porsche.com/connect .

ナビゲーション システムおよびボイスコント
ロール システムのサービスを使用する
– ナビゲーション目的地を入力するときや、ポータ

ル POI などの施設情報カテゴリーを My Porsche
から読み込むときに使用するオンライン検索機能
です。

– 追加の地図画面。
– リアルタイムの交通情報 では、インターネット経

由で、事故、道路工事、渋滞情報やその他の事象
に関する情報を配信します。

– オンライン音声検索と、メッセージの音声入力に
対応します。

「アプリ」メニューのサービスを利用する

e アアププリリ を選択します。
利用可能なサービスが表示されます。

ポルシェ コネクト ユーザー (ポルシェ ID) PCM
にログイン中
ポルシェ ID はペアリング コードを使用して PCM とリ
ンクされています。 My Porsche からパーソナル設定
を取得するために、一部のコネクト サービスを使用す
るために これが必要となります.

11.. アアププリリ e オプション e ポポルルシシェェ IIDD 設設定定
e 新新ししいいポポルルシシェェ IIDD ををリリンンククすするる

22.. My Porsche からサービスを正常に起動した後に
表示されるペアリング コードを 入力します.
ユーザーはログインし、シンボル がヘッダー
に表示されます。

ポルシェ コネクト ユーザー (ポルシェ ID) を
PCM で管理する
bb A ポルシェ コネクト ユーザーが作成され登録され

ています。

e アアププリリ e オプション e ポポルルシシェェ IIDD 設設定定
e ご希望のアクションを選択してください：

– リリンンクク IIDD
– 削削除除
– 設設定定
– ポポルルシシェェ IIDD をを切切断断すするる：現在ログイン中のユー

ザーはログアウトしました。

サービス概要を表示

e アアププリリ e オプション e ササーービビスス イインン
フフォォメメーーシショョンン
購入したサービスおよび契約期間に関する情報が
表示されます。

ポルシェ アプリの使用
> 「アプリ」の章（ 48ページ）を参照してくださ

い。
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イインンフフォォメメーーシショョンン

– ポルシェ コネクト サービス (カー コネクト サービ
スを含む、セーフティおよびセキュリティ サービ
スを除く) はサービス パッケージおよび国により期
間は異なりますが、3 カ月以上の無料利用期間を提
供しております。 無料利用期間についての詳細な
インフォメーション、およびそれ以降の費用とお
住まいの国で利用可能な各サービスについてのイ
ンフォメーションは wwwwww..ppoorrsscchhee..ccoomm//
ccoonnnneecctt またはポルシェ正規販売店から入手でき
ます。

– 国により、ポルシェ コネクト サービスは内蔵
SIM、またはデータ対応の外部 SIM カードにより
ご利用になれます。 外部 SIM カードは、携帯電話
プロバイダーとの料金ベースの個別契約が必要で
す。

– お使いの携帯電話の料金体系によっては (また海外
で使用する場合は)、インターネットからデータ
パッケージを受信する際に追加料金が発生する場
合があります。 定額データ プランのご利用をお勧
めします。

– サービスの利用可否、範囲およびプロバイダーは
国、年式、機器および使用料金によって異なる場
合があります。

ポルシェ コネクトの設定変更
e 設設定定 e ポポルルシシェェ ココネネククトト e ご希望の設定を

選択します。
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Porsche Stability
Management (PSM)
Porsche Stability Management (PSM) は、過酷な走
行条件下で車体を安定させるためのアクティブ コント
ロール システムです。 エンジンが始動すると自動的に
有効になります。PSM は、アンチロック ブレーキ シ
ステム (ABS) とエンジン ドラッグ トルク コントロー
ル システム (MSR) の機能と同様にオートマチック ブ
レーキ ディファレンシャル (ABD) とアンチスリップ
コントロール (ASR) システムの両方を利用します。

警警告告 車両コントロールの喪失

PSM は、不適切な走行速度による事故の危険性を減少
させるものではありません。
走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避けてくだ
さい。 PSM が装備されていても、物理的限界を超え
て車両を制御することはできません。
e PSM の利点にかかわらず、ドライバーには路面、

天候、周囲の交通状況に応じた適切な運転に努め
る責任があります。

以下のことで PSM コントロールの作動を知ることが
できます。
– インストルメント パネルの PSM 警告灯 が点滅

します。
– 油圧作動音が聞こえることがあります。
– 車両の減速とステアリングホイール力がPSM のブ

レーキ コントロールに伴って変化します。
– エンジン出力が減少します。
– ブレーキ ペダルが振動し、ペダルの位置が変化し

ます。 最大の制動力を得るため、ブレーキ ペダル
に振動を感じたら更に強く踏み込んでください。

オートマチック ブレーキ ディファレンシャル
(ABD)
駆動中のアクスルの一方のホイールがスピンし始める
と、そのホイールにブレーキがかかり、同一アクスル
のもう一方のホイールが駆動できるようになります。

アンチスリップ コントロール (ASR)
アンチスリップ コントロール システムは、エンジン出
力を調整することでホイールのスピンを防止し、確実
なレーン維持性および走行安定性を実現します。

エンジン ドラッグ トルク コントロール (MSR)
オーバーラン時、ホイールのスリップが激しい場合、
エンジン ドラッグ トルク コントロールが駆動輪の
ロックアップを防ぎます。 滑りやすい路面でシフトダ
ウンした場合も同様です。

ステアリング トルク パルス
ステアリング トルク パルスは摩擦値が異なる路面でブ
レーキをかけた場合に運転者のステアリング アシスト
を行います。
カウンター ステアリング中も操舵力を追加して運転者
を支援します。

PSM スポーツの作動
bb スポーツ クロノ パッケージ装備車
PSM スポーツの作動中、システムが特定のスポーツ
モードに切り替わります。

警警告告 PSM サポート制限

PSM スポーツ モードの場合、ABS 制御範囲外の過酷
な走行状況では PSM サポートが制限されます。
e ｢通常｣走行では常に PSM スポーツを OFF にする

ことをお勧めします。

e ボタンを短く押してください。

インストルメント パネルの PSM OFF 警告灯 が
点灯します。 ボタン が赤色に点灯します。
インストルメントパネルに PSMスポーツが作動し
ていることを示すメッセージが表示されます。

PSM を OFF にする

図 233：スイッチ パネルの PSM OFF ボタン

警警告告 PSM サポートなし

PSM を OFF にすると、ABS 制御範囲外の過酷な走行
状況で PSM サポートが行われません。
e ｢通常｣走行では常に PSM を OFF にすることをお

勧めします。

e ボタンを短く押してください (スポーツ クロノ
パッケージ装備車：ボタンを 2 秒以上押してくだ
さい)。
ボタンを押してから実際に PSM が OFF になるま
でには、若干の遅れがあります。
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インストルメント パネルの PSM OFF 警告灯 が
点灯します。 ボタン が赤色に点灯します。
インストルメントクラスターに PSM が OFF であ
ることを示す警告メッセージが表示されます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

ABS コントロール範囲内でブレーキをかけた場
合、PSM が OFF の状態でも車両は安定性を維持しま
す。 片方の駆動輪が空転すると、PSM を OFF にして
いても空転を抑制します。

ただし次の場合は、例外として一時的に PSM を OFF
にすることが有効です:
– 柔らかい路面や深い雪道を走行する場合。
– 「ぬかるみなどからの脱出」時。
スライディング/チルティング ルーフが開いていて、
PSM が OFF の場合、速度が約 160 km/h を超えると
PSM が再度 ON になります。

イインンフフォォメメーーシショョンン

PSM スポーツ モードが作動しているときは、PSM を
事前に ON にしていた場合のみ PSM OFF モードへの
切り替えが可能です。

PSM を再度 ON にする
e ボタン を押してください。

直ちに PSM が復帰します。
インストルメント パネルの PSM OFF 警告灯 お
よび ボタンの赤色ライトが消灯します。
インストルメントパネルに PSM が ON であること
を示すメッセージが表示されます。

ABS ブレーキ システム (アンチロッ
ク ブレーキ システム)

警警告告 車両コントロールの喪失

アンチロック ブレーキ システムは、不適切な速度によ
る事故のリスクを軽減することはできません。
走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避けてくだ
さい。 アンチロック ブレーキ システムが装備されて
いても、物理的限界を超えて車両を制御することはで
きません。
e アンチロック ブレーキ システムの有無にかかわら

ず、ドライバーには路面、天候、周囲の交通状況
に応じた適切な運転に努める責任があります。

ABS により以下のことが可能になります。
– ステアリングの操作性の確保: 車両のステアリング

操作性が維持されます。
– 優れた走行安定性：ホイールのブロックによるス

リップを回避します。
– 制動距離の短縮：ほとんどの状況で、ブレーキを

かけた時の制動距離が短くなります。
– ホイールロックの回避:タイヤのフラットスポット

を回避できます。

ポジション
ABS の重要な利点は、走行安定性および危険な状況で
の車両操作性の維持です。
ABS は、フル ブレーキをかけた際に、実質的にあらゆ
る路面において車両が停止する直前までホイールが
ロックすることを防ぎます。
ホイールが 1 本でもロックしそうな場合は、ABS が適
切に制御し始めます。
このブレーキ コントロールは、非常に小刻みなポンピ
ング ブレーキをかけるのと似た状態です。
ブレーキ ペダルの脈動やノイズは、ドライバーが道路
状況に対してスピードを調整する警告の役目をしま
す。

フル ブレーキをかける必要があります。
e ブレーキをかける際、ブレーキ ペダルが小刻みに

動いても、ブレーキ ペダルをいっぱいに踏み込み
ます。 ブレーキ圧力が低下しないようにしてくだ
さい。

警告メッセージへの対応
ABS 警告灯 に関するインフォメーション：
> 「警告およびインフォメーション メッセージ」の

章（ 92ページ）を参照してください。

マルチコリジョン ブレーキング
事故の際、マルチコリジョン ブレーキングにより自動
的にブレーキが作動し、ドライバーは横滑りや二次衝
突の危険性を低減させることができます。

必要条件
マルチコリジョン ブレーキングが作動するのは、以下
の場合のみです。
– 車両の前方、横方向および後ろからの衝突時
– エアバッグ コントロール ユニットが事故の際に該

当する作動しきい値を検出したとき
– 車速約 10 km/h (6 mph) 以上で走行しているとき

に事故に遭った場合。

イインンフフォォメメーーシショョンン

事故後に PSM や電気系統に損傷がなく、作動可能な
場合、PSM が自動的に油圧ブレーキを作動させます。

例外的な状況
事故時の自動ブレーキは、以下の場合に抑制されま
す：
– ドライバーがアクセル ペダルをはっきりと踏んだ

場合。
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– ドライバーがブレーキ ペダルを踏み込んだ際のブ
レーキ圧力がシステムによって加えられるブレー
キ圧力よりも強い場合。
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Targa ルーフ システム
知知識識

Targa ルーフおよびルーフ駆動機構を損傷する恐れが
あります。
e Targa ルーフを操作しないでください:

– 温度が 0 ℃ 以下のとき。
– 車両の片側が縁石、リフト、ジャッキなどで持

ち上がっているとき。
– ルーフの作動する範囲に荷物などがあるとき。

e バッテリーの消耗が早くなるため、エンジン停止
時にルーフの操作を繰り返し行うことは避けてく
ださい。

e 走行するときは、Targa ルーフを必ず完全に開いた
状態または完全に閉じた状態にしてください。

e 染みや擦り切れを防ぐため、Targa ルーフは乾いた
清潔な状態のときにのみ開いてください。

e 日光を長時間浴びると布地やラバーが傷んだり塗
装が色褪せたりするため、可能であれば車両は日
陰に駐車してください。

> 「車両のお手入れ」の章（ 144ページ）を参照し
てください。

Targa ルーフ の開閉
警警告告 タルガ ルーフの開閉

Targa ルーフを開閉するときは、ルーフ機構、コン
バーチブル トップ エレメントまたはリヤ ウィンドウ
と車両の固定部品との間に身体の一部が挟まれないよ

うに十分に注意してください。
e Targa ルーフを開閉するときは、Targa ルーフ、コ

ンバーチブル トップ エレメントまたはリヤ ウィン
ドウによって、誰もケガをしないように注意して
ください

e 車両が見えない状況では、キーによる Targa ルー
フの操作は行わないでください。

e 万一、危険な状況になった場合は、直ちに車両の
スイッチもしくはキーのボタンから手を放し、
ルーフの操作を中止してください。

e Targa ルーフを閉じるときは、サンバイザーのバニ
ティー ミラーのカバーを閉じておいてください。

知知識識

Targa ルーフが開く際には、ガラス リヤ ウィンドウが
車両のボディから突出します。 ガラス リヤ ウィンド
ウを損傷する恐れがあります。
e 開閉するときは、車両後方に人がいないことを確

認してください。 車両の上方や後方に十分なス
ペースがあることを確認してください (ガレージ内
など)。

センター コンソールのスイッチまたはエンジン コン
パートメントリッドボタンを使用して Targa ルーフま
たはリヤ ガラス ウィンドウを開閉する場合、リヤ
パークアシストが同時に作動します1。
センサー障害物を検出した時点で障害物までの距離が
約 50 cm 以下だと、開閉が停止します。 インストル
メント パネルにメッセージが表示されます。 車両付近
に障害物がなければ、
手動で作業を続行できます。
e 約 10 秒以内にスイッチを 2 回引きます。
約 10 秒の間にルーフの開閉が 2 回停止されると、3
回目のタルガ ルーフの開閉時にリヤ パークアシストが
停止します。

Targa ルーフが完全に開閉されるか、経過時間が
10 秒を超えると、その直後の開閉中にパークアシスト
が自動的に再作動します。
Targa ルーフの開閉中に、ルーフが停止位置に到達し
てもなおルーフの作動が続いていると、サイド ウィン
ドウが僅かに開いて再び閉まる作動が自動的に起こり
ます。

車室内のスイッチを使用した Targa ルーフの開
閉

図 234：スイッチでタルガ ルーフを開く

1. アクティブ パーキング サポートを使用している間は作動しません。
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図 235：スイッチでタルガ ルーフを閉じる

bb イグニッションが ON になっている。
bb 停車している。
e Targa ルーフが停止位置に達するまで、またはウィ

ンドウが希望の位置になるまで Targa ルーフ開 /
閉スイッチを引き続けてください。
マルチファンクション ディスプレイの関連する
メッセージが消えます。

危険が発生した場合、
e ボタンを放してください。

ルーフは作動を停止します。

キーを使用した Targa ルーフの開閉 (国により異
なる)
11.. ドアをロック解除します。
22.. Targa ルーフが終端位置になるか、ウィンドウが希

望の位置になるまで、キーのボタンを押し続けて
ください。

危険が発生した場合、
e ボタンを放してください。

ルーフは作動を停止します。

33.. 必要に応じてドアをロックしてください。

エア デフレクターの展開 / 格納

図 236：エア デフレクターの展開 / 格納

エア デフレクターの展開
e Targa ルーフが開いているときに、エア デフレク

ターの FF を押してください。

エア デフレクターの格納
e Targa ルーフが開いているときに、エア デフレク

ターの FF で示されている部分をウィンドウのフ
レームにはまるまで押し込んでください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

車両の速度によって「こもり」音が発生することがあ
ります (市街地の走行時など) 。 このような場合は、エ
ア デフレクターを展開してください。 高速走行をして
いるとき (郊外の走行時など) に、風切り音が発生する
ことがあります。 高速走行時には、エア デフレクター
を格納してください。 エア デフレクターは、車内に入
る風の量を減少させることはできません。

Targa ルーフの緊急操作
警警告告 緊急操作中のルーフ シス

テム部品の作動。

e 緊急操作を行うときは十分に注意してください。
e 緊急作動中はタルガ ルーフを操作しないでくださ

い。

知知識識

タルガ ルーフおよびルーフ駆動機構を損傷する恐れが
あります。
e 緊急作動中はタルガ ルーフを操作しないでくださ

い。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

ルーフ システムの点検
緊急操作を行う前に以下を点検してください。
– タルガ ルーフをスイッチで操作するとき、イグ

ニッションを ON にしましたか?
e イグニッションを OFF にして、Targa ルーフが

誤って作動することがないようにします。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

Targa ルーフ システム

286

リヤ ウォール ライニングの取り外し

図 237：リヤ ウォール ライニングの取り外し

11.. フロント シート バックレストを前方に倒してくだ
さい。

22.. リヤ シート バックレストを前方に倒してくださ
い。

33.. リヤ ウォール ライニング AA を慎重に前方向に引い
て固定ポイントから外し、上方向に引いて取り外
します。

44.. リヤ ウォール ライニング AA の裏側から緊急操作
キーを取り外してください。

ルーフ駆動機構のテンションの解除

図 238：ルーフ駆動機構のテンションの解除

11.. 緊急操作キー BB の六角部を使用して、エマージェ
ンシー ハンド スクリュー CC を約 180° 反時計回り
に回してください。

知知識識

e エマージェンシー ハンド スクリュー CC はゆるめる
のみで、完全には取り外さないでください。

22.. 緊急操作キーを取り外してください。

ガラス リヤ リッドのロック解除

図 239：ガラス リヤ リッドのロック解除

e 緊急操作キーを使用して、2 個のロック解除ループ
DD を 1 つずつ前方向に約 10 cm 引き出してくださ
い。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

Targa ルーフ システム

287

ガラス リヤ リッドを開く

図 240：ガラス リヤ リッドを開く

e エア グリルの下端に手を入れて、ガラス リヤ リッ
ドを両手で上からつかんでください。
まずリッドを持ち上げ、次に終端位置に到達する
まで後方へ引いてください。

カバーの取り外し

図 241：カバーの取り外し

e カバー EE の下部を外し、上方向に取り外してくだ
さい。

エア デフレクターの固定

図 242：エア デフレクターの固定

知知識識

エア デフレクターを損傷する恐れがあります。
e タルガ ルーフを閉じる前に、エア デフレクターを

固定してください。

e エア デフレクター FF が展開している場合、エア デ
フレクターをフロント ウィンドウのフレームには
まるまで下方向に押してください。
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コンバーチブル トップ エレメントを閉じる

図 243：コンバーチブル トップ エレメントを閉じる

11.. フロント シートの背後に回り、車両後方を向いて
ください。

22.. コンバーチブル トップ エレメントの前端を握っ
て、Targa バー上方で垂直な位置になるまで前方に
動かしてください。
コンバーチブル トップ エレメントをタルガ バーよ
りも前に動かさないでください (ルーフライナーを
損傷する恐れがあります)。

33.. コンバーチブル トップ エレメントをこの位置で保
持してください。

コンバーチブル トップ エレメントのロック

図 244：ルーフ キャッチ緊急操作用アクセス ポイントからの
プラグの取り外し

11.. ルーフ キャッチ緊急操作用アクセス ポイントから
プラグ OO を取り外してください。

図 245：コンバーチブル トップ ラッチ フックの展開

22.. 緊急操作キー BB をルーフ キャッチの緊急操作用ア
クセス ポイントに挿入し、左右に回してマウント
にはめ込んでください。

33.. プラスチック アタッチメント BB を反時計回りに回
してラッチ フックを完全に開きます (抵抗を感じ
る)。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

Targa ルーフ システム

289

図 246：コンバーチブル トップ エレメントを前方に引く

44.. コンバーチブル トップ エレメントをフロント ウィ
ンドウのフレームに引き寄せてください。

図 247：コンバーチブル トップ エレメントのロック

55.. コンバーチブル トップ エレメントを完全に閉じる
ためには、緊急操作用キー BB を時計回りに抵抗を

感じるまで回し、ラッチ フックを完全にはめてく
ださい。

カバーの取り付け

図 248：カバーの取り付け

11.. カバーを車両右側に差し込んでください。
22.. 車両左側のカバーを押し下げ、ロックしてくださ

い。

ガラス リヤ リッドを閉じる

図 249：ガラス リヤ リッドを閉じる

警警告告 ガラス リヤ リッドを閉じ
る

ガラス リヤ リッドを閉じるときは、ガラス リヤ リッ
ドと車両の固定部品との間に手が挟まれないように十
分に注意してください。
e 閉じるときにガラス リヤ リッドの後端部を持たな

いでください。

11.. ガラス リヤ リッドをエア グリルの上部から手を伸
ばしてつかんでください。 ガラス リヤ リッドを前
方向に押して、ゆっくりと閉じてください。

22.. エマージェンシー ハンド スクリュー CC を緊急操作
キーで時計回りに回してください (抵抗を感じま
す)。

33.. リヤ ウォール ライニングを取り付けてください。
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緊急電話システム
モデル、国別仕様および装備仕様に応じて、様々な緊
急電話システムが使用される場合があります。 緊急状
況または危険な状況で、緊急電話システムを介してヘ
ルプを要求することができます。
プライベート モードを作動していても、故障時または
緊急電話をかけたとき、または盗難に遭遇したときな
どに車両の位置情報が送信可能になります。

故障発信
故障または事故の場合、故障発信を介してヘルプを求
めることができます。
bb 携帯電話ネットワークを利用できる。
bb 故障発信システムの作動準備が整っている (イグ

ニッション ON から約 20 秒経過している)。
bb プライベート モードが無効になっている。

> 「Porsche Connect」の章（ 278ページ）を
参照してください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

故障発信システムは、自らの携帯電話モジュールを持
つため、車内で登録した携帯電話を必要とししまませせんん。

ポルシェが制御できる範囲を超える技術的または組織
的な制限 (ローミングまたは有効なデータ接続がないな
ど) により、ポルシェ アシスタンスに故障時電話を確
立することができない場合があります。

データ通信
故障時電話中、必要な措置を特定するためのデータが
利用可能な場合には、ポルシェ アシスタンスに送られ
ます。 これには以下が含まれる場合があります。
– 現在の車両位置
– 車両識別番号
– 車両タイプ
– 故障個所を特定するための故障コードとその他の

データ

故障時電話の作動
bb 電電話話 e キキーーパパッッドド が選択されています。

図 250：故障発信ボタン

11.. 故障発信 AA を選択します。
テスト緊急電話を終了するには、フッターまたは
電話メニューで を選択します。

22.. 状況が許す場合は、コール センターへの接続が確
立されるまで、車内でお待ちください。
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自動制御 2 ゾーン エアコン
概要説明
この概要説明は後述の「自動制御 2 ゾーン エアコン」
の広範囲な情報に代わるものではありません。 操作す
る際は、この概要のみでなく「安全指示」および「警
告」を必ずお読みください。
エアコン システムは、PCM およびセンター コンソー
ルのボタンで調整することができます。
> 「ポルシェ コミュニケーション マネージメント

(PCM)」の章（ 236ページ）を参照してくださ
い。

図 251：概要説明 - エアコン

希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

フフロロンントト ウウィィンンドドウウ デデフフロロススタターー e ボタン AA を押してください。 > p. 296

リリヤヤ ウウィィンンドドウウ ヒヒーータターーおおよよびびドドアア ミミララーー ヒヒーー
タターーをを OONN ににすするる

e ボタン BB を押してください。 > p. 296

手手動動でで内内気気循循環環モモーードドをを OONN ににすするる 国国にによよっっててはは、、内気循環モードはセンター コンソー
ルのボタンまたは PCM タッチ ディスプレイを使用し
て切り替えることができます。
e ボタン CC を押してください。

–または –

e エエアアココンン e エエアア e

> p. 295

AA//CC MMAAXX モモーードド ((最最大大空空調調)) をを OONN ににすするる 国国にによよっっててはは、、A/C MAX モードはセンター コンソー
ルのボタンまたは PCM タッチ ディスプレイを使用し
て切り替えることができます。
e ボタン CC を押してください。

–または –

e エエアアココンン e エエアア e AA//CC MMAAXX

> p. 293
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希希望望すするる操操作作 操操作作方方法法 操操作作場場所所

オオーートト モモーードドをを OONN ににすするる e ボタン DD を押してください。 > p. 293

温温度度のの設設定定 e 左側はボタン EE、右側はボタン GG を、上 (温度を
上げる) または下 (温度を下げる) に押してくださ
い。

> p. 293

送送風風量量をを手手動動でで設設定定すするる e ボタン FF を上 (多くする)または下 (少なくする)に
押してください。

> p. 294

オオーートト モモーードドでで風風量量をを設設定定すするる
e エエアアココンン e エエアア e ススタタイイルル

> p. 295

送送風風口口をを手手動動でで切切りり替替ええるる
e エエアアココンン e エエアア e 送送風風

> p. 294

足足元元のの温温度度のの設設定定
e エエアアココンン e エエアア e フフッットトウウェェルル

> p. 295

アアッッパパーー ベベンンチチレレーーシショョンン パパネネルルのの調調節節
e エエアアココンン e エエアア e セセンンタターー

> p. 294

オート モードでは、様々な環境条件 (車室内の温度、
日射量、空気の状態など) に応じて室内の設定温度を維
持するように、エアコン システムが送風温度、送風
量、送風口を全自動で制御します。
エアコン システムの設定を手動で調整すると、オート
モードが直ちに解除されます。 ただし手動操作で変更
しなかった機能については、自動制御を継続します。
エアコン システムは、センター コンソールのボタンお
よび PCM タッチ ディスプレイを使用して操作するこ
とができます。
エアコン システムは、ウィンドウを閉じた状態で最も
効果的に作動します。
車内に熱がこもっている場合：
e ウィンドウを開けて短時間換気してください。

外気温度および湿度によっては、除湿した水分により
車両下部に水たまりができることがあります。 これは
システムにより異なり、故障ではありません。
バッテリー電圧が低すぎると、最初エアコン機能が制
限され、その後 OFF になります。
エンジンの負荷が大きくなると冷房機能が一時的に
OFF になり、エンジンの過熱を回避します。 外気温度
が約 2 ℃ を下回ると自動的に OFF になり、このとき
は手動操作でも ON にできません。
温度を一時的に低くまたは高く設定しても、車内が設
定温度まで下がる、または上がる時間が短くなるわけ
ではありません。

2 ゾーン エアコン
温度は、左左と右右のゾーンで個別に設定できます。 送風
口、エアコンの種類、および足元の温度は、車室内全
体に対して設定できます。

エアコンの ON/OFF の切り替え
エアコンは、車内全体に対して ON/OFF の切り替えが
できます。

e エエアアココンン e エエアア e 換換気気
フロント センター コンソールのエアコン ディス
プレイに AA//CC OOFFFF という表示がされ、外気導入
による送風が停止して、エアコンシステムがOFF
になります。
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オート モードを ON にする
各ゾーンはオート モードに切り替えることができま
す。
e エアコン コントロール パネルのボタン

を押してください。
ボタンの シンボルが点灯します。 温
度、送風量および送風口が自動的に制御されま
す。

必要であれば、他の機能ボタンによりオート モードの
制御を手動調節できます。 適切な機能ボタンが再び押
されるか、ボタン が押されるまで、手動設
定は保持されます。

冷房機能のON/OFF
冷房機能は空気を冷やしたり除湿します。
オート モードでは、冷房機能が常にONになります。
冷房出力は自動的に制御されます。

e エエアアココンン e エエアア e AA//CC
冷房機能はONまたは OFF に切り替えることがで
きます。

最大冷房出力を ON/OFF にする、
A/C MAX モード
A/C MAX モードでは、最大出力で車内が冷却されま
す。
一一部部のの地地域域でではは、、A/C MAX モードの ON/OFF をセン
ター コンソールのボタンおよび PCM タッチ ディスプ
レイを使用して切り替えることができます。

図 252：最大冷房出力

e エアコン コントロール パネルのボタン を押し
てください。
ボタン が赤色に点灯するか、消灯します。
AA//CC MAX モードは ON または OFF に切り替える
ことができます。
–または –

e エエアアココンン e エエアア e AA//CC MMAAXX
AA//CC MAX モードは ON または OFF に切り替える
ことができます。

温度の設定

図 253：温度の設定および送風量の調節

AA エアコン ディスプレイで該当するエアコン ゾーンのイン
ジケーターの温度を調節する

BB エアコンディスプレイで風量およびインジケーターを設定
する

各空調エリアの温度は 16.5 °C～29 °C の範囲で個別
に調整できます。
推奨：冷房機能 (AA//CC) が ON 状態で 22 °C
設定した温度が、センター コンソールのエアコン ディ
スプレイに表示されます。

温度を上げる / 下げる
e 該当する空調エリアのボタン AA を上方向

または下方向に押してください。
センター コンソールのエアコン ディスプレイに LLOO ま
たは HHII が表示された場合は、エアコンの作動は最大の
冷房または暖房になっています。 ボタン
は点灯したままで、ファンが制御されます。



あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A-Z

自動制御 2 ゾーン エアコン

294

> 「車内全体のエアコン設定の使用 - SYNC モー
ド」の章（ 295ページ）を参照してください。

風量の設定
設定した風量が、センター コンソールのエアコン ディ
スプレイのボタン の上部にバー ディスプレイで表
示されます。 バーの数が多くなるほど、車内の風量が
多いことを示します。

風量を上げる / 下げる
e ボタン を上方向または下方向に押してくださ

い。
ボタン を押すと、オート モードに戻りま
す。
送風量を最小にすると、エアコン ディスプレイに OOFFFF
と表示され、外気導入による送風が停止し、エアコン
システムが OFF になります。

警警告告 送風設定 OFF による視界
の低下

風量を OOFFFF にした状態では、ウィンドウが曇りやすく
なります。
e 風量を強くしたい場合、ボタン を上方向に押す

か、またはオート モードを再度 ON にします。

エア ベントの調整

図 254：エア ベントの調整

知知識識 エア ベントを損傷する恐
れがあります。

e 携帯電話のクレードルやプラグイン式のエア フ
レッシュナーなど、エア ベントには何も挟まない
でください。

エア ベントの開閉
e エア ベントのロータリー ノブを上方向または下方

向に回してください。

風向の変更
e 任意の方向に、ベントのベーンを回転させてくだ

さい。

送風口の調節
フロントの送風口の調節

11.. エエアアココンン e エエアア

22.. 送風口の選択：

フロント ウィンドウおよびサイド ウィン
ドウへの送風を開始します。

アッパー換気パネルの調節

図 255：アッパー換気パネルの調節

ダッシュボード上にある換気パネルは、個別に ON/
OFF を切り替えることができます。 送風方向は手動で
水平方向に調節できます。 エアコン システムは送風量
を自動的に調整します。

センター エア ベントおよびサイド ベント
からの送風を開始します。
フットウェルへの送風を開始します。
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送風 OFF/ON の切り替え

11.. エエアアココンン e エエアア

22.. 換換気気パパネネルル の選択。

風向の変更
e 任意の方向に、ベントのベーンを回転させてくだ

さい。

エアコンの種類の設定
オート モードでは、車室内全体に対して 3 段階で風量
を調節できます。

11.. エエアアココンン e エエアア e ススタタイイルル

22.. ご希望のエアコンの種類を選択してください。

足元の温度の設定
足元の温度は車室内全体の温度よりも低く設定できま
す。

11.. エエアアココンン e エエアア e フフッットトウウェェルル

22.. 足元の設定温度を選択します。

自動内気循環を ON/OFF にする
自動内気循環モードでは、空気の状態に応じて外気導
入が自動的に制御されます。 外気温度が約 5 °C を下
回ると、ウィンドウの曇りを防止するため、内気循環
モードが自動的に停止します。

e エエアアココンン e エエアア e 自自動動内内気気循循環環

内気循環モードの ON/OFF を手動で
操作する

警警告告 手動内気循環モードでの
視界の低下

手動内気循環モードを長時間 ON にすると、ウィンド
ウが曇る恐れがあります。 新鮮な空気が供給されない
ため、ドライバーが疲労を感じて注意力が低下する可
能性があります。
e 手動内気循環モードは長時間 ON にしないでくだ

さい。

一一 部部のの国国でではは、、内気循環モードの ON/OFF はセン
ター コンソールのボタンまたは PCM タッチ ディスプ
レイを使用して切り替えることができます。

手動で内気循環モードを ON にする

図 256：内気循環モードを ON/OFF にする

e ボタン を押してください。

空気再循環モードを ON にすると、ボタン が
赤く点灯します。
–または –

e エエアアココンン e エエアア e

手動で内気循環モードを OFF にする
e ボタン を押してください。

–– ままたたはは ––
ボタン を押してください。
–または –

e エエアアココンン e エエアア e

イオナイザーの ON / OFF の切り替
え
bb イオナイザー装備車 (装備仕様により異なる)。
イオン発生機は、大都市などエア クオリティが悪い地
域で車内の空気の状態を向上させることができます。
イオン発生機は無臭です。

e センター ベントを開けます。

e エエアアココンン e 空空気気品品質質 e イイオオナナイイザザーー

車内全体のエアコン設定の使用 -
SYNC モード
e エエアアココンン e エエアア e SSYYNNCC

SYNC モードをONまたは OFF にします。 SYNC
モードが作動すると、助手席側の表示値が運運転転席席
のの値値にに変わります。

ドライバーが一人で乗車する場合の推奨エアコン
設定
e 車室内の快適性を最大にするために、PCM の

SYNC モードを ON にします。
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エアコン設定の保存
選択したエアコン設定は、該当するドライバー プロ
フィールにより自動的にキーに保存されます。
> 「パーソナル設定」の章（ 213ページ）を参照し

てください。

フロント ウィンドウ デフロスター

図 257：フロント ウィンドウ デフロスター

デフロスト モードを ON にする
e ボタン を押してください。

ボタンがオレンジ色に点灯します。
フロント ウィンドウおよびフロント サイド ウィン
ドウへの送風を開始します。
なるべく早くフロント ウィンドウの曇りまたは霜
を取ります。

デフロスト モードを OFF にする
e ボタン を押してください。

ボタンのオレンジ色ライトが消灯します。

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア
ミラー ヒーターの ON / OFF 切り替
え

図 258：リヤ ウィンドウ / ドア ミラーのヒーター ボタン

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒー
ターを ON にする
bb エンジンを作動状態にする。
e ボタン を押してください。

ボタンがオレンジ色に点灯します。
外気温度によって、約 5 ～ 20 分後にリヤ ウィンドウ
ヒーター / ドア ミラー ヒーターのスイッチが自動的に
OFF になります。

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒー
ターを OFF にする
e ボタン を押してください。

ボタンのオレンジ色ライトが消灯します。

イインンフフォォメメーーシショョンン

カブリオレのみ：コンバーチブルトップが開いた状態
でリヤ ウィンドウおよびドア ミラー ヒーターを繰り
返し ON にすると、ラバー シールを損傷する恐れがあ
ります。
e ヒーター機能が自動的に OFF になった場合、5～

20 分の間はリヤ ウィンドウおよびドア ミラー
ヒーターを繰り返し ON にしないでください。
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走行プログラム
装備によっては、全体的によりスポーティーに設定さ
れた走行用プログラムや、全体的に濡れて滑りやすい
路面での走行用に設定された WET 走行プログラムが
提供されています。
走行プログラムの車両設定に関するインフォメーショ
ン：
> 「選択した走行プログラムの車両設定の概要」の

章（ 298ページ）を参照してください。

走行プログラムの選択

イインンフフォォメメーーシショョンン

走行プログラムを作動させていない場合、車両は自動
的にノーマル走行プログラムになります。
イグニッションを OFF にした後に、選択された走行プ
ログラムは自動的にノーマル走行プログラムに戻りま
す。

走行プログラムの PCM での選択

11.. 車車両両 e ドドラライイブブ を選択します。

22.. 希望する走行プログラムを PCM で選択します。

スイッチ パネルでの走行プログラムの選択
bb スポーツ クロノ パッケージ非装備車

図 259：走行プログラム (SPORT など) のボタン

e 希望する走行プログラムのボタンを押します。
該当するボタンが赤色に点灯します。 インストル
メント クラスターに選択した走行プログラムが表
示されます。

モード スイッチでの走行プログラムの選択
bb スポーツ クロノ パッケージ装備車

図 260：ステアリング ホイールの走行プログラム

e モード スイッチを左または右に回して、希望する
走行プログラムを選択します。
インストルメント クラスターに選択した走行プロ
グラム (WET、NORMAL、SPORT、SPORT PLUS
または INDIVIDUAL) が表示されます。

ポルシェ WET モード
ポルシェ WET モードは著しく濡れた路面を検出する
ことができ、走行システムをより安定した操作特性に
設定します。
十分な湿気が検出された場合、システムは自動的に
シャーシ システムをシステム制御内で制御します。 外
気温度に応じて WET シンボル または がイン
ストルメント クラスターに表示され、同時にドライ
バーに WET 走行プログラムを ON にするように促す
メッセージが表示されます。 ドライバーが WET 走行
プログラムを作動させる場合、シャーシ システムはよ
りしっかり制御され、ドライブ、スポイラー位置およ
びクーリング エア フラップ位置もシステム制御内で制
御されます。

WET 走行プログラムが作動している場合、SPORT
Response モードおよびスポーツ サスペンション設定
は使用できません。 PSM は ON で、無効にできませ
ん。 アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) の設
定距離が以前は短かった場合、アダプティブ クルーズ
コントロールの設定距離が中程度の設定 (｢走行速度の
半分の距離｣) に変更されます。
> 「前走車との車間距離を表示する」の章（ 45ペー

ジ）を参照してください。
シシスステテムム制制限限
雪が原因で、ホイール アーチ内の湿気センサーが遮断
されている場合、システム機能は制限されます。
インストルメント クラスターのオート コントロールお
よび警告メッセージは250 km/h (156mph) の速度ま
で使用可能です。
十分な濡れ路面の検出は、走行速度と路面により異な
ります。
ポルシェ WET モードはハイドロプレーニングを検出
することも、回避することもできません。
システムは雨天候を示す表示を行ったり、ワイパーを
作動させたりすることはありません。
検出した濡れに関するメッセージを無効にすることが
できます。

e アアシシスストト e オプション e アアシシススタタンンスス
シシスステテムムのの設設定定 e 湿湿気気検検知知

INDIVIDUAL 走行モードの設定
bb スポーツ クロノ パッケージ装備車
INDIVIDUAL 走行プログラムでは、シャーシ、車両レ
ベル、スポーツ排気システム、リヤ スポイラーおよび
オート スタート / ストップ機能を、NORMAL、
SPORT、SPORT PLUS 走行プログラムに基づいて組
み合わせることができます。 保存した組み合わせは、
モード スイッチを INDIVIDUAL 切り替えるか PCM を
介して再び呼び出すことが可能です。
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INDIVIDUAL での設定の選択と保存

11.. 車車両両 e ドドラライイブブ を選択します。

22.. 希望する設定を PCM で選択します。

33.. 設定を保存するには、ヘッダーの を選択しま
す。

SPORT Response モードの使用
bb スポーツ クロノ パッケージ装備車

図 261：SPORT Response ディスプレイ タイマー

SPORT Response モードでは、エンジンおよびトラン
スミッションがタイマー コントロールで最大レスポン
スに設定されます。

SPORT Response モードの作動

図 262：ステアリング ホイールの SPORT Response ボタン

e モード スイッチの SSPPOORRTT RReessppoonnssee ボタンを再
度押してください。
インストルメント クラスターの車両 & 情報ディス
プレイ内のタイマーは、この機能が有効な残り時
間を示しています。 その後、以前選択した走行プ
ログラムが再度有効になります。

SPORT Response モードの作動停止
bb SPORT Response モードが作動していること
e モード スイッチの SSPPOORRTT RReessppoonnssee ボタンを再

度押してください。
以前選択した走行プログラムが再度有効になりま
す。

選択した走行プログラムの車両設定の概要
以下の表は、関連する走行プログラムで利用可能な走行設定の一部のみを示しています。
e 個々の車両機能に関して詳しくは、該当するセクションを参照してください。

走走行行ププロロググララムム WWEETT NNOORRMMAALL SSPPOORRTT SSPPOORRTT PPLLUUSS

アイドル回転数上昇 無効 無効 作動 作動

シフトダウン時の中間スロットルの適用 作動 無効 作動 作動

車内のエンジン サウンド最適化 無効 無効 作動 作動

バックファイアー 無効 無効 作動 無効
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走走行行ププロロググララムム WWEETT NNOORRMMAALL SSPPOORRTT SSPPOORRTT PPLLUUSS

ローンチ コントロール 作動できない 作動できない 作動できない 有効化可能

オート スタート / ストップ 作動 作動 無効 無効

SPORT Response 作動できない 有効化可能 有効化可能 有効化可能

スポーツ エキゾースト システム 作動できる 作動できる 作動 作動

WET
濡れて滑りやすい路面にコントロール システムが最適化されます。

NORMAL
日常での走行中、コントロール システムは快適さと燃費のバランスを取りながら機能します。

SPORT
日常での走行中、コントロール システムは情動性およびダイナミズムを重視して調整されます。

SPORT PLUS
レース サーキットのような運転で最高のパフォーマンスを発揮します。

スポーツ エキゾースト システムの
ON/OFF の切り替え
スポーツ エキゾースト システムは排気音最適化モード
に切り替えることができます。

スイッチ パネルでのスポーツ エキゾースト システムの
選択

図 263：スポーツ エキゾースト システムのボタン

e スポーツ エキゾースト システムのボタンを押して
ください。

スポーツ エキゾースト システムが ON になると、
ボタンが赤色に点灯します。

PCM を介したスポーツ エキゾースト システムの ON /
OFF の切り替え

11.. 車車両両 e ドドラライイブブ を選択します。

22.. 排気システムを選択します。
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転倒保護 (カブリオレ)
ポジション
転倒保護システムがリヤ シート後方に装備されてお
り、横転する危険のある事故が起きた際には瞬時に展
開します。
作動時に大きな音を伴います。 必要な場合は、フロン
ト シート用シートベルト テンショナーが作動します。
> 「シート ベルト」の章（ 118ページ）を参照して

ください。
転倒保護システムは 2 本の格納式アッセンブリーで構
成され、万一車両が転倒しても、フロント ウィンドウ
のフレームとともにすべての乗員の頭部を保護できる
スペースを確保するシステムです。

危危険険 転倒保護の改造による不
具合

変更を加えたり、作動が妨げられたりすると、転倒保
護システムに不具合が生じ、重傷または致命傷を負う
危険があります。 変更を加えた転倒保護システムは保
護効果を十分に発揮できません。 転倒保護システムが
不意に作動したり、全く機能しなかったりする危険が
あります。
e 転倒保護システムの配線や構成部品を改造しない

でください。
e 身体の各部や物が格納式アッセンブリーの作動範

囲に入らないようにしてください。
e 格納式アッセンブリーのカバーを開かないでくだ

さい。
e 車両を清掃する場合は、転倒保護システムに水ま

たは洗剤が入らないように注意してください。

知知識識

コンバーチブル トップを開閉する際に、コンバーチブ
ル トップおよび転倒保護を損傷する恐れがあります。
展開した転倒保護はコンバーチブル トップの作動を妨
げます。
e 転倒保護が展開した状態でコンバーチブル トップ

の開閉操作を行わないでください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

コンバーチブル トップを閉じているときに転倒保護シ
ステムが作動すると、リヤ ウィンドウが破損します。

警告灯への対応
ロールオーバー プロテクション システムに故障がある
場合、インストルメント クラスター内の赤色のエエアア
ババッッググ警警告告灯灯 で示されます。 ロールオーバー プ
ロテクション機能が保証されなくなります。
e 早急に故障を修理してください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

作動済みロールオーバー プロテク
ション システム
e 格納式アッセンブリーを元の位置に押し戻さない

でください。 格納式アッセンブリーは格納位置に
とどまらず、跳ね返ります。

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。
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補給
一般情報

警警告告 給油時の火災の危険

燃料は非常に引火性が高く、激しく燃えたり、爆発を
起こしたりする可能性があります。
e 燃料を取り扱う際、火炎、裸火、喫煙は禁止され

ています。

警警告告 燃料蒸発ガスの吸引およ
び燃料の皮膚への付着

燃料と燃料蒸発ガスは人体に有害です。
e 燃料蒸発ガスを吸い込まないようにしてくださ

い。
e 皮膚や衣類に燃料が付着しないように注意してく

ださい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

燃料によって硫黄含有量が高いものがあります。 その
ため、特定の運転状況下において、エンジン内の燃焼
が不快な匂い (いわゆる「腐った卵の匂い」) を引き起
こすことがあります。 この特性に関してポルシェ社は
責任を負いかねます。また、これは車両の不具合では
ありません。

イグニッションを ON にすると、インストルメント ク
ラスターに燃料の残量が表示されます。
燃料の残量が機種ごとに設定された一定量の燃料残量
を下回る場合、インストルメント クラスターに警告
メッセージが表示されます。
e 最寄りの給油所で給油してください。
> 「テクニカル データ」の章（ 305ページ）を参照

してください。

適切な燃料の選択
知知識識

不適切な燃料を使用するとエンジン、燃料系統、およ
びエキゾースト システムを損傷する恐れがあります。
e 下記で要求されている燃料のみを使用してくださ

い。
e エタノール含有燃料を使使用用ししなないいででくくだだささいい。

イインンフフォォメメーーシショョンン

通常、燃料の品質（オクタン価など）に関する情報
は、ガソリン スタンドの給油機に掲載されています。
ガソリン スタンドのスタッフからも情報が得られま
す。

エンジンは金金属属系系添添加加物物をを含含ままなないい無無鉛鉛ガガソソリリンンの
使用を前提に設計されています。

モモデデルル 推推奨奨燃燃料料 代代替替燃燃料料

最最低低オオククタタンン価価::

全全車車両両 98 RON/
88 MON

95 RON/
85 MON

この車両のエンジンは、エタノール含有量 10 %以下
の燃料の使用に適しています。 エタノール含有燃料を
使用すると、燃費が悪くなることがあります。

燃料品質についての情報は、通常フューエル ポンプに
表示されています。 ガソリンスタンドの従業員も情報
を提供することができます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

推奨燃料が入手困難な場合は、緊急措置としてオクタ
ン価 9911 RROONN//8822..55 MMOONN の金金属属系系添添加加物物をを含含ままなな
いい無無鉛鉛ガガソソリリンンを使用することができます。 ただし、
この場合はエンジン出力が低下し、燃費が悪化するこ
とがあります。
e オクタン価が 9911 RROONN//8822..55 MMOONN 以上の金金属属系系

添添加加物物をを含含ままなないい無無鉛鉛ガガソソリリンンを使用してくださ
い。

e オクタン価が 91 RON/82.5 MON の無鉛ガソリン
を使用した場合は、フル スロットルで走行ししなないい
でください。

より品質の低い燃料に添加剤を使用
する

知知識識

ポルシェ社が承認していない添加剤を使用した場合、
エンジン、燃料系統、エグゾースト システムに損傷を
与える恐れがあります。
e ポルシェが承認した添加剤のみを使用してくださ

い。
e 給油前に添加剤を投入してください。

地域によっては、燃料品質がポルシェ社の基準を満た
していないことがあります。 ポルシェ社の基準を満た
す燃料を入手できない場合は、推奨する添加剤を混ぜ
合わせてください。詳しくはポルシェ正規販売店にお
問い合わせください。
ポルシェ部品番号 000 043 209 02。
e 容器に記載された指示や混合比を読み、それに

従ってください。
e 常に定期点検時期およびオイル交換時期に従って

ください。
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燃料の給油
知知識識

燃料が付着すると、デコラティブ フィルムが損傷する
恐れがあります。
e デコラティブ フィルムに燃料が付着したときは、

直ちに拭き取ってください。

図 264：フィラー フラップを開く

図 265：タンクのキャップを開く

bb エンジンが停止している。
bb イグニッションが OFF になっている。
bb 車両のロックが解除されている。
11.. フィラー フラップの後部を押すと、フラップが開

きます。 この車両に使用できる燃料の種類につい
ては、フィラー フラップの裏のステッカーに明示
されています。

22.. タンクのキャップをゆっくり開いて取り外してく
ださい。

33.. 取り外したキャップをホルダーにかけてくださ
い。

44.. 給油ノズルは確実にフィラーの奥まで差し込み、
注入時はノズルを下に向けて給油してください。

55.. 給油ノズルを操作して車両に給油してください。
給油ノズルの自動停止後は、燃料の継ぎ足しは行
わないでください。 燃料が吹きこぼれ、周囲が高
温の場合は火災が発生する恐れがあります。

> 「テクニカル データ」の章（ 305ページ）を
参照してください。

66.. 給油後はすぐにタンクのキャップを元の位置に戻
し、カチッと閉まる音が聞こえ手ごたえがあるま
で締めつけます。

77.. フィラー フラップを閉じてフィラー フラップの後
部を押し、しっかりと閉じてください。

イインンフフォォメメーーシショョンン

燃料タンクのタンク キャップを紛失したときは、必ず
ポルシェ純正部品を使用してください。

フィラー フラップの緊急解除

図 266：緊急時のフィラー フラップの操作

フィラー フラップの電動ロック解除機構が故障したと
きは、手動でフィラー フラップを開くことができま
す。
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11.. 助手席ドアを開いてください。
22.. 助手席ドアおよびフェンダーの間のドア開口部に

手を伸ばします。 抵抗を感じる位置までノブを上
に引いててください。
フィラー フラップのロックが機械的に解除されま
す。

33.. フィラー フラップの後部を押すと、フラップが開
きます。

44.. フラップが開かない場合、ステップ 2 と 3 を繰り
返します。

55.. 緊急解除を行った場合は、ノブを指定された
キャッチに固定します。 要整備。
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テテククニニカカルル・・デデーータタ
以下のページでは、お使いの車両の技術データ (メー
カー参考値) を表示します。
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テクニカル データ
この取扱説明書に含まれる情報は、装備品または国別
で車両固有データと異なる場合があります。 個別に指
定されている場合を除き、すべてのボディの種類に適
用されます。 車両固有データに関しては、車両の公式
登録書類およびインフォメーション プレートを参照し
てください。
車両の公式登録書類の情報は常にこのマニュアルの情
報よりも優先されます。

車体番号

図 267：車体番号の記載箇所

車体番号は、フロント ウィンドウの左下とエンジン コ
ンパートメント (スポイラー) 内のカバー下の右側にあ
ります。
e スペア パーツを注文する場合、必ず車体番号を記

載してください。

タイヤ空気圧プレート

図 268：タイヤ空気圧プレート固定ポイント

タイヤ空気圧プレートは、運転席ドアのドア シル部に
取り付けられています。

データ バンク
車両の大切な情報が記載されているデータ バンクは、
｢整備手帳｣の中に添付されています。 データ バンクは
紛失したり、破損したりしても再注文することはでき
ません。
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車両寸法

全全長長 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる)) 4,519 mm ～ 4,535 mm

全全幅幅 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる)) 1,852 mm ～ 1,900 mm

ドア ミラーを含む全幅 2,024 mm

DDIINN 規規定定のの空空車車重重量量ででのの車車高高
シャーシ バージョンによる

1,288 mm ～ 1,303 mm

DDIINN 規規定定空空車車重重量量時時のの地地上上高高
シャーシ バージョンによる

113 mm ～ 126 mm

充填容量

ウウォォッッシシャャーー液液 約 2.5 リットル (ナイト ビュー アシスト装備車：約 3.5 リットル)

燃燃料料タタンンクク
後後輪輪駆駆動動車車：：約 64 L (オプション：約 90 L、国によって異なる)、予備用の約 8 L

を含む (PDK 装備車)
44 輪輪駆駆動動車車：：約 67 L、予備用の約 8 L を含む (PDK 装備車)

消費量および CO2 排出量
CO2 排出量は消費量に直接影響されます。 安全運転や定期点検によって、CO2 排出量を最小限に抑制できます。

イインンフフォォメメーーシショョンン

国により、車両の燃費と排出値が納車時に提供された書類に記載されている場合があります (例:「適合証明」)。 そこに記載されている値は、規定の測定方法 (現行バージョ
ンの Euro 6: 基準 (EU) 715/2007; 現行バージョンの Euro 5: ECE-R 101 と ECE-R 83) に基づいて測定したものです。

重量
e 最大総重量および最大軸荷重を超過しないでください。 追加アクセサリーが取り付けられている場合、最大許容荷重が小さくなります。
e ルーフ トランスポート システムは、ポルシェ テクイップメントの製品ラインのもの、またはポルシェが試験および認定したもののみ使用してください。
e ルーフ トランスポート システムに荷物を載せている場合、130 km/h を超える速度で走行しないでください。
> 「ルーフ トランスポート システム」の章（ 262ページ）を参照してください。
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991111 CCaarrrreerraa
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

991111 CCaarrrreerraa カカブブリリオオレレ
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

空空車車重重量量 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる))

DIN 70020 規格 1,505 kg ～ 1,660 kg 1,575 kg ～ 1,715 kg

EC 規格 1230 / 2012 に基づく 1,580 kg ～ 1,735 kg 1,650 kg ～ 1,790 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、フフロロンントト 835 kg 835 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、リリヤヤ 1,240 kg 1,280 kg

最最大大総総重重量量 1,960 kg 2,015 kg

最最大大ルルーーフフ積積載載荷荷重重 75 kg –

991111 CCaarrrreerraa SS
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

991111 CCaarrrreerraa SS カカブブリリオオレレ
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

空空車車重重量量 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる))

DIN 70020 規格 1,515 kg ～ 1,685 kg 1,585 kg ～ 1,740 kg

EC 規格 1230 / 2012 に基づく 1,590 kg ～ 1,760 kg 1,660 kg ～ 1,815 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、フフロロンントト 860 kg 860 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、リリヤヤ 1,265 kg 1,305 kg

最最大大総総重重量量 1,985 kg 2,040 kg

最最大大ルルーーフフ積積載載荷荷重重 75 kg –
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991111 CCaarrrreerraa 44
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

991111 CCaarrrreerraa 44 カカブブリリオオレレ
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

空空車車重重量量 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる))

DIN 70020 規格 1,555 kg ～ 1,685 kg 1,625 kg ～ 1,740 kg

EC 規格 1230 / 2012 に基づく 1,630 kg ～ 1,760 kg 1,700 kg ～ 1,815 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、フフロロンントト 855 kg 855 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、リリヤヤ 1,250 kg 1,290 kg

最最大大総総重重量量 1,985 kg 2,040 kg

最最大大ルルーーフフ積積載載荷荷重重 75 kg –

991111 CCaarrrreerraa 44SS：：
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

991111 CCaarrrreerraa 44SS カカブブリリオオレレ
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

空空車車重重量量 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる))

DIN 70020 規格 1,565 kg ～ 1,710 kg 1,635 kg ～ 1,765 kg

EC 規格 1230 / 2012 に基づく 1,640 kg ～ 1,785 kg 1,710 kg ～ 1,840 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、フフロロンントト 875 kg 875 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、リリヤヤ 1,270 kg 1,310 kg

最最大大総総重重量量 2,010 kg 2,065 kg

最最大大ルルーーフフ積積載載荷荷重重 75 kg –
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991111 TTaarrggaa 44
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

991111 TTaarrggaa 44SS
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

空空車車重重量量 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる))

DIN 70020 規格 1,665 kg ～ 1,760 kg 1,675 kg ～ 1,785 kg

EC 規格 1230/2012 に基づく 1,740 kg ～ 1,835 kg 1,750 kg ～ 1,860 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、フフロロンントト 855 kg 875 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、リリヤヤ 1,310 kg 1,330 kg

最最大大総総重重量量 2,060 kg 2,085 kg

991111 TTuurrbboo
PPDDKK

991111 TTuurrbboo カカブブリリオオレレ
PPDDKK

空空車車重重量量 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる))

DIN 70020 規格 1,640 kg～1,740 kg 1,710 kg～1,800 kg

EC 規格 1230/2012 に基づく 1,715 kg～1,815 kg 1,785 kg～1,875 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、フフロロンントト 845 kg 845 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、リリヤヤ 1,300 kg 1,340 kg

最最大大総総重重量量
2 シーター：1,940 kg
4 シーター：2,040 kg

2,100 kg

最最大大ルルーーフフ積積載載荷荷重重 75 kg —
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991111 TTuurrbboo SS
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

991111 TTuurrbboo SS カカブブリリオオレレ
PPoorrsscchhee DDooppppeellkkuupppplluunngg ((PPDDKK))

空空車車重重量量 ((装装備備仕仕様様にによよりり異異ななるる))

DIN 70020 規格 1,640 kg ～ 1,720 kg 1,710 kg ～ 1,780 kg

EC 規格 1230/2012 に基づく 1,715 kg ～ 1,795 kg 1,785 kg ～ 1,855 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、フフロロンントト 845 kg 845 kg

最最大大軸軸荷荷重重、、リリヤヤ 1,300 kg 1,340 kg

最最大大総総重重量量
2 シーター：1,920 kg
4 シーター：2,020 kg

2,080 kg

最最大大ルルーーフフ積積載載荷荷重重 75 kg —

ホイールおよびタイヤ
タイヤ / ホイール サイズ
ポルシェ社が承認したタイヤにより、この車両に最適な走行性能が得られます。記載されている荷重指数 (例：「105」) と速度記号 (例：「Y」)以上の性能のタイヤを使用
してください。 新しいタイヤを装着するとき、またはタイヤの交換を行う場合：
> 「タイヤおよびホイール」の章（ 154ページ）を参照してください。
e スノー チェーンは、適切なマークが付いたホイールおよびタイヤ サイズにのみ装着します。 スノー チェーンを装着したときの最高速度については各国の法規に従って

ください。 ポルシェが承認したスノー チェーンのみ使用します。
e 別のタイヤおよびホイールと交換する前には、公式車両登録書類 (国によっては｢適合証明書｣など) を参照して、保有車両に適したホイール / タイヤの組み合わせかどう

か確認してください。 詳しい情報はポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

タタイイヤヤ種種類類 タタイイヤヤ ササイイズズ ホホイイーールル ササイイズズ ススノノーー チチェェーーンンのの装装着着

991111 CCaarrrreerraa、、991111 CCaarrrreerraa 44、、991111 TTaarrggaa 44、、
991111 CCaarrrreerraa SS、、991111 CCaarrrreerraa 44SS、、991111 TTaarrggaa 44SS

ササママーー タタイイヤヤ FA：235/40 ZR 19 (92Y)1 FA：8.5J x 19、RO 521 不可

1. ポルシェ セラミック コンポジット ブレーキ (PCCB) 装備車を除く。
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タタイイヤヤ種種類類 タタイイヤヤ ササイイズズ ホホイイーールル ササイイズズ ススノノーー チチェェーーンンのの装装着着

RA：295/35 ZR 20 (101Y)2 RA：11.5J x 20、RO 672

FA: 245/35 ZR 20 (91Y)
RA: 305/30 ZR 21 (100Y)

FA：8.5J x 20、RO 53
または

FA：8.5J x 20、RO 50
RA： 11.5J x 21、RO 67

不可

ウウイインンタターー タタイイヤヤ

FA:：235/40 R 19 92V M+S2 4

RA： 295/35 R 20 101V M+S2 4

FA：8.5J x 19、RO 522 4

RA：11J x 20、RO 662 4
リヤ アクスルのみ

FA: 245/35 R 20 91V M+S
RA： 295/30 R 21 98V M+S

FA： 8.5J x 20、RO 53
RA： 11J x 21、RO 66

リヤ アクスルのみ

991111 TTuurrbboo、、991111 TTuurrbboo SS

ササママーー タタイイヤヤ

FA：255/35 ZR 20 (97Y) XL
RA：315/30 ZR 21 (105Y) XL

FA：9J x 20、RO 41
RA：11.5J x 21、RO 67

不可

FA：255/35 ZR 20 (97Y) XL
RA：315/30 ZR 21 (105Y) XL

FA：9.5J x 20、RO 44
RA：12J x 21、RO 70

不可

ウウィィンンタターー タタイイヤヤ
FA：245/35 R 20 91V M+S
RA：305/30 R 21 100V M+S

FA：8.5J x 20、RO 40
RA：11J x 21、RO 66

可

FA = フロント アクスル、RA = リヤ アクスル、RO = リム オフセット

タイヤ空気圧
タイヤ空気圧はいずれも、ポルシェが認定したメーカーおよび仕様のタイヤの冷間時 (20 °C) にのみ適用されるものです。
工場取り付けタイヤの正しいタイヤ空気圧は、タイヤ空気圧プレートで確認できます。 選択できるその他すべてのタイヤの指定タイヤ空気圧は、PCM のタイヤ空気圧モニ
タリング (TPM) ディスプレイで確認できます。
e タイヤ空気圧モニタリング (TPM) でタイヤの種類、タイヤのサイズおよび車両の積載状況を設定し、｢標準タイヤ空気圧｣または｢コンフォート タイヤ空気圧｣のいずれ

か (国または装備に応じて) を選択します。

2. ポルシェ セラミック コンポジット ブレーキ (PCCB) 装備車を除く。
4. オオーースストトララリリアア、、韓韓国国、、ベベトトナナムム：ポルシェ アクティブ サスペンション マネージメント (PASM) スポーツ シャーシ (-10 mm) 装備車を除く。
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> 「タイヤ空気圧モニタリング (TPM)」の章（ 154ページ）を参照してください。
e タイヤ空気圧プレートと、PCM のタイヤ空気圧モニタリング (TPM) ディスプレイを参照してください。

– 車車両両 e ココンントトロローールル e 車車両両 e タタイイヤヤ空空気気圧圧監監視視シシスステテムム e 空空気気圧圧偏偏差差
e タイヤ空気圧を仕様に合わせます。

警警告告 タイヤ空気圧が低い

「コンフォート プレッシャー」オプションは国によって異なるため、すべての国別仕様に適用されるわけではありません。
高速走行時にタイヤ空気圧が低いと、タイヤが破損します。
e コンフォート プレッシャーは「コンフォート プレッシャー」機能を備えた車両のタイヤのみに設定してください。

ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM)

テクニカル データ：オーディオおよびビデオ ファイル

対対応応すするるメメデディィ
アア

SSDD カカーードド 128 GB まで
ポポーータタブブルル ププレレーーヤヤーー MTP プレーヤー、「USB デバイス サブクラス 1 および 6」の USB 2.0 デバイス (USB スティック、特別なドライバー ソ

フトウェアを含まない USB MP3 プレーヤー、外部 USB フラッシュ メモリー、およびハードディスクなど)

フファァイイルル シシスステテ
ムム

SSDD/SSDDHHCC/SSDDXXCC/MMMMCC メモリーカード
UUSSBB ママスス スストトレレーージジ exFAT、FAT または FAT32、NTFS ファイルシステム (最大 4 パーティション)

フフォォーーママッットト MPEG 1/2 Layer 3、Windows Media Audio 9 および 10、MPEG 2/4、FLAC、MPEG 1/2、ISO-MPEG4、DivX 3、4、5、Xvid、ISO-MPEG4
H.264 (MPEG4 AVC)、Windows Media Video 9

フファァイイルル拡拡張張子子 .mp3、.wma、.asf、.m4a、.m4b、.aac、.flac、.mpg、.mpeg、.avi、.mp4、.m4v、.mov、.wmv

再再生生リリスストト .M3U、.PLS、.WPL、.M3U8、.ASX

特特性性 最大 320 kbit/s および 48 kHz サンプリング周波数、最大 2,000 kbit/s および 720x576 ピクセル (最大 25 fps)

フファァイイルル数数 UUSSBB ママスス スストトレレーージジおよびメメモモリリーー カカーードド 1 メディアにつき最大 10,000 ファイル、1 ディレクトリ / 1 再生リストにつき最大1,000 ファイル

メメタタデデーータタ アルバム ジャケット最大 800 x 800 ピクセル。GIF、JPG、および PNG フォーマット、または Gracenote データベース経由
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テクニカル データ：接続

モモババイイルル ネネッットト
ワワーークク

GSM/GPRS/EDGE：デュアル バンド、900 MHz/1,800 MHz
UMTS/HSPA+：トライ バンド、900 MHz (バンド VIII)/1800 MHz (バンド III)/2100 MHz (バンド I)

LTE：クワッド バンド、800 MHz (バンド 20)/900 MHz (バンド 8)/1800 MHz (バンド 3)/2600 MHz (バンド 7)

WWiiFFii IEEE 802.11a/b/g/n (2.4 GHz)

BBlluueettooootthh®® Bluetooth® 2.1、IEEE 802.15.1、クラス 2、到達範囲約 10 m

SSIIMM カカーードド ミニ SIM、寸法：25 x 15 mm

テクニカル データ：ラジオ

周周波波数数範範囲囲 // 規規
格格

UKW (FM)：87.5 ～ 108 MHz (100 kHz 単位の手動調節)
MW (AM)：537 ～ 1602 kHz (国別仕様による、9 kHz 単位の手動調節)

放放送送局局のの自自動動検検
索索にによよるる選選局局ググ
リリッッドド

UKW (FM)：100 kHz
MW (AM)：9 kHz (国別仕様による)

ライセンス通知

BBlluueettooootthh®® Bluetooth® のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc. が所有する登録商標であり、アイシン エィ ダブリュ (株) はこれらのマークをライセ
ンスに基づいて使用しています。その他の商標およびトレード ネームは、それぞれの所有者に帰属します。

DDoollbbyy DDiiggiittaall ドルビー ラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。Dolby、ドルビーおよびダブル D 記号はドルビー ラボラトリーズの商標です。

DDTTSS DDiiggiittaall
SSuurrrroouunndd

DTS 特許については、http://patents.dts.com を参照してください。 DTS Licensing Limited のライセンスの下で製作。
DTS、シンボル、および DTS とシンボルの組み合わせは登録商標として登録されています。DTS Digital Surround は DTS,
Inc. の登録商標です。© DTS, Inc. All Rights Reserved.

GGrraacceennoottee Gracenote および Gracenote ロゴとロゴ タイプは、米国およびその他の国における Gracenote Inc. の登録商標または商標で
す。
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エンド ユーザー使用許諾契約書

GGrraacceennoottee®®

Gracenote® エンド ユーザー使用許諾契約書
本ソフトウェア製品または本電器製品には、カリフォルニア州エメリービル市の Gracenote, Inc. (以下｢Gracenote｣とする) から提供されているソ
フトウェアが含まれています。本ソフトウェア製品または本電器製品は、Gracenote 社のソフトウェア (以下｢Gracenote ソフトウェア｣とする) を
利用し、音楽 CD や楽曲ファイルを識別し、アーティスト名、トラック名、タイトル情報 (以下｢Gracenote データ｣とする) などの音楽関連情報を
オンライン サーバー或いは製品に実装されたデータベース (以下、総称して｢Gracenote サーバー｣とする) から取得するとともに、取得された
Gracenote データを利用し、他の機能も実現しています。お客様は、本ソフトウェア製品または本電器製品の使用用途以外に、つまり、エンドユー
ザー向けの本来の機能の目的以外に Gracenote データを使用することはできません。 お客様は、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、お
よび Gracenote サーバーを非営利的かつ個人的目的にのみに使用することについて、同意するものとします。お客様は、いかなる第三者に対して
も、Gracenote ソフトウェアや Gracenote データを、譲渡、コピー、転送、または送信しないことに同意するものとします。お客様は、ここに明
示的に許諾されていること以外の目的に、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、または Gracenote サーバーを使用または活用しないこと
に同意するものとします。 お客様は、お客様がこれらの制限に違反した場合、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、および Gracenote
サーバーを使用するための非独占的な使用許諾契約が解除されることに同意するものとします。また、お客様の使用許諾契約が解除された場合、お
客様は Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、および Gracenote サーバー全ての使用を中止することに同意するものとします。Gracenote
は、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、および Gracenote サーバーの全ての所有権を含む、全ての権利を保有します。いかなる場合に
おいても、Gracenote は、お客様が提供する任意の情報に関して、いかなる支払い義務もお客様に対して負うことはないものとします。お客様は、
Gracenote, Inc. が本契約上の権利を Gracenote として直接的にお客様に対し、行使できることに同意するものとします。 Gracenote のサービス
は、統計的処理を行うために、クエリ調査用の固有の識別子を使用しています。+B19 無作為に割り当てられた数字による識別子を使用することに
より、Gracenote サービスを利用しているお客様を認識しながらも、特定することなしにクエリを数えられるようにしています。詳細については、
Web ページ上の、Gracenote のサービスに関する Gracenote プライバシー ポリシーを参照してください。 Gracenote ソフトウェアと Gracenote
データの個々の情報は、お客様に対して「現状有姿」のままで提供され、使用が許諾されるものとします。Gracenote は、Gracenote サーバーにお
ける全ての Gracenote データの正確性に関して、明示的または黙示的を問わず、一切の表明や保証をしていません。Gracenote は、妥当な理由が
あると判断した場合、Gracenote サーバーからデータを削除したり、データのカテゴリを変更したりする権利を保有するものとします。Gracenote
ソフトウェアまたは Gracenote サーバーにエラー、障害のないことや、或いは Gracenote ソフトウェアまたは Gracenote サーバーの機能に中断が
生じないことの保証は致しません。Gracenote は、将来 Gracenote が提供する可能性のある、新しく拡張や追加されるデータタイプまたはカテゴ
リを、お客様に提供する義務を負わないものとします。また、Gracenote は、任意の時点でサービスを中止できるものとします。 Gracenote は、
黙示的な商品適合性保証、特定目的に対する商品適合性保証、権利所有権、および非侵害性についての責任を負わないものとし、これに限らず、明
示的または黙示的ないかなる保証もしないものとします。Gracenote は、お客様による Gracenote ソフトウェアまたは任意の Gracenote サーバー
の利用により、得る結果について保証しないもとのとします。いかなる場合においても、Gracenote は結果的損害または偶発的損害、或いは利益の
損失または収入の損失に対して、一切の責任を負わないものとします。
© 2000 to present Gracenote, Inc.

Bluetooth® 認証 (抜粋)
Albania – Andorra – Angola – Aruba – Australia –
Austria – Bahamas – Bahrain – Barbados – Belarus
– Belgium – Belize – Bolivia – Bonaire – Bosnia and

Herzegovina – Brazil – Brunei – Bulgaria – Burkina
Faso – Canada – Chile – China – Colombia – Costa
Rica – Croatia – Curacao – Cyprus – Czech Republic
– Denmark – Dominican Republic – Ecuador –

Egypt – El Salvador – Estonia – Ethiopia – Finland –
France – French Guyana – French Polynesia –
Gabon – Germany – Ghana – Gibraltar –
Guadeloupe – Guatemala – Greece – Greenland –
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Hong Kong – Hungary – Iceland – India – Indonesia
– Ireland – Iraq – Israel – Italy – Ivory Coast –
Jamaica – Japan – Jordan – Kenya – Kosovo –
Kuwait – Latvia – Lebanon – Lesotho – Liberia –
Libya – Liechtenstein – Lithuania – Luxembourg –
Macau – Macedonia – Madagascar – Malaysia –
Malta – Martinique – Mauritius – Mexico – Monaco
– Mongolia – Morocco – Mozambique –
Netherlands – New Caledonia – New Zealand –
Nigeria – Norway – Oman – Pakistan – Panama –
Peru – Poland – Portugal – Puerto Rico – Qatar –
Réunion – Romania – Russia – San Marino – Saudi
Arabia – Senegal – Serbia – Singapore – Slovakia –
South Africa – Spain – St. Lucia – Sweden –
Switzerland – Tahiti – Taiwan – Thailand – United
Arab Emirates – United Kingdom – Uruguay – USA
– Venezuela – Vietnam – Yemen – Zimbabwe

リサイクル
耐用年数経過後の車両の返却
欧欧州州連連合合加加盟盟国国のの車車両両ののみみ：：
耐用年数に達したポルシェ車両は、Dr. Ing. h.c. F.
Porsche AGが、無料で、環境負荷の小さい方法で廃棄
します。 使用済みの車両を返却して関連する解体証明
書を取得するには：
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

エアバッグおよびシート ベルト テンショナー ユ
ニット
非点火ガス発生装置またはエアバッグおよびシートベ
ルト テンショナー ユニット装備車両の全体もしくは一
部分を、｢通常の｣解体品または廃棄物として処分した
り、他の形態の廃棄物の中に混ぜて処分したりしない
でください。
適切な処分の詳細については、
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

電気 / 電子機器および古いバッテリー
ゴミ箱に x 印のマークが付いた電気 / 電子機器および
古いバッテリーは、決して家庭ゴミと一緒に捨てない
でください。必ず適切に廃棄処分してください。
e 廃棄処分する際は、国ごとの法規を遵守してくだ

さい。
e 古いバッテリーおよび電気 / 電子機器は、回収場

所に持ち込んでください。
e 12 Vリチウムバッテリーは危険物です。このバッ

テリーに手を加えたり、決してご自身で廃棄しな
いでください。

適切な廃棄処分の詳細については、
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
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EU 化学物質規制 REACh に準拠した
情報
ポルシェは EU 化学物質規制 REACh (化学物質の登
録、評価、認可、および制限) に従い、車両に含まれて
いる可能性のある高懸念物資 (SVHC) に関する情報を
提供します。
この情報はインターネットで入手できます。
> https://www.porsche.com/international/reach-

regulation/
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無線装置 (EU の地域外)
検査マークおよび適合宣言
Albania, Bahrain, Bosnia and Herzegovina,
French Guyana, Georgia, Gibraltar,
Guadeloupe, Iceland, Israel, Ivory Coast,
Kuwait, Macedonia, Martinique, Monaco,
Montenegro, New Caledonia, Norway,
Reunion, Sri Lanka, St. Lucia, Switzerland,
Trinidad & Tobago, Turkey.

Argentina

CNC ID: H-21037
CNC ID: C-18053

Australia
ACN/ARBN 004 528 778/
58004528778

Belarus

Brazil

Modelo BCMevo5: 02393–19–05364
Modelo PK3: 00971–18–02930

2294-15-3616
0716-15-03745
05031-16-06324
05674-16-06830
04921-20-12817
"Este equipamento opera em caráter secundário, isto
é, não tem direito à proteção contra interferência
prejudicial, mesmo de estações do mesmo tipo, e
não pode causar interferência a sistemas operando
em caráter primário."
Este equipamento não tem direito à proteção contra
interferência prejudicial e não pode causar
interferência em sistemas devidamente autorizados.
Este produto está homologado pela ANATEL, de
acordo com os procedimentos regulamentados pela
Resolução 242/2000, e atende aos requisitos
requisitos técnicos aplicados.
Para maiores informações, consulte o site da
ANATEL www.anatel.gov.br

Brunei
DTA-002281

Canada
This device complies with Part 15 of the FCC Rules.
Operation is subject to the following two conditions:
1. This device may Not cause harmful interference,

and
2. This device must accept any interference

received including interference that may cause
undesired operation.

Cet appareil est conforme à la Partie 15 des
règlementations de la FCC et avec la norme RSS-
210 de l'Industrie Canadienne. Son fonctionnement
est soumis aux deux conditions suivantes:

1. Cet appareil ne doit pas causer d'interférences
nuisibles et

2. Cet appareil doit accepter toute interférence
reçue, y compris les interférences pouvant
entraîner un fonctionnement.

Customs Union (including Armenia, Belarus,
Kazakhstan, Russia)

Модель: LTE-MBC-EU
Изготовитель: Molex CVS Dabendorf
GmbH
Сделано в Германии
Электропитаие : 12 V=, 400 mA
Декларация о соответствии
ТР ТС 020/2011 ЕАЭС № RU Д-DE.ЭМ03.
В.00148 от 05.03.2018,
действительна по 04.03.2023,
зарегистрирована органом
по сертификации продукции
ФГУП Ордена Трудового
Красного Знамени научно-
исследовательский
институт радио
«Испытательный центр
«Омега»
Модель: LTE-MBC-EU2
Изготовитель: Molex CVS Dabendorf
GmbH
Сделано в Германии
Электропитаие : 12 V=, 400 mA
Декларация о соответствии
ТР ТС 020/2011 ЕАЭС № RU Д-DE.ЭМ03.
В.00148 от 05.03.2018,
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действительна по 04.03.2023,
зарегистрирована органом
по сертификации продукции
ФГУП Ордена Трудового
Красного Знамени научно-
исследовательский
институт радио
«Испытательный центр
«Омега»

Ghana
NCA APPROVED: 1R3-1M-7E0-14B
NCA APPROVED: 6X6-4H-7E0-0F3
NCA APPROVED: ZRO-M8-7E3-12B

Hong Kong
HKCA 1035: Automotive radar: radio equipment
exempted from licensing.

Indonesia
55538/SDPPI/2018
2208

53856/SDPPI/2017
47817/SDPPI/2016
PLG ID: 6094
67638/SDPPI/2020
10325

63118/SDPPI/2019
2692

Israel
Model Name: TSSRE4Dg
Manufacturer: Huf Electronics Bretten

Model Name: LRR4
Manufacturer: Bosch

Japan
204-560001
202-LSC054
202-JN0638
TRANSCVRP01:This device is granted pursuant to
the Japanese Radio Law. This device should not be
modified (otherwise the granted designation number
will become invalid).

Japanese Radio Law Compliance. This device is
granted pursuant to the Japanese Radio Law. This
device should not be modified (otherwise the
granted designation number will become invalid).

Jamaica
This product has been Type Approved by Jamaica:
SMA - PK3.
This product has been Type Approved by Jamaica:
SMA - BCMevo5.

Jordan
TRC/LPD/2014/212
TRC/LPD/2016/584
TRC/LPD/2017/615

Malaysia

CIDF15000490
CIDF17000143
CIDF19000029

Mexico
IFETEL: RLVPOPK17-1947
IFETEL: RLVBOLR14-1873
IFETEL: IFT-008–2015
IFETEL: RCPAPR318-2005
La operación de este equipo está sujeta a las
siguientes dos condiciones
1. Es posible que este equipo o dispositivo no cause

interferencia perjudicial y
2. Este equipo debe aceptar cualquier interferencia,

incluyendo la que pueda causar su operación no
deseada.

Moldova

MD OC TIP 024 A6116-18
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Mongolia

Morocco
Numéro d´agrément :
MR 17800 ANRT 2018
Date d´agrément : 24/10/2018
AGREE PAR L’ANRT MAROC
Numéro d´agrément :
MR 15019 ANRT 2017
Date d´agrément : 26/10/2017
Numéro d´agrément :
MR 9668 ANRT 2014
Date d´agrément : 30/09/2014
Numéro d´agrément :
MR 12623 ANRT 2016
Date d´agrément : 11/10/2016
Numéro d’agrément: MR 19520 ANRT 2019
Date d’agrément: 13/04/2019
Numéro d’agrément: MR 15845 ANRT 2018
Date d’agrément: 19/02/2018

Nigeria
Model R3TR - Connection and use of this
communications equipment is permitted by the
Nigerian Communications Commission.
Model TRANSCVRP01 - Connection and use of this
communications equipment is permitted by the
Nigerian Communications Commission.

Oman
オマーン - TRA/TA-R/4813/17
D100428
オマーン - TRA
D172249
TA056891
オマーン - TRA/TA-R/2609/15
D080134
オマーン - TRA/TA-R/2160/14
オマーン - TRA-R/3848/17
D080134
オマーン - TRA
TA044715
D100428
オマーン - TRA
R/3621/16
D080134
オマーン - TRA
R/5196/18
D100428

Pakistan

Paraguay

Philippines
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Qatar
Approval Ref.: CRA/SA/2015/R-4714
Approval Ref.: CRA/SA/2014/R-4315

Russia

Модель: LTE-MBC-EU
Изготовитель: Molex CVS Dabendorf
GmbH
Сделано в Германии
Электропитаие : 12 V=, 400 mA
TRANSCVRP01: RU д-DE.ЭM03.B.00133

Serbia

34540-1020/17-3
34540-1313/16-3

Singapore
Complies with IDMA Standard DA 103787.
Complies with IDMA Standards DB 106879.
Registration Number N3078-18
Complies with IDMA Standards N2853–18.
Complies with IDMA Standards DB107205.

South Africa
TA-2014/2597
APPROVED

TA-2014/1784
APPROVED

TA-2016/2759
APPROVED

TA-2017/2491
APPROVED

TA-2019/5116
APPROVED

TA-2016/2568
APPROVED

TA-2017/3465
APPROVED

South Korea

R-C-MQU-PK3
MSIP-REM-HEB-TSSSG4G5
MSIP-CRM-HEB-TSSRE4DG
BO-LRR4
R-CRM-DDG-R3TR
송신기주파수 21.85 kHz
B급기기 (가정용방송통신기자재)
이기기는가정용(B급)전자파적합기기로서주
로가정에서사용하는것을목적으로하며,
모든지역에서사용할수있습니다.
해당무선설비는전파혼신가능성이있으므로
인명안전과관련된서비스는할수없음
송신기주파수 433.92 MHz
B급기기 (가정용방송통신기자재)
이기기는가정용(B급)전자파적합기기로서주
로가정에서사용하는것을목적으로하며,
모든지역에서사용할수있습니다.
해당무선설비는전파혼신가능성이있으므로
인명안전과관련된서비스는할수없음
인증받은자의상호 Molex CVS Dabendorf GmbH
/
제조자/제조국가 Germany /
기자재의명칭/ 모델명 LTE-MBC-CN /
기자재의명칭/ 모델명 MSIP-RMM-N7V-LTE-
MBC-CN

Taiwan
CCAK15LP0801T1
CCAE15LP0190T0
CCAF16LP2450T2
1. 經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許可，公

司、商號或使用者均不得擅自變更頻率、加大功率
或變更原設計之特性及功能。
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2. 低功率射頻電機之使用不得影響飛航安全及干擾合
法通信；經發現有干擾現象時，應立即停用，並改
善至無干擾時方得繼續使用。 前項合法通信，指依
電信法規定作業之無線電通信。低功率射頻電機須
忍受合法通信或工業、科學及醫療用電波輻射性電
機設備之干擾。

低功率電波輻射性電機管理辦法
第十二條: 經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許
可，公司、商號或使用者均不得擅自變更頻率、加大功
率或變更原 設計之特性及功能。
第十四條: 低功率射頻電機之使用不得影響飛航安全及干
擾合法通信；經發現有干擾現象時，應立即停用，並改
善至無干 擾時方得繼續使用。
前項合法通信，指依電信法規定作業之無線電信。
低功率射頻電機需忍受合法通信或工業、科學及醫療用
電波輻射性電機設備之干擾。
低功率電波輻射性電機管理辦法
第十二條經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許
可，公司、商號或使用者均不得擅自變更頻率、加大功
率或變更原設計之特性及功能。
第十四條低功率射頻電機之使用不得影響飛航安全及干
擾合法通信；經發現有干擾現象時，應改善至無干擾時
方得繼續使用。前項合法通信，指依電信法規定作業之
無線電通信。低功率射頻電機須忍受合法通信或工業、
科學及醫療用電波輻射性電機設備之干擾。
本器材須經專業工程人員安裝及設定，始得設置使用，
且不得直接販售給一般消費者
電磁波警語標示：「減少電磁波影響，請妥適使用
輸入電源需使用所附的5A保險絲於產品前端做保護
TRANSCVRP01:
低功率電波輻射性電機管理辦法：
•第十二條
經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許可，公司、
商號或使用者均不得擅自變更頻率、加大功率或變更原
設計之特性及功能。
•第十四條
低功率射頻電機之使用不得影響飛航安全及干擾合法通
信；經發現有干擾現象時，應立即停用，並改善至無干
擾時方得繼續使用。

前項合法通信，指依電信法規定作業之無線電通信。
低功率射頻電機須忍受合法通信或工業、科學及醫療用
電波輻射性電機設備之干擾。

Thailand
เครื่องโทรคมนาคมและอุปกรณ์นี้ มีความ
สอดคล้องตามมาตรฐานหรือ
ข้อกําหนดทางเทคนิคของ กสทช.
เครื่องวิทยุคมนาคมนี้มีระดับการแผ่
คลื่นแม่เหล็กไฟฟ้าสอดคล้องตาม
มาตรฐานความปลอดภัยต่อสุขภาพของ
มนุษย์จากการใช้เครื่องวิทยุคมนาคม
ที่คณะกรรมการกิจการโทรคมนาคมแห่ง
ชาติประกาศกําหนด.

HomeLink®：この通信装置は NTC の技術要件に準拠
しています。

Ukraine
Your vehicle features a variety of radio equipment.
The manufacturers of this radio equipment declare
that it complies with the specifications for its use
pursuant to the Technical Regulation on Radio
Equipment of Ukraine (Decree 355/2017). This
information contains details of the manufacturers
and the transmission characteristics of the radio
equipment from April 2019. The full text of the
relevant Declarations of Conformity is available at
the following website:
hhttttppss::////ppoorrsscchhee..uuaa//aacccceessssoorriieessaannddsseerrvviiccee//
ppoorrsscchheesseerrvviiccee//

United Arab Emirates
TRA REGISTERED No: ER66073/18,
DEALER No: 0018994/09
TRA REGISTERED No: ER58762/17,

DEALER No: 0018994/09
TRA REGISTERED No: ER38964/15,
DEALER: HUF ELECTRONICS GmbH
TRA REGISTERED No: ER36213/14,
DEALER No: DA36785/14
TRA REGISTERED No: ER497919/16,
DEALER No: DA0062437/11
TRA REGISTERED No: ER71148/19
DEALER No: DA0043253/10
TRA REGISTERED No: ER61595/18
DEALER No: DA65993/17

United States of America
NNOOTTIICCEE::
This device complies with Part 15 of the FCC Rules.
Operation is subject to the following two conditions:
(1) This device may not cause harmful interference,
and
(2) this device must accept any interference
received, including interference that may cause
undesired operation.
Changes or modifications made to this equipment
not expressly approved by the manufacturer may
void the FCC authorization to operate this
equipment.
Radiofrequency radiation exposure Information:
The radiated output power of the device is far below
the FCC radio frequency exposure limits.
Nevertheless, the device shall be used in such a
manner that the potential for human contact during
normal operation is minimized.
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Vietnam
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ソフトウェア ライセンス
インストルメント クラスターに関す
るオープン ソース ソフトウェアの宣
言 - OSS コンポーネントのリスト
インストルメント クラスターにはオープン ソース ソ
フトウェアとしてライセンスを受けたコンポーネント
が含まれます。 該当するコンポーネントおよび関連す
るライセンス条件は下記のとおりです。 使用権者は著
作権保有者からオープン ソース ソフトウェアに対して
関連する有効なライセンス条件に備える条件の下で使
用上の非独占的権利を受けます。 オープン ソース ラ
イセンスの保証提供は該当する著作権保有者に関連し
てのみ有効です。 このオープン ソース プログラム
コードのリストは、リスト作成の時点でサービスに組
み込まれていた第三者ソフトウェアに関連して編集さ
れました。

1. C11 Emulation Library
BBoooosstt SSooffttwwaarree LLiicceennssee 11..00
Boost Software License – Version 1.0
August 17th, 2003
Permission is hereby granted, free of charge, to any
person or organization obtaining a copy of the
software and accompanying documentation covered
by this license (the "Software") to use, reproduce,
display, distribute, execute, and transmit the
Software, and to prepare derivative works of the
Software, and to permit third-parties to whom the
Software is furnished to do so, all subject to the
following: The copyright notices in the Software and
this entire statement, including the above license
grant, this restriction and the following disclaimer,
must be included in all copies of the Software, in
whole or in part, and all derivative works of the
Software, unless such copies or derivative works are
solely in the form of machine-executable object
code generated by a source language processor. THE

SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT
WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED,
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS
FOR A PARTICULAR PURPOSE, TITLE AND NON-
INFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE
COPYRIGHT HOLDERS OR ANYONE DISTRIBUTING
THE SOFTWARE BE LIABLE FOR ANY DAMAGES OR
OTHER LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, TORT
OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE
OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

2. DRM CRTC
MMIITT SSttyyllee LLiicceennssee
* Permission to use, copy, modify, distribute, and sell
this software and its * documentation for any
purpose is hereby granted without fee, provided that
* the above copyright notice appear in all copies and
that both that copyright * notice and this permission
notice appear in supporting documentation, and *
that the name of the copyright holders not be used
in advertising or * publicity pertaining to distribution
of the software without specific, * written prior
permission. The copyright holders make no
representations * about the suitability of this
software for any purpose. It is provided "as * is"
without express or implied warranty. * * THE
COPYRIGHT HOLDERS DISCLAIM ALL
WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE,
* INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO * EVENT
SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR
ANY SPECIAL, INDIRECT OR * CONSEQUENTIAL
DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER
RESULTING FROM LOSS OF USE, * DATA OR
PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT,

NEGLIGENCE OR OTHER * TORTIOUS ACTION,
ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE
USE OR PERFORMANCE * OF THIS SOFTWARE.

3. EGLEXT Chromium
BBSSDD 33--ccllaauussee LLiicceennssee
Copyright (c) 年、オーナー
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms,
with or without modification, are permitted provided
that the following conditions are met:
Redistributions of source code must retain the above
copyright notice, this list of conditions and the
following disclaimer.
Redistributions in binary form must reproduce the
above copyright notice, this list of conditions and the
following disclaimer in the documentation and/or
other materials provided with the distribution.
Neither the name of the ORGANIZATION nor the
names of its contributors may be used to endorse or
promote products derived from this software
without specific prior written permission.
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT
HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING,
BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES
OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO
EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT,
INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT
NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT
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LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE
USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

4. Expat XML Parser-libexpat
EExxppaatt LLiicceennssee
Copyright (c) 1998, 1999, 2000 Thai Open Source
Software Center Ltd and Clark Cooper
Copyright (c) 2001, 2002, 2003, 2004, 2005,
2006 Expat maintainers.
Permission is hereby granted, free of charge, to any
person obtaining a copy of this software and
associated documentation files (the "Software"), to
deal in the Software without restriction, including
without limitation the rights to use, copy, modify,
merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell
copies of the Software, and to permit persons to
whom the Software is furnished to do so, subject to
the following conditions:
The above copyright notice and this permission
notice shall be included in all copies or substantial
portions of the Software.
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT
WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED,
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND
NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE
AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE
FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY,
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR
OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE
OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

5. FASTCRC32
LLiicceennssee ooff SStteepphhaann BBrruummmmee//ZZlliibb ssttyyllee LLiicceennssee

Unless otherwise noted in a file's first 5 lines, all
source code published on http://create.stephan-
brumme.com and its sub-pages is licensed similar to
the zlib license: This software is provided 'as-is',
without any express or implied warranty. In no event
will the author be held liable for any damages arising
from the use of this software. Permission is granted
to anyone to use this software for any purpose,
including commercial applications, and to alter it and
redistribute it freely, subject to the following
restrictions: The origin of this software must not be
misrepresented; you must not claim that you wrote
the original software. If you use this software in a
product, an acknowledgment in the product
documentation would be appreciated but is not
required. Altered source versions must be plainly
marked as such, and must not be misrepresented as
being the original software.

6. Free Type
FFrreeeettyyppee PPrroojjeecctt LLiicceennssee
The FreeType Project LICENSE
——————————————————————-
——
2006-Jan-27
Copyright 1996-2002, 2006 by
David Turner, Robert Wilhelm, and Werner Lemberg
Introduction
============
The FreeType Project is distributed in several archive
packages; some of them may contain, in addition to
the FreeType font engine, various tools and
contributions which rely on, or relate to, the
FreeType Project.
This license applies to all files found in such
packages, and which do not fall under their own
explicit license. The license affects thus the
FreeType font engine, the test programs,
documentation and makefiles, at the very least.

This license was inspired by the BSD, Artistic, and
IJG (Independent JPEG Group) licenses, which all
encourage inclusion and use of free software in
commercial and freeware products alike. As a
consequence, its main points are that:
We don't promise that this software works.
However, we will be interested in any kind of bug
reports. (`as is' distribution)
You can use this software for whatever you want, in
parts or full form, without having to pay us.
(`royalty-free' usage)
You may not pretend that you wrote this software. If
you use it, or only parts of it, in a program, you must
acknowledge somewhere in your documentation
that you have used the FreeType code. (`credits')
We specifically permit and encourage the inclusion
of this software, with or without modifications, in
commercial products. We disclaim all warranties
covering The FreeType Project and assume no
liability related to The FreeType Project.
Finally, many people asked us for a preferred form
for a credit/disclaimer to use in compliance with this
license. We thus encourage you to use the following
text:
"Portions of this software are copyright © 1996-
2002, 2006 The FreeType Project (www.freetype.
org). All rights reserved."
Legal Terms
============
Definitions
————————————
Throughout this license, the terms `package', `-
FreeType Project', and `FreeType archive' refer to
the set of files originally distributed by the authors
(David Turner, Robert Wilhelm, and Werner
Lemberg) as the `FreeType Project', be they named
as alpha, beta or final release.
`You' refers to the licensee, or person using the
project, where `using' is a generic term including
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compiling the project's source code as well as linking
it to form a `program' or `executable'. This program
is referred to as `a program using the FreeType
engine'.
This license applies to all files distributed in the
original FreeType Project, including all source code,
binaries and documentation, unless otherwise stated
in the file in its original, unmodified form as
distributed in the original archive. If you are unsure
whether or not a particular file is covered by this
license, you must contact us to verify this.
The FreeType Project is copyright (C) 1996-2000,
2006 by David Turner, Robert Wilhelm, and Werner
Lemberg. All rights reserved except as specified
below.
No Warranty
————————————
THE FREETYPE PROJECT IS PROVIDED `AS IS'
WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER
EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT
LIMITED TO, WARRANTIES OF MERCHANTABILITY
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. IN NO
EVENT WILL ANY OF THE AUTHORS OR
COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY
DAMAGES CAUSED BY THE USE OR THE INABILITY
TO USE, OF THE FREETYPE PROJECT.
Redistribution
———————————————
This license grants a worldwide, royalty-free,
perpetual and irrevocable right and license to use,
execute, perform, compile, display, copy, create
derivative works of, distribute and sublicense the
FreeType Project (in both source and object code
forms) and derivative works thereof for any purpose;
and to authorize others to exercise some or all of the
rights granted herein, subject to the following
conditions:
Redistribution of source code must retain this
license file (`FTL.TXT') unaltered; any additions,

deletions or changes to the original files must be
clearly indicated in accompanying documentation.
The copyright notices of the unaltered, original files
must be preserved in all copies of source files.
Redistribution in binary form must provide a
disclaimer that states that the software is based in
part of the work of the FreeType Team, in the
distribution documentation. We also encourage you
to put an URL to the FreeType web page in your
documentation, though this isn't mandatory.
These conditions apply to any software derived from
or based on the FreeType Project, not just the
unmodified files. If you use our work, you must
acknowledge us. However, no fee need be paid to us.
Advertising
————————————
Neither the FreeType authors and contributors nor
you shall use the name of the other for commercial,
advertising, or promotional purposes without
specific prior written permission.
We suggest, but do not require, that you use one or
more of the following phrases to refer to this
software in your documentation or advertising
materials: `FreeType Project', `FreeType Engine', `-
FreeType library', or `FreeType Distribution'.
As you have not signed this license, you are not
required to accept it. However, as the FreeType
Project is copyrighted material, only this license, or
another one contracted with the authors, grants you
the right to use, distribute, and modify it. Therefore,
by using, distributing, or modifying the FreeType
Project, you indicate that you understand and accept
all the terms of this license.
Contacts
—————————
There are two mailing lists related to FreeType:
freetype@nongnu.org
Discusses general use and applications of FreeType,
as well as future and wanted additions to the library

and distribution. If you are looking for support, start
in this list if you haven't found anything to help you
in the documentation.
devel@nongnu.org
Discusses bugs, as well as engine internals, design
issues, specific licenses, porting, etc.
Our home page can be found at
http://www.freetype.org
— end of FTL.TXT —

7. Freetype_BDF
TThhee MMIITT LLiicceennssee
Copyright (c) year copyright holders
Permission is hereby granted, free of charge, to any
person obtaining a copy of this software and
associated documentation files (the "Software"), to
deal in the Software without restriction, including
without limitation the rights to use, copy, modify,
merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell
copies of the Software, and to permit persons to
whom the Software is furnished to do so, subject to
the following conditions:
The above copyright notice and this permission
notice shall be included in all copies or substantial
portions of the Software.
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT
WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED,
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND
NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE
AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE
FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY,
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR
OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE
OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.
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8. FreeType_PCF
TThhee MMIITT LLiicceennssee
> 「7. Freetype_BDF」の章（ 325ページ）を参照

してください。

9. HarfBuzz
TThhee MMIITT LLiicceennssee
> 「7. Freetype_BDF」の章（ 325ページ）を参照

してください。

10. Intel DVO i915
MMIITT SSttyyllee LLiicceennssee
> 「2. DRM CRTC」の章（ 323ページ）を参照して

ください。

11. Khronos EGL Headers
TThhee MMIITT LLiicceennssee
> 「7. Freetype_BDF」の章（ 325ページ）を参照

してください。

12. Khronos Group-OpenGL ES
SSGGII FFrreeee SSooffttwwaarree LLiicceennssee BB vv22..00
SGI FREE SOFTWARE LICENSE B (Version 2.0, Sept.
18, 2008)
Copyright (C) [dates of first publication] Silicon
Graphics, Inc. All Rights Reserved.
Permission is hereby granted, free of charge, to any
person obtaining a copy of this software and
associated documentation files (the "Software"), to
deal in the Software without restriction, including
without limitation the rights to use, copy, modify,
merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell
copies of the Software, and to permit persons to
whom the Software is furnished to do so, subject to
the following conditions:
The above copyright notice including the dates of
first publication and either this permission notice or
a reference to http://oss.sgi.com/projects/FreeB/

shall be included in all copies or substantial portions
of the Software.
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT
WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED,
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND
NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL SILICON
GRAPHICS, INC. BE LIABLE FOR ANY CLAIM,
DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN
ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE,
ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH
THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS
IN THE SOFTWARE.
Except as contained in this notice, the name of
Silicon Graphics, Inc. shall not be used in advertising
or otherwise to promote the sale, use or other
dealings in this Software without prior written
authorization from Silicon Graphics, Inc.

13. libdrm
TThhee MMIITT LLiicceennssee
> 「7. Freetype_BDF」の章（ 325ページ）を参照

してください。

14. libunibreak
zzlliibb LLiicceennssee
The zlib/libpng License
Copyright (c) year copyright holders
This software is provided 'as-is', without any express
or implied warranty. In no event will the authors be
held liable for any damages arising from the use of
this software.
Permission is granted to anyone to use this software
for any purpose, including commercial applications,
and to alter it and redistribute it freely, subject to the
following restrictions:
1. The origin of this software must not be
misrepresented; you must not claim that you wrote

the original software. If you use this software in a
product, an acknowledgment in the product
documentation would be appreciated but is not
required.
2. Altered source versions must be plainly marked as
such, and must not be misrepresented as being the
original software.
3. This notice may not be removed or altered from
any source distribution.

15. Libva
TThhee MMIITT LLiicceennssee
> 「7. Freetype_BDF」の章（ 325ページ）を参照

してください。

16. Intel の Linus Graphics Drivers – Kernel
DRM-bsd
TThhee MMIITT LLiicceennssee
> 「7. Freetype_BDF」の章（ 325ページ）を参照

してください。

17. lua
TThhee MMIITT LLiicceennssee
> 「7. Freetype_BDF」の章（ 325ページ）を参照

してください。

18. lz4 Compression algorithm
BBSSDD 22--ccllaauussee ""SSiimmpplliiffiieedd"" LLiicceennssee
Redistribution and use in source and binary forms,
with or without modification, are permitted provided
that the following conditions are met:
Redistributions of source code must retain the above
copyright notice, this list of conditions and the
following disclaimer.
Redistributions in binary form must reproduce the
above copyright notice, this list of conditions and the
following disclaimer in the documentation and/or
other materials provided with the distribution.
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THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR
"AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR BE
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL,
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED
AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (-
INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING
IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE,
EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH
DAMAGE.

19. Mesa3D – MesaLib
TThhee MMIITT LLiicceennssee
> 「7. Freetype_BDF」の章（ 325ページ）を参照

してください。

20. NetBSD
BBSSDD--44--CCllaauussee ((UUnniivveerrssiittyy ooff CCaalliiffoorrnniiaa--
SSppeecciiffiicc))
BSD-4-Clause (University of California-Specific)
Copyright [various years] The Regents of the
University of California. All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms,
with or without modification, are permitted provided
that the following conditions are met:
1. Redistributions of source code must retain the
above copyright notice, this list of conditions and the
following disclaimer.
2. Redistributions in binary form must reproduce the
above copyright notice, this list of conditions and the

following disclaimer in the documentation and/or
other materials provided with the distribution.
3. All advertising materials mentioning features or
use of this software must display the following
acknowledgement: This product includes software
developed by the University of California, Berkeley
and its contributors.
4. Neither the name of the University nor the names
of its contributors may be used to endorse or
promote products derived from this software
without specific prior written permission.
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS
AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY EXPRESS
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO
EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS
BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT,
INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT
NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE
USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
BBSSDD 33--ccllaauussee
> 「3. EGLEXT Chromium」の章（ 323ページ）を

参照してください。
HHPPNNDD LLiikkee LLiicceennssee
Portions Copyright (c) 1993 by Digital Equipment
Corporation.
Permission to use, copy, modify, and distribute this
software for any purpose with or without fee is
hereby granted, provided that the above copyright

notice and this permission notice appear in all
copies, and that the name of Digital Equipment
Corporation not be used in advertising or publicity
pertaining to distribution of the document or
software without specific, written prior permission.
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND DIGITAL
EQUIPMENT CORP. DISCLAIMS ALL WARRANTIES
WITH REGARD TO THIS SOFTWARE, INCLUDING
ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY
AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL DIGITAL
EQUIPMENT CORPORATION BE LIABLE FOR ANY
SPECIAL, DIRECT, INDIRECT, OR CONSEQUENTIAL
DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER
RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR
PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT,
NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION,
ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE
USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE.

21. PCFUtil
OOppeenn GGrroouupp LLiicceennssee
Copyright 1996, 1998 The Open Group
Permission to use, copy, modify, distribute, and sell
this software and its documentation for any purpose
is hereby granted without fee, provided that the
above copyright notice appear in all copies and that
both that copyright notice and this permission
notice appear in supporting documentation.
The above copyright notice and this permission
notice shall be included in all copies or substantial
portions of the Software.
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT
WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED,
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND
NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE
OPEN GROUP BE LIABLE FOR ANY CLAIM,
DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN
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ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE,
ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH
THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS
IN THE SOFTWARE.
Except as contained in this notice, the name of The
Open Group shall not be used in advertising or
otherwise to promote the sale, use or other dealings
in this Software without prior written authorization
from The Open Group.

22. static_drm_mode
TThhee MMIITT LLiicceennssee
> 「7. Freetype_BDF」の章（ 325ページ）を参照

してください。

23. Video Accelarator
BBSSDD SSttyyllee LLiicceennssee
Redistribution. Redistribution and use in binary form,
without modification, are * permitted provided that
the following conditions are met: * Redistributions
must reproduce the above copyright notice and the
following * disclaimer in the documentation and/or
other materials provided with the * distribution. *
Neither the name of Intel Corporation nor the names
of its suppliers may be used * to endorse or promote
products derived from this software without specific
prior * written permission. * No reverse engineering,
decompilation, or disassembly of this software is
permitted. * Limited patent license. Intel Corporation
grants a world-wide, royalty-free, * nonexclusive
license under patents it now or hereafter owns or
controls to make, have made, * use, import, offer to
sell and sell (.Utilize.) this software, but solely to the
extent that any * such patent is necessary to Utilize
the software alone. The patent license shall not
apply * to any combinations which include this
software. No hardware per se is licensed here under.
* DISCLAIMER. THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY
THE COPYRIGHT * HOLDERS AND CONTRIBUTORS

"AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED *
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
THE IMPLIED * WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A
PARTICULAR * PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO
EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER * OR
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT,
INDIRECT, INCIDENTAL, * SPECIAL, EXEMPLARY,
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT
* NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; * LOSS OF USE,
DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)
HOWEVER * CAUSED AND ON ANY THEORY OF
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, * STRICT
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR
OTHERWISE) * ARISING IN ANY WAY OUT OF THE
USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF * ADVISED OF
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

24. zlib
ZZlliibb lliicceennssee
> 「14. libunibreak」の章（ 326ページ）を参照し

てください。
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¡車両の仕様およびオプションの変更により、この取扱説明書
の内容の一部が車両と一致しない場合があります。

¡説明図は一部日本仕様と異なる点があります。
¡この取扱説明書に関してのお問い合わせは下記までお願い致
します。





車両受領証
（販売店で保管）

VIN：車両識別ナンバー

エンジンナンバー

上記車両については、取扱説明書および整備手帳に記載されている車両の取扱い、
および保証内容、並びに納車点検内容の説明を受け了承の上、車両およびツール
キットを完全な状態で受領しました。

販売店スタンプ

日時 お客様の署名
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